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第
Ⅰ部
　移
動

の
あ
り
方
、
移
動
と
交
流

・
民
族
間
関
係



一　

華
人
の
移
動
と
そ
の
目
的

　
　
　
ー

世
代

・
地
域
別
比
較
の
試
み
ー

陳

天

璽

は
じ
め
に

　
中
国
語
で

「四
海
都
有
中
国
人
」
や

「四
海
為
家
」
と

い
う

フ
レ
ー
ズ
を
見
た
り
聞

い
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
四
海
と
は
世
界

を
意
味

し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
前
者
は

「
世
界
ど
こ
に
で
も
中
国
人
が
い
る
」
、
後
者
は

「世
界
を
家
と
為
す
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ら

の
言
葉
か
ら
、
中
国
人
は
世
界
中
ど
こ
に
で
も
お
り
、
し
か
も
、
ど
こ

へ
行

っ
て
も
そ
こ
を
自
分
の
居
場
所
と
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
が

わ
か
る
。
中
国
人
た
ち
は
国
境
を
越
え
世
界
中
に
移
動
し
て
お
り
、
海
外
に
移
住
し
た
中
国
人

(お
も
に
漢
族
)
は
華
人
と
呼
ば

れ
て

い
る
。
本
章
で
は
、
「移
動

の
民
」
と
も

い
え
る
華
人
に
注
目
し
、
彼
ら
が
移
動
す
る
こ
と
に
な

っ
た
理
由
、
そ
し
て
移
動
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
な
に
を
手
に
い
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
移
動
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
出
身
地
域
別
だ

け
で
は
な
く
世
代
別
に
比
較

・
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
具
体

的
に
は
、
韓
国
、
香
港
、
ア
メ
リ
カ
の
華
人
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
世
紀
初
頭
、
中
国
大
陸
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に
国
民
国
家
が
形
成
さ
れ
た
時
期
以
降
に
海
外
に
移
住
し
、
現
在
に
至
る
華
人
家
族
が
主
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
家
族

は
、

一
世
が
中
国
大

陸
を
離

れ
て
か
ら
お
お
よ
そ
百
年
ほ
ど
た

っ
て
お
り
、
三
世
代
目
や
四
世
代
目
が
社
会
で
も

つ
と
も
活
躍
す
る
時
期

を
迎
え
て
い
る
。

一

方
現
在

、

一
九
七
九
年
改
革
開
放
以
降
、
中
国
大
陸
か
ら
大
量
に
流
出
し
た
中
国
新
移
民
ま
た
は
新
華
僑
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
移
動
も
注

目
に
値

す
る
が
、
本
論
は
華
人
の
出
身
地
域
と
世
代
別
の
複
合
比
較
を
試
み
る
と

い
う
趣
旨
か
ら
、

一
世
が
移
住
し

て
三
〇
年
に
満
た
な

い
新
華

僑
は
今
回
本
章

の
射
程
か
ら
あ
え
て
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
論
で
は
地
域
別
に
比
較
す
る
が
、
こ
こ
で
指

す
地
域
と
は
華
人
移

民
の
中
国
大
陸
内

の
出
身
地
、
た
と
え
ば
広
東
や
福
建
な
ど
を
指
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

一
世
が
中
国
大
陸
を
離
れ
た
後
、
移
住
先

と
し
て
最
初
に
外
国
で
定
住
し
た
地
を
指
し
て
お
り
、
そ
こ
を
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
も
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

　
華
人
移
民
史
研
究

の
第

一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
王
廣
武

(
Ｗ
ａ
ｎ
ｇ
　
Ｇ
ｕ
ｎ
ｇ
ｗ
ｕ

)
は
、
華
人
の
移
動
を
華
商
型
、

華
工
型
、
華
僑
型
、

華
裔
型

の
四
タ
イ
プ
に
分
類
し
た

[王
　

一
九
九

一
]。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
四

つ
の
類
型
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

北
米
、
香
港
、
韓
国

出
身

の
華
人
に
注
目
し
、
彼
ら
の
移
動
の
理
由
と
目
的
を
世
代
別

・
地
域
別
に
複
合
的
に
比
較
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
華
人
の
移
動
の
特
徴

を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た

い
。
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1
　
世
界
に
お
け
る
華
人
の
概
況

（
1
）

　
華
人
の
定
義
と
人
ロ
の
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　

　
中
国
国
外
に
居
住
す
る
中
国
系
の
人
々
は
華
僑
、
華
人
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
的
に
厳
密
に
区
別
し
定
義
し
た
場
合
、
華
僑
と
は

依
然
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
や
中
華
民
国
の
国
籍
を
持

つ
者
、

つ
ま
り
法
律
上

「中
国
人
」
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
国
外
に
生
活
基
盤

が
あ
る
人
々
を
指
し
て
い
る
。
加
え
て
、
中
国
以
外
に
居
住
し
、

い
ず
れ
の
国

の
国
籍
も
持
た
な
い
無
国
籍

の
中
国
系

の
人
々
も
華
僑
と

呼
ば
れ

る
。
一
方
、
華
人
と
は
、
中
国
以
外

の
国
に
居
住
し
、
す
で
に
中
国
以
外

の
国
籍
を
取
得
し
た
人
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、



国
籍
に
よ

っ
て
区
分
し
た
定
義
は
理
解
し
や
す

い
が
、
実
際
、
中
国
系

の
移
民
の
な
か
に
は
複
数

の
国
籍
を
有
し
て

い
る
者
も
い
れ
ば
、

外
国
の
国
籍
を
取
得
し
て
も
当
事
者
自
身
が
自
ら
を

「華
僑
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
華
僑
と
華
人
の
区
別
は
極
め
て
不
確
実
か

つ
曖
昧

で
あ
る
の
が
実
態

で
あ
る
。
よ

っ
て
、

こ
こ
で
は
、
華
人
を
よ
り
広
義
な
意
味
で
使
用
す
る
。
広
義
と
は
、
海
外
に
渡

っ
た
中
国

系
の
人

々
を
国
籍
の
区
分
な
く
、
包
括
し
て
華
人
と
と
ら
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
に
移
住
し
た
の
ち
、
も
し
く
は
世
代

を
重
ね

た
あ
と
、
中
国
大
陸
に
逆
流
し
定
住
し
て
い
る
人

々
も
華
人
と
呼
ぶ
。

　
華
人

は
流
動
性
が
高

い
た
め
、
彼
ら

の
人

口
を
把
握
す

る
こ
と
は
難
し

い
。
統
計
に
よ

っ
て
も
異
な
る
が
、
全

世
界

に
お
お
よ
そ

三
千
万
人
ほ
ど
の
華
人
が
散
在
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約
八
割
半
を
占
め
る
二
千
六
百
万
人
ほ
ど
が
東
南
ア
ジ
ア
に
あ

る
約
三
〇
ヵ
国

・
地
域
に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
全
体
の

一
割
に
当
た
る
約
三
百
万
人

の
人
々
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
あ
る
三
ニ
カ

国
に
居
住
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
と
し
て
北
米
に
二
百
万
人
、
南
米
に
百
数
十
万
人
ほ
ど
分
布
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
約
八
〇
万
人
、
そ
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に
は
五
〇
万
人
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
に

一
〇
数
万
人
ほ
ど

の
華
人
が
居
住
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
華
人

の
全
人
ロ
の
六
割
を
し
め
る
人

々
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
三
力
国
に
集
中
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

は
七
百
万
人
、
タ
イ
に
は
六
百
万
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
五
五
〇
万
人
ほ
ど
の
華
人
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
五
〇
万
人
以
上
の

華
人
が
居
住
し
て
い
る
国
々
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
そ
し
て

ペ
ル
ー

で
あ
る
。
以
上
の

一
〇
ヵ
国
で
華
人
全
人
口
の
約
九
割
を
占
め
て
い
る
。

　

一
九

八
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
そ
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
居
住
す
る
華
人
の
年
平
均
増
加

率
が
、
そ
れ
ぞ
れ

八
%
、

八
・五
%
、
三
・二
%
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
の
増
加
率
は
二
・四
%
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
は
二
・
一
%
と
な

っ
て
い
る
。

華
人
の
移
民
が
減
少
傾
向
に
あ
る
国
は
少
な
く
、
最
も
華
人
移
民
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
韓
国
で
、
そ
の
増
加
率

は
マ
イ
ナ
ス
七
%
と

な

っ
て

い
る

[僑
務
委
員
会
　

一
九
九

一
、
李

・
陳
　

一
九
九

一
、
賈

・
石
　
二
〇
〇
七
]。
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（
2
）
　
地
域
別
に
み
る
華
人
移
民
の
特
徴

　
世
界

に
散
ら
ば

っ
て
い
る
華
人
た
ち
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
意
識
や
立
場
も

一
括
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。

居
住
し
て
い
る
地

域
、
そ

し
て
移
動
し
た
社
会

に
よ

っ
て
経
験
し
た
歴
史
も
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。

　
人
口

の
八
割
が
華
人
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
華
人
は
政
治
の
中
枢
に
存
在
し
て
お
り
、
華
人
が
多
数
派

で
あ
る
唯

一
の
国

で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
国
々
で
は
、
華
人
は

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
立
場
を
有
し
て
い
る
。
他
国
に
比
べ
、

国
の
全

人
口
に
対
す
る
華
人
の
人
口
比
率
が
高

い
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
、
華
人
は
全
人
口
の
三
割
ほ
ど
で
あ
る
。
な
お
、

マ
レ
ー
シ
ア
華
人

は
、
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
マ
レ
ー
人
優
位
政
策

に
よ
り
公
的

・
政
治
的
な
舞
台
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

マ

レ
ー
シ

ア
華
人
は
、
名
前
、
学
校
、
政
党
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
、
華
人
と
し
て
の
特
性
や
文
化
を
保
持
す

る
こ
と
を
認
め
ら

れ
て
お
り
、
中
国
系

の
要
素
が
色
濃
く
残

っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
華
人
人
口
が
七
百
万
人
い
る
と
見
ら
れ
、
世
界
最
大
の
華
人
人
口
を
抱
え
た
国
で
あ
る
。
華
人
は
絶
対
数
か
ら
み
る

と
多

い
が
、
全
人
口
比
率
と
し
て
は
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な

い
少
数
派
で
あ
る
。

一
説
に
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
華
人
が
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
経
済

の
八
割
を
牛
耳

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

[朱
　

一
九
九
五
]。
ス

ハ
ル
ト
時
代
、
華
人
は
政
治

・
文
化
な
ど
各
活

動
が
制

限
さ
れ
、
華
語
や
中
国
名

の
使
用
も
禁
止
さ
れ
て

い
た
が
、
経
済
活
動

の
場
で
は
自
由
を
与
え
ら
れ
た
。
ス

ハ
ル
ト
政
権
崩
壊

後
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
華
人
社
会
も
大
き
く
変
わ
り
、
華
人
の
文
化
活
動
や
政
治
参
加
な
ど
だ

い
ぶ
自
由
化
さ
れ
て
い
る
。

　
東
南

ア
ジ
ア
の
華
人
は
、

一
九
世
紀
末
や
二
〇
世
紀
初
頭
な
ど
、
比
較
的
早

い
時
期
に
移
民
し
た
者
が
多

い
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、

一
九
四
九
年
に
新
中
国
が
成
立
し
共
産
政
権

の
も
と
、
諸
外
国
と
の
交
流
は
し
ば
ら
く
制
限
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
時
期
と
重
な
り
、

東
南

ア
ジ

ア
の
旧
植
民
地
が
独
立
す
る

一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
の
問
、
東
南

ア
ジ

ア
へ
華
人
移
民
が
継
続
的
に
流
入
す
る
こ
と
は
少
な

く
、
む
し
ろ
断
絶
し
て
い
た
。
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一
方
、
ア
メ
リ
ヵ
や
カ
ナ
ダ
、
日
本
な
ど
の
先
進
国
は
、
戦
前
に
続
き
戦
後
も
華
人
移
民
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
戦

後
か
ら

一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
移
民
は
、
中
国
本
土
か
ら
で
は
な
く
、
香
港
や
台
湾
か
ら
移
民
し
た
者
が
多
数
を
占

め
た
。
多
く
は
留
学

を
経
て
就
職
し
、
そ
の
後
、
現
地
に
生
活
基
盤
を
築
き
、
華
人
と
な

っ
て
い
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人

々
の
多
く
は
高
等
教
育

を
受
け
た

エ
リ
ー
ト
層
で
あ
り
、
先
進
諸
国

へ
の
移
住
を
目
指
す
者
が
多
か

っ
た
。
ま
た
香
港
や
台
湾
を
経
由

し
て
き
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
戦
前
に
華
南

一
帯
か
ら
直
接
移
民
し
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
根
付

い
て
暮
し
て
き
た
華
人
と
は
、
多
少
な
り
と
も
差
異
が
あ

っ
た
。

　
そ
の
後
、
ま
た
移
民
の
大
き
な
潮
流
が
あ
る
。
そ
れ
は

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
改
革
開
放
に
よ

っ
て
、
中
国
本
土
か
ら
流
出
し

た
人

々
で
あ
る
。
彼
ら
は
新
移
民
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
人
口
の
面
で
も
、
目
的
地
の
面
で
も
、
規
模
が
大
き
く
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

彼
ら
は
、
新
中
国
成
立
後
、
中
国
に
生
ま
れ
育
ち
、
さ
ら
に
国
民
教
育
を
受
け
る
な
ど
、
近
代
国
家
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
を
有
し
た
中
国

で
の
生

活
を
経
験
し
て
い
る
。
よ

っ
て
彼
ら
は
、
早
期
に
移
住
し
た

「老
華
僑
」
と
呼
ば
れ
る
移
民
た
ち
と
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
、
意
識
的
な
面

で
差
異
が
あ
る
。
そ
の

一
例
は
、
結
社
の
あ
り
方
や
組
織
活
動
か
ら
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

老
華
僑
が
移
民
し
た
時
代
、
政
府
機
関
や
大
使
館
な
ど
、
「国
民
」
と
し
て
頼
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
は
ま
だ
十
分
機

能
し
て
い
な
か

っ

た
。
そ

の
た
め
、
彼
ら
は
出
身
地
や
同
族
関
係
の
つ
な
が
り
を
利
用
し
相
互
補
助
組
織
を

つ
く
る
こ
と
で
、
権
益
の
保
護
や
要
求
、
そ
の

他

の

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
た
。

一
方
、
現
代
に
入
り
中
国
か
ら
移
住
し
た
新
移
民
た
ち
は
、
中
国
大
使
館
な
ど
公
的
機

関
に
よ

っ
て
、

一
定

の
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
老
華
僑
が
主
に
依
存
し
た
同
郷
会
や
宗
親
会
な
ど
は
、
新
移
民
に
は
あ
ま
り
重

要
視
さ

れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
学
縁
や
業
縁
組
織

の
よ
う
に
、
同
じ
出
身
校

で
あ
る
と
か
、
同
じ
専
門
業
種
で
あ

る
な
ど
の
理
由
か
ら

結
成
さ

れ
て
い
る
組
織
が
増
え
て
い
る
。
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2
　
華
人
の
移
動
の
歴
史
的
変
遷
と
四
つ
の
分
類

　
華
人

の
海
外

へ
の
移
動
が
本
格
化
し
た

の
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

ア
ヘ
ン
戦
争
を
機

に
、
大
量
の
中
国
人

が
海
外

に
流
出
し
た
背
景
に
は
、
中
国
内
部
の
経
済
的
、
社
会
的
貧
困
と
い
う
プ

ッ
シ

ュ
要
因
と
、
欧
米
諸
国
の
奴
隷
制
廃
止
と
西
洋
列

強

の
植
民
地
に
お
け
る
労
働
力

の
需
要
と

い
う
プ
ル
要
因
が
あ

っ
た
。

こ
の
頃
、
中
国

(清
朝
政
府
)
で
は
、
広
州
、
厦
門
、
福
州
、
寧

波
、
上
海
の
五
港
で
通
商
が
行
わ
れ
、
西
洋

の
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
地
で
洋
行
を
設
立
し
、
貿
易
を
拡
大
す
る
だ
け

で
な
く
、
労
働
力

の

販
売
も
行

っ
て
い
た
。
西
洋
宗
主
国
の
指
導
者
た
ち
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
に
到
着
し
た
あ
と
、
現
地
の
資
源

開
拓

の
た
め
大
量
の

労
働
力
を
必
要
と
し
た
。

　

一
方
、
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
華
人
の
海
外
移
住
を
考
え
た
時
、
大
き
く
三
つ
の
原
因
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
つ
は
、
政
治
的
な
原
因
に
よ
る
海
外

へ
の
移
住
。
王
朝
に
よ
る
悪
政
、
国
内
に
お
け
る
政
治
的
混
乱
、
民
主
化

の
要
求
や
人
権

の
主

張
な
ど
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
政
府
と
の
意
見
の
不

一
致
や
戦
乱
の
結
果
、
海
外
に
安
住
の
地
を
求
め
て
移

動
し
た
人

々
が
あ

げ
ら
れ
る
。
二
つ
目
と
し
て
、
経
済
的
な
困
窮
や
自
然
環
境
の
悪
条
件
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
、
出
稼
ぎ
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
者
が
海
外

に
労
働

の
機
会
を
求
め
て
移
動
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
三
と
し
て
は
、
商
人
が
貿
易
や
事
業
の
拡
大
、
も
し
く
は
事
業
を
起
す
た

め
に
海
外
に
渡
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
記

の
二

つ
の
原
因
が
、
経
済
的

・
政
治
的
に
逼
迫
し
出
国
の
道
を
選

ば
ね
ば
な
ら
な
か

っ

た
消
極

的
な
理
由
に
よ
る
移
動
と
比
較
す
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
中

・
上
流
階
級
の
者
に
見
ら
れ
る
、
い
わ
ば
積
極
的
な

理
由
に
よ
る
海
外

へ
の
移
動
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
王
庸

武
は
仕
事
や
生
活
の
た
め
に
中
国
本
土
を
離
れ
海
外
に
渡

っ
た
中
国
人
を
広
く
華
人
移
民
と
捉
え
て
い
る
。

一
八
世
紀
以
降
か
ら

今
日
ま

で
の
約
二
世
紀
の
間
に
移
動
し
た
華
人
た
ち
に
注
目
す
る
と
、
華
商
型
、
華
工
型
、
華
僑
型
、
華
裔
型
と
大
き
く
四
つ
の
タ
イ
プ
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に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

[王
　

一
九
九

一
]。
以
下
で
は
歴
史
的
な
環
境

の
変
遷
な
ど
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
を
概

観
し

て
ゆ
く
。

　
（
1
）
　
華
商
型

(
T
h
e
 
T
r
a
d
e
r
 
p
a
t
t
e
r
n

)

　
華
商
型
に
分
類
さ
れ
る
華
人
た
ち
は
、
貿
易
な
ど
商
売
を
目
的
に
出
国
し
た
商
人
、
技
術
を
持
ち
仕
事

の
た
め
に
出
国
し
た
職
人

・
技

術
者
、
そ
し
て
彼
ら
に
同
伴
し
て
派
遣
さ
れ
た
人

々
や
そ
の
家
族
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
人
々
た
ち
の
多
く

は
、
港
や
鉱
山
、
あ

る
い
は
商
業
都
市
に
お
い
て
商
売
や
ビ
ジ
ネ
ス
業
務
を
す
る
基
盤
を
立
て
た
。

一
五
〇
年
前
に
開
港
し
た
横
浜
の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み

て
も
、
最
初
に
来
日
し
た
中
国
人
は
、
西
洋
人
と
日
本
人
の
商
売

の
仲
立
ち
を
す
る
買
弁
で
あ

っ
た
。
開
港
場
に
お

い
て
、
彼
ら
は
西
洋

人
と
日
本
人

の
意
思
疎
通
の
た
め
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
大

い
に
活
躍
し
た
。
買
弁
の
ほ
か
に
来
日
し
た
中
国
人
は
、
西
洋
人
の
生
活
に

必
要
な
技
術
を
も

っ
た
職
人
た
ち
で
あ

っ
た
。
多
く
が
ビ
ジ
ネ

ス
の
た
め
に
移
動
し
た
人
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
華
商
型

の
多
く
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
日
本
な
ど
に
赴

い
た
。
事
業
で
成
功
し
た
商
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
遂
行
上

の
方
便
を

考
え
現
地
社
会

の
名
門
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
依
然
と
し
て
故
郷
に
い
る
家
族
や
郷
里
の
人
々
と

の
連
絡
を
維
持
し
事
業

に
役
立

て
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ

ス
を
後
世
に
継
承
さ
せ
、
郷
里
か
ら

の
人
の
移
動
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
さ
ら

に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が

っ
た
。

　
華

商
型

の
華
人
に
は
、
特
に
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ジ

ャ
ワ
に
移
動
し
た
閏
南
の
商
人
、
ボ
ル
ネ
オ
に
移
動

し
た
客
家

の
商
人
、

そ
し

て
タ
イ
に
移
動
し
た
潮
州

の
商
人
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
タ
イ
プ

の
華
人
た
ち
は
歴
史
的
に
見
て
も

最
も
古
く
、
ま
た
、

一
八

五
〇
年
代
ま
で
の
華
人
の
移
動
を
促
す
最
た
る
も
の
で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(
2
)華
工
型

(.
(
T
h
e
 
C
o
o
l
i
e
 
P
a
t
t
e
r
n
)

　
「華

工
」
と
は
中
国
系
労
働
者
を
指
し
、
英
語
名

に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に

「
苦
力

(
C
o
o
l
i
e

・
ク
ー
リ
ー
)」
と
呼
ば
れ
る
契
約
労
働

者
た
ち

で
あ
る
。
多
く
は
農
村
で
土
地
の
な
い
ま
ま
労
働
を
し
て
い
た
貧
し

い
人

々
で
あ
り
、
組
織
的
、
か
つ
大
量

に
契
約
労
働
者
と
し

て
海
外

に
移
動
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九

世
紀
半
ば
、
西
欧
諸
国
が
東
南

ア
ジ
ア
の
植
民
地
に
到
着
し
た
後
、
現
地
の
資
源
開
拓
の
た
め
に
大
量
の
労
働
力
を
必
要
と
し

た
。
西
欧
の
こ
う
し
た
労
働
力

の
需
要
に
応
え
た
の
が
イ
ン
ド
や
中
国
の
労
働
力
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
工
業
化
の
時
期
に
あ
た
り
、
山
で
の
金
鉱
採
掘
や
鉄
道

・
道
路
建
設
な
ど
近
代
化

の
た
め
、
廉
価
で
勤

勉
な
労
働
力
を
必
要
で
あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
労
働
力
を
海
外
に
求
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の

労
働
力

の
供
給
源
と
な
り
、
仕
事
を
も
と
め
て
移
動
し
た
の
が
華
工
た
ち
で
あ

っ
た
。

　
仕
事

を
求
め
て
故
郷
を
あ
と
に
し
た
華
工
た
ち
は
、
福
建
や
広
東

一
帯
の
出
身
者
が
多

い
。
彼
ら
の
出
身
地
は
人

口
が
多

い
割
に
は
土

地
が
小
さ
い
た
め
労
働
力
過
剰
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
故
郷
で
の
生
活
苦
を
解
決
す
る
た
め
出
稼
ぎ
と
い
う
形
で
海
外

に
渡
る
男

子
が
多

か

っ
た
。
彼
ら
は
労
働
力
と
し
て
売
買
さ
れ
、
奴
隷
や
豚
の
よ
う
な
扱

い
を
受
け
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
を

「豚
仔
」
と
呼

称
す
る

こ
と
か
ら
も
そ
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
華
工
た
ち

の
売
買
は
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は

「苦
力

貿
易
」
と
も

い
わ
れ
た
。

　
華
工
た
ち
は
、
山
の
掘
削
や
道
路
建
設
な
ど
激
し

い
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
は
安
く
、
過
酷
な
生
活
条
件

の
も
と
働

い
て
い
た
と

い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
仕
事
に
た
ど
り
着
け
た
華
工
は
ま
だ
幸

い
な
方

で
、
な
か
に
は
、
目
的
地
に
向
か
う
数
カ
月
の
船

旅

の
間
、
船
に
す
し
詰
め
状
態
に
さ
れ
た
劣
悪
な
環
境

の
な
か
死
に
絶
え
て
し
ま
う
人
た
ち
も

い
た
。
華
僑
史
研
究

で
残
さ
れ
て
い
る
資

料
に
よ
る
と
、

一
九

二
五
年
ま
で
に
華
工
と
し
て
海
外
に
移
動
し
た
三
百
万
人
の
華
工
の
う
ち
、
激
し
い
労
働
や
船
上
で
死
亡
し
た
も
の
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は
一
三

〇
万
に
上

っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
彼
ら
を
運
搬
す
る
船
は

「
浮
き
地
獄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

[馮
　

一
九
九

三
]。

　
華
工
と
し
て
海
外
に
移
動
し
た
人
々
は
、
お
も
に
男
性
で
あ

っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
境
を
乗
り
越
え

一
定

の
貯
蓄
を
た
め
た
後
、
故
郷

に
戻
る
者
も

い
れ
ば
、
現
地
に
根
を
下
ろ
す
者
も

い
た
。

　
(
3
)
　
華
僑
型

(
T
h
e
 
S
o
j
o
u
r
n
e
r
 
P
a
t
t
e
r
n
)

　
華
商
型
や
華
工
型
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
仕
事
な
ど
経
済
的
な
目
的
を
も
と
に
移
動
し
た
の
と
異
な
り
、
華
僑
型
の
人
た
ち
は
、
華
僑
と

い
う

名
称
に
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
に
対
し
政
治
的
、
法
的
、
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
持

っ
て
い
た
移
民
で
あ

る
。
華
僑
学
校
の
教
師
と
し
て
海
外
赴
任
す
る
者
も

い
れ
ば
、
海
外
の
華
字
新
聞
の
記
者
、
そ
し
て
中
国
の
文
化
や
思
想
を
海
外
に
広
め

る
効
果
を
も
た
ら
す
人
達
も
含
ま
れ
る
。
も
と
も
と
華
商
や
華
工
と
し
て
海
外
に
渡

っ
て
い
た
人
々
の
な
か
に
は
、

の
ち
に
華
僑
型

の
人

た
ち
が
発
行
す
る
新
聞
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
活
動

に
影
響
さ
れ
、
中
国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
目
覚

め
取
り
込
ま
れ
て
い

く
者
も

い
た
。

　
も
と
も
と
は
、
華
商
と
し
て
海
外

に
赴

い
た
が
、
政
治
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
、
そ
し
て
中
国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
に
目
覚
め
、

祖
国
の
建
設

の
た
め
に
力
や
金
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
人
も

い
る
。
た
と
え
ば
、
「愛
国
華
僑
」
と
呼
ば
れ
広
く
知
ら
れ

る
陳
嘉
庸
が

い
る
。

彼
は
、

居
住
地
で
あ

っ
た
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ゴ
ム
農
園
を
持
ち
、
「ゴ
ム
王
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
築
き
上
げ
た

華
商
で
あ

っ
た
が
、
日
中
戦
争
の
も
と
祖
国
中
国
を
支
援
す
る
た
め
、
東
南

ア
ジ
ア
全
域
を
移
動
し
支
援
活
動
を
行

い
、
ま
た
自
ら
抗
戦

の
た
め
中
国
に
渡

っ
た
。

　

こ
う

し
た
華
僑
型
に
含
ま
れ
る
人
々
の
特
徴
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
的
な
意
識
に
敏
感
で
あ
り
、
民
族
主
義

、
愛
国
主
義
に
熱
心

で
あ
る
こ
と
だ
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
入
り
、
海
外
と
の
接
触
が
増
え
て
ゆ
く

一
方
で
、
各
地
で
は
近
代

国
家
が
形
成
さ
れ
、

人
々
は
国
家

の
存
在
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
封
建
主
義
の
も
と
中
国
の
国
力
が
衰
退
し
て
い
く
な
か
、
人
々
は
民
主
化

・
近
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代
化
を
求
め
た
。
民
主
国
家
建
設
を
謳

い
、
政
治
宣
伝

の
た
め
世
界
各
地
を
移
動
し
た
孫
文
は
、
ま
さ
に
そ
の
代
表
的

な
例
で
あ
る
。
孫

文
が

一
九

一
一
年
に
、
ア
ジ
ア
で
初

の
近
代
国
家
の
建
設
に
成
功
す
る
と
、
人

々
の
政
治
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
絶
頂
を
迎
え
、
そ
の

後
日
中
戦
争
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
、
人

々
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
で
は
政
治
色
が
絶
え
ず
濃
厚
で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
伴

い
華
僑

学
校
建
設
に
よ
る
民
族
教
育

の
促
進
、
海
外
華
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
の
権
利
取
得
を
目
的
に
、
華
僑
型

の
移
動
が

一
九
五
〇
年
代
か
ら
増

え
て
い

っ
た
。

　
(
4
)
　
華
裔
型
(
T
h
e
 
D
e
s
c
e
n
t
 
o
r
 
R
e
-
m
i
g
r
a
t
e
 
P
t
t
e
r
n

)

　
こ
れ
は
比
較
的
新
し
い
タ
イ
プ

の
移
動
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
華
裔
と
は
、
中
国
の
血
統
を
有
す
る
外
国
人
を
意
味
す
る
。
厳

密
に
は
中
国
以
外

の
国
で
生
ま
れ
育

っ
た
者
で
、
す
で
に
外
国
の
国
籍
を
有
し
て
い
る
者
を
指
し
て

い
る
。

こ
こ
で
あ
げ
る
華
裔
と
は
、

前
に
述

べ
た
華
商
、
華
工
、
華
僑
で
、
の
ち
に
現
地
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
人
々
を
指
す

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
華
商
や
華
工
、
華
僑

の
子
孫

と
し
て
居
住
地
に
生
ま
れ
育

っ
た
が
、
そ
の
居
住
地
か
ら
他
の
地
に
再
び
移
民
し
て
い
る
人
々
を
指
し
て
い
る
。

　

一
九

七
〇
年
代
以
降
、
東
南

ア
ジ
ア
に
生
ま
れ
た
華
裔
た
ち
が
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
欧
米
諸
国
に
再
移

民
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
華
人
た
ち
の
居
住
国
に
お
け
る
、
民
族
差
別
や
厳
し

い
排
外
政
策
の
施

行
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
シ
ナ
は
政
情
が
不
安
定
で
あ

っ
た
こ
と
が
影
響
し
、
多
く
の
華
人
が
難
民
と
し
て
ア
メ
リ
ヵ
や

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
に
再
び
移
動
し
た
。
欧
米
の
国
々
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
店
が
軒
を
列
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
2
)
　　　

い
る
こ
と
や
、
ア
メ
リ
ヵ
で
イ
ン
ド
シ
ナ
出
身
者
向
け

の
華
字
新
聞

『越
棉
寮
報
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
再
移
民
す
る
華
人
の
動
き
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
の
華
人

は
、
か

つ
て
居
住
地
に
お

い
て
華
人
排
斥
運
動
が
あ

っ
た
こ
と
や
、
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
」
政
策
な
ど
現
地
の
人
を
優
遇

す
る
政
策
が
あ

っ
た

た
め
、
子
弟
を
海
外
に
留
学
さ
せ
活
動
範
囲
や
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
で
差
別
に
対
応
し
た
。
子
弟
は
留
学
後
、
現
地
に
と
ど
ま
り
市
民
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権
や
国
籍
を
取
得
し
、
活
動
拠
点
を
増
や
す
こ
と
に
よ

っ
て
リ
ス
ク
対
策
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
拡
大
に

繋
が

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　
華
裔

型
の
移
民
で
注
目
す
べ
き
特
徴
の

一
つ
は
、
国
家

に
縛
ら
れ
ず

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
感
覚
を
持

っ
た
人
々
が
多

い
と
い
う
点
で

あ
る
。
高
学
歴
者
や
専
門
的
な
知
識
を
持

っ
た
者
が
多
く
、
た
と
え
ば
、
医
師
、
建
築
家
、
弁
護
士
、
会
計
士
、
大
学
教
員
な
ど
が
含
ま

れ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
手
に
職
が
あ
る
た
め
ど
こ
に
移
動
し
て
も
生
き
る
術

を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
考
え
方
も
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
自
分
が
よ
り
住
み
や
す

い
環
境
、
自
分
の
権
利
が
よ

り
守
ら
れ
る
環
境
を
求
め
て
再
び
移
民
し
て
お
り
、
な
か
に
は
国
籍
を
二
度
、
三
度
と
変
更
し
て
い
る
者
も

い
る
。
も
ち
ろ
ん
複
数
の
国

籍
を
も
ち
、
各
地
に
分
散
し
て
暮
ら
す
家
族
の
も
と
を
往
来
す
る
者
も

い
る
。
こ
う
し
た
人

々
の
移
動
は
、
家
族
や
社
会
、
さ
ら
に
は
国

家

の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

3
　

ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー

か
ら
見
る
華
人

の
移
動

の
目
的

　
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究

で
は
、
カ
ナ
ダ
、
東
南

ア
ジ
ア
、
日
本
な
ど
特
定

の
国
や
地
域
に
限
定
し
て
、
華
人
の
移
動

の
あ
り
方
や
変
遷

を
通
史
的
に
分
析
す
る
と

い
う
の
が

一
般
的
で
あ
る

[李
　

一
九
九
二
、
李
　
二
〇
〇
〇
、
劉
　
二
〇
〇
三
]。
特
定

の
家
族
に
注
目
し
、

数
世
代
を
対
象
に
分
析
す
る
際
、
居
住
国

へ
の
同
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
ま
た
は
文
化
の
変
容
に
注
目
し
た
研
究
が
主
で
あ
り
、
世

代
に
よ

っ
て
、
移
動

の
あ
り
方
が
い
か
に
変
わ

っ
た
の
か
、
も
し
く
は
移
動

の
目
的
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
る

の
か
に
注
目
し
た
研

究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
は
、
世
代
間
の
比
較
の
み
な
ら
ず
、
出
身
地
域
別
に
複
合
的
に
比
較

す
る
と

い
う
試
み
も

さ
れ

て
こ
な
か

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
世
界
各
地
に
分
散
し
て
い
る
華
人

の
な
か
か
ら
、
特
徴
的
な
動
き
を
し
て
い
る

い
く

つ
か
の
華
人
家

族
に
注
目
し
、
そ
の
家
族
の
間
で
世
代
別
に
い
か
な
る
移
動
を
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
別

・
世
代
別
に
み
ら
れ
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　ヨ
　

る
華

人

の
移

動

と

そ

の
目

的

を

比

較

分

析

し

て
み

た

い
。

(
1
)

ア
メ
リ
カ
の
華
人
ー

太
平
洋
の
向
こ
う
に
見
え
る
夢

魅
惑
の

「旧
金
山
」
へ
赴
く

一
世
た
ち

　

ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
太
平
洋
側
に
位
置
す
る
大
き
な
港
町
で
知
ら
れ
て
い
る
。
同
市
は
中
国
語

で

「三
藩
市

(サ
ン

フ
ァ
ン
シ
)
」
ま
た
は

「
旧
金
山

(ジ
ョ
ウ
ジ
ン
サ
ン
)」
と
呼
ば
れ
る
。
「三
藩
市
」
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
音
を
漢
字
で
あ
て
た
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
「
旧
金
山
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、

一
九
世
紀
半
ば
ゴ
ー
ル
ド

・
ラ
ッ
シ

ュ
の
時
期
に
、
多
く
の
華
人
移
民
が

一
攫
千

金
を
夢
見
て
海
外
に
渡
る
際
の
目
的
地
だ

っ
た
か
ら
だ
。
当
時
、
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
る
際
、
船
が
唯

一
の
渡
航
手
段
で
あ

っ
た
。

中
国

で
多
く
の
華
工
を
乗
せ
た
船
は
沿
海
地
域
か
ら
日
本

の
港
を
経
由
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
目
指
し
太
平
洋
を
横
断
し
た
。
家

族
を
お

い
て
で
も
遠
く
離
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
出
稼
ぎ
に
渡

っ
た
の
は
、
彼

の
地
が

一
攫
千
金
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

「黄
金

の
山
」
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
そ

の
こ
ろ
、

ア
メ
リ
ヵ
へ
渡

っ
た
華
人

の
ほ
と
ん
ど
は
華
工
型
の
移
民
だ

っ
た
。
彼
ら
は
親
戚
や
同
郷
、
も
し
く
は
商
人
な
ど
を
頼
り

さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
故
郷
と

の
連
絡
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
二
度

の
世
界
大
戦
と
い
う
国
際
情
勢
の
混
乱
、
そ
し

て
地
理
的
な
理
由
か

ら
遠
く
に
あ
る
故
郷
に
戻
る
こ
と
を
断
念
し
、
ア
メ
リ
カ
に
根
を
下
ろ
し
た
者
は
多
か

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
増
え
続
け
る
華
工
の
移
住
と

市
民
権
の
取
得
を
制
限
す
る
た
め
、

一
八
八
二
年
に
中
国
人
排
斥
条
項
を
制
定
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
華
人
た
ち
の
社
会
的
な
地
位

は
き
わ
め
て
低
か

っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、

ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
ア
ジ
ア
系
移
民
に
対
す
る
差
別
的
な
移
民

政
策
を
緩
和
し
た
。

一
九
六
五
年
に
制
定
し
た
新
し

い
移
民
法
に
伴

い
、
ア
ジ
ア
系
移
民
に
対
す
る
差
別
的
な
政
策
を

一
掃
し
た
。

　
そ

の
た
め
、
戦
後
に
な
る
と
、
台
湾
や
香
港
か
ら
た
く
さ
ん
の
華
人
が
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
。

一
九
五
〇
年
か

ら

一
九
七
九
年

の
約

三
十
年
間
、
香
港
か
ら
約
二
十
万
人
、
台
湾
か
ら
は
十
二
万
人
ほ
ど
の
華
人
移
民
が
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
と

い
わ

れ
て
い
る
。

一
方
、
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こ
の
間
、
中
国
大
陸
は
共
産
主
義
化
し
、
国
境
を
閉
鎖
し
た
た
め
中
国
大
陸
か
ら
海
外

へ
渡
る
も

の
は
極
わ
ず
か
で
あ

っ
た
。

　
台
湾

や
香
港
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
も
の
は
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
薫
陶
を
受
け
た
知
識
人
が
少
な
く
な
く
、

い
わ
ば
華
僑
型
の

移
民
が
多
か

っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
多
か

っ
た
の
は
、
よ
り
よ
い
教
育
を
求
め
て
欧
米
に
留
学
す
る
青
年
た
ち
で
あ

っ
た
。
当
時
、
留
学
を

目
的

に
海
外

に
渡

っ
た
も
の
の
、

ア
ジ
ア
と
北
米
で
の
賃
金
格
差
、
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
移
民
政
策
の
緩
和
な
ど
の
誘
引
か
ら
、
結

局
、

現
地
で
市
民
権
を
取
得
し
、

ア
メ
リ
カ
に
根
を
下
ろ
す
人
々
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
台
湾
か
ら
留
学

の
た
め
北
米
に
移
り
住

ん
だ

人
た
ち

は
台
湾
生
ま
れ
で
あ
る
た
め

「
M
T
(
M
a
d
e
 
T
a
i
w
a
n
)

」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
台
湾
出
身
の
留
学
生
は
、

一
般
的
に
理
系

や
技
術
系

の
進
路
を
好
む
傾
向
に
あ
り
、
理
系
に
強

い
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
略
称

「
M
I
T
(
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 

T
e
c
h
n
o
l
i
g
y
)

」
に
も
も
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「新
金
山
」
に
逆
流
す
る
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
華
人

　
戦
前

中
国
本
土
か
ら
華
工
型
で
移
住
し
た

一
世
た
ち
、
ま
た
、
戦
後
台
湾
や
香
港
を
経
由
し
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
華
僑
型
の
移
民

一
世

た
ち

は
、
移
住

の
時
期
や
目
的
に
違

い
は
あ
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
に
根
を
下
ろ
す
者
が
多
か

っ
た
。
こ
う
し
た
移
民

一
世
た
ち

の
も
と
、

ア
メ
リ
カ
に
生
ま
れ
た
子
弟
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
籍
法
が
生
地
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
取
得
し
た
。
そ
の

た
め
法

的
に
は
ア
メ
リ
カ
国
民
と
し
て
平
等
に
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
ア
ジ
ア
系
移
民
が
社
会
的

・
民
族
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
の
は

一

目
瞭
然

で
あ
る
。
社
会
的
地
位
を
確
保
す
る
た
め
教
育
を
重
ん
じ
る
華
人
は
多
か

っ
た
。
華
人
た
ち
は
世
代
を
重
ね
る
ご
と
に
教
育
水
準
、

生
活
水

準
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
新
し
い
世
代
は
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
、
高
等
教
育
を
受
け
る
傾
向
に
あ
る
。
比
較
的
安
定
し
た

職
が
確

保
さ
れ
る
医
師
、

エ
ン
ジ

ニ
ア
に
な
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、
な
か
に
は
修
士
号
や
博
士
号
を
取
得
す
る
者
も

い
た
。
こ
う
し
た

ア
ジ

ア
系
移
民
で
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ

の
中
国
系
は

「
A
B
C
(
A
m
e
r
i
c
a
 
B
o
r
n
 
C
h
i
n
e
s
e
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
中
国
語
よ
り

も
英

語
を
話
す
こ
と
を
好
む
こ
と
か
ら
も
、
こ
う
比
喩
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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戦
後
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
華
人
は
法
的
な
地
位
を
有
し
、
ま
た
二
世
三
世
が
高
等
教
育
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

一
世
た
ち
の
問
に

あ

っ
た
華
工
と
し
て
の
社
会
的
に
比
較
的
低

い
地
位
ゆ
え
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
だ
ん
だ
ん
と
消
え
て
い
っ
た
。
M
I
T
や
A
B
C
と
呼
ば

れ
る
華
人
た
ち
も
、

ア
メ
リ
カ
国
籍
を
有
し
、
専
門
的
な
職
業
に
つ
く
人
が
増
え
た
た
め
、
ア
ジ
ア
系

ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、
社
会
に
お

い
て
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、

い
く
ら
高

い
学
歴
で
も

ア
ジ
ア
系
と
し
て
白
人
社
会

の
メ

イ
ン

ス
ト
リ
ー
ム
に
入
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
大
企
業
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
時
に
は
昇
進
を
妨
げ
る
目
に
見

え
な

い
壁
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
ら
ば
、
自
分
の
特
徴
を
行
か
せ
る
場
所
で
勝
負
を
し
よ
う
と
、
成
長
真

っ
只
中

の
ア
ジ

ア
で
ビ
ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン
ス
を

つ
か
も
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
「
旧
金
山
」
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
「新
金
山

(新

し

い
金

の
山
)
」
を

求
め

て
ア
ジ
ア
に
逆
流
す
る
ケ
ー
ス
が

一
九
九
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
ラ
リ
ー
は
そ
う
し
た

ア
ジ
ア
に
逆
流
す
る
A
B
C
の
先
駆
け
で
あ
る
。
彼
は
、
ノ
ー
ス

・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
に
生
ま

れ
た
華
人
移
民
の
三

世
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
生
ま
れ
育
ち
、
中
国
語
は
祖
父
母
と
話
す
簡
単
な
日
常
会
話
を
理
解
す
る
程
度
で
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
英
語
を

話
し

て
育

っ
た
典
型
的
な

〉
ゆ
O
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
、
二
十
五
歳
の
と
き
、
祖
母
に
連
れ
添

っ
て
初
め
て
中
国

へ
旅
に
出
か
け
た
。

そ
の
と
き
、
祖
母

の

「祖
国
」
で
あ
る
中
国
は
経
済
成
長
し
始
め
た
頃
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
可
能
性
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
持
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
こ
と
を

ラ
リ
ー
は
目
の
当
た
り
に
し
た
。
当
時
、
大
学
を
卒
業
し
、

エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
働

い
て
い
た
彼

は
、

こ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
の
会
社
で
働
き
続
け

て
も
よ
い
が
、
将
来
に
期
待
を
持

て
ず
に
い
た
。
む
し
ろ
、
A
B
C
と
し
て
生
ま
れ
た
自

分

の
特
性
を
も

っ
と
生
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
。
祖
母
と
旅
を
し
て
い
る
問
、

ア
ジ
ア
に
お

い
て
な
ら
、
A
B
C
と
し

て
の
自
分
の
特
性
を
生
か
せ
る
と
同
時
に
よ
り
よ
い
機
会
を
獲
得
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
仕
事
を
辞
め
大

学
院

に
戻
り
企
業
経
営
学

(
M
B
A)
を
学
び
な
が
ら
、
中
国
語
を
勉
強
し
た
。
夏
は
、
数
ヶ
月
間
台
湾

へ
渡
り
中
国
語
の
集
中
講
義
を

受
け
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
で
の
就
職
情
報
や
企
業
の
情
報
を
集
め
た
。
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独
自
性
と
や
り
が
い
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　る
　

　
「
ア
ジ
ア
の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
何
も
感
じ
な
い
わ
け
が
な

い
で
し
ょ
う
」
と

ラ
リ
ー
は

い
っ
た
。

彼
は
、

八
十
年
代
半
ば
ア
ジ
ア
に
成
長

の
可
能
性
を
見
出
し
て
か
ら
、
ア
ジ
ア
で
職
を
探
そ
う
と
思

っ
て
も
、
な
か
な
か
十
分
な
情
報
や

資
料
が
な
く
困
難
な
経
験
を
し
た
。
し
か
し
、
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
、
バ
イ
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
な
自
分
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
で
必

要
と
さ

れ
る
に
違

い
な

い
」
と
あ
き
ら
め
な
か

っ
た
。

　
「
ど
ん
な
に
ア
メ
リ
カ
が
自
由
で
平
等
な
国
で
あ
る
と

い
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
系
で
あ
る
こ
と
で
限
界
を
感
じ
さ
せ
な

い
社
会
で
は
な

い
。

一
定
の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と

『ガ
ラ
ス
の
天
井
』
に
ぶ
ち
当
た
る
ん
だ
」
と
ラ
リ
ー
は
言
う
。
「ガ
ラ
ス
の
天
井
」
と

は
、
ア
メ
リ
カ
の

会
社
に
お
け
る

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
昇
進
状
況
を
表
す
際
に
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
。

一
見
、
誰
で
も
制
限
な
く
平
等
に
昇
進
で
き
る
よ
う

に
見
え

る
が
、
実
は
白
人
以
外
の
者
に
は
限
界
が
あ
る
と

い
う
。
ラ
リ
ー
が
集
め
た
資
料
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
系
は

ア
メ
リ
カ
人
の
人
口

の
三
%
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
教
育
水
準
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、

ア
ジ
ア
系
は
比
率
か
ら
し
て
白
人
の
倍
か
ら
、

一
・五
倍
以
上
も
学

士
を
取
得
し
て
い
る
割
合
が
高

い
。
し
か
し
、
大
企
業
に
お
け
る
上
層
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
比
率
は
九
七
%
が
白
人
に
よ

っ
て
占

め
ら
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
系
が
占
め
る
比
率
は
○
・三
%
に
過
ぎ
な
い
と

い
う

[
W
a
n
g
1
9
9
8

]。

ラ
リ
ー
は
彼
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ジ
ア

系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
育
ち
、
「ガ
ラ
ス
の
天
井
」
に
よ
る
限
界
を
感
じ
て
い
る
友
人
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
も

っ
と
も
評
価
さ
れ
る

環
境
は
ど
こ
で
あ
り
、
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
は
何
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ

・
ア
メ
リ
カ
ン
で
あ
る
と

い
う

ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
に
立
ち
返
り
、
多
文
化
の
背
景
や
複
数
の
言
語
能
力
な
ど

の
独
自
性
を
生
か
し
た
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、

一
九
九
四

年
、
台

湾
に
お

い
て
人
材
派
遣
会
社
を
設
立
し
た
。

　
彼
ら
が
設
立
し
た
人
材
派
遣
会
社
は
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
西
洋
で
教
育
を
受
け
な
が
ら
も
ア
ジ

ア
で
仕
事
を
探
す
人

々
に
、
ア
ジ
ア
に
あ

る
会
社

の
情
報
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ア
ジ
ア
の
市
場
や
生
活
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

一

方
、
企
業
側
に
は
、
必
要
な
専
門
知
識
を
身

に
つ
け
、
し
か
も
言
語
能
力
、
文
化
的
な
適
応
力
を
持

っ
た
人
材
を
紹
介

し
て
い
る
。
北
米
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で
高
等

教
育
を
受
け
、
専
門
知
識
や
技
術
を
身
に

つ
け
た

ア
ジ
ア
系
移
民
や
、
留
学
生
な
ど
だ
。
人
材
の
必
要
条
件
は
、
英
語
の
ほ
か
中

国
語
な
ど
ア
ジ
ア
の
言
語
と
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
西
洋
だ
け
で
な
く
中
国
語
圏
の
文
化
に
対
す

る
理
解
と
適
応
力
が

あ
る
こ
と
だ
。
以
上
の
よ
う
な
条
件
を
持

つ
人
に
中
華
文
化
圏

(中
国
、
香
港
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
な
ど
で
の
仕
事

の
紹
介
を
し

て
い
る
。

　
「
い
ま
、
自
分
が
中
国
、
台
湾
、
香
港
な
ど

で
行

っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
祖
父
の
願

い
で
あ

っ
た
祖
国

へ
の
社
会

貢
献
で
も
あ
る
よ

う
な
気

が
す
る
」
と
ラ
リ
ー
は
中
国
的
な

一
面
を
見
せ
た
。
彼

の
祖
父
が
華
僑
型
の
移
動

で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
父

が
そ
れ
を
継

い
で

ア
メ
リ
カ
で
の
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
孫
で
あ
る
自
分
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場

の
な
か
で
も
祖
父
の
祖
国
で
あ

　
　
　
　
(
5
)

　

る

「中
国
」
を
選
び
、
ビ
ジ
ネ

ス
で
成
功

の
道
を
模
索
し
て
い
る
と

い
う
サ
イ
ク
ル
を
描
き
な
が
ら
、
ラ
リ
ー
は

「
自
分
は
西
と
東

の
橋

渡
し
を
す
る
仲
介
者
の
役
割
を
持

っ
て
い
る
」
と
語

っ
た
。
ラ
リ
ー
は
確
か
に
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

っ
て
い

る
が
、
華
人
と
し
て
の
自
覚
も
あ
る
。
移
民
家
庭
に
生
ま
れ
当
然

の
よ
う
に
多
文
化
な
環
境
に
身
を
お

い
て
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
も
し
た
。
そ
の
結
果
ア
ジ
ア
に
も
渡
り
中
国
語
も
学
ん
だ
。
彼
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
に
逆
流
す
る
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
の
華
人
は
増
え
て
お
り
、
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
彼
ら
が
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
を
橋
渡
し
す
る
と
し
て
も
、
「中

国
に
対
す
る
貢
献
」
と

い
う
か

つ
て
の

一
世
た
ち
が
抱
く
よ
う
な
国
家
に
縛
ら
れ
た
情
念
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
世
た
ち
に

対
す
る
思
い
、
居
住
国
で
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
自
分
の

「根

っ
こ
」
の
模
索
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
中
国
の
経
済

発
展
の
な
か
に
ビ
ジ

ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
見
出
し
た
か
ら
こ
そ
、
逆
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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倒
　
香
港
の
華
人
-

政
治
の
翻
弄
か
ら
の
解
放
を
も
と
め
て

 香
港
返
還
と

「移
民
潮
」

一
九

七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
、
香
港

や
台
湾

で
は
政
治
不
安
が
原
因
で
北
米

に
移
民
す
る
人
が
多
く

い
た
。

香
港
か
ら
移
民
を



　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

推
し
出
す
大
き
な
要
因
は
、

一
九
九
七
年
の
香
港
返
還
だ

っ
た
。

一
九
八
四
年

一
二
月
に

「
英
中
共
同
声
明
」
が
調
印
さ
れ
、
香
港
が

一
九
九
七
年
七
月

一
日
を
も

っ
て
イ
ギ
リ
ス
総
督
府
よ
り
中
国
に
返
還
す
る
と
決
定
さ
れ
る
と
、
香
港
か
ら
の
海
外
移
住
者
は
い
っ
き
に

増
え
た
。
ま
た
そ
の
後
、

一
九
八
九
年
に
北
京
に
お
い
て

「天
安
門
事
件
」
が
勃
発
し
、
こ
れ
ら

一
連
の
事
件
が
香
港

の
人
々
に
大
き
な

不
安
と
恐
怖
感
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
正
直
、
香
港
入
は
み
な
、
「中
国
に
返
還
さ
れ
た
後
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活

は
ど
う
な

っ
て
し

ま
う

の
か
。
万

一
の
た
め
逃
げ
道
を
準
備
せ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
香
港

で
は

「移
民
潮
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
、
北

米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
向
か
う
人

の
移
動
の
波
が
起
こ
っ
た
。
年

に
約
二
万
人
の
人
が
香
港
か
ら
海
外
に
移
住
し
た
。

　
香
港

は
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ

っ
た
た
め
、
宗
主
国
に
安
住
の
地
を
求
め
る
人
も

い
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
に
赴
く
人
た
ち
も
多
か

っ
た
。
当
時
、

「投
資

移
民
」
が
流
行
し
、
カ
ナ
ダ
に
二
〇
万
米
ド
ル
投
資
す
れ
ば
、
永
住
ビ
ザ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
バ

ン
ク
ー
バ
ー
は
香
港

か
ら
の
移
民
が
急
増
し

「ホ
ン
ク
ー
バ
ー
」
と
も
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
当
時
移
住
し
た
人
々
は
、
専
門
的
な
知

識
を
も

つ
高
収
入

の
中
産

階
級
や
富
裕
層
に
多
く
見
ら
れ
た
。
香
港
の
テ
レ
ビ
番
組
が
香
港

の
若
者

に
対
し
て
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
三
七
%

の
人
が
海
外

に
移
住
す
る

つ
も
り
が
あ
る
と
し
、
そ
の
う
ち
目
的
地
と
し
て
英
語
圏
を
あ
げ
た
も
の
が
九
〇
%
に
達
し
た
。
目
的
地
と
し

て
も

つ
と
も
人
気
が
あ

っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
ヵ

(四

一
%
)、
カ
ナ
ダ

(三
五
%
)
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ

(
一
〇
%
)、

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス

(七
%
)
で
あ

っ
た

[張

・
陳
　
二
〇
〇
二
]。
香
港
か
ら
の
華
人
移
民
の
流
れ
は

一
九
九
七
年
に
行
わ
れ
た
香
港
返
還

ま
で
絶
え
な
か

っ

た
。

　
彼
ら

の
移
動
の
目
的
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
安
心
で
き
る
国
で
市
民
権
を
獲
得
す
る
こ
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き

に
安
全
な
居
場
所
を

得
る
た
め
で
あ

っ
た
。

一
方
、
経
済
活
動

の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
は
あ
く
ま
で
も
ア
ジ
ア
に
残
す
人
が
多
か

っ
た
。

ア
ジ
ア
に
は
ビ

ジ
ネ

ス
の
拠
点
を
、
そ
し
て
、
子
の
教
育
や
家
族
の
生
活

の
拠
点
は
北
米
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
と
北
米
を
頻
繁

に
往
来
す
る
人
々
が
増
え

た
。
そ

の
人
た
ち
は
、
中
国
語

で

「太
空
人
」
、
も
し
く
は

「空
中
飛
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
太
空
と
は
、
中
国
語

で
宇
宙
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
と
北
米
を
頻
繁
に
行
き
来
す
る
華
人
た
ち
は
、
飛
行
機
に
乗

っ
て
空
中
を
飛
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
こ
の
よ
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う
に
喩
え
ら
れ
た
。

　
市
民
権
と
教
育
を
手
に
入
れ
る
意
味

　
程

一
家
は

「太
空
人
」

の

一
例
で
あ
る
。
程
萬
心
は
香
港
に
在
住
す
る
華
人
で
あ
る
。
香
港
で
は
貿
易
業
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
鉱
業
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
不
動
産
業
、
北
米
で
は
金
融
業
に
従
事
し
て
い
る
華
商
で
あ
る
。
彼
は

一
年
の
大
半
を
海
外

で
過
ご
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
拠
点
を
転
々
と
す
る
。
ま
さ
に
世
界
を
股
に
か
け
て
移
動
し
て
お
り
、
華
商
型
の
移
動
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
程
は
、
広
西
と
ベ
ト
ナ
ム
の
境
に
あ
る
小
さ
な
村
に
生
ま
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
華
人
で
あ
る
。
八
歳
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
で
育
ち

一
九
五
四
年
に

香
港
に
移
住
し
た
。
彼

の

「祖
父
は
孫
文
を
追
随
す
る
忠
誠
な
国
民
党
員
で
あ
り
革
命
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。
祖
父
は
孫
文
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
　

　　ソ

死
後
、

中
国
を
離
れ
香
港
で
教
育
活
動
に
従
事
し
た
」
そ
う
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
祖
父
が
香
港

へ
渡

っ
た
の
は
、
政
治
や
国
際
関
係

が
影
響

し
た
華
僑
型
の
移
動
で
あ

っ
た
。

一
方
、
父
は
、
共
産
党
員
と
し
て
ス
パ
イ
活
動
を
し
て
お
り
、
彼
は
幼

い
頃
か
ら
中
国
の
内
乱

を
身
近

に
感
じ
て
育

っ
た
。
そ
の
影
響
も
あ

っ
て
か
程
は
、
「ど
こ
か
の
国
や
政
府
に
頼

っ
て
は

い
け
な
い
。
自
分

で
自
力
更
生
す
る
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　　　

力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。
自
立
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
由
な
立
場
を
獲
得
す
る
か
ら
だ
」
と

い
う
。

　
家
庭

の
な
か
で
政
治
に
翻
弄
さ
れ
た
経
験
も
持

つ
程
萬
心
が
、
台
湾
に
移
住
せ
ず
香
港
に
留
ま

っ
た
理
由
の

一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植

民
地
で
あ

っ
た
香
港
が
台
湾
に
比
べ
政
治
的
に
は
中
立
を
保
て
る
立
場
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と

い
う
。
彼
の
香
港

の
オ

フ
ィ
ス
に
飾
ら

れ
て
あ

っ
た
江
沢
民
や
李
登
輝
、
そ
し
て
リ

・
ク
ワ
ン
ユ
ー
な
ど
と
の
写
真
か
ら
も
、
そ
の
本
音
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇

年
代
に
入
り
、
香
港

の
中
国

へ
の
返
還
が

い
よ
い
よ
現
実
と
な
る
と
、
ま
た
政
治
に
翻
弄
さ
れ
か
ね
な
い
と

い
う
不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
か

っ

た
。
そ

の
た
め
、
程
は
早

い
時
期
か
ら
、
海
外
各
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
分
散
し
、
香
港
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
市
民
権

の
問
題
や
将
来

を
考
え
、
教
育
に
も
投
資
し
た
。

　
程

の
末
娘
は
、
程
が
ア
メ
リ
カ

へ
事
業
進
出
し
た
際
に
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
。
彼
女
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
学
び
、
卒
業
後
、
数
年
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間
ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
働

い
た
。
そ
の
間
、
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
国
籍
も
取
得
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
国
籍
を
取
得
し
た
こ
と
は
、
彼

女

の

「香
港
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
特
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
む

し
ろ
、
香
港
が

い
ざ

と
な

っ
た
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
保
険

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
彼
女
は
、
ア
メ
リ
カ
で
数
年

働
い
た
後
、
経
営
学
修
士
号

(
M
B
A)
取
得

の
た
め

ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
学
び
、

一
九
九
八
年
大
学
院
を
卒
業

す
る
と
、
次
の
活
動

の
舞
台
と
し
て
選
ん
だ
の
は
香
港
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
す
で
に
香
港
は
中
国
に
返
還
さ
れ
て
お
り
、
政
治
的
に
大
き
な
締
め

つ
け
が
な

い
と
判
断
し
た
結
果
の
選
択
で
あ

っ
た
。
彼
女
の
場
合
、
香
港
が
だ
め
な
ら
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
選
択
股
も
残
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
た
め
特
定

の
国
に
縛
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
む
し
ろ
、
生
活
の
質
や
自
分
が
居
心
地
の
よ

い
と

こ
ろ
を
求
め
た
華
裔
型
の
移
動
を
行

っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
移
動
の
本
音

　
程

一
家
の
ほ
か
に
も
、

一
九
七
〇
年
代
、
香
港
か
ら
カ
ナ
ダ
に
渡
り
現
在
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
る
麻
家
族

に
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

　
　
　
　
(
9
)

　
　

を
行

っ
た
。
現
在
働
き
盛
り
で
あ
る
五
〇
代
後
半
の
麻
は
、
三
〇
年
前
香
港
で
料
理
人
と
し
て
働
い
て
貯
め
た
資
金
を
移
民
に

つ
ぎ
込
ん

だ
。
投
資
移
民
と
し
て
妻
と
カ
ナ
ダ
に
渡
り
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
永
住
の
地
と
決
め
た
。
移
住
後
、
二
人

の
子
供
に
恵
ま
れ
、
香
港
に
い

た
両
親
た
ち
を
カ
ナ
ダ
に
呼
び
寄
せ
た
。
麻
の
店
は
、
現
在
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お

い
て
、
多
く
の
人
が
知
る
有
名
店
で
あ
る
。
郊
外
に

大
き
な
家
を
持
ち
不
自
由

の
な
い
暮
ら
し
を
送

っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
麻
は
現
在
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

の
ほ
か
、
毎
日
の
日
課
は
ペ
ッ
ト
の
面
倒
だ
そ
う
だ
。
二
〇
年
前
に
両
親
を
カ
ナ
ダ
に
呼
び
寄

せ
た
が
、
高
齢
と
な

っ
た
両
親
は
、
気
候
が
寒

い
こ
と
や
娯
楽

(友
人
や
テ
レ
ビ
な
ど
)
が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
年

の
半
分
以
上
は

香
港
に
戻

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
の
方
が
老
後

の
福
祉
が
良

い
た
め
医
療
な
ど
は
主
に
カ
ナ
ダ
で
受
け
て
い
る
。

一
方
、
二
〇
代

後
半

の
娘
た
ち
は
、
カ
ナ
ダ
で
働

い
て
お
り
、
香
港
に
行
く
の
は
祖
父
母
の
付
き
添
い
や
親
戚
で
集
う
時
く
ら
い
だ
。
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同
じ
香
港
か
ら
北
米
に
渡

っ
た
移
民
で
あ
る
が
、
程

一
家
が
世
代
に
か
か
わ
ら
ず
頻
繁
に
移
動
す
る
の
に
対
し
て
、
麻

一
家
は
、
ど
ち

ら
か
と

い
う
と
香
港
か
ら
カ
ナ
ダ
に
移
動
し
た
の
ち
は
カ
ナ
ダ
を
永
住
の
地
と
し
て
い
る
。
麻

一
家
で
む
し
ろ
興
味

深
い
の
は
、
高
齢
と

な

っ
た
祖
父
母
た
ち
が
医
療
福
祉

の
た
め
カ
ナ
ダ
に
い
る
が
、
療
養
や
家
族

・
友
人
と
の
再
会
を
理
由
に
頻
繁
に
移

動
を
し
て
い
る
こ
と

だ
。
な
お
、
香
港
か
ら
の
移
民
で
あ
る
両
家
に
共
通
し
て
い
た
の
は
国
籍

・
市
民
権
な
ど
法
的
な
安
定
を
目
的
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　
個
　
韓
国
の
華
人
-

排
除
と
包
摂

　
世
界
で
唯

「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
な
か
っ
た
国

　
二
〇
〇
九
年
現
在
、
韓
国
に
居
住
す
る
華
人
は
二
万
人
ほ
ど
だ
と
見
ら
れ
る
。
中
国

の
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
華
人
移
民
の
人
口
が
少
な

い
こ
と

で
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
「世
界
で
唯

一
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
な

い
国
」
や
、
「韓
国
は
世
界
で
唯

一
華
人
が
成
功
し
な

か

っ
た

国
」
と
比
喩
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
韓
国
仁
川
に
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を

再
建
す
る
と

い
う
こ

と
で
、
海
外

の
華
人
や
中
国
に
向
け
投
資
の
呼
び
か
け
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
実
際
、
二
〇
〇
〇
年
に
入
る
と
、
仁

川
駅
前

に
は
立
派

な
牌
楼

が
立
て
ら
れ
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
中
国
人
の
投
資
移
民
の
誘
致
も
行
わ
れ
て
い
る
。
現

在
、
仁

川
に
は
三
六
〇
〇
人
の
華
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　
韓
国

に
お
け
る
華
僑

・
華
人
の
歴
史
は
、

一
八
八
二
年

清
国
軍
と
と
も
に
、
四
〇
人
の
商
人
が
渡
来
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る

[尹
　
二
〇
〇
五
]。
清
国
と
朝
鮮
と
の
問
で
、
「朝
清
商
民
水
陸
貿
易
章
程
」
が
締
結
さ
れ
る
と
、
清
朝
か
ら
多
く
の
華
商
た
ち

が
朝
鮮

半
島
に
渡
り
商
売
を
行

っ
た
。
華
商
が
急
速
に
増
加
し
、
経
済
的
に
も
発
展
し
た
た
め
、
清
朝

の
商
務
委
員
と
朝
鮮
と

の
問
で
交

渉
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
、

一
八
八
四
年
四
月
、
中
国
が
外
国
で
初
め
て
の
租
界
地
を
持

つ
こ
と
と
な

っ
た
。
中
国

の
租
借
地
と
定
め
ら

れ
た

の
は
、
仁
川
の
善
隣
洞

一
帯
五
〇
〇
〇
坪

の
土
地
で
あ

っ
た
。
日
本
人
は
こ
の
地
域
を
支
那
町
や
弥
生
町
と
呼

び
、

一
方
、
華
僑
は
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中
華
街

、
中
国
街
と
呼
ん
だ
。
戦
後
、
韓
国
は
、
こ
の
地
域
を
善
隣
洞
と
呼
ん
だ

[杜
　
二
〇
〇

一
]。

　
こ
の
頃
、
朝
鮮
は
、
仁
川
、
釜
山
、
元
山
を
開
港
し
、
仁
川
は
、
中
国
の
上
海
や
煙
台

(山
東
)
と
の
間
で
定
期
航
路
が
運
行
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
中
国
の
山
東
省
は
黄
海
を
は
さ
ん
で
朝
鮮
半
島
と
対
峙
し
て
お
り
、
山
東
半
島
と
朝
鮮
半
島

の
最
近
距
離
は
二
〇
〇
キ

　
　
　

　
　
　
(
1
0
)

ロ
ほ
ど
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
が
開
港
さ
れ
る
と
、
中
国
か
ら
多
く
の
出
稼
ぎ
者
が
朝
鮮
半
島
に
渡
り
、

一
八
八
六
年
当
時
、
仁
川
の
華
僑

人
口
は
二
〇
五
人
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
山
東
省
出
身
者
は
八
〇
人
と
三
分
の

一
を
占
め
た
。

　

一
九

一
〇
年
、
朝
鮮
が
日
本

の
植
民
地
下
に
入
る
と
、
日
本
人
商
人
が
多
数
朝
鮮
半
島
に
進
出
し
た
。
日
本
の
競
合
相
手
と
な
る
華
商

に
対
し
経
済
活
動

の
規
制
が
加
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
植
民
地
に
お
け
る
道

路
、
橋

、
鉄
道
、
港
湾
の
建
設
に
と
も
な

い
、
山
東
か
ら
多
く
の
華
人
労
働
者
を
導
入
し
た
。
現
在
、
韓
国
華
人
の
大
多
数
は
山
東
系
に

よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
地
理
的
に
近
い
こ
と

の
ほ
か
、
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

一
九
三

一
年
、
万
宝
山
事
件

で
知
ら
れ
る
華
人
と
朝
鮮
人
農
民
の
衝
突
が
発
生
す
る
と
、
朝
鮮
半
島
中
で
排
華
運
動
が
起
こ
っ
た
。
万

宝
山
と
は
、
吉
林
省
長
春
か
ら
北

へ
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
山
で
、
そ
の
地
の
水
利
権
と
耕
作
権
を
め
ぐ

っ
て
朝
鮮

人
農
民
と
そ
こ
に
土
着
し
て
い
た
中
国
人
八
〇
〇
人
あ
ま
り
が
激
し
く
衝
突
し
た
。
両
者

の
衝
突
の
背
景
に
は
、
日
本
側
に
よ
る
両
民
族

の
分
離
政
策
が
あ

っ
た
。
こ
の
事
件
に
よ
り
、
半
島
内
の
華
人
労
働
者
は
集
団
で
華
人
商
店
に
避
難
し
、
ま
た
帰
国
す
る
人
々
も
多
か

っ

た
。
当
時
、
韓
国
に
七
万

い
た
と

い
わ
れ
る
華
人
た
ち
は
半
減
し
、
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
人
口
の
増

減
が
激
し
か

っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
人
に
代
わ
り
華
人
が
韓
国
の
対
外
貿
易
を
支
配
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
ソ
ウ

ル
や
仁
川
な
ど
都
市

郊
外

で
野
菜
栽
培
に
従
事
す
る
華
人
も
増
加
し
、
韓
国
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
状
況
も
長
く

は
続
か
な
か

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
、
パ
ク
チ
ョ
ン
ヒ
政
権
に
入
る
と
、
華
人
移
民
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
厳
し

い
政
策

が
施
行
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

一
九
六

一
年
に

「外
国
人
土
地
法
」
が
制
定
さ
れ
、
外
国
人
で
あ
る
華
人

の
土
地
取
得
が
禁
止
さ
れ
た
。

一
九
六
八
年
に
再

度
外
国
人
土
地
法
が
改
定
さ
れ
た
際
、
居
住
用
六
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

(二
〇
〇
坪
)
以
下
、
商
業
用

一
六
五
平
方

メ
ー
ト
ル

(五
〇
坪
)
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以
下
は
所
有
可
能
と
な

っ
た
。
こ
う
し
た
土
地
所
有
の
制
限
は
、
韓
国
華
人
が
経
済
活
動
を
行
う
に
当
た
り
厳
し
い
規
制
で
あ
り
、
五
〇

坪
以
上

の
規
模
を
有
し
て
い
た
ホ
テ
ル
や
料
理
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
事
実
上
、
事
業
閉
鎖
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
う
し
た
土
地
所

有
の
制

限
が
な
く
な
る
の
は

一
九
九
七
年
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
外
国
人
土
地
法
以
外

に
も
、
外
貨
交
換
の
規
制
、
貿
易
業

の
制
限
な

ど
が
行

わ
れ
、
ど
れ
も
華
人
の
経
済
活
動
を
窮
地
に
追

い
や

っ
た
。

　
こ
う

し
た
差
別
政
策
に
耐
え
か
ね
、
華
人
た
ち
の
多
く
は
韓
国
を
離
れ
、
台
湾

や
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
に
移

住
す
る
者
が
多
か

っ

た
。
韓

国
に
お
け
る
華
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど

っ
た
。
か

つ
て
租
借
地
と
し
て
華
人
が
多
く
集
ま

っ
て
い
た
仁
川
も
例

外
で
は
な
か

っ
た
。
近
年
に
な
り
街
が
再
建
さ
れ
る
ま

で
、
文
字
ど
お
り
韓
国
は

「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
な

い
国
」
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

一
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

　
筆
者

の
調
査
対
象

の

一
人
で
あ
る
孫
友
玉
の
祖
父
は
山
東
省
出
身
で
あ
り
、
戦
前
、
商
売

の
た
め
韓
国
に
渡

っ
た
。
父
を
含
め
七
人
の

兄
弟
姉

妹
は
み
な
韓
国
で
生
ま
れ
育

っ
た
。
祖
父
は
勤
勉
に
働
き

一
定

の
貯
蓄
を
た
め
る
と
、
中
華
料
理
店
を
経
営
し
た
。
長
男
で
あ

っ

た
孫
友
玉

の
父
孫
厳
仁
は
家
族
が
経
営
す
る
中
華
料
理
店

の
後
継
ぎ
と
な
る
予
定

で
あ

っ
た
。
韓
国

の
国
籍
法
は
血
統
主
義
を
採
用
し

て
お
り
、
し
か
も
、
人
々
に
は
民
族
11
国
民
と
い
う
意
識
が
根
強
く
あ
る
。
孫
厳
仁
は
韓
国
で
生
ま
れ
育

っ
た
が
、
韓
国
人
と
認
め
ら
れ

る
こ
と

は
あ
り
え
ず
、
自
ら
も
中
国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も

っ
て
い
た
。
祖
籍

(本
籍
)
は
山
東
省

で
あ
る
が
、
韓
国
に

在
住
す

る
華
人
の
ほ
と
ん
ど
は
中
華
民
国
国
籍
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
中
華
民
国
期
に
韓
国
に
移
動
し
た
者
が
多
か

っ
た
こ
と
、
ま

た
、
当

時
、
韓
国
が
国
交
を
有
し
て
い
た
の
は
中
華
民
国

(台
湾
)
で
あ
り
、
ゆ
え
に
華
人
の
行
政
手
続
き
を
取
り
仕
切
る
駐
韓
の
組
織

も
中
華

民
国
系
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

　

一
九

六
〇
年
半
ば
、
孫
厳
仁
が
二
〇
代
半
ば
に
さ
し
か
か
る
こ
ろ
、
「
外
国
人
土
地
法
」
を
は
じ
め
、
華
人
に
対
す
る
規
制
が
厳
し
く

な
り
、
当
時
家
族
で
経
営
し
て
い
た
料
理
店
も
縮
小
す
べ
き
か
、
も
し
く
は
店
を
た
た
む
べ
き
か
と
い
う
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
青
年
期

第1部 　移動のあ り方 、移動 と交流 ・民 族間関係　　36



に
あ

っ
た
孫
厳
仁
は
あ
る
女
性
と
恋
仲
に
あ

っ
た
。
女
性
は
古

い
し
き
た
り
を
持

つ
家
庭
に
生
ま
れ
た
韓
国
人
で
あ

る
。
二
人
は
真
面
目

に
交
際

し
結
婚
を
考
え
て
い
た
。
孫
厳
仁
が
求
婚

の
た
め
彼
女

の
両
親
に
あ
い
さ

つ
に
行

っ
た
が
、
女
性
の
父
は
中

国
人
に
嫁
が
せ
る
こ

と
に
強
く
反
対
し
二
人
の
婚
姻
を
認
め
な
か

っ
た
。
そ
の
当
時
の
社
会
事
情
を
知
る
者
に
と

っ
て
は
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
く

に
韓
国
社
会
は
民
族
意
識
が
高
揚
し
て
お
り
、
外
国
人
で
あ
る
中
国
人
に
対
す
る
差
別
観
念
は
強
か

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
二
人

は
婚
姻
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
で
き
ず
駆
落
ち
を
し
、
家
族

の
い
る
韓
国
を
離
れ
た
。
二
人
は
日
本
に
渡
り
、

一
足
先
に
日
本
に
渡

っ
て

い
た
韓

国
華
人
に
海
産
物
の
卸
を
し
て
い
る
山
東
人
の
在
日
華
人
を
紹
介
さ
れ
、
港
町
横
浜
で
暮
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

の
後
、
し
ば

ら
く

の
問
、
横
浜
を
拠
点
に
台
湾
と
日
本
各
地
を
行
商
し
て
い
た
。

　
日
本

、
台
湾
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
孫
厳
仁
は
、
安
住

で
き
る
場
、
起
業
で
き
る
場
を
探
し
て
い
た
。
結
婚
後
、
二
人

の
娘
に
恵
ま

れ
、
子

ど
も
た
ち
の
学
校
の
た
め
に
も
そ
の
必
要
が
あ

っ
た
。

一
方
、
孫
厳
仁
の
兄
弟
姉
妹
は
、
七
〇
年
代
そ
れ
ぞ
れ
移
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
厳
仁
の
ほ
か
末
の
弟
が
単
身
で
来
日
し
た
ほ
か
、

一
人
の
妹
は
台
湾
に
、
そ
の
ほ
か
は
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
。
な
か
に
は
台
湾

を
経
由

し
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
妹
も

い
た
。
ち
ょ
う
ど
、
ア
メ
リ
カ
が
移
民
の
宥
和
政
策
を
行

っ
た
時
期
と
重
な

っ
て
い
た

こ
と
も

あ
り
、
韓
国
で
肩
身
の
狭

い
思

い
を
し
た
華
人
た
ち
の
多
く
は
再
移
民
先
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
目
指
し
た
。
ま
た
孫
厳
仁
や
そ
の

妹
た
ち
が
、
移
住
先
と
し
て
台
湾
を
選
ん
だ
者
が
少
な
く
な

っ
た

の
は
、
韓
国
華
人
が
中
華
民
国
国
籍
を
有
し
て
い
た
と

い
う
理
由
が
あ

る
。
故
郷
は
山
東
省
で
あ

っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
祖
国
は
中
華
民
国
政
府
が
あ
る
台
湾
だ
と

い
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
彼
ら
は
持

っ
て

い
た

の
で
あ
る
。

　
国
籍
と
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
孫
厳
仁
も
台
湾
に
渡

っ
た
が
、
結
局
よ
そ
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
な
じ
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
外
国
人
と
し
て
差
別
さ
れ
て

も
、
そ
れ
ほ
ど
憤
り
を
感
じ
な
い
本
当

の
外
国
で
あ
る
日
本
を
永
住
の
地
と
選
ん
だ
。
そ
の
際
、
あ
え
て
中
華
街
で
は
な
く
日
本
人
が
居
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住
す
る
町
で
中
華
料
理
店
を
開
業
し
た
。
山
東
自
慢
の
手
打
ち
麺
と
ギ
ョ
ウ
ザ
の
専
門
店
で
あ
る
。
二
人
の
娘
は
、
華
僑
学
校
に
送
り
中

国
語
を
習
得
さ
せ
た
。
家
で
は
妻
が
娘
た
ち
と
韓
国
で
会
話
し
た
。
二
人
の
娘
は
韓

・
中

・
日
三
ヶ
国
語
を
習
得
し
た
。

一
九
九
〇
年
代

は
じ
め
、
孫
友
玉
が
大
学
を
卒
業
す
る
こ
ろ
、
孫
厳
仁
は
大
き
な
選
択
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
娘
た
ち

の
国
籍
問
題
で
あ

っ
た
。
せ

っ

か
く
語
学
に
堪
能
で
あ

っ
て
も
在
日
外
国
人
と
し
て
、
日
本
の
企
業
で
就
職
す
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
。
国
籍
ー-
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と

い
う
意
識
の
強
か
っ
た
孫
厳
仁
と
韓
国
人
の
妻
も
、
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
娘
た
ち

の
将

来
を
思

い
家
族
で
帰
化
を
決
断
し
た
。

　
「冷

静
に
考
え
て
み
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
妹

の
子
ど
も
た
ち
は
、
み
な
ア
メ
リ
カ
に
生
ま
れ
ア
メ
リ
カ
国

籍
を
取
得
し
伸
び
伸

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
)
ね
　

び
と
育

っ
て
い
た
。
親
の
プ
ラ
イ
ド
で
娘
た
ち
の
将
来
を
閉
ざ
し
て
は
い
け
な
い
と
思

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
日
本

国
籍
を
取
得
し
た
後
、
孫
友
玉
は

一
般

の
日
本
人
に
は
稀
に
見

る
韓

・
中

・
日
の
三
ヶ
国
語
を
自
由
に
操

る
語
学
力
が
評
価
さ

れ
、
外
務
省

の
外
郭
団
体
で
あ
る
台
湾
交
流
協
会
で
調
査
員
と
し
て
台
湾
で
働
く
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
台
湾

で
出
会

っ
た
男
性
と

結
婚

し
、
現
在
は
台
湾
に
あ
る
語
学
学
校
で
、
日
本
語
と
韓
国
語
部
門
を
担
当
す
る
主
任
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
仕
事

の
た
め
、
台

湾
、

日
本
、
韓
国
間
を
頻
繁
に
移
動
し
て
い
る
。
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日
本
を
離
れ
、
韓
国
、
中
国
へ
移
動

　

一
九

九
〇
年
代
に
入
る
と
、
韓
国
華
人
た
ち
に
と

っ
て
韓
国
社
会
の
状
況
が

一
変
し
た
。

一
九
九
二
年
、
中
華
人
民
共
和
国
と
大
韓
足

国
の
国
交
が
樹
立
す
る
と
、
政
治
面
だ
け
で
な
く
、
経
済
、
社
会
な
ど
各
方
面
で
韓
国
と
中
国
の
関
係
が
緊
密
化
し
た
。
仁
川
で
は
、
青

島
や
威

海
な
ど
中
国
各
地
を
往
来
す
る
フ
ェ
リ
ー
が
増
便
し
た
。
中
国
に
進
出
す
る
韓
国
企
業
が
増
え
、
中
国
語
の
で
き
る
華
人
は
橋
溝

し
役

と
し
て
貴
重
な
人
材
と
見
直
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
ま
た
、
韓
国
人
の
問
で
は
、
中
国
語
習
得
が
ブ
ー
ム
と
な
り
中
国
語
を
学
ぶ

人
が
増
え
、
な
か
に
は
中
国

へ
留
学
す
る
人
々
も

い
る
。
中
国
に
渡

っ
た
韓
国
人
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
韓
国
風
中
華
料
理
店
が
青
島
に



は
少
な
く
な
く
、
そ
う
し
た
店
は
し
ば
し
ば
中
国
に
逆
流
し
た
韓
国
華
人
の
二
世
や
三
世
た
ち
が
経
営
し
て
い
る
。
店

で
は
、
か
つ
て
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　

国
に
は
な
か

っ
た
、
韓
国
人
が
好
む
韓
国
風
の
中
華
料
理
と
も

い
え
る
真
黒
な
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
麺

(炸
醤
麺
)
や
赤

い
チ
ャ
ン
ポ
ン
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
新
世
代
の
韓
国
華
人
の
中
国

へ
の
逆
流
に
伴

っ
て
中
国
の
中
華
料
理
も
様
相
を
変
え
て
い
る
。

　
ま
た
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
韓
国
は
経
済
危
機
を
経
験
し
た
際
、
I
M
F

(国
際
通
貨
機
構
)
か
ら
外
国
資
本

の
投
資
を
勧
誘
す
べ

き
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

っ
た
。
韓
国
政
府
は
、
経
済
立
て
直
し
の
た
め
に
国
を
上
げ
て
政
策
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
際
、
目
玉
の

一

つ
と
な

っ
た
の
が
、
仁
川
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
再
建

・
復
興
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ

っ
た
。
仁
川
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を
再
建
す
る
こ
と
で
、

中
国
か
ら
の
投
資
家
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
に
い
る
華
人
か
ら
の
投
資
を
勧
誘
す
る
狙

い
が
あ

っ
た
。
実
際

一
九

九
九
年
、
世
界
華
商

大
会
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
際
、
韓
国
か
ら

の
代
表
団
は
、
仁
川
チ

ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
再
建
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

大
々
的

に
宣
伝
し
、
世
界
各
国
の
華
商
に
投
資
を
呼
び
か
け
た
。
仁
川
は
投
資

の
勧
誘

の
ほ
か
、
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
で
経
済
を
活
性

化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
観
光
の

一
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
格
好

の
存
在
と
な

っ
た
。

　

こ
う

し
た
韓
国
内
で
の
動
き
を
受
け
て
、
海
外

に
渡

っ
た
韓
国
華
人

の
な
か
に
、
韓
国
に
逆
流
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、
か

つ

て
韓
国

か
ら
日
本
に
移
動
し
た
人
た
ち
に
多

い
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
、
日
本
が
バ
ブ
ル
経
済
で
あ

っ
た
時
期
に
来
日
し
た
韓
国
華
人
の

な
か
に
は
、
景
気
が
悪
く
な

っ
た
ま
ま
回
復

の
兆
し
が
な
い
日
本
の
経
済
や
、

一
〇
年
近
く
暮
ら
し
て
も
な
か
な
か
居
住
権
が
安
定
し
な

い
日
本

に
見
切
り
を

つ
け
、
韓
国
に
戻

っ
た
者
が
い
る
。
現
在
、
仁
川
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し

て
い
る
范
延
年
は
、

十
数
年

新
宿
で
働

い
て
い
た
。

一
方
、
堪
能
な
日
本
語
を
話
し
、
大
阪
、
東
京
な
ど
の
貿
易
会
社

で
働

い
た
と
い
う
李
智
民
は
、
日
本
を

離
れ
韓

国
に
戻

っ
た
。
現
在
、
中
国
と
韓
国
を
往
来
し
貿
易
を
行

い
、
仁
川
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
中
国
物
産
店
を
経
営
し
て
い
る
。
范
と

李
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

一
九
八
〇
年
代
に
い
っ
た
ん
日
本
に
移
住
し
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
終
わ
り
に
な

っ
て
再
び
韓
国
に
戻

っ

て
き
た
と

い
う
点
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
が
日
本
に
い
た
十
数
年

の

間
、
妻
と
子
ど
も
た
ち
は
韓
国
に
残

っ
た
ま
ま
祖
父
母
と
と
も
に
生
活
し
、
男
性
が
単
身
で
出
稼
ぎ
に
い
く
と
い
う
形
で
別
々
に
暮
ら
し
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て
い
た
。
現
在
、
大
学
生
と
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
て
い
る
が
、
今
後
、
韓
国
に
も
ど
る
の
か
、
も
し
く
は
中
国

か
、
そ

れ
と
も
そ
の
ま
ま

ア
メ
リ
カ
に
根
を
張
る
の
か
、
ま
だ
分
か
ら
な

い
そ
う
だ
。
韓
国
華
人
の
新
し
い
世
代
が
ど

の
よ
う
な
選
択
を

す
る

の
か
は
注
目
に
値
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
が
日
本
で
は
な
く
移
動
先
を
ア
メ
リ
カ
に
し
た
と

い
う
点
は
、
父
の
世
代
が
日
本

に
見
切
り
を

つ
け
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

い
え
そ
う
で
あ
る
。

4
　
ま
と
め
に
か
え
て

　
ア
メ
リ
カ
、
香
港
、
韓
国
の
華
人
家
族
の
移
動

の
あ
り
方
と
そ
の
目
的
を
、
歴
史
環
境
の
変
遷
に
そ

っ
て
み
て
き

た
。
ま
ず
、
移
動
の

目
的
を

地
域
レ
ベ
ル
で
比
較
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(1
)

〈移
動
の
目
的
〉　
ま
ず
移
動
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
Ａ

ア
ジ
ア
問
の
移
動
、
Ｂ

米
か
ら
ア
ジ

ア
へ
の
移
動
、
そ
し
て
、
◎

ア
ジ

ア
か
ら
北
米

へ
の
移
動
が
み
ら
れ
る
。

⑧
ア
ジ
ア
間
の
移
動

　
中
国
か
ら
香
港
、
韓
国
か
ら
台
湾
や
日
本
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
間
を
移
動
す
る
と

い
う
動
き
は
、

一
世
や
二
世
の
間
に
多
く
見
ら
れ
た
。

目
的
は
、
商
売
や
仕
事

の
獲
得

の
た
め

(華
工
型

・
華
商
型
)、
そ
し
て
、
政
治
的
混
乱
か
ら
逃
れ
る
た
め

(華
僑
型
)
と

い
う
特
徴
が

あ
る
。

ま
た
、
韓
国
出
身
の
華
人
は
、
香
港
出
身
の
華
人
が
欧
米
を
目
指
す
傾
向
が
強

い
の
に
比
べ
、
台
湾
や
日
本
な
ど
ア
ジ

ア
問
を
移

動
す

る
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

⑧
北
米
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
移
動

　

ア
メ
リ
ヵ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
、
北
米
に
移
動
し
た
華
人

の
な
か
に
は
、

ア
ジ
ア
に
再
度
移
動
し
て
い
る
者
が

い
る
。
な
か
で
も
特
に
二
世

や
三
世
の
華
人
が
多

い
が
、
彼
ら
が
ア
ジ
ア
に
逆
流
す
る
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

(華
商
型
)
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
を
得
る

(華
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裔
型
)
、
白
人
社
会
に
生
ま
れ
た
ア
ジ
ア
系
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
し

(華
裔
型
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
お
、

一
世
や
高
齢

と
な

っ
た
華
人
に
見
ら
れ
る
ア
ジ
ア
へ
逆
流
す
る
動
き
は
、
親
族
や
友
人
と
の
再
会
、
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
老
後
の
生
活
を
送
り
た

い
と
い

う
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る

(華
僑
型
、
華
裔
型
)。

Ｃ
ア
ジ

ア
か
ら
北
米

へ
の
移
動

　
華
人

の
間
で
、
近
年
も

っ
と
も
多
く
見
ら
れ
た

の
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
北
米

へ
移
動
す
る
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
戦
前
は
仕
事
を
得
る
た

め

(華

工
型
)
が
多
か
っ
た
が
、
戦
後
に
な
り
中
国
大
陸
、
香
港
、
台
湾
に
お
け
る
政
治
的
、
社
会
的

の
緊
張
感
が
お
さ
ま
ら
な
い

一
方

で
欧
米

は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
か
つ
移
民
に
開
放
的
で
あ

っ
た
た
め
、
市
民
権
取
得

(華
裔
型
)
、
子
供
の
教
育

・
家
族

の
生
活

(華

裔
型
)
、
医
療
福
祉

(華
裔
型
)
を
目
的
に
北
米
に
移
動
す
る
者
が
い
る
。
ま
た
、
留
学

(華
僑
型
)

の
た
め
に
渡

っ
た
が
、
の
ち
に
定

住
し
て
行
く
者
も
多

い
。

(2
)

〈世
代
別
移
動
の
特
徴
〉　
家
族
に
注
目
し
、
世
代
間
に
見
ら
れ
る
移
動
の
あ
り
方
を
比
較
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
傾
向
が

見
ら
れ

た
。
ま
ず
、
第

一
に
、
上
に
み
た
移
動
の
あ
り
方
に
お
い
て
Ａ
)の
ア
ジ
ア
間

の
移
動
を
し
た
親
の
元
に
生
ま
れ
た
次
世
代
は
、
◎

ア
ジ
ア
か
ら
北
米

へ
移
動
を
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
上
に
み
た
Ｃ

ア
ジ
ア
か
ら
北
米

へ
移
動
し
た
親

の
元
に
生
ま
れ
た
次
世
代
は
、
Ｂ
北
米
か
ら
ア
ジ
ア
に
移
動
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
。
第
三
に
、
Ｂ

北
米
か
ら
ア
ジ
ア
に
移
動
を
し
た
者
は
、
現
在
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
華
人
に
多
く
、
彼
ら

の
次
の
世
代
が
自
ら

の
意
志

で
ど
の
よ
う
な
移
動
を
選
択
す
る
か
は
、
あ
と

一
〇
年
ほ
ど
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
動
き
は
注
目
に
値
す
る
。

　
本
論

で
紹
介
し
た
調
査
対
象
や
紙
面
の
関
係
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
香
港
の
事
例
の
比
較

の
み
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
実
際
、
華
人

は
世
界
各
国
に
散
在
し
て
お
り
、
そ
の
移
動
の
あ
り
方
も
複
雑
で
あ
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
と

い
え
ど
も
、
こ
こ
か
ら
、
華
人

の
移
動

の
あ
る
種
の
法
則
や
特
徴
と

い
え
る
も

の
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
華
人
た
ち
が
、
市
民
権
や
教
育
を
求
め
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る
際
は
、
欧
米
に
移
動
す
る
こ
と
が
多

い
の
に
対
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
や
仕
事
の
獲
得
の
た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
に
移
動
す

る
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
華
人
た
ち
は
世
代
に
関
係
な
く
、
総
じ
て
頻
繁
に
移
動
し
て
お
り
、
家
族
が
国
境
を
越
え
て
分
散
す
る
こ

と
に
抵
抗
が
低
い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
国
籍
や
市
民
権
の
取
得
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、
国
籍
と

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は

一
般
的
に

「別
の
も
の
」
と
考
え
て
お
り
、
国
籍
や
市
民
権
は
あ
く
ま
で
も
保
険
や
便
宜
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
世
代

を
通
し
て
大
き
な
差
異
は
な
く
、
む
し
ろ
、
地
域
的
な
差
異
が
あ
る
よ
う

に
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
欧
米

(カ

ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
)

の
国

々
に
移
動
し
た
も
の
は
、
国
籍
と
民
族
の
関
係
を
よ
り
ド
ラ
イ
に
考
え
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア

(韓
国
、
日
本
)
に
移
動
し
た
も

の
は
、

欧
米
に
比
べ
保
守
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
、
国
籍
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
同

一
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
に
あ
る
。
華
人
た
ち
の
こ

う
し
た
違

い
が
、
世
代
よ
り
も
出
身
地
の
違

い
に
み
ら
れ
る
の
は
、
移
動
先
国
の
法
制
度
や
移
民
政
策

の
影
響
が
あ
る
。

　
当
然

の
こ
と
で
あ
る
が
、
人
は
安
全
な
と
こ
ろ
、
そ
し
て
景
気
が
よ

い
と
こ
ろ
に
集
中
す
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
ヵ
や
日
本
、
韓
国
な
ど

の
景
気

は
芳
し
く
な
く
、

一
方
で
中
国
の
経
済
成
長
が
著
し
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
中
国
に
逆
流
す
る
華
人
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
華

人
の
問
で
、
ど
の
よ
う
な
移
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
逆
流
し
た
華
人
を
中
国
は
ど

の
よ
う
に
う
け
と
め

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
市
民
権
の
取
得
や
国
の
景
気
を
見
計
ら

っ
て
、
移
動
す
る
華
人
た
ち
の
動
き
は
た
く
ま
し
く
、
か

つ
し
た
た
か
な

一

面
が
あ
る
。
そ
ん
な
移
動
を
繰
り
返
す
華
人
を
国
家
が
ど

の
よ
う
に
掌
握
す
る
の
か
、
ま
た
彼
ら
に
と

っ
て
国
家
と
は
ど
の
よ
う
存
在
な

の
か
、

彼
ら
の
移
動
を
通
し
て
国
家
と
人
の
関
係
を
再
考
す

べ
き
段
階
に
き
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
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注(1

)　

こ

の
ほ

か

に

も
、

中

国

系

の
移

民
を

表

す

用

語

に

は
華

裔

、

唐

人
、

海

外

華

人

、
華

工
、

華

商

な

ど

い
ろ

い
ろ

あ

る

が
、

華

僑

・
華

人

が
も

つ
と

も

一

　

　

般
的

で
あ

る
。

(
2
)　

『
越
棉

寮

報

』

は

、

ア
メ

リ

カ

に
移

住

し

た

越

(
ベ
ト

ナ

ム

)
、
棉

(
ミ

ャ

ン

マ
ー

)
、
寮

(
ラ

オ

ス
)

出

身

の
華

人

向

け

の
華
字

新

聞

で
あ

る

[吉

原

　

　

　

二

〇
〇

二
]
。



(3
)　

本
論
で
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
で
紹
介
す

る
人

々
は
、

一
部
仮
名
を
使
用
す
る
。

(4
)　

一
九
九
九
年
、
香
港
に
お
け
る

ラ
リ
ー
氏

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
て
。

(5
)　

ラ
リ
ー
は
、
中
国
大
陸
、
香
港
、
台
湾
を

一
括
し
グ
レ
ー
タ
ー
チ
ャ
イ
ナ

(
G
r
e
a
t
e
r
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ

)
と
呼
び
、
祖

父
の
祖
国
と
考
え
て

い
た
。

(6
)　

麥
禮
謙

[麥
　

一
九
九

二
]
、

ス
ケ
ル
ド

ン

[
S
k
e
l
d
o
n
 
1
9
9
4

]
な
ど
も
返

還
問
題
は
香
港
か
ら
多
く

の
移
民
を
送
り
出
し
た
と
指
摘
し
て

い
る
。

(7
)　

一
九
九
九
年

一
月
、
香
港

に
お
け
る
程
萬
心

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
て
。

(8
)　

一
九
九
九
年

一
月
及
び
二
〇
〇
八
年

五
月
香
港
に
お
け
る
程

一
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
て
。

(9
)　

二
〇
〇
九
年

八
月
、
カ
ナ
ダ

・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
け
る
麻

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ユ
i
。

(10
)　
筆
者

は
二
〇
〇
八
年

三
月

に
調
査
を
行

っ
た
際
に
、
実
際
仁
川
か
ら
船

で
青
島
ま
で
渡

っ
た
が
、
夕
方
船
に
乗
り
込
み
次

の
朝
早
く
に
は
山
東
側

に
到

　
　
着
し
、
波
も
と
て
も
穏

や
か

で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
と
百
年
前

で
は
船

の
規
模
も
技
術
発
展

の
度
合

い
も
大
き
く
異
な
る
た
め
科
学
的
な
比
較
は

　
　
不
可
能

で
あ
る
が
、
黄
海
を
は
さ
み
朝
鮮
半
島
と
山
東
省

が
対
峙
す
る
と

い
う
地
理
的
関
係

は
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、

こ
の
両
地
域
を
往
来
す
る
人
が
多

い

　
　
こ
と
、
そ
し
て
密
接
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
る

の
は
当
然

の
成
り
行
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
11
)　

二
〇
〇
七
年

二

月
、
台
湾

に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
。

(
12
)　

二
〇
〇
七
年
三
月
、
横
浜
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
て
。

(
13
)

赤

い
チ
ャ
ン
ポ

ン
と
は
、
韓
国
独
特

の
中
華
料
理

で
あ
り
、
肉

・
海
鮮

・
野
菜
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
具
材

の
入

っ
た
麺

で
あ
る
。
長
崎
に
見
ら
れ
る
チ
ャ

　
　
ン
ポ
ン
の
汁
は
白

い
が
、
韓
国

は
唐
辛
子
を
入
れ
て

い
る
た
め
汁
は
赤

い
。
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『中
国
與
海
外
華
人
』
商
務
院
書
館

　
朱
炎
　

一
九
九
五

『華
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
秘
密
』
東
洋
経
済
新
報
社

　
僑
務
委
員
会
編
　

一
九
九

一

『華
僑
経
済
年
鑑
』
僑
務
委
員
会

　
賈
海
涛

・
石
滄
金
　

二
〇
〇
七

『海
外
印
度
人
与
海
外
華
人
国
際
影
響
力
比
較
研
究
』
山
東
人
民
出
版
社

　
李
安
山
　

二
〇
〇
〇

『非
洲
華
僑
華
人
史
』
中
国
華
僑
出
版
社

　
李
原

・
陳
大
璋
　

一
九
九

一

『海
外
華
人
及
其
居
住
地
概
況
』
中
国
華
僑
出
版
公
司
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李
勝
生
　

一
九
九

二

『加
拿
大
的
華
人
與
華
人
社
会
』
三
聯
書
店

張
勇

・
陳
玉
田
　

二
〇
〇
二

『香
港
居
民
的
国
籍
問
題
』
三
聯
書
店

杜
書
溥
　

二
〇
〇

一

『仁
川
華
僑
教
育

百
年
史
』

(出
版
社
不
明
)

陳
天
璽
　

二
〇
〇

一

『華
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
ー
華
商
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
明
石
書
店

馮
子
平
　

一
九
九

三

『海
外
春
秋
』
商
務
院
書
館

麥
禮
謙
　

一
九
九

二

『從
華
僑
到
華
人

"
二
十
世
紀
美
國
華
人
社
會
發
展
史
』

三
聯
書
店

楊
昭
全

・
孫
玉
梅
　

一
九
九

一

『朝
鮮
華
僑
史
』
中
国
華
僑
出
版
公
司

山
下
清
海
　

二
〇
〇

一

「
韓
国
華
人
社
会

の
変
遷
と
現
状
ー

ソ
ウ

ル
と
仁
川

の
元
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
中
心
に
」

(
『国
際
地
域
学
研
究
』
第
四
号
)

吉
原
和
男
　
二
〇
〇
二

「
多
様
な
る
中
国
系

ア
メ
リ
カ
人
」
(
『
ア
ジ
ア
遊
学
-

特
集
　
移
民
の

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
と
活
力
』
三
九

〈特
集
　
移
民
の

ニ
ス

ニ
シ

　

テ
ィ
と
活
力
〉
勉
誠
出
版
)

s
k
e
l
d
o
n
,
R
.
(
e
d
.
)
1
9
9
4
,
R
e
l
u
c
t
a
n
t
 
E
x
i
l
e
s
?
H
o
n
g
 
K
o
n
g
;
H
o
n
g
 
K
o
n
g
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

。

° M
s
,
L
a
u
r
e
n
c
e
 
J
.
C
.
&
 
C
a
r
t
i
e
r
,
C
a
r
o
l
y
n
.
(
e
d
s
)
,
2
0
0
3
.
T
h
e
 
c
h
i
n
e
s
e
 
D
i
a
s
p
o
r
a
 
;
 
s
p
a
c
e
 
p
l
a
c
e
,
m
o
b
i
l
i
t
y
,
a
n
d
 
i
d
e
n
t
i
t
y
,
L
a
n
h
a
m
,
M
D
.
;
R
o
w
m
a
n
 
&

L
i
t
t
l
e
f
i
e
l
f
.
w
a
n
g
,
L

゜ W
a
n
g
,
L
a
r
r
y
 
1
9
9
8
,
N
e
w
 
G
o
l
d
 
M
o
u
n
t
a
i
n
:
T
H
e
 
S
u
c
c
e
s
s
 
o
f
 
C
h
i
n
e
s
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
i
n
 
G
r
e
a
t
e
r
C
h
i
n
a
,
N
e
w
Y
O
r
k
:
M
a
s
s
 
M
a
r
k
e
t
 
P
a
p
e
r
b
a
c
k
.
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二
　

人

の
流
動
と

民
族

間
関
係
、
文
化
的

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
態

　
　
　

i

雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
、
徳
宏
俸
族
の
事
例
1

長
谷
川
清

　
　
1
　

は
じ
め
に

　
多
民
族
国
家

・
中
国
の
周
辺
部
に
居
住
し

「
国
境
」
を
跨
い
で
生
活
圏
を
形
成
す
る
諸
民
族
集
団
は
、
国
家

の
政
治
体
制
や
社
会
経
済

構
造
、
民
族
間
関
係
、
国
際
政
治
な
ど
が
複
雑
に
絡
ま
り
合
う
な
か
で
、

い
か
に
し
て
相
互
交
渉

の
機
会
を
確
保
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
形
成
や
集
団
維
持
に
関
わ
る
文
化
的
実
践
を
お
こ
な

っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
人
間
と
し
て
本
源
的

に
そ
な
わ
る
移
動

性
は
、

こ
う
し
た
動
態
的
な
過
程
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問

い
に
対
し
、
東
南
ア
ジ

ア
と
東

ア
ジ
ア
の
境

界
に
位

置
す
る
雲
南

の
、
ビ
ル
マ

(ミ
ャ
ン
マ
ー
)
に
通
じ
る
交
易
路

(以
下
で
は
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
、
槇
緬
公
路
を
併
用
す
る
)
沿

い
に
分
布
す
る
諸
集
団
は
興
味
深

い
事
例
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
雲
南
は
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
源
を
発
す
る
河
川
、
高
原

・
山
地

・
盆
地
な
ど
の
高
度
差
に
富
む
生
態
系
、
言
語
系
統

を
異
に
す
る
民
族

集
団
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
と
の
間
に
引
か
れ
た
長

い
国
境
線
に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
中
国
の

「
辺
疆
」
で
す

ぐ
想
起
さ
れ
る
の
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は
、
新
疆
、
チ
ベ
ッ
ト
、
内
蒙
古
と

い
っ
た
西
北
地
域
で
あ
ろ
う
が
、
雲
南
を
含
め
た

「
西
南
辺
疆
」
は
、
地
理
景
観
や
、
多
民
族
構
成

そ
の
他

の
面
で
、
他
の
周
縁
部
と
は
異
な

っ
た
属
性
が
保
持
さ
れ
る
歴
史
地
域
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
章

の
考
察
対
象
は
、
雲
南
省
西
部
に
お

い
て
、
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
の
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
生
活
圏
を
保
持
し
て
き
た
、
徳
宏
地

区
の
タ
イ

(俸
)
族

〔
タ
イ

・
ヌ
ー
T
a
i
 
N
e
u
a
〕

(現
地
の
人
び
と

の
発
音
で
は

"
タ
イ

・
ル
ー
"
t
a
i
 
l
e

)
で
あ

る
。
雲
南

・
東
南
ア

ジ
ア
境

界
地
域
の
タ
イ
系
諸
民
族
の
多
く
は
国
境
に
跨

っ
て
居
住
し
、

一
方
で
は
汎
タ
イ
意
識
を
共
有
し

つ
つ
も
、
帰
属
す
る
国
家
の
違

い
か
ら

、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
表
出
に
お

い
て
様
々
な
差
異
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
徳
宏
地
区
の
タ
イ
族

の
場
合

、
ビ
ル
マ
側
の
シ
ャ
ン
仏
教
を
受
容
し
、
ビ
ル
マ
の
シ
ャ
ン
人
の
伝
統
文
化
と
共
通
す
る
点
を
多
く
保
持
す

る

一
方
、
中
華
世
界

の
周
縁

に
あ

っ
て
漢
文
化
を
受
容
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
ど

の
よ
う
な
自
己
意
識
を
表
出
す
る
か
に

つ
い
て
、
イ

ン
ド
東
北
部
、
東
南

ア
ジ
ア
、
雲
南
に
広
く
分
布
す
る
タ
イ
系
民
族
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
は
興
味
深

い
研
究
課
題
で
あ
る
。

　
以
下

で
は
、
徳
宏
俸
族
景
頗
族
自
治
州
で
の
現
地
調
査

で
収
集
し
た
、
民
国
期
の
民
族
間
関
係
、
諸
民
族
の
交
易
活
動
、
宗
教
実
践

な
ど
に
関
わ
る
資
料
を
手
が
か
り
に
、
国
境
に
跨

っ
て
生
活
圏
を
も

つ
人
び
と
を
検
討
す
る
こ
と

の
意
義
や
課
題
に

つ
い
て
素
描
を
試
み

た

い
。

人
び
と
は
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
文
脈
と
地
域

・
民
族
間
関
係

の
な
か
で
自
ら
の
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
構
築
し
、
そ
れ

を
維
持

し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
、
淵
西

(芒
市
)
は
徳
宏
僚
族
景
頗
族
自
治
州
の
首
府
と
し
て
政
治

・
経

済

・
文
化

の
中
心
と

な

っ
て
お
り
、
国
際
的
な
貿
易
拠
点

の
建
設
が
進
行
す
る
瑞
麗

(劼
卯
)
と
と
も
に
、
中
国
と
ビ
ル
マ
を
結
ぶ
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　ユ
　

点
を
作

り
上
げ
て
い
る
。
↓
図
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図　雲南ビルマ境界地域の概略図
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2
　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
地
政
学
と
民
族
間
関
係

　
ω
　

「地
域
」
と

「民
族
」
の
歴
史
人
類
学

　
今
日
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
と
東

ア
ジ
ア
の
境
界
領
域
は
重
要
な
研
究
対
象
と
し
て
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来

の

「国
民

国
家
」

を
前
提
と
し
た
地
政
学
的
認
識
や
歴
史
理
解
、
民
族
集
団
の
社
会
文
化
研
究
の
あ
り
方
に
再
検
討
を
迫
り
、
人
間
集
団

の
歴
史
的

な
文
化

編
成
の
解
明
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
地
域
と
民
族

の
新
た
な
理
解
や
概
念
化
の
可
能
性
を
生
み
出
す
か
ら

で
あ
る

[ダ
ニ
エ
ル

ス
編
　

一
九
九
九
、
塚
田
他
編
　
二
〇
〇

一
]
。

　
中
国
西
南
地
域
の
多
民
族
構
成
状
況
下
で
の
民
族
間
関
係
の
動
態
や
歴
史
展
開
に
対
し
て
、
ガ
ー
シ
ュ

(〔
G
i
e
r
s
c
h
.
C
.
P
.

)
は
、
清
代

の
雲
南
南
部
を
対
象
と
し
た
実
証
研
究

に
基
づ
き

つ
つ
、
国
境
地
帯

に
沿

っ
て
広
が
る
雲

南

・
東
南

ア
ジ
ア
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
空
間
を

「三
日
月
弧

(
a
 
c
r
e
s
c
e
n
t
-
s
h
a
p
e
d
 
z
o
n
e

)」

(
t
h
e
 
Ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ

)
と
命
名
し
、
そ
こ
を
異
な

っ
た
文
化
、
人
種
、
民
族
集
団
、
帝
国
の
間

に
あ
る
政
治
と
文
化
の
遭
遇
す
る
磁
場
、
す
な
わ
ち

「中
間
地
帯

(
m
i
d
d
l
e
 
g
r
a
o
u
n
d

)
」
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
様

々
な
エ
ー
ジ

ェ

ン
ト
や
土
着
の
力

の
相
互
作
用
、
社
会
文
化
変
動
を
扱
う
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
、
婚
姻
関
係
、
漢
語
、
人
口
変
動
、
商
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
、
交
易
活
動
な
ど
の
側
面
か
ら
検
討
を
お
こ
な

っ
た

[
G
i
e
r
s
c
h
 
2
0
0
6

]。
こ
う
し
た
視
点
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
人
類
学
的
な

視
角
に
よ
る
国
境
地
域
の
民
族
集
団
の
動
態
研
究
と
の
連
携
が
可
能
で
あ
り
、
き
わ
め
て
汎
用
性
に
富
む
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
証
的
研
究

の
成
果
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

「中
間
地
帯
」
で
は
、
漢
族
や
多
様
な
非
漢
族
集
団
か
ら
な

る
複
合
社
会
が
歴
史
の
早

い
段
階
か
ら
形
成
さ
れ
た
が
、
商
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
宗
教
の
伝
播
、
社
会

・
文
化
変
容
、
資
源
開
発
、
生
態

変
化
な
ど
、
様
々
な
検
討
課
題
が
山
積
し
て
い
る

[蒼
銘
　
二
〇
〇
四
、
方
鉄

・
方
慧
　

一
九
九
七
、
周
瓊
　
二
〇
〇
七
]。
と
り
わ
け
、

西
南
中
国
に
お
い
て
内
陸
交
易
ル
ー
ト

の
形
成
は
、
各
種

の
資
源
や
物
資
、
希
少
財
、
奢
侈
品
な
ど
を
流
通
さ
せ
る

一
方
、
経
済
的
な
影
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響
だ
け

で
な
く
、
人
口
の
移
動
や
移
民
社
会
の
動
態

に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
そ
れ
は
宗
教
や
文
化
が
人
び
と

の
間
に
伝
播
、
浸
透

し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
回
路
で
も
あ

っ
た
が
、
近
代
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
と
の
遭
遇
を
も
た
ら
し
た

[陸

劒
　

一
九
九
七
、
申
旭
　

一
九
九
四
]
。
こ
う
し
た
問
題
状
況
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
と

の
間
で
国
境
に
面
し
て
存

続
し
て
き
た
タ
イ
系
集
団
を
主
体
と
す
る
土
着
政
体
が
、
そ
の
地
政
学
的
な
条
件
を
背
景
と
し

つ
つ
、
多
様
な
主
体

と
の
間
に
多
面
的

な
交
流
や
交
渉
を
展
開
し
て
き
た
こ
と

の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
有
意
義

で
あ
る

[長
谷
川
　
二
〇
〇
九
b
、
陸
劒
編

二
〇
〇
七
、
武
内
　
二
〇
〇
八
]。

　
倒
　
タ
イ
系
民
族
の
地
域
的
文
脈

　
中
国

に
お
い
て
雲
南
ビ
ル

マ
境
域
に
分
布
す
る
タ
イ

(僚
)
族
は
、
他

の
民
族
集
団
と
同
じ
く
、
古
く
か
ら
漢
籍

史
料

の
な
か
に
記

述
が
あ

る
。
清
代
で
は
旱
擺
夷
、
水
擺
夷
、
花
擺
夷
と

い
う
種
類
に
分
け
ら
れ
、
記
述
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
外

部
か
ら
の
ま
な
ざ
し

に
基
づ

く
分
類
や
名
称
は
歴
史
的
に
連
続
し
て
き
た
が
、
中
華
民
国
期
に
書
か
れ
た
民
族
誌
的
な
記
述
で
も

「擺
夷

」
「
擺
彝
」
が
使
わ

　
　
　
　　　

れ
て
い
る
。
特
に
、
タ
イ
族
を
旱
擺
夷
と
水
擺
夷
に
分
け
、
両
者
を
対
比
的
に
記
述
す
る
と

い
う
方
法
は
頻
繁
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
旱

擺
夷
は
山
居
す
る
が
、
水
擺
夷
は
河
川
の
近
く
で
草
葺
き
の
家
屋
に
住
ん
で
い
る
。
徳
宏
タ
イ
族
は
主
と
し
て
前
者
だ
が
、
西
双
版
納

の
タ
イ
族

(自
称
は
タ
イ

・
ル
ー
T
a
i
 
L
u
e〕)
は
水
擺
夷
に
属
す

る
、
と

い
っ
た
語
り
で
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
を
自
称
す
る
人
び
と

の
間
で
は
タ
イ

・
ヌ
ー

(俸
那
)
/
タ
イ

・
タ
ウ

(俸
徳
)

の
区
別
が
あ
り
、
前
者
は
怒
江

(サ
ル
ウ
ィ
ン
川
上
流

)
の
上
流
域
に
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヨ　

住
す
る

タ
イ
族
を
指
し
、
後
者
は
そ
の
下
流
域
の
タ
イ
族
を
指
す
と
さ
れ
た

[孫
承
烈

・
張
霈
　

一
九
八
七
]。

　

一
方

の
ビ
ル
マ
で
は
、
タ
イ
系
諸
族
を
シ
ャ
ン

(
S
h
a
n
)
と
総
称
し
た
。
シ
ャ
ン
と
い
う
範
疇
は
ビ
ル
マ
語
に
語

源
が
あ
る
と
さ
れ
、

ビ
ル

マ
を
植
民
地
化
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
も
こ
の
用
法
を
踏
襲
し
、
民
族
誌
記
述
で
も
採
用
し
た
。
リ
ー
チ

(
L
e
a
c
h
.
E

)
は
、
ビ
ル

マ
人

が
ビ
ル

マ
系
シ
ャ
ン

(シ
ャ
ン

・
バ

マ
ー
、
し。
げ
き

bd
.ヨ
9
)
、
中
国
系
シ
ャ
ン

(シ
ャ
ン

・
タ
ヨ
ク
、
S
h
a
n
 
T
a
y
o
k

)
、
カ
ム
テ
ィ

.
シ
ャ
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写真 １　徳宏タイ族の村落 （芒市盆地）

ン

（
K
h
a
m
t
i
 
S
h
a
n

）
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

中
国
系
シ
ャ
ン
と

は
雲
南

の
シ
ャ
ン
諸
国
家
の
人
び
と

で
あ
り
、
騰
越
の
南
、
サ

ル
ウ
ィ
ン
川
の
西

に
分
布
し
て
い
る
。
ビ
ル

マ
の
バ
モ
ー
お
よ
び
ミ
ッ
チ
ー
ナ
地
方

に
も
居
住
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
雲
南
省
か
ら
の
移
民
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か

し
同
時
に
、
シ
ャ
ン
人
は
地
域
的
に
は
分
散
し
て
い
る
。
異
な

る
地
域
間
で
方
言

の
変
化
は
か
な
り
あ
る
も
の
の
文
化
的
に
は
か
な
り
均
質

で
あ
り
、
シ
ャ
ン
人
=

仏
教
徒
と

い
う
図
式
を
提
示
し
た

［
リ
ー
チ
　

一
九
八
七
］。

ま
た
、
デ
ー
ビ

ス

（
D
a
v
i
s
.
H
.
R
.

）
は
以
下

の
区
分
を
取
り
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
雲
南
省

の
シ
ャ

ン
人
は
タ
イ

・
チ

ェ
T
a
i
 
C
h
e

、
タ
イ

・
ケ
T
a
i
 
H
k
e
あ
る

い
は
中
国
系
シ
ャ
ン

C
h
i
n
e
s
e
 
S
h
a
n
s

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
中
国
系
シ
ャ
ン
は
こ

の
名
称
を
用

い
て

お
ら
ず
、
タ
イ

・
ヌ
ー
T
a
i
 
N
o
す
な
わ
ち
北
方
シ
ャ
ン
N
o
r
t
h
e
r
n
 
S
h
a
n
s

と
名

乗

っ
て

い
る
。
ま
た
、
シ

ャ
ン
土
侯
国
の
住
民
は
タ
イ

・
ロ
ン
T
a
i
 
L
o
n
g

す
な

わ
ち
大
シ
ャ
ン
を
自
称
し
て
い
る
が
、
中
国
内
の
シ
ャ
ン
人

は
彼
ら
の
こ
と
を
タ

イ

・
タ
ウ
T
a
i
 
T
a
u
す
な
わ
ち
南
方
シ
ャ
ン
人
と
呼
ん
で
い
る

［
D
a
v
i
s
 
1
9
7
0

］。

こ
う
し
た
自
称
と
し

て
の
タ
イ

（
t
a
i
）
を
共
通
項
と
し

つ
つ
、
名
付
け
と
名
乗
り
を
め
ぐ
る
分
化
と
交
錯
と

い
う
問

題
に
対
し
、
民
族

間
関
係

や
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
く
の
が
妥
当
な
の
か
、
そ
う
し
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う

な
意
義
が
あ
る
の
か

な
ど
、
今
後

の
研
究
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る

［高
谷
　
二
〇
〇
八
］。
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個
　
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
ロ
移
動

　
雲
南

ビ
ル
マ
ル
ー
ト
の
存
在
は
、
徳
宏
タ
イ
族
の
歴
史
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
文
化
史
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。
物
資

の
集
散
地

と
し

て
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
き
た
交
易
地
点
は
数
多

い
が
、
ビ
ル
マ
側
で
は
バ
モ
ー
や
ミ

ッ
チ
ー
ナ
を
あ
げ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
雲
南
西
部
に
お
け
る
漢
族
そ
の
他
の
集
団
の
交
易
活
動
や
商
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ビ
ル
マ
側
の
こ
れ
ら
二

つ
の
拠
点
と
の
関
係
を

軸
に
形

成
さ
れ
て
き
た
と

い
う
側
面
が
あ
る

[栗
原
　

一
九
九

一
、
陸
劒
　

一
九
九
七
]。

　
こ

の
交
通
路
は
日
中
戦
争

の
時
期
、
蒋
介
石
を
支
援
す
る
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
目
的
で
再
編
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
ル
ー
ト

の
開
通
以
前
、
も

っ
と
も
大
量
の
貨
物
が
運
ば
れ
た
の
は
、
騰
越

(騰
衝
)
か
ら
九
保

(梁
河
)
、
旧
城

(盈
江
)

と
い
う
拠
点
を
経
由

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

し
て
バ

モ
ー
へ
と
至
る
路
線
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
永
昌
祥
、
洪
盛
祥
、
茂
恒
、
福
春
恒
な
ど

の
商
号
は
多
彩
な
交
易
活
動
を

展
開
し
た
。

　
イ
ギ

リ
ス
は
ビ
ル
マ
を
植
民
地
化
す
る
と
、
中
国
西
南
市
場
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
清
朝
政
府
に
雲
南
ビ
ル
マ
貿
易

の
商
務
に
関
す
る

条
約

の
締
結
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「中
英
続
議
演
緬
界
務
商
務
条
款
」
(
一
八
九
四
年
)
に
お
け
る
関
税

の
自
由
化
に
関
す
る
取
決
め

で
あ
り
、
ビ
ル
マ
か
ら
中
国
に
輸
入
さ
れ
る
す
べ
て
の
貨
物
、
あ
る
い
は
中
国
か
ら
ビ
ル
マ
に
輸
出
さ
れ
る
貨
物
は
、
芒
允
、
盞
西
と
い

う

二

つ
の
貿
易
拠
点
を
経
由
す
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
同
年
、
芒
允
に
税
関
が
設
置
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
主
導

に
よ
る
貿
易
拡
大
に

向
け
た
条
約
締
結
と
並
行
し
、
植
民
地
体
制
下
の
ビ
ル
マ
で
は
近
代
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
鉄
道
建
設
や
河
川
交

通
の
整
備
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
八
八
九
年
、
ヤ
ン
ゴ
ン

・
マ
ン
ダ
レ
ー
間
の
鉄
道
が
建
設
さ
れ
、
九
九
年
に
は
ミ
ッ
チ
ー
ナ
ま
で
延
長
さ

れ
た
。
ま
た
、

一
九
〇
三
年
に
は

マ
ン
ダ
レ
ー

・
ラ
シ
ョ
オ
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
。
河
川
交
易
網
も
整
備
さ
れ
、
ヤ

ン
ゴ
ン
か
ら
バ
モ
ー

ま
で
の
水
運
が
年
間
を
通
じ
て
航
行
可
能
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
バ
モ
ー

・
ミ
ッ
チ
ー
ナ
間
の
航
行
は
七
ヶ
月
間
可
能
と
な

っ
た
。
対

ビ
ル

マ
交
易
は
清
代
中
期
以
降
に
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。
と
り
わ
け
騰
越

・
バ
モ
ー
間
の
交
易
路
が
開
通
す
る
と
、
漢
族
が
大
量
に

流
入

し
、
こ
の
路
線
沿

い
に
居
住
し
始
め
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
徳
宏
タ
イ
族
土
司

の
統
治
範
囲
に
立
地
す
る
定

期
市

(街
市
)
の
所
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在
地

は
し
だ
い
に
対
ビ
ル
マ
貿
易
と

の
関
係
を
強
め
る

一
方
、
漢
族
を
主
体
と
し
た
人
口
の
流
入
が
進
み
、
各
地
で

「漢
夷
雑
処
」
と

い

う
状
況
が
起

こ
る
の
で
あ
る

[楊
毓
才
　

一
九
八
九
]。

　

日
中
戦
争
期
に
な

っ
て
、
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
に
は
大
き
な
変
化
が
起
こ

っ
た
。
芒
市
、
遮
放
、
腕
町
を
経
由

し
て
ビ
ル

マ
側

の
バ

モ
ー
、
ラ
シ
ョ
オ

へ
と
至
る
ル
ー
ト
が
建
設
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
演
緬
公
路
」
と
し
て
中
国

へ
の
軍
事
物
資
の
支
援

を
主
と
し
た
国
際
補

給
路
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
三
七
年
、
日
本
軍
の
攻
撃
に
よ

っ
て
、
中
国
沿
海
部

の
港
湾
都
市
は
封
鎖

に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
西
南
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て
、
重
要
な
役
目
を
歴
史
上
果
た
し
て
き
た
雲
南
ビ
ル

マ
ル
ー
ト

の
存
在
に
関
心
が
集
ま
り
、

一
九
三
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
道
路
の
建
設
工
事
が
国
家
的
事
業
と
し
て
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら

れ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
旧
来
の
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
と
は
目
的
を
異
に
す
る
軍
用
道
路
で
あ

っ
た
が
、
戦
時
経
済
と

い
う
特
殊
な
歴
史

的
状
況
の
な
か
で
活
気
を
帯
び
、
芒
市
鎮
、
遮
放
鎮
、
腕
町
鎮
に
は
外
来
の
移
民
が
大
量
に
流
入
し
た
。
ま
た
、
ビ

ル
マ
側
の
交
易
拠
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ら
　

と
し

て
碗
町
に
面
す
る
バ
ン
サ
イ

(芒
賽
、
九
谷
)
に
は
多
く

の
商
号
が
進
出
し
た
。
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3
　
タ
イ
族
土
司
の

「伝
統
」
と

「
近
代
」

　
ω
　
盆
地
政
体
と
中
華
秩
序

　
徳
宏

地
区
に
は
多
く
の
山
間
盆
地

(ム
ン
)
が
分
布
し
て
い
る
。
「徳
宏
」
と
い
う
地
域
概
念
は
、
徳
宏
タ
イ
語

の
タ
ウ

・
ホ
ー
ン

(怒

江
の
下
方
、
南
方

の
意
味
)
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
行
政
上
の
正
式
使
用
は

一
九
五
〇
年
代

に
民
族
自
治
州
が
こ
の
地
方
に
設
置
さ
れ
て

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は

「騰
龍
沿
邊
区
」
「騰
龍
辺
区
」
と
呼
ば
れ
た
。
漢
族
の
勢
力
範
囲
に
あ

っ
て
内
地
的
な
支
配
体
制
が
確
立

し
て

い
る
騰
越
や
龍
陵
の
外
側
に
位
置
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
タ
イ
族
、
ジ
ン
ポ
ー

(景
頗
)
族
、
ド
ア
ン

(徳
昂
)

族
、

ア
チ

ャ
ン

(阿
昌
)
族
、
リ
ス

(慄
慄
)
族
、
漢
族
な
ど
が
居
住
し
、
多
民
族
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
る

[徳
宏
俸
族
景
頗
族
自
治



州
概
況
編
写
組
　

一
九
八
六
]

(表
1
、
表
2
)
。

　
タ
イ
族
は
盆
地
空
間
に
定
住
し
、
首
長

(王
)
と
官
僚
組
織
を
核
に
、
盆
地
政
体

(ム
ン
)
を
形
成
し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
地

域
で
は
歴
史
の
早

い
段
階
か
ら
タ
イ
系
民
族

の
政
治
統
合
が
進
行
し
た
が
、

=
二
世
紀
前
後
に
は
ム
ン
マ
オ

(
マ
オ

シ
ャ
ン
)
王
国
が
台

頭
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
王
朝
は
華
夷
秩
序
に
組
み
込
も
う
と
し
た
が
、
ム
ン
マ
オ
の
側
は
帰
順
し
な
か

っ
た
。

一
五
世
紀
に

「
三

征
麓
川
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
軍
事
鎮
圧
を
お
こ
な

っ
た
。
十
ヶ
所

の
拠
点

に
土
司
が
設
置
さ
れ
た
。
南
甸
、
干

崖
、
隴
川

(以
上
、

宣
撫
司
)
、
盞
達
、
遮
放

(以
上
、
副
宣
撫
司
)、
芒
市
、
勧
卯

(以
上
、
安
撫
司
)、
戸
撒
、
臘
撒

(以
上
、
長
官
司

)、
動
板

(土
千
総
)

表1　 徳宏地区の人口構成

単位:人

民　族 1938年 1954年 1964年 1982年 1990年

漢　族 23000 51333 73143 122627 146375

タイ族

82000

49680 58736

87800

107907

ジ ンポー族 25000 14115 12457 20179 24945

ドア ン族

50002008

3385 6116 8153

リス族 20000 1503 1147 1726 2646

アチ ャン族 10000 423 607 1083 1530

合　計 165000 119062 149475 239531 291556

(出所)民 国期の資料 は民国雲南省民政廳 邊疆設計委 員会編

　[1985]、 それ以外は、雲南省?西 県志編纂委 員会編[1993]

　に基づ く。

が
そ
れ
で
あ
る
。
土
司

・
土
官
は
歴
史

の
展
開
に
お

い
て
時
期
に
違

い
が
あ
る
と
は
い
え
、

間
接
統
治
か
ら
直
接
統
治

へ
と
改
め
る
統
治
政
策
、
す
な
わ
ち
改
土
帰

流
が
実
施
さ
れ
た

[武
内
　

一
九
九
七
]。
雲
南

で
も
こ
の
よ
う
な
転
換
が
明
代
以
降
に
お

こ
な
わ
れ
て

い
く

が
、
タ
イ
族
地
域
で
は
内
地
と
は
状
況
が
違

っ
て
複
雑
で
あ
り
、
徹
底

さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
か

っ
た
。
そ
の
結
果
、
徳
宏
地
区

の
十
土
司
体
制
は
、
中
華
民
国
期
を
通
じ
て
存
続
さ
れ

た
の
で
あ
る

[徳
宏
州
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編
　

一
九
九
七
、
林
超
民
　
二
〇
〇

一
、

趙
純
孝
　

一
九
三

一
]
。

　
土
司
は
父
系
の
世
襲
制
を
基
本
と
す
る
。
彼
ら
の
政
治
的
な
権
限
は
中
国
王
朝
か
ら
保
証

さ
れ
、
「
印
信
号
紙
」
(土
司
に
授
与
さ
れ
た
官
印
)
を
所
持
す
る
点

に
あ

っ
た
。
土
司
は

朝
廷
に
対
す
る
賦
役

の
義
務
を
負

っ
た
他
、
有
事

の
場
合
、
王
朝
側
の
命
令
が
あ
れ
ば
、
軍

隊
を
出
し
た
。
官
職

の
継
承
時
に
は
漢
籍

の
公
文
書
に
よ
る
上
奏

が
義

務
づ
け
ら
れ
、
官

職
の
継
承
に
は
必
ず
王
朝

の
側
か
ら
批
准
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
土
司
は
家
譜
を

作
成
し
た
が
、
そ
の
家
譜
に
は

「
漢
族

の
子
孫
」
の
起
源
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る

[松
本
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表2　 徳宏土司地区の人口構成(1930年 代)

単 位:人

土司　世帯 (戸) 人口 漢族 擺夷 山頭 その他

芒市 6300 32000 30% 60% 慄簾 崩龍

遮放 ・111 20000 15% 20% 6.7%(山 頭 、崩 龍)

勧板 500 1000 50% 50%

動卯 5000 20000 若干 70% 29%(山 頭 、崩龍)

膽撒 500 2000 50% 5%(山 頭 、崩龍)

干崖 ・111 30000 10% 60% 30%

戸撒 1000 5000 30% 15% 55%

南甸 7000 45000 60% 25% 1%(山 頭 、阿 昌)

隴川 7000 35000 8% 25% 67% 20%(山 頭 、崩龍)

盞達 4300 20000 30% 50% 5%(崩 龍、慄慄)

{路江 1600 ・111 50%

(出所)方 克勝[1985]に 基 づ き、筆者が作 成。江応樔 は1927年 度の人口

　について、芒市5461戸27000人 、遮放1260戸3300人 、猛卯1500戸2930人 、

　隴川2162戸7860人 、南甸8000戸3000人 、干崖5000戸20000人 、盞達

　3000、 という統 計資料 を示 している[江 応櫟 ・江 暁林2003b]。 空欄箇所

　は統計資料 な し。

一
九
八
七
」
。
そ

の
際
、
彼
ら
の
祖
先
が
江
西
、
南
京
、
重
慶
な
ど

の
内

地
出
身
の
漢
族
と
説
か
れ
る
点
と
あ
わ
せ
て
、
ム
ン

マ
オ
王
国

へ
の

「
三

征
麓
川
」
に
参
加
し
た
経
緯
や
軍
功
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ア
　

　
る
。
こ
こ
に
は
、
華
夷
秩
序
を
支
え
る
役
目
を
帯
び

た
徳
宏
タ
イ
族
の
政

治

エ
リ
ー
ト
が
、
ビ
ル

マ
王
朝
と
中
華
帝
国
と
の
境

界
領
域
に
あ

っ
て
後

者

の
文
化
的
権
威
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
自
己
を

表
象
し
、
土
司
制
度

の
保
持
を
前
提
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と

が
示
さ
れ
て

い
る

[長
谷
川
　
二
〇
〇

一
]。

　
囲
　
芒
市
土
司
の
支
配
構
造

　
芒
市
土
司
は
明
代

の
正
統
年
間
、
始
祖

の
放
定
正

が
王
驥

の
南
征
に

従

い
、
そ

の
功
績

に
よ
り
加
封
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま

る
。
以
後
、
初
代

の
放
定
正
か
ら
末
代
の
方
御
龍
に
至
る
ま

で
、
父
系

制
に
基
づ
く
世
襲

に

よ

っ
て
二
四
代

の
土
司
が
安
撫
使
を
継
承
し
て
き
た
。
祖
先

の
原
籍
は

江
西
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
出
自
は
土
着

の
タ
イ
族

と
解
釈
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
民
国
期

に
入

っ
て
か
ら

「
方
」
姓

に
改

め
た

[方

一
龍

一
九
八
七
、
李
全
民
　

一
九
九
七
]
。

　
土
司
権
力

の
中
枢
は
正
印
土
司
、
代
辧
、
護
理
、
護
印
、
族
官

(土
司
の
親
族
)
と

い
う
官
職
か
ら
な

っ
て
い
た
が
、
土
司
の
兄
弟

と
親
族

が
そ
れ
ら
に
就

い
て
い
た
。
族
官
は
土
司
衙
門
に
お
け
る
ム
ン
支
配
に
か
か
わ
る
各
種

の
職
務
を
分
担
し
た
。
土
司
の
政
治
支
配
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は
、
統
治
者
内
部
の
抗
争
や
王
朝

の
権
力
交
替
、
民
族
間
対
立
な
ど
に
よ

っ
て
、
ど
の
時
期

に
お
い
て
も
不
安
定
な
状
況
に
あ

っ
た
が
、

こ
の
点

は
芒
市
土
司
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
、
清
朝
末
期
か
ら
民
国
期
に
は
土
司
の
親
族
内
部
で
対
立
抗
争

が
起
こ
り
、
混
乱

し
た
状
態

で
あ

っ
た
。
以
下
の
記
述
も
関
わ
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
政
治
的
状
況
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

　
清
朝

が
崩
壊
し
、
中
華
民
国
が
発
足
し
た
時
期
、
第

二
二
代

の
方
克
明
が
即
位
し
た
。
彼
に
は
異
母
兄
弟
と
し

て
方
克
光
、
方
克

嘉
、
方

克
彦
、
方
克
敏
、
方
克
勝
ら
が

い
た
。
他
方
、
国
民
党
政
府
は
漢
族
の
流
官
が
統
治
す
る
行
政
機
構
を
動
戛

に
置

い
た
。
そ
れ

は
芒
遮
板
行
政
委
員

(
一
九

一
五
年
)、
芒
遮
板
設
治
局

(
一
九
二
九
年
)、
第

一
殖
辺
督
弁
公
署
治
局

(
一
九
三
二
年
)
、
灑
西
設
治
局

(
一
九

三
四
年
)
と

い
う
変
遷
を
た
ど

っ
た
が
、
芒
市
、
遮
放
、
動
卯
、
動
板
の
四

つ
の
土
司
を
管
轄
し
た
。
民
国
期

の
統
治
体
制
は
、

漢
族
中
心

の
流
官
統
治
と
タ
イ
族
の
土
司
体
制

の
折
衷
に
よ
る
二
重
構
造
で
あ

っ
た
の
で
あ
る

[王
文
成
　

一
九
九

二
]。
方
克
明
は
民

国
二
二

(
一
九
三

一
)
年
に
病
死
し
た
。
そ
の
後
を
長
子
の
方
雲
龍
が
継
承
し
た
が
、
彼
は
在
位
後
三
年
で
な
く
な

っ
た
。
土
司
の
地
位

は
弟

の
方
御
龍

へ
と
移

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
幼
少
で
あ

っ
た
た
め
、
叔
父
に
当
た
る
方
克
光
が
代
辧

(三
代
辧

と
称
さ
れ
た
)
を

務
め
た
。
こ
の
時
期
、
国
際
関
係
や
中
国
国
内
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
に
あ
り
、
国
民
党
と
の
関
係
を
強
く
持

っ
た
方
克
勝

(四

代
辧
)
と
の
対
立
が
激
し
か

っ
た
。

一
九
四
二
年
に
は
日
本
軍
が
侵
入
し
、
芒
市
は
占
領
さ
れ
た

[方

一
龍
　

一
九
八
七
]。

　
芒
市
鎮
は
束
里
、
西
里
、
南
里
、
北
里
の
四
つ
の
区
域
に
分
か
れ
て
い
た
。
土
司
官
署
は
束
里
に
あ

っ
た
が
、
「三
班
六
房
」
に
範
を

と

っ
て

い
た
。
芒
市
土
司
の
場
合
、
三
班
は
、
属
官
班

(二
堂
班
)
、
親
兵
班
、
巡
撫
班
の
三
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
六
房
と
は
書
房
、
総

管
房
、
差
房
、
庫
房
、
茶
房
、
厨
房
の
こ
と
で
あ
る
。
土
司
の
政
治
権
力
の
拠
点
と
し
て
の
土
司
衙
門
は
芒
市
鎮

(老
城
子
と
呼
ば
れ
る
)

に
あ

っ
た
。
主
要
な
施
設
は
、
大
堂
、
二
堂
、
三
堂
、
四
堂
で
あ

っ
た
。
大
堂
は
土
司
が
案
件
を
審
議
す
る
建
物

(土
司
審
案
堂
)
で
堂

官
と
堂
鼓
が
常
駐
し
た
。

二
堂
は
属
官

の
執
務
、
三
堂
は
土
司
の
休
息
、
会
見
や
接
待

の
た
め
の
建
物
が
あ
る
。
四
堂
は
正
堂
で
あ
り
、

土
司
の
住
ま

い
が
あ

っ
た

[雲
南
省
瀦
西
県
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
三
]。

　

タ
イ
族
の
農
民
村
落
は
カ
ン

(吭
)
に
組
織
さ
れ
た
。
カ
ン
と
は
農
民
村
落
を
単
位
と
し
た
行
政
組
織
で
あ
る
。
芒
市
地
区
で
は
、
タ
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イ
族
農
民
の
村
落
は
大
小
四
つ
の
カ
ン
に
組
織
さ
れ
て
い
た

(括
弧
内
は
村
落
数
)
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
パ

〔法
岶
〕
(八
村
落
)
、
ナ
ム
〔那

母
〕

(七
村
落
)、

フ
ォ
ン
ピ
ン

〔風
平
〕

(七
村
落
)、

マ
ン
ヘ
イ

〔芒
黒
〕
(八
村
落
)
、
ソ
ン
シ

ュ
ウ

〔松
樹
〕
(八
村
落
)
、

コ
ン
ム
ー

〔拱
母
〕

(八
村
落
)、
パ
デ
ィ

〔粕
底
〕
(九
村
落
)
、
シ
ュ
エ
ン
ガ
ン

〔軒
崗
〕
(九
村
落
)
で
あ
る
。
山
地

の
漢
族
と
そ
の
他
の
諸
民
族

は
、
タ
イ
族
農
村
を
対
象
に
し
た
カ
ン
組
織
と
は
別
系
統
の
統
治
体
制
で
あ

っ
た
。
四

つ
の
大
練

(東
連
、
西
連
、
南
連
、
北
連
)
、
二

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

つ
の
小
練

(上
東
連
、
下
東
連
)
が
あ

っ
た
。

　
土
司
は
中
国
王
朝

の
華
夷
秩
序
を
日
常

の
政
務
に
お
い
て
体
現
し
た
。
そ
の
政
治
権
力
と
権
威

の
象
徴
は
王
朝
か
ら
賜
与
さ
れ
た
官
印

で
あ

っ
た
。
毎
年

一
二
月
二
七
日
、
土
司
官
署
で
は
政
務
に
使
用
し
た
官
印
を
翌

一
月
二
六
日
ま
で
封
じ
た
。
正
月

一
日
、
土
司
衙
門
の

正
堂

に
族
官
、
属
官
、
各
カ
ン
の
頭
人
、
村
人
ら
が
集
ま
り
、
土
司
に
対
す
る
拝
礼
を
行

っ
た
。

一
月
二
六
日
に
は
官
印
を
開
封
す
る
儀

礼
を
お
こ
な

い
、
同
日
に
全
て
の
官
員
、
村
落
役
人
に
官
職
を
記
し
た
委
任
状
を
下
賜
し
た
。
こ
れ
は
土
司
衙
門
に
お
い
て
最
も
重
要
な

儀
礼

で
あ

っ
た

[施
長
根
　

一
九
八
厘
]
。

　
團

　
上
座
仏
教
の
受
容

　
徳
宏
タ
イ
族
は
シ
ャ
ン
人
と
共
通
す
る
上
座
仏
教
を
信
奉
し
て
い
る
。
四
つ
の
教
派

(ポ
イ
ゾ
ア
ン
、
ト
ー
レ
ー
、
ヨ
ン
、
ゾ
ー
テ
ィ
)

が
あ

っ
た
。
各
派
が
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を

へ
て
シ
ャ
ン
州
か
ら
徳
宏
地
区
に
伝
播
、
浸
透
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多

い
。
お
お
ま
か
に
い
え
ば
、
ポ
イ
ゾ
ア
ン
派
の
伝
播
が
最
も
早
い
と
さ
れ
、
ヨ
ン
、
ゾ
ー
テ
ィ

(
一
五
世
紀
)
、

一
八
世
紀

(ト
ー

レ
ー
)
と

い
う
歴
史
的
経
過
を
た
ど

っ
た
と
さ
れ
る

[張
建
章
　

一
九
九
三
]。

　
芒

市
地
区
に
上
座
仏
教
が
入

っ
て
き
た

の
は

一
五
世
紀

の
中
葉
と
さ
れ
る
。
タ
イ
語
資
料
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
初
代
土
司
で
あ
る
放
定

正

(
放
過
法
)
は
仏
教
を
信
奉
し
た
。
現
在

の
フ
ァ
パ
村
、
ト
ン
カ
オ

〔等
高
〕
村

一
帯
に
村
落
を
創
設
す
る
際
、
寺
院
も
建
設
し
、
ビ

ル
マ
か
ら
仏
像
を
招
来
し
た
と
伝
わ
る
。
こ
れ
が
芒
市
地
区
で
最
初
の
仏
像
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
五
雲
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
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放
定
正

の
後
、
歴
代
の
土
司
は
仏
教
徒
と
し
て
厚
く
信
仰
し
た
が
、
寺
院

の
修
繕
や
建
築
、
パ
ゴ
ダ
の
建
立
が
慣
例
と
な

っ
た
。
清
代
に

入
り
、
芒
市
地
区
で
は
土
司
に
よ
る
寺
院
や
パ
ゴ
ダ
の
建
立
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
、
第

一
五
代
の
放
作
藩

(乾
隆

六

〔
一
七
四

こ

年

ー
三
五

〔
一
七
七
〇
〕
年
在
位
)

の
時
代
に
は
、
フ
ォ
ン
ピ

ン
に
仏
塔

(剛
劼
金
塔
)
を
建
立
し
た
。
彼
の
在
位
期
間
中
、
地
方
は
安
定

し
、
平
和
で
あ

っ
た
。
修
築
さ
れ
た
寺
院
は
六
六
ヶ
所
を
数
え
た

[李
全
民
　

一
九
九
七
]。

　
江
応
櫟
は
徳
宏
タ
イ
族
の
寺
院
に

「緬
式
」
(シ
ャ
ン
様
式
)
と

「漢
式
」
(漢
族
様
式
)
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
点
を
指
摘
し
た
が
、

写真2　 仏教寺院(仏 光寺、芒市鎮)

芒
市
地
区
の
寺
院
は
漢
族
の
建
築
様
式
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
瑞
麗
地
区
に
シ
ャ
ン

様
式
が
多

い
の
と
対
照
的
で
あ
る

[江
応
櫟
　

一
九
五
〇
]
。
芒
市
鎮

に
は
菩
提

寺
、
五
雲
寺
、
仏
光
寺
な
ど
、
権
威
の
あ
る
中
心
的
な
寺
院

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は

い
ず
れ
も
漢
族
の
建
築
様
式

の
影
響
を
受
け
て
い
る

[雲
南
省
潴
西
県
志
編
纂

委
員
会
編
　

一
九
九
三
]。

　
土
司
は
寺
院
や
仏
塔
の
修
築
、
ポ
イ
と
呼
ば
れ
る
仏
教
儀
礼

を
主
宰
し
、
上
座

仏
教
を
護
持
す
る
役
目
を
担
う
世
俗
権
力
の
体
現
者
で
も
あ

っ
た
。
土
司
の
統
治

権
力
と
仏
教
的
権
威
は
補
完
的
な
関
係
に
あ

っ
た
。
こ
の
点

に
関
連
し
て

一
つ
の

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。
最
後

の
芒
市
土
司
と
な

っ
た
方
御
龍
は
昆
明
か

ら
戻

っ
た
翌
々
年
、
十
六
歳
に
な

っ
て
い
た
が
、
祖
母
の
願

い
を
入
れ
て
、

フ
ォ

ン
ピ

ン
の
仏
塔
を
修
築
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
彼
女
は
ビ
ル

マ
の
ム
ン
ゲ
ン

(動

更
。
位
置
不
明
-
筆
者
)

の
よ
う
な
仏
塔
を
望
ん
で
い
た
。

彼
は
こ
の
仏
塔
を
建

立
し
た
人
物
が
芒
市
に
来

て
い
た
の
で
、
仏
塔
の
修
築
を
依
頼
し
た

[施
長
根

一
九
八
七
]。
こ
の
仏
塔
は
第

一
五
代

の
放
作
藩
が
建
立
し

て
以
来
、
毎
年

の
ポ
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写真 ３　ビルマ側から運ばれた仏像 （芒市鎮、菩提寺）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

イ

・
カ

ン

ト

ー

で
必

ず

参

拝

さ

れ

る

重

要

な

仏

塔

で
あ

る
。

４

雲
南
ビ

ル
マ
ル
ー
ト
と
社
会

・
文
化
変
動

　
(
1
)
　
交
易
ル
ー
ト
の

「近
代
」
と
盆
地
政
体

　
植
民
地
化
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
ビ

ル
マ
に
近
代
的
な
交
通

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
い
く
。
ヤ
ン
ゴ
ン

・
マ
ン
ダ
レ
ー
間
の
鉄
道
建
設
及
び

ミ

ッ
チ
ー
ナ
ま
で
の
延

長
、

マ
ン
ダ
レ
ー

・
ラ
シ
ョ
オ
問

の
鉄
道
開
通
、
バ
モ
ｉ

・
ヤ

ン
ゴ
ン
間
の
水
運

な
ど
、
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
交
通

・
運
輸
シ
ス
テ
ム
は
飛
躍
的
に
発
展

し
、
移
動
に
費
や
す
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期

の
交
易
活
動
に

つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
探
険
記
や
民
族
誌

の

な
か
に
貴
重
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
北
部
シ
ャ
ン
州
の
状
況
を
確
認
し
て
お

こ
う
。

ス
コ
ッ
ト
と

ハ
ー
デ
ィ
マ
ン
の
記
録
で
は
、

一
九
世
紀
末

に
お
け
る
ビ
ル

マ
領
内

の
交
易
路
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
ナ

テ
イ
ク

（
N
a
t
t
e
i
k

）

道
路
と

ス
ム
サ
イ

（
H
s
u
m
 
H
s
a
i

）、
シ
ポ

（
H
s
i
 
P
a
w

）
、
セ
ン
ウ
ィ

（
H
s
e
n
 
W
i

）

の
路
線
は
主
要
な
交
易
路

で
あ
り
、
バ
モ
ー
か

ら
タ

ウ
ン
グ
ー

（
T
o
u
n
g
o
o

）
ま
で
山
地
に
沿

っ
て
数
多
く

の
小
道
が
あ

っ
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー
ま
で
の
鉄
道
の
開
通
、

メ
イ

ッ
テ
ィ
ラ

（
M
e
i
k
t
i
l
a

）
か
ら
南
部
シ
ャ
ン
州
の
本
拠
地
、

マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
ラ
シ
ョ
オ
ま
で
の
馬
車
道
路

の
建
設
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
政
府
道

路
は
ほ
と
ん
ど
地
方
交
通
と
な

っ
た
。
雨
期
以
外
は
常
時
使
わ
れ
た
。
シ
ャ
ン
州
か
ら
輸
出
さ
れ
る
も
の
に
は
、
塩
漬
け
あ
る
い
は
乾
燥

さ
せ
た
茶
、
牛
、
ポ

ニ
ー
、
獣
皮
、
角
、
未
加
工

の
砂
糖
、
葉
巻
タ
バ
コ
用

の
葉
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ラ
ッ
ク
、

い
ろ
い
ろ
な
果
物
、
そ
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の
他

の
雑
貨
で
あ
る
。
輸
入
す
る
も
の
に
は
、
綿
織
物
、
絹
織
物
、
糸
、
塩
、
塩
漬
け
の
魚
、

ベ
テ
ル
ナ
ッ
ツ
、
真
鍮
そ
の
他
の
金
属
製

品
、
石
油
な
ど
が
あ
る
、
と
し
て

い
る

[
S
c
o
t
t
 
a
n
d
 
H
a
r
d
i
m
a
n
 
1
9
0
0

]。

　
ま
た
、
同
時
期

の
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド

の
地
誌

(
I
m
p
e
r
i
a
l
 
G
a
z
e
t
t
e
e
r
 
o
f
 
I
n
d
i
s

)
に
は
、
北
部
シ
ャ
ン
州
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。
北
部
シ
ャ
ン
州
で
使
用
さ
れ
る
輸
送
手
段
は
マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
ラ
シ
ョ
オ
ま
で
の
鉄
道
を
含
ん
で

い
る
が
、
馬
車
路
線

の
あ

る
範
囲
で
は
、
ラ
バ
、
荷
駄
牛
、
荷
物
を
肩
で
担
ぐ
交
易
者

(
p
a
k
o
n
d
a
n
s

)
な
ど
の
古

い
手
段
に
取

っ
て
代

わ

っ
た
。
余
剰
米
の

大
規
模
な
交
易
で
は
、
米

の
栽
培
を
お
こ
な

っ
て
い
な

い
茶

の

一
大
産
地
で
あ
る
ト
ー
ン
ペ
ン

(
t
a
w
n
g
p
e
n
g

)
ま

で
牛
の
隊
商
が
や
っ

て
く

る
。
以
前
、
交
易
者
は
マ
ン
ダ
レ
ー
ま
で
運
び
、
塩
漬
け
、
も
し
く
は
米
と
乾
燥
し
た
茶
を
交
換
し
た
。
茶
で
得
た
金

で
交
易
者
は
、

塩
、
塩
漬
け
の
魚
、
綿
製
品
、
糸
、

マ
ッ
チ
、
ケ
ロ
シ
ン
油
、
ベ
テ
ル
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
シ
ャ
ン
州
に
持
ち
帰

っ
た
。
鉄
道
が
開
始
さ
れ
る

と
、
大
部
分
の
茶
と
シ
ャ
ン
の
市
場
向
け

の
品
物
は
鉄
道
で
運
ば
れ
た
。
し
か
し
、
す
こ
し
の
牛

の
隊
商
は

マ
ン
ダ

レ
ー
ま
で
行
く
が
、

現
在

で
は
茶
園
と
鉄
道

の
間
で
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
道
ま
で
の
米
を
搬
送
し
た
り
、
鉄
道
で
運
ば
れ
た
輸
入
品
を
国
内

の
各
地
に

分
配
す
る
の
に
利
用
さ
れ
る
。
最
大

の
市
場
に
は
ナ
ム
カ
ン

(Z
簿3
莫

き
)
、
シ
ポ

(出
ωぢ
鋤≦
)
、
ノ
ー
ン
キ
オ

(Z
鋤
芝
昌
ひ煢
げ
匹
o
)、
チ
ョ

ク
メ
ー

(囚
冨
爵
ヨ
①
)
、
ナ
ム
ラ
ン

(Z
鋤巨

き
)
な
ど
が
あ
る
。
西
洋
か
ら

の
物
資
に

つ
い
て
は
、

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
の
綿
製
品
は
急

速
に
自
家
製
の
織
物
に
代
わ
り

つ
つ
あ
る
が
、
糸
、
ア
ニ
リ
ン
染
料
、
ド
イ
ッ
製

の
鉛
筆
、
2
ア
ン
ナ
貨
幣
を
ま
ね
た
ボ
タ
ン
な
ど
は
最

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　り

も
目
に
付
く
輸
入
品
で
あ
る
。

　

以
上
の
資
料
か
ら
、
シ
ャ
ン
州
に
お

い
て
は
生
活
必
需
品
の
物
資
と
ロ
ー
カ
ル
な
特
産
物
を
交
換
す
る
交
易
活
動

が
牛

の
隊
商
そ
の
他

の
方
式
に
よ
っ
て
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
十
九
世
紀
後
半
に
は

マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
ラ
シ
ョ
オ
ま
で
の
鉄
道
開
通
な
ど
の
近
代
交
通
シ

ス
テ

ム
の
導
入
に
よ

っ
て
大
き
く
変
容
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
西
洋

の
物
資
も
流
通
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
交
換
媒
体
に

つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
体
制
下
で
の
基
本
通
貨
で
あ
る
ル
ピ
ー

(
R
u
p
e
e

)
が
流
通

し
、
徳
宏
地
区
で
も

広
く
使
わ
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
潰
緬
公
路

の
開
通
以
後
、
状
況
が
若
干
変
化
し
、
芒
市
、
遮
放
、
劼
板
、
盞
達
で
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は
中
国

の
貨
幣

(雲
南
省
で
鋳
造
さ
れ
た
半
開
銀
元
)
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
江
応
櫟
は
貴
重
な

記
録
を
残
し
て
い
る

[江
応
檪

・
江
暁
林
　
二
〇
〇
三
b
]
。

　
倒
　
タ
イ
族
土
司
の
動
き

　
徳
宏
地
区
は
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
方
面
に
至
る
内
陸
交
易
ル
ー
ト
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
る
。
中
国
王
朝

の
側
か
ら

み
れ
ば
、
こ
の
徳
宏

地
区
の
土
司
は
未
だ
十
分
に
は
中
国
文
化
に
習
熟
し
て
い
な

い
人
び
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
体
制
の
も
と

に
再
編

さ
れ
、
変
容
を
遂
げ
て
い
く
シ
ャ
ン
州
の
動
向
に
は
敏
感
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
干
崖
土
司
の
刀
安
仁
は
こ
う
し
た
時
代

の
変
化

に
い
ち

早
く
対
応
し
た
人
物

で
あ

っ
た
。
彼
は

一
九
〇
五
年
に
ビ
ル
マ
と
イ
ン
ド
の
視
察

に
行
き
、
翌
年
、
ヤ
ン
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
香
港
、
上
海
を
経
て
日
本
に
留
学
し
た
が
、
孫
文

の
三
民
主
義
に
も
影
響
を
受
け
た

[横
山
　

一
九
九
七
]
。
ま
た
、
彼
ら
は
交
通

シ
ス
テ

ム
の
近
代
化
に
よ

っ
て
流
入
し
て
き
た
西
洋
文
化

の
恩
恵
を
受
け
て
も

い
た
。

こ
う
し
た
徳
宏
タ
イ
族

の
土
司
と
外
来
文
化

の

関
係
に

つ
い
て
、
江
応
櫟
は
次

の
よ
う
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。
土
司
と

い
う
と
、
「鯨
面
文
身
」
で
漢
化
し
て

い
な

い

「
土
人
」
を

想
像
す

る
が
、
彼
ら
は
日
常
生
活
に
お
い
て

「漢
化
」
ば
か
り
で
な
く

「欧
化
」
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ビ
ル
マ
側
と
自
動
車
に
よ
る
往
来

が
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
芒
市
、
遮
放
、
劼
卯
の
土
司
は
自
動
車
も
含
め
、
西
洋
の
物
品
を
多
数
所
持
し
て
お

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
使

っ
て
い
る

[江
応
櫟
　

一
九
九
二
]。

　
芒
市

や
遮
放
の
タ
イ
族
土
司
は
シ
ャ
ン
州
に
お
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で

は
、
こ

の
問
題
を
検
討
し
て
み
た

い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
ビ

ル
マ
に
お
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
の
動
き
に
対
応
し
て
、
主
体
的

に
道
路

建
設
に
取
り
組
ん
だ
事
実
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
戦
略
物
資

の
補
給
路
と
し
て
建
設
さ
れ
た
雲
南
ビ
ル

マ
ル
ー
ト

(潰
緬
公

路
)
が
開
通
す
る

一
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
芒
市
土
司

の
方
克
明
と
弟

の
方
克
勝
に
よ

っ
て
工
事
が
開
始
さ
れ
、
芒
市
か
ら
碗
町
ま
で

の
路
線

(芒
腕
公
路
)
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
道
路
建
設
は
、
以
下
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

[方
正
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ハ　
ね

春

・
劉
紹
農

　

一
九
八
八
]。

　

一
九

二
六
年

一
〇
月
、
方
克
明
は
方
克
勝
、
方
克
嘉
、
及
び
土
司
衙
門
の
属
官
を
連
れ
て
ビ
ル
マ
に
巡
礼

に
赴

い
た
。
当
時
、
芒
市
か

ら
腕
町
ま
で
は
道
路
が
な
く
、
駕
籠
で
い
く
か
、
馬
に
乗

っ
て
い
く
か
の
い
ず
れ
か
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
出
発
し
て
七
、
八
日
で
バ
モ
ー

に
到
着
し
た
。
バ
モ
ー
か
ら
は
船
に
乗

っ
て
マ
ン
ダ
レ
ー
に
至
り
、
さ
ら
に
汽
車
に
乗
り
換
え
て
ヤ
ン
ゴ
ン
に
到
着
し
た
。
ビ
ル
マ
で
は

各
地
を
巡
礼
し
た
り
、
参
観
し
た
り
し
て

一
ヶ
月
ほ
ど
過
ご
し
、
帰
途
に
つ
い
た
。
そ
の
間
、
彼
ら
は
自
ら
の
目
で
ビ

ル
マ
の
道
路
が
四

通
八
達
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
、
道
路
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。
彼
ら
は
芒
市

に
戻
る
と
、
ビ
ル
マ
に
通
じ
る
道
路

建
設
に
つ
い
て
親

族
や
属
官
、
各
カ
ン
の
頭
人
と
の
間
で
協
議
し
、
あ
わ
せ
て
遮
放
土
司
の
多
建
勣
の
支
持
を
得
た
。
工
事

に
あ
た
る
労
働
者
は
芒
市
を
主

と
し
、
遮
放
か
ら
も

一
部
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
道
路

工
事
は

い
ろ

い
ろ
な
課
題
を
抱
え

て
い
た
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
協
力
し
て
く
れ
る
測
量
技
師
を
探
し
出
す

こ
と
で
あ

っ
た
。

方
克
明

は
こ
の
任
務
の
た
め
に
、
線
永
栄
、
方
克
嘉

の
二
人
を
ビ
ル
マ
に
行
か
せ
た
。
二
人
は

マ
ン
ダ
レ
ー
に
着
く
と
、
人
の
紹
介
を
通

じ
て

一
人

の
測
量
技
師
を
探
し
当
て
た
。
彼
は
イ
ン
ド
人
で
あ

っ
た
が
、
ビ
ル
マ
語
と
タ
イ
語
が
話
せ
た
。
交
渉
は
成
立
し
、
こ
の
測
量

技
師
は
線
、
方

の
二
人
と

一
緒
に
芒
市
に
や

っ
て
き
た
。
彼
は
芒
市
に
到
着
す
る
と
さ

っ
そ
く
測
量
を
開
始
し
た
が
、
方
克
明

の
側
で
は

四

つ
の
隊
を
組
織
し
、
彼
を
護
衛
し
た
。
測
量
工
事
は
約

一
ヶ
月
で
終
了
し
た
。
こ
の
後
、
方
克
明
は
カ
ン
の
頭
人
た
ち
を
招
集
し
、
そ

れ
ぞ
れ

の
カ
ン
が
分
担
す
る
区
間
を
決
め
た
。
芒
市
か
ら
三
台
山
ま
で
の
区
間
を
四
つ
に
分
け
、
パ
デ
ィ
、
フ
ォ
ン
ピ

ン
、
ナ
ム
、
コ
ン

ム
ー
の
カ
ン
組
織
に
属
し
て
い
る
村
落
に
よ

っ
て
工
事
を
分
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

マ
ン
ヘ
イ
、

ソ
ン
シ

ュ
ウ
、
シ

ュ
エ
ン

ガ
ン
も

分
担
し
た
。
工
事
は

一
九

二
七
年

の
春
節
後

に
開
始
し
た
。
各
カ
ン
で
は
農
民
を
交
代
で
工
事
現
場
に
送

っ
た
。
同
年
十
二
月
、

芒
市
か

ら
黒
山
門
ま
で
の
ル
ー
ト
が
完
成
し
た
が
、
遮
放
土
司
が
担
当
し
た
区
間
は
そ
の
時
点
で
は
完
成
し
な
か

っ
た
。
遮
放
土
司
の
側

で
も
農
民
を
動
員
し
、
二
八
年

一
二
月
、
黒
山
門
か
ら
腕
町
ま
で
の
道
路
が
完
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
芒
市
、
遮
放

の
両
土
司
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヨ

積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
芒
市
か
ら
碗
町
ま
で
の
全
区
間
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
、
芒
市
に
は
ヤ
ン
ゴ
ン
を
拠
点
に
商
売
を
展
開
し
て
い
る
黎
信
初
が
市
場
調
査
に
訪
れ
、
そ
し
て
商
号
を

開
い
た
。
彼
は
広
東

人

の
華
僑
だ

っ
た
。
こ
の
商
号
は
信
泰
隆
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
他
、
内
地
か
ら
来
た
商
号
に
は
福
協
和
、
永
昌
祥
な

ど
が
あ

っ
た
。
方
克

光
や
方
克
勝
な
ど
も
日
用
雑
貨
な
ど
を
扱
う
商
店
を
経
営
し
た
。
全
区
間
が
開
通
す
る
と
、
方
克
明
は
方
克
勝
、
線
永

栄
ら
を
ビ

ル
マ
に

派
遣
し
、
四
台

の
自
動
車
を
購
入
し
た
。

一
九
二
九
年

二
月
二
〇
日
、
方
克
明
は
土
司
官
署

の
職
員
、
各
カ
ン
の
頭

人
、
農
民
た
ち
を
芒

市
街
の
三
裸
樹
の
と
こ
ろ
に
集
め
、
道
路
完
成
を
祝
う
盛
大
な
式
典
を
開
い
た
。
工
事

に
動
員
さ
れ
た
ト
ン
カ
オ
村

の

一
人
の
農
民
の
回

想
で
こ
の
出
来
事
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
芒
市
土
司
の
三
代
辧

(方
克
光
)
は
自
動
車
を
買
う
目
的
も
あ

っ
て
、
芒
市
の
人
び
と
に
道
路
を
工
事
さ
せ
た
。
我
々
の
村
で
は

　
　
カ

ン
や
村

の
役
職
者
が
世
帯
ご
と
に
人
を
調
達
し
、
班
に
組
織
し
た
。
各
班
で
は
五
日
間
で
七
、
八
人
を
交
替

し
た
が
、
我

々
の

　
　
村

で
は
三
裸
樹
を
起
点
に
レ
イ
メ
ン

〔雷
門
〕
村
を
経
て
、
飛
行
場

の
と
こ
ろ
の
分
岐
路
ま
で
を
担
当
し
た
。
工
事
は
二
年
ほ
ど
か

　
　
か

っ
た
。
道
路
が
完
成
す
る
と
、
三
代
辧
は
赤
色

の
自
動
車
を

一
台
購
入
し
て
く
る
た
め
に
、
四

つ
の
カ
ン
の
約
百
人
を
集
め
た
。

　
　
自
動
車
は
ビ
ル
マ
方
面
か
ら
竹
筏
に
乗
せ
て
戛
中
の
渡
し
場
ま
で
運
ば
せ
、
道
路
ま
で
運
び
あ
げ
た
。
途
中
、
大
勢
の
人
び
と
で
後

　
　
押

し
し
、
三
台
山
の
と
こ
ろ
ま
で
運
ん
だ
。
そ
の
後
、
バ
ー
ト
ゥ
オ

〔煽
托
〕
寨
の
人
び
と
が
三
十
六
道
水
小
路
か
ら
韮
紅
公
路
ま

　
　

で
を
運
び
、
芒
市
鎮

の
土
司
衙
門
に
到
着
し
た

[周
波
月
相
佐
　

一
九
九

一
]
。

　
大
勢

の
人
び
と
が
自
動
車
を
後
押
し
し
て
い
る
様
が
自
ず
と
浮
か
ん
で
く
る
が
、
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト

(芒
碗
公
路
)

の
建
設
と
と
も

に
当
時

の
西
洋
文
化

の
象
徴
と
も
言
え
る
自
動
車
は
、
こ
の
よ
う
な
な
か
で
芒
市
土
司
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
歴
史

の

一
齣
に

過
ぎ
な

い
、
さ
さ
や
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
道
路
建
設
が
タ
イ
族
土
司
の
主
体
的
な
取
り

組
み
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
た
と

い
う
点

に
注
目
し
て
み
た
い
。
従
来
、
徳
宏
タ
イ
族
の
土
司
社
会
を
対
象
と
す
る
研
究
で
は
、
彼
ら
を

「
改
土
帰
流
」
を
受
け
る
側

の
客
体
と
し
て
の
み
と
ら
え
、
社
会
文
化
の
変
容
や
漢
化
過
程
、
あ
る
い
は
中
央
政
府

と
の
関
係
を
記
述
す

る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
資
料
的
な
制
約
も
あ

っ
て
土
着
の
側
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
十
分
で
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

[林
超
民
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二
〇
〇

一
]
。

　
タ
イ

族
土
司

の
側
が
当
時

の
雲
南
ビ
ル
マ
境
界
領
域

の
近
代
化
の
動
き
に
主
体
的
に
か
か
わ

っ
て
い
る
点
が
重
要

で
あ
る
。

こ
の
道

路
の
建

設
を
推
進
し
た
方
克
光
は
、

一
九

一
六

(民
国
五
)
年
、
騰
衝
県
立
両
級
小
学
高
等
班
を
卒
業
し
た
後
、
ヤ

ン
ゴ
ン
の
華
僑
学

校
に
留
学
し
、

一
九

二

一
年
に
卒
業
し
て
い
る

[雲
南
省
瀦
西
県
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
三
]
。
当
時
、
ヤ
ン
ゴ

ン
に
は
多
く
の
華

人
が
居

住
し
て
い
た
が
、

一
九

一
九
年
以
前
に
華
僑
中
学
は

一
ヶ
所
も
な
く
、
五
四
運
動

の
後
に
創
設
さ
れ
た

[王
介
南

・
王
全
珍

一
九
九

六
]。
こ
う
し
た
ヤ
ン
ゴ

ン
の
政
治
的
状
況
と
文
化
的
環
境

の
な
か
に
、
徳
宏
タ
イ
族

の
エ
リ
ー
ト
の

一
人
、
方
克
光
が

一
時
期

を
過
ご

し
、
知
的
形
成
を
お
こ
な

っ
た
と
い
う
事
実
は
、
た
と
え
そ
れ
が
小
さ
な
史
実
に
過
ぎ
な
く
と
も
注
目
に
値
す
る
。
「近
代
」
や

「西
洋

」

へ
の
能
動
的
な
自
己
意
識
が
ど
の
よ
う
な
形
で
発
露
さ
れ
て

い
く

の
か
は
、
干
崖
土
司
の
刀
安
仁
を
事
例
と

し
た
民
族
意
識
や

近
代
化

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
検
討
課
題
と
共
通
し
あ
う
問
題
領
域
と
言
え
よ
う

[武
内
　
二
〇
〇
八
]。

　
團
　
演
緬
公
路
と
中
華
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
日
中
戦
争

の
勃
発
後
、
芒
市
、
遮
放
経
由
の
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト

(愼
緬
公
路
)
は
、
戦
略
物
資
を
中
国
に
お
く
る
国
際
輸
送
路
と
し

て
重
要
性
を
帯
び
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
民
国
政
府
は
こ
の
ル
ー
ト
の
建
設
を
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
た
。
昆
明
か
ら
下
関
の
区
間
は
す
で

に
開
通

し
て
い
た
が
、
下
関
か
ら
腕
町
ま
で
の
区
間
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

一
九
三
八
年
、
演
緬
公
路
を
建
設
す
る
命
令

が
出
さ

れ
た
。
騰
龍
辺
区

の
督
弁
は
各
土
司
が
分
担
す
る
区
間
を
通
達
し
た
。
現
地
の
タ
イ
族
の
人
び
と
も
含
め
、
多

様
な
立
場
に
あ
る

人
び
と

が

「
抗
日
」
と

い
う
共
通
目
標
の
た
め
に

一
致
団
結
し
、
共
同
で
道
路
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る

[多
立
周

一
九
九

一
]。
芒
市
土
司
代
辧

の
方
克
光
、
遮
放
土
司
の
多
英
培
に
と

っ
て
、
龍
陵
か
ら
碗
町
ま
で
の

一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
道

路
を
完
成
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
任
務
は
重
圧
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
伝
統
的
な
カ
ン
組
織
に
依
存
し
、
農
民
を
動
員
し
た
。
事
態
は
緊
急
を

要
し
て
お
り
、
当
然
、
人
び
と
に
多
く

の
負
担
や
犠
牲
を
強

い
る
こ
と
に
な

っ
た

[莫
喊
　

一
九
九

一
、
坦
板

一
九
九

一
]。
「
中
華
民
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族
」

の
存
亡
の
危
機
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
発
揚
さ
れ
る
な
か
で
、
国
家
的
任
務

の
遂
行
が
す
べ
て
に
優
先
す

る
大
衆
動
員
で
あ

っ

た

[王
成
光
　

一
九
九
九
、
朱
振
明
　

一
九
八
九
]
。
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
　

一
九
三
七
年

一
二
月
、
芒
市
土
司
は
召
画
准

(土
司
衙
門
の
役
職
)
を
フ
ァ
パ
に
派
遣
し
て
カ
ン
の
頭
人
や
村
落

の
役
職
者
を
招

　
　
集
し
、
雲
南
省
総
管
官
の
作
成
し
た
演
緬
公
路
に
関
す
る
条
文
を
伝
達
し
た
。
条
文
に
は
次

の
よ
う
に
あ

っ
た
と

い
う
。
現
在
、
国

　
　
家
は
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
情
勢
も
緊
迫
し
て
い
る
。
武
器
や
弾
薬
な
ど
は
み
な
ビ
ル
マ
の
バ
モ
ー
で
止
ま

っ
て
お
り
、
運
び
入

　
　
れ

る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
短
期
間
で
こ
の
道
路
を
完
成
す
る
こ
と
で
、
日
本
を
敗
北
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
中

国
に
も
前
途
が
開

　
　
け

る
の
で
あ
る
、
と
。
翌
日
、
各
世
帯

で
は
必
ず

一
人
を
木
康

の
放
馬
場
に
出
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
放
馬
場

は
山
地
で
斜
面
は

　
　
勾
配
が
あ

っ
た
。
工
事
は
辛

い
作
業
で
、
暗

い
う
ち
か
ら
作
業
を
始
め
た
が
、
監
督
す
る
土
司
衙
門
の
官
員
の
態
度
は
厳
し
か

っ
た

　
　

[莫
喊
　

一
九
九

一
]。

　
芒
市

や
遮
放
ば
か
り
で
な
く
、
干
崖
、
南
甸
、
盞
達
、
戸
撒
、
隴
川
、
劼
卯
、
劼
板
な
ど

の
土
司
も
そ
れ
ぞ
れ
農

民
を
動
員
し
、
建

設
工
事

に
当
た
ら
せ
た
。
隴
川
土
司
の
場
合
、
三
台
山

の
約

一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
担
当
し
た
が
、
五
戸
に
つ
き

一
人
を
出
さ
せ
、

一

回
目
の
派
遣
は
五
〇
〇
人
で
あ

っ
た
。
人
員
は
定
期
的
に
交
替
さ
せ
た

[楊
紹
臣
　

一
九
九

一
]
。
干
崖

で
は
土
司
官
署

の
二
〇
名
余
り

の
官
員
が
六
つ
の
街
子
、
九

つ
の
カ
ン
、
四

つ
の
山
地
地
区
、
分
散
す
る
数
十
ヶ
村
に
赴
き
、
工
事
に
出
る
人
を
集

め
た

[刀
安
禄

一
九
九

一
]。
運
輸
、
技
術
者
と
し
て
多
く

の
華
僑
も
参
加
し
た

[林
樹
和
　

一
九
九

一
]。
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5
　
交
易
活
動
と
文
化
実
践

げ
　
複
合
社
会
の
形
成

徳
宏

地
区
は
多
民
族
構
成
に
よ
る
複
合
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
表
1
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
民
国
期
に
お
け
る
民
族
構
成
に
つ



い
て
は
、
今
日
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
く
、
次
の
六
種
類
の
民
族
集
団
が
あ

っ
た

(括
弧
内
は
現
在

の
民
族
名
)
。
漢
族
、
擺
夷

(タ

イ
族
)
、
山
頭

(ジ
ン
ポ
ー
族
)
、
慄
慄

(リ
ス
族
)
、
崩
龍

(ド
ア
ン
族
)、
阿
昌

(
ア
チ
ャ
ン
族
)
で
あ
る
。
表
2
は
地
区
別
に
み
た
民

族
構
成

で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
漢
族
が
住
民
総
人

口
の
半
数
以
上
に
達
し
て
い
る
地
区
に
は
南
甸

(梁
河
)
、
泌
江
、
劼
板
、
腸
撒
が

あ
る
こ
と
や
、
芒
市
で
は
約
三
割
の
漢
族
が
居
住
し
、
瀧
川
や
動
卯
で
は
漢
族
の
移
住
が
そ
れ
ほ
ど
進
行
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か

る

[方
克
勝

一
九
八
五
]。

　
漢
族
人
口
の
比
率

の
高

い
南
甸
は
、
旧
来
の
雲
南
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
の
拠
点
で
あ

っ
た
。
漢
族
移
民

の
進
出
と
交
易

活
動
と
の
関
係
を
示

唆
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
要
因
は
地
理
環
境

で
あ
る
。
盆
地
周
辺

の
山
地
に
は
多
く
の
漢
族
村
落
が
多
数
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
ら
の
進
出
し
て
い
る
地
理
空
間
は
山
地
の
な
か
の

「無
耕
地
」
で
は
な
く
、
平
地
の

「瘴
癘
」
の
多

い
土
地
で
も

な
い
。
冷
涼
な
季
候

で
居
住

し
や
す
い
地
理
空
間
に
漢
族
は
村
落
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
芒
市

の
勧
戛
、
隴
川
の
章
鳳
街
、
南
甸
の
大

場
な
ど
は
そ
れ
で
あ

る

[江
応
櫟

・
江
暁
林
　
二
〇
〇
三
b
]
。

　
漢
族

は
い
つ
頃
か
ら
徳
宏
地
区
の
山
地
に
定
住
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
雲
南
ビ

ル
マ
ル
ー
ト
に
よ
る

漢
族
の
活
動
は
歴
史
の
早

い
段
階
か
ら
展
開
し
て
お
り
、
ま
た
、
明
代
に
お
け
る
ム
ン
マ
オ
王
国
の
軍
事
征
服
と
屯

田
、
清
代
乾
隆
期
の

征
緬
と
移
民
状
況
な
ど
、
多
く
の
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
芒
市
地
区
の
場
合
、
保
山
、
騰
衝
な
ど

の
漢
族
が
移
住
し
て
き
た
が
、
江

東
、
象
滾
塘
、
劼
旺
、
劼
戛
な
ど
の
山
地
は
そ
の
主
要
な
対
象
で
あ

っ
た

[雲
南
省
瀦
西
県
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
三
]。

　
こ
の
点
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
表
3
は
劼
戛
地
区
の
村
落
形
成
の
年
代
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
度
に
お
い
て

劼
戛
地
区
に
は
全
部

で
七
二
の
村
落
が
分
布
し
て
お
り
、
ド
ア
ン
族
、
リ
ス
族
、
ジ
ン
ポ
ー
族
な
ど

の
村
落
も
若
干
分
布
し
て
い
る
が
、

漢
族
村
落
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る

[徳
宏
俸
族
景
頗
族
自
治
州
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
四
]。
村
落
の
創

建
年
代
を
時
期
で

分
け
れ
ば
、
洪
武
期

一
、
康
煕
期
三
、
乾
隆
期

一
〇
、
嘉
慶
期
三
、
道
光
期
五
、
咸
豊
期
六
、
同
治
期
七
、
光
緒
期

八
、
宣
統
期
二
、
民

国
期
八
、
新
中
国
四
、
不
明
九
、
と

い
う
結
果
に
な

っ
た
。
こ
の
地
方

へ
の
漢
族

の
移
入
が
乾
隆
期
を
契
機

に
は
じ
ま
り
、
清
朝
後
半
か
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表3　芒市地区の劫戛鎮の村落創建年代

単位:人

村落 村落創設年代　　　　　人口 ・住民構成(1990年 度)

動戛 1370(洪 武03) 漢族 4160

茶葉篝 1739(乾 隆04) ドア ン 708

芒旺 1892(光 緒18) ドア ン、漢族 356

勧穩 1760(乾 隆25) 漢族 643

風吹坡 1820(嘉 慶25) ドア ン 88

芒丙 1905(光 緒31) 漢族 299

香菜塘 1905(光 緒31) ドア ン 362

新村 不詳 漢族 210

小橋 不詳 漢族 312

裡河邊寨 1935(民 国24) 漢族 454

外河邊寨 1818(嘉 慶23) 漢族 700

南必河 1772(乾 隆37) 漢族 546

外五寨 1935(民 国24) 漢族 347

横篝 1900(光 緒26) 漢族 248

長興街 1856(咸 豊05) 漢族 556

大爐廠 1836(道 光16) 漢族 295

勧旺 1791(乾 隆56) 漢族 2333

小石城 1846(道 光26) 漢族 17

干溝坪 不詳 ドア ン族、漢族 267

萬壽寨 不詳 ドア ン族 37

凹腰寨 1878(光 緒04) 漢族 86

紅木粱 不詳 漢族 527

葉蒿坪 1846(道 光26) 不詳

蕨葉坪 1851(咸 豊01) リス族、漢族 383

大山田 不詳 漢族 148

大楼子 1869(同 治08) 不詳

蒿枝坪 1870(同 治09) 漢族 159

大新寨 1677(康 熙16) 漢族 659

大水溝 1902(光 緒28) 漢族 217

尖山 1817(嘉 慶22) 漢族 316

小石橋 1672(康 熙11) 漢族 267

半坡寨 1904(光 緒30) 漢族 238

団篝 1942(民 国31) 漢族 296

建華村 1946(民 国35) 漢族 425

小水井 1862(同 治Ol) 漢族 135

天星寨 1853(咸 豊03) 漢族 80

芹菜塘 1853(咸 豊03) 漢族 258

坡頭寨 1931(民 国30) 漢族 215

沙子坡 1916(民 国05) 漢族 185

龍抱樹 不詳 漢族 244

大中寨 1910(宣 統02) 漢族 215

梭孀塘 1886(光 緒12) 漢族 27

打水溝 1853(咸 豊03) 漢族 154

小尖山 1933(民 国22) 漢族 114
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村落 村落創設年代 人口 ・住民構成(1990年 度)

小河頭

百泥井

象塘篝

龍河

芒棟寨

上田丘

坪子寨

半坡寨

偏山寨

石頭寨

長興寨

三角岩

戸掌下寨

媽蝗溝

八家寨

叢崗

紅木樹

街子

長凹

新雙龍寨

香果林

老寨

蒿枝」霸

河坪子

胡家寨

新寨

老寨

媽蝗溝

老緬城

1841(道 光21)

1852(咸 豊02)

1752(乾 隆17)

1932(民 国21)

1892(光 緒18)

1642(崇 禎15)

1792(乾 隆57)

1772(乾 隆37)

1932(民 国32)

1862(同 治01)

1772(乾 隆37)

1672(康 熙11)

1752(乾 隆17)

1840(道 光20)

1750(乾 隆15)

1870(同 治09)

1871(同 治10)

不 詳

1898(光 緒24)

不

不

不

不

不

不

羊

羊

羊

羊

羊

羊

1910(宣 統02)

1900(光 緒26)

1870(同 治09)

1850(道 光30)

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

リス族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

漢族

リス族

リス族、漢族

リス族

ジンポー族

261

182

501

184

221

100

　 67

341

　 75

　 52

313

1734

415

286

458

　 83

　 79

255

255

188

522

242

236

428

　 20

146

114

　 68

192

(出所)雲 南省瀦西県志 編纂 委員会編[1993]に 基づ き、筆者 作成。空欄

　箇 所は統計 資料 な し。
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ら
民
国

期
に
漢
族
移
民
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
切
　
漢
族
移
民
と
の
交
流

　
こ
こ
で
は
、
民
国
期
に
お
い
て
芒
市
盆
地
の
タ
イ
族
居
住
地
域
に
ど
の
よ
う
な
人
の
移
動
が
あ

っ
た
か
を
、
芒
市
鎮
お
よ
び
そ
の
近
郊

を
中
心

に
検
討
す
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
現
地
調
査
で
の
聞
き
取
り
資
料
を
主
と
し
て
用
い
る
こ
と

に
す
る
が
、
ま
ず
、

そ
れ
に
先
立

っ
て
当
時

の
資
料
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

一
九

三

一
(民
国
二
〇
)
年

の
調
査
資
料
は
以
下
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。
芒
市
は
周
囲
が
山
地
で
、
中
央
が
平

地
と
な

っ
て
い
る
。

平
地
は
お
お
む
ね
擺
夷
で
あ
る
。
周
囲
の
山
地
に
は
漢
人
が
居
住
し
て
い
る
。
人
口
は
千
戸
程
度
と

い
わ
れ
る
が
、
実
際
は
二
千
戸
以
上

も
あ
り

、
村
落
は
す
こ
ぶ
る
多

い
。
私
塾
は
数

ヶ
所

で
、
三
字
経
、
百
家
姓
、
幼
学
四
書
な
ど
が
教
材

で
あ
る

[民
国
雲
南
省
民
政
廳
邊

疆
設
計
委
員
会
　

一
九
八
五
]。
ま
た
、
芒
市
鎮
に
つ
い
て
は
、
土
司
の
官
僚

・
官
吏

(属
官
)
約
四
〇
戸
、
タ
イ
族
農
民
約
三
〇
〇
戸
、

沿
道
に
住
居
を
構
え
た
漢
族
約
四
、
五
〇
戸
の
三
つ
の
住
民
層
か
ら
な

っ
て
い
た

[方
吉
龍
　
二
〇
〇
三
]。

　
　
　
当
時
、
大
理
、
下
関
、
保
山
、
龍
陵
、
騰
衝
か
ら
商
人
が
や

っ
て
き
た
。
彼
ら
が
持

っ
て
き
た
商
品
は
、
絹
織
物
、
絹
糸
、

ハ
ム

　
　
(
火
腿
)
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

(香
腸
)、
ル
ー
シ
ャ
ン

(乳
扇
)
、
弓
魚
、
紅
蝦
、
紅
茶
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶

(白
花
茶
)
な
ど
で
あ
る
。
ビ

　
　
ル

マ
側
の
商
人
も
芒
市
に
来
た
が
、
主
な
商
品
は
綿
糸
、
食
塩
、
石
油
、
乾
魚

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
牛
、
馬
な
ど

の
役
畜
も
あ

っ
た
。

　
　
芒
市
か
ら
ビ
ル
マ
に
運
ん
だ
の
は
、

エ
ン
ド
ウ
豆
、
ソ
ラ
マ
メ
、
大
豆
な
ど
の
農
産
物

で
あ
る
。
市
が
立

つ
日
に
は
、
多
く

の
貨
物

　
　
が
牛
に
よ

っ
て
芒
市
に
運
ば
れ
、
賑
わ

っ
た

[方
正
春

・
劉
紹
農
　

一
九
九
八
]
。

　
　
　
芒
市
地
区
の
漢
族
に
は
二
種
類
が
あ
る
。

一
つ
は
本
地
人
で
あ
り
、
約
四
分
の

一
を
占
め
る
。
彼
ら
は
山
地
に
居
住
し
、
農
業
を

　
　
営

ん
で
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
乾
季
に
商
売

の
た
め
に
や

っ
て
き
た
人
び
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
秋
節
の
後
に
や

っ
て
き
て
、
水
か

　
　
け
祭
り
の
前
後
に
帰
郷
し
た
。
騰
衝
、
龍
陵
、
保
山
な
ど
が
主
な
出
身
地
で
あ
る
。
日
用
雑
貨
を
持

っ
て
き
た
が
、
芒
市
鎮
で
販
売
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し
た
。
彼
ら
は
タ
イ
族
の
家
屋
や
寺
院
も
建
立
し
た
が
、
設
計
図
は
タ
イ
族
が
描
い
た
。
芒
市
土
司
は
漢
族
を
教
師
と
し
て
招

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヨ

　
　
家

屋
を
提
供
し
、
学
校
と
し
た
。
騰
衝
や
龍
陵
の
人
だ

っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ

っ
て
芒
市
地
区
に
お
け
る
交
易
活
動
や
人
の
移
動
に
つ
い
て
大
ま
か
な
状
況
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
次
に

示
す

の
は
、
芒
市
鎮

に
居
住
し
、

マ
ン
ダ
レ
ー
、
ラ
シ
ョ
オ
、
セ
ン
ウ
ィ
な
ど
に
も
行

っ
た
こ
と

の
あ
る
タ
イ
族
男
性
か
ら
の
聞
き
書
き

で
あ
る
。

　
稲
刈
り
が
済
ん
だ
後
、
漢
人
が
や

っ
て
き
た
。
タ
イ
族
は
竹
製

の
家
屋
し
か
造
れ
な
か

っ
た
が
、
漢
族
は
木
材
の
家
屋
を
作
る
技

術
が
あ
る
の
で
、
注
文
を
受
け
て
タ
イ
族
の
家
屋
を
建
築
し
た
。
彼
ら
の
出
身
地
は
龍
陵
、
騰
衝
か
ら
が
多
か

っ
た
。
芒
市
鎮

の
周

囲

に
は
木
材
が
豊
富
に
あ

っ
た
の
で
、
タ
イ
族

の
人
び
と
が
経
費
を
出
し
、
漢
族
に
頼
ん
で
伐
採
し
て
も
ら

っ
た
。
翌
年
、
清
明
節

を
過
ぎ
る
頃
に
帰
郷
し
た
。
タ
イ
族

の
手
工
芸
は
発
達
し
て
お
ら
ず
、
自
分
た
ち
で
作
れ
た
の
は
、
黒
砂
糖
、

土
布
、
蜜
蝋
、
竹
器

な
ど
で
あ
る
。
紙
は
作
れ
な
か

っ
た
の
で
、
ビ
ル
マ
製
を
買

っ
た
が
、
騰
冲
か
ら
も
入

っ
た
。
日
用
の
生
活
雑
貨
は
タ
イ
族
、
漢
族

の
双
方
か
ら
入

っ
た
。
土
鍋
は
大
理
の
ぺ
1
族
、
四
川
の
漢
族
が
持

っ
て
き
た
。
大
理
の
人
は
土
鍋
を
売
り
、

ビ
ル
マ
に
行
く
た
め

の
費
用
に
充
て
た
。
回
族
は
少
な
か

っ
た
。
当
時
、
三
裸
樹
南
側
の
低
地

一
帯
は
、
牛

の
隊
商
の
た
め
の
停
留

地
で
あ
り
、
放
牧
が

で
き
た
。
乾
季
に
は
数
百
頭
も

の
牛
が
集
ま

っ
た
。
や

っ
て
き
た
人
び
と
は
そ
こ
に
テ
ン
ト
を
張

っ
た
。
ビ
ル

マ
側
の
タ
イ
族
は
牛

の
隊
商
を
組
ん
で
、
大
米
、
乾
燥
魚
、
茶
、
塩
な
ど
を
運
ん
で
き
た
。
彼
ら
は
タ
イ

・
タ
ウ
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
山
地
に
居
住
す

る
漢
族
は
タ
イ
族

の
人
び
と
か
ら

「土
漢
人
」
(×
凶①
げ
〇
一〇
同)
と
呼
ば
れ
た
。

　
芒
市
鎮
の
人
び
と
は
二
、
三
戸
が

一
緒
に
な

っ
て
牛

の
隊
商
を
編
成
し
、
ナ
ン
カ
ン
、
ム
セ
方
面
に
行

っ
た
。
ラ
シ
ョ
オ
ま
で
は

い
か
な
か

っ
た
。
芒
市
↓
遮
放
↓
ナ
ン
カ
ン
の
コ
ー
ス
で
四
日
間
の
道

の
り
で
あ

っ
た
。
隊
商
は
、
午
前
中
に
進
ん
で
日
中
は
休
息

し
、
涼
し
く
な

っ
た
ら
ま
た
進
む
と

い
う
も

の
だ

っ
た
。
途
中
、
景
頗
族

の
襲
撃
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ

っ
た
。
彼
ら
は
長

い
刀
、

銃

な
ど
の
武
器
を
持

っ
て
い
た
。
芒
市
か
ら
は
ク
ル
ミ
、
樟
脳
な
ど
を
運
ん
だ
。
ナ
ン
カ
ン
か
ら
は
塩
、
乾
燥
魚
、
茶
、
石
油
、
綿
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糸
、
西
洋

の
布
や
用
品
、
蝋
燭
、
紙
な
ど
を
持

っ
て
き
た
。
バ
モ
ー
方
面
か
ら
は
塩
漬
け
の
魚
、
イ
ラ
ワ
ジ
河

一
帯
の
産
物
を
運
ん

　
　
だ
。
茶
は
ビ
ル
マ
側
の
パ
ラ
ウ
ン
族
が
山
地
で
生
産
し
て
い
た
。
中
国
内
地
か
ら

の
茶
は
少
な
か

っ
た
。
騰
衝
に
は
よ
く
行

っ
た
が
、

　
　
そ

の
先
に
は
行
か
な
い
。
よ
く
知
ら
な

い
し
、
交
通
が
不
便
だ
か
ら
で
あ
る
。
保
山
よ
り
も

マ
ン
ダ
レ
ー
や
ヤ

ン
ゴ
ン
と
の
自
動
車

　
　
道
路

の
開
通
が
早
い
。

マ
ン
ダ
レ
ー
に
は
客
か
ら
手
数
料
を
取

っ
て
巡
礼
や
旅
行
な
ど
専
門
に
扱
う
業
者
が
お
り
、
タ
イ
族
の
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ロ
　

　
　
が
数
戸
あ

っ
た
。
自
動
車
の
道
路
が
開
通
し
て
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
巡
礼
旅
行
は
多
く
な

っ
た
。

　
こ
の
資
料
か
ら
芒
市

の
タ
イ
族
と
漢
族
の
関
係
が
緊
密
で
あ
り
、
漢
族
は
生
活
物
資
を
め
ぐ

っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
家
屋
と
い
う
生
活

空
間

の
編
成
や
文
化
的
実
践
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
芒
市
に
ビ
ル
マ
側
の
タ
イ
族
が
生
活
物
資
を
持

っ
て
や
っ
て
き

て
、
彼

ら
は
タ
イ

・
タ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
山
地
に
居
住
す
る
漢
族
が
別
個

の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
芒
市

盆
地
に
お
け
る
民
族
間
関
係
の
基
本
的
な
か
た
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
の
民
家
や
寺
院
が
漢
族
式
で
あ
る
点
が
徳
宏
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お　

族
の
特

徴
と
さ
れ
て
い
る
問
題
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
今
後
資
料
を
収
集
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

圈
　
タ
イ
族
の
交
易
活
動

　
民
国
期

に
は
、
タ
イ
族
が
関
わ
る
牛
の
隊
商
が
芒
市
、
遮
放
、
勧
卯
地
区
と
ビ
ル
マ
側
の
シ

ャ
ン
州
と
の
問
を
往
来
し
て
い
た
こ
と

は
、
前
述
の
資
料
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、

こ
の
点
を
遮
放
、
瑞
麗
で
の
聞
き
取
り
で
も
確
認
し
た
。

　
　
　
演
緬
公
路

の
開
通
以
前
、
我

々
の
村

で
は
牛

の
隊
商
を
組
ん
で
腕
町
や
バ
モ
ー
に
行

っ
た
。
特
別
な
組
織
が
あ

っ
た
わ
け

で
な

　
　
く
、
行
き
た
い
人
同
士
が
何
人
か
で
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
頭
ず

つ
牛
を
出
し
た
。
行
く
時
に
は
何
の
荷
物
も
積
ん
で
い
な
か

っ
た
。
毎

　
　
日
、
午
前
と
夕
方
の
二
回
進
ん
だ
。
早
朝
五
時
頃
か
ら

一
一
、

一
二
時
ぐ
ら
い
ま
で
と
、
午
後
五
時
頃
か
ら
で
あ
る
。
昼
食
を
取

っ

　
　
た
後
は
休
息
し
た
。
塩
、
油
、
日
常
の
生
活
用
品
な
ど
を
積
ん
で
来
た
。
積
ん
で
き
た
品
物
は
遮
放
街
で
売

っ
た
が
、

一
部
は
芒
市

　
　
か

ら
来
た
人
に
売

っ
た
。
途
中
、
景
頗
族
の
掠
奪
に
あ
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
碗
町
の
向
か

い
の
バ
ン
サ
イ

(芒
賽
)
に
は
日
用
雑
貨
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を
買

い
に
行

っ
た
。
こ
う
し
た
雑
貨
は
ム
セ
付
近
で
買
え
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の
ラ
シ
ョ
オ
な
ど
に
は
行
か
な
か

っ
た
。
こ
の

よ
う
な
類
の
交
易
活
動
は

一
年
中
あ
り
、
ど
こ
の
村
で
も
お
こ
な

っ
て
い
た
。

一
一
、

一
二
月
に
は
、
塩
漬
け

の
魚
を
買

い
付
け
に

バ
モ
ー
に
行

っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
だ
け
の
も
の
で
、
そ
こ
で
し
か
入
手

で
き
な
か

っ
た
。
毎
年
買

い
付
け
に
行

っ
た
。
自
分
は

一
六
歳

の
頃
、
牛
の
隊
商
を
組
ん
で
バ
モ
ー
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
〇
数
人

の
男
た
ち
で
行

っ
た
が
、
全
部
で
六
〇
頭
ぐ
ら
い

の
牛
が
い
た
。
第

一
日
目
は
碗
町
ま
で
行
く
が
、
腕
町
か
ら
勧
卯

へ
は
竹
の
筏
で
川
を
渡

っ
た
。
二
日
目
に
は
動
卯
鎮
付
近

の
タ
イ

写真４　荷物を運搬する馬の隊商

族

の
村
に
泊
ま

っ
た
。
ム
ン
ガ
ー
や
、

ロ
イ
ウ

ェ
ン

〔雷
允
〕
の
渡
し
場
を
わ
た

っ

て
バ
モ
ー
に
行

っ
た
。
四
日
間
の
行
程
だ
が
、
往
復

で

一
〇
数

日
か
か

っ
た
。
牛

一
頭
に
二
四
〇
斤

（
一
二
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
）
の
荷
物
を
積
ん
だ
。
持
ち
帰

っ
た
品

物
は
仕
入
れ
の
三
倍
ほ
ど
の
値
段

で
売
れ
た
。
「
解
放
」
以
後

も
こ
の
よ
う
な
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　め
　

動
を
し
た
が
、
し
だ

い
に
な
く
な

っ
た
。

　
次

の
資
料
は
瑞
麗
地
区
の
村
落

で
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。

こ
の
村
は
ビ

ル
マ

と
の
国
境
に
沿

っ
て
お
り
、
瑞
麗
河
畔
に
位
置
し
て
い
る
。
調
査
当
時
、
世
帯
数

二
七
〇
戸
余
り

で
あ

っ
た
。
芒
市
や
遮
放
か
ら

の
移
住
者
が
大
半
を
占
め
、
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　じ

フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
男
性
自
身
も
父
親
は
芒
市

の
ナ
ム
村
出
身
で
あ

っ
た
。
瑞
麗
地

区
に
は
土
地
が
豊
富
に
あ

っ
た
の
に
対
し
、
ナ
ム
村
は
土
地
が
少
な
か

っ
た
。

　
　
　
牛
の
隊
商
は

一
二
頭
を
単
位
と
し
、
五
、
六
世
帯
の
人

で
構
成
し
た
。
最

　
　
小
は
三
人

で
隊
を
作

っ
た
。
毎
年
七
月
末
か
ら

一
〇
月
の
農
閑
期
に
こ
う
し

　
　
た
活
動
を
し
た
が
、
米
を
バ
モ
ー
に
運
び
、
代
わ
り
に
海

の
塩
を
持
ち
帰

っ

　
　
た
。
こ
の
よ
う
な
交
易
活
動
は

一
般
に
年

一
回
だ
け
で
あ
る
が
、
各
村
落
に
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は
こ
う
し
た
牛

の
隊
商
が
あ

っ
た
。
当
時
、
今

の
道
路
は
な
か

っ
た
。
稲
刈
り
の
後
、
若

い
者
は
茶
摘
み
の
出
稼
ぎ
に
も

い
っ
た
。

　
　

ビ
ル
マ
側
の
ロ
イ
ロ
ン
と

い
う
場
所

で
、
ド
ア
ン
族
が
経
営
し
て
い
た
。
春
節
か
ら
水
か
け
祭
り
の
頃
に
か
け
て
出
か
け
、
タ
イ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　

暦
六
月
に
は
戻

っ
て
き
た
。
「解
放
」
後
は
行
か
な
く
な

っ
た
。

　
雲
南

ビ
ル
マ
ル
ー
ト
に
お

い
て
交
易
活
動
に
関
与
し
た
集
団
は
様
々
で
あ
る
が
、
漢
族
は
広
域
に
及
ぶ
商
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く

交
易

活
動
を
お
こ
な

っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
徳
宏
タ
イ
族
で
は
専
従
の
商
業
集
団
と
し
て
の
分
業
化
は
未
発
達

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

彼
ら

の
交
易
は
牛

の
隊
商

(牛
蔕
)
で
あ

っ
た
。
交
易
品
目
な
ど
の
比
較
か
ら
見
る
限
り
、
タ
イ
族

の
交
易
活
動
と
そ
の
移
動
範
囲
は
漢

族
の
活

動
範
囲
と
重
な

っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
異
な

っ
て
も

い
る
。
ま
た
、
徳
宏
タ
イ
族
に
よ
る
牛
の
隊
商

の
交
易
活
動
は
、
中
国

内
地

の
方
向
に
向

い
て
い
な

い
。
シ
ャ
ン
州
に
対
し
て
は
、
マ
ン
ダ
レ
ー
、
さ
ら
に
は
南
部
シ
ャ
ン
州
に
ま
で
活
動

範
囲
が
開
か
れ
て
い

る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
族
は
専
従
的
な
交
易
者
で
な
く
、
農
閑
期
を
利
用
し
た
交
易
活
動
の
従
事

者
で
あ
る
。
漢
族
と

徳
宏

タ
イ
族
は
、
土
司
制
度
の
よ
う
に
政
治
的
な
力
の
差
に
よ
る
優
劣
の
関
係
が
あ

っ
た
が
、
タ
イ
族
自
身
も

ロ
ー
カ
ル
な
生
活
圏
を
形

成
し
、
日
用
生
活
用
品
や
食
料
品
、
特
産
物
な
ど
を
調
達
し
て
お
り
、
各
種

の
生
活
物
資
を
運
ん
で
く
る
漢
族

の
交

易
活
動
と
は
対
立
せ

ず
、

む
し
ろ
補
完
的
な
関
係
に
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

第1部 　移動の あ り方、移動 と交流 ・民族 間関係 　　72

 

　
伺

　
仏
教
実
践
の
諸
相

　
雲
南

ビ
ル
マ
ル
ー
ト
を
媒
介
に
し
て
タ
イ
族
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
実
践
に
関
す
る
活
動
を
お
こ
な

っ
た
の
か
を
み

て
お
こ
う
。
先
に
挙

げ
た
資

料
で
は
不
明
で
あ

っ
た
が
、
芒
市
鎮
束
里
の
ゾ
ー
テ
ィ
派
の
人
び
と
は
出
家
や
巡
礼
の
た
め
に
ヤ
ン
ゴ

ン
に
赴

い
た
。
芒
市
鎮
に

は
菩
提

寺

(ポ
イ
ゾ

ア
ン
)
、
五
雲
寺

(
ヨ
ン
、
後
に
ポ
イ
ゾ
ア
ン
)、
仏
光
寺

(ゾ
ー
テ
ィ
)
な
ど

の
寺
院
が
あ
る
。
以
下
は
仏
光
寺
と

関
係

の
あ
る
老
人
男
性
か
ら
の
聞
き
取

っ
た
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
ゾ
ー
テ
ィ
の
村
は
、
芒
市

で
は
束
里
、
イ

ン
ジ
ン

〔印
金
〕
、
フ
ー
ホ
ー

〔賀
和
〕
、
パ
デ
ィ
な
ど
で
あ
る
。

我
々
の
村

(束
里
)



　
　
で
は
ビ
ル
マ
で
綿
布
、
綿
糸
、
油
、
塩
な
ど
を
仕
入
れ
て
き
た
。
人
を
雇

っ
て
馬
で
い
っ
た
。
ム
セ
、
ナ
ン
カ
ン
、
ラ
シ

ョ
オ
な

　
　
ど

が
行
き
先
で
あ

っ
た
。
馬

の
隊
商
の
ル
ー
ト
で
七
日
間
か
か

っ
た
。
自
分
は
十
才

の
時
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
ゾ

ー
テ
ィ
の
寺
院
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
近
郊
に
あ

っ
た
。
自
分
が
見
習
僧
に
な

っ
た
時
、
三
台
山
を
通
る
道
路
は

で
き
て
い
な
か

っ
た

　
　
の
で
、
徒
歩
で
行

っ
た
。
自
分
の
行

っ
た
寺
院
に
止
住
し
て
い
た
時
、
四
〇
名
ほ
ど
の
見
習
僧
が
い
た
。
出
家
し
て
三
年
間
こ
こ
に

　
　
止
住
し
、
そ
の
後
、
別
な
寺
院
に
移
り
、

一
年
留
ま

っ
た
。
我

々
の
村
で
は
毎
年
ヤ
ン
ゴ

ン
に
巡
礼
し
た
。
日
用
品
や
衣
類
な
ど
を

　
　
持

ち
帰

っ
た
が
、
ポ
イ
を
す
る
必
要
の
あ
る
時
に
は
仏
像
な
ど
を
買

っ
て
き
た
。
自
分
は

一
九
五
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
、
芒
市
の

　
　
ゾ
ー
テ
ィ
の
信
徒
代
表
と
し
て
、
イ

ン
ジ
ン
村
の
信
徒
と
と
も
に
ヤ
ン
ゴ
ン
の
大
金
塔

(パ
ゴ
ダ
)
ま
で
巡
礼

の
旅
を
し
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
あ
る
。
こ
う
し
た
巡
礼
で
は
経
典
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
知
識
と
経
験

の
あ
る
人
が
代
表
者
に
選
ば
れ
た
。

　
こ

の
資
料
か
ら
、
芒
市
地
区

の
タ
イ
族
が
ナ
ン
カ
ン
、
ラ
シ
ョ
オ
、

マ
ン
ダ
レ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ャ
ン
州
の
各
地
方
)
、
さ
ら
に

は
ヤ

ン
ゴ
ン
に
ま
で
及
ぶ
広
域
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
仏
教
的
実
践
の
地
理
空
間
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
徳
宏
地
区
に

お
い
て
ゾ
ー
テ
ィ
派
の
村
落
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ

っ
た
。
ト
ー
レ
ー
、
ポ
イ
ゾ
ア
ン
の
派
が
多
か

っ
た
。
仏
教
復

興
が
進
行
し
た
時
期

に
そ
う
し
た
タ
イ
族
の
教
派

の
つ
な
が
り
や
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
表
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
再
建
し
た
寺
院

で
お
こ
な
わ
れ
た
ポ

イ
儀
礼

で
寄
進
さ
れ
る
仏
像
は
ビ
ル
マ
側
で
購
入
し
て
き
た
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
徳
宏

タ
イ
族
の
人
び
と
が
お
こ
な

っ
た
重
要
な
活
動
が
こ
う
し
た
ビ
ル
マ
で
の
仏
像

の
購
入
で
あ
る
。
仏
像
を
寺

院
に
寄
進
し
て
功
徳

を
積
む

ポ
イ
パ
ラ
儀
礼
は
タ
イ
族

の
人
び
と
に
と

っ
て
重
視
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
必
要
な
仏
像
は
ナ
ン
カ
ン
で
購
入
し
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　　

る
場
合

が
多
か

っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
民
国
期
に
芒
市
の
タ
イ
族
村
落
で
調
査
を
行

っ
た
田
汝
康
が
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼
の
記
述
の
な

か
に
、
村
人
が
共
同
で
ナ
ン
カ
ン
ま
で
仏
像
を
購
入
に
行

っ
た
こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
七
尊
の
大
仏
と

二
〇
尊
の
小
仏
を
購

入
し
、

ポ
イ
儀
礼
を
盛
大

に
お
こ
な

っ
た

[田
汝
康
　
二
〇
〇
八
]
。
ポ
イ
パ
ラ
儀
礼
で
寄
進
さ
れ
る
仏
像

の
大
半

は
必
ず
ビ
ル
マ
側
か

ら
得

て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
た
と
江
応
櫟
は
記
述
し
て
い
る

[江
応
櫟
　

一
九
五
〇
]
。
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6
　
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
諸
問
題

　
中

国
で
は

「
統

一
的
な
多
民
族
国
家
」
成
立
の
前
段
階
と
し
て
、
中
華
的
世
界
観
と
華
夷
秩
序
に
基
づ

い
た
王
朝
支
配
の
長

い
歴
史
が

あ
る
。
そ
こ
で
は

「
中
華
」
を
具
現
す
る
諸
原
理
が
絶
対
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
政
治
文
化

の
伝
統

の
な
か
で
、
少

数
民
族
は

「
中
華
」

の
理
念

か
ら
影
響
さ
れ

つ
つ
、
自
己
の
内
的
編
成
を
歴
史
的
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
境
画
定
以
前

の
歴
史
的
状
況
や

華
夷
秩

序
の
諸
原
理
が
作
動
し
て
い
た
段
階
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
編
成
の
政
治

・
文
化
的
力
学
、
及
び
そ
の
過
程
で
生
成
さ
れ
た
文

化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
様
態
が
今
日
の
少
数
民
族
問
題
に
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
ビ

ル
マ
側
イ
ギ
リ
ス
人
の
残
し
た
探
検
記
や
調
査
報
告

の
な
か
で
は
、
中
国
文
化
の
受
容
と
漢
化
の
程
度
を
基
準

に
、
雲
南

・
ビ
ル
マ

境
界
地
域
の
タ
イ
系
諸
族
す
な
わ
ち
シ
ャ
ン
を
、
ビ
ル
マ
系
シ
ャ
ン
B
u
r
m
e
s
e
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ

と
中
国
系
シ
ャ
ン
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
と
に
分
け
、
両
者

の
相
違
を
比
較
し
て
い
る
。
前
述

の
ス
コ
ッ
ト

(
S
c
o
t
t
,
J
.
G
.

)
は
、
ビ
ル
マ
系
シ
ャ
ン
と
中
国
系
シ
ャ
ン
が
文
字
、
衣
服

の
色
や
デ
ザ

イ
ン
、
頭
に
被
る
タ
ー
バ
ン
の
形
な
ど
で
相
互
に
異
な
る
こ
と
、
ビ
ル
マ
の
領
土
内
に
居
住
す
る
。
ビ
ル
マ
系
シ
ャ

ン
は
、
完
全
に
ビ
ル

マ
人

に
よ

っ
て
征
服
さ
れ
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
同
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
ビ
ル
マ
系
シ

ャ
ン
と
中
国
系
シ
ャ

ン
の
文
化
的
境
界
は
、
お
そ
ら
く
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
征
服
者
の
服
装
、
作
法
、

ス
タ
イ
ル
、
習
慣
な
ど
を
受
容
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生

成
し
た
と
考
え
ら
れ
る

[長
谷
川
　
二
〇
〇

一
]。
徳
宏
タ
イ
族
が
自
己
の
文
化
的
特
徴
を
語
る
場
合
、
両
者
の
差

異
と
し
て
彼
ら
が
持

ち
出
す
の
は
、
言
語
、
文
字
、
服
装
、
家
屋
の
形
式
、
栽
培
稲
の
品
種
、
農
耕
技
術
、
調
理
法
、
歌
謡
形
式
、
漢
字

の

「姓
」
お
よ
び
漢

族

の
儀
礼
的
慣
行
の
有
無
な
ど
、
衣
食
住
や
生
活
様
式
、
風
俗
習
慣

の
全
般
に
及
ん
で

い
る
。
と
り
わ
け
、
徳
宏
タ
イ
族

の
民
間
で
よ
く

見
か
け
る
土
間
と
平
屋
式

の
家
屋
は
、
近
隣
の
漢
族

の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
は
高
床
式

の
家
屋
と
は

一
見
し
て
確
認
で
き
る
相
違

で
あ
る
。
徳
宏
タ
イ
族
の
村
落

で
は
、
村
人
は
多
様
な
漢
字
の

「姓
」
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
節
、
清
明
節
な

ど
、
漢
族
の
風
俗
習
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慣
や
社
会
組
織
原
理
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
芒
市

地
区
の
場
合
、
中
華
民
国
の
時
期
に
漢
族
が
多
く
流
入
し
、
移
住
、
移
動
し
て
き
た
漢
族
か
ら

一
定

の
影
響
を
受
け
た
。
漢
族
と

の
様

々
な
日
常
的
な
生
活
実
践
の
場
に
お
け
る
接
触
と
交
流
、
そ
の
影
響

に
よ
る
文
化
受
容
が
進
行
す
る
の
で
あ

る
。
前
述
の
聞
き
取

り
資
料

か
ら
も
推
測

で
き
る
よ
う
に
、
芒
市
地
区

へ
の
漢
族
の
移
住
や
往
来
の
活
性
化
は
雲
南
ビ

ル
マ
ル
ー
ト
の
開
通
が

一
つ
の
契
機
と

な

っ
て

い
る
。
漢
字

の
姓
の
使
用
が

一
般
民
衆

の
あ

い
だ
に
も
広
ま

っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
当
時
、
戸
籍
を
登
録
し
、
税
を
お
さ

め
る
際

に
、
漢
字
の
姓
で
登
録
し
た
か
ら
で
あ
る

[江
応
楔
　

一
九
五
〇
、
張
元
慶
　

一
九
八
七
]。

こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
の
検
討
は

き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
こ

の
時
期
に
進
ん
だ
学
校
教
育
の
影
響
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
タ
イ
族

の
間
で
儒
学
は
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て

い
な

か

っ
た
が
、
清
朝
末
期
に
な
り
、
平
河
、
河
心
廠
な
ど
、
龍
陵

一
帯

の
漢
族
居
住
地
区
で
は
民
間
の
私
塾
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
校

は
い
ず
れ
も
山
地
地
域
に
あ
り
、
タ
イ
族
と
は
関
係
が
な
か

っ
た
。
芒
遮
板
行
政
区
勧
学
所
が

一
九

=
二

(民
国

一
二
)
年
に
成
立
し
た

時
、
七

ヶ
所
の
国
民
学
校
し
か
な
か

っ
た
。
タ
イ
族

の
居
住
区
域
で
は

一
九
三
二

(民
国
二

一
)
年

に
方
克
光
が
五
雲
寺
に
開
設
し
た
芒

市
公
立
両
級
小
学

の
建
設
が
最
初
で
あ
る
。
学
校
教
育

の
導
入
は
以
下
の
よ
う
に
進
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
方
克
光
は
方
克
顔
、
方
克
玉
、

方
克
旺
、
方
正
春
、
方
正
清
な
ど
の
芒
市
の
タ
イ
族
青
年
を
昆
明
に
派
遣
し
た
。
彼
ら
の
う
ち
の
七
人
は
国
立
第

一
師
範
学
校
に
学
び
、

三
人
は
講
武
堂
に
学
ん
だ
。
ま
た
、
動
戛
か
ら
二
名

の
教
師
を
招
き
、
五
雲
寺
に
学
校
を
開
い
た
。
生
徒
の
大
半
は
芒
市
土
司
の
属
官

の

子
弟
、
芒
市
街
の
漢
族
で
あ

っ
た
。
芒
市
公
立
両
級
小
学
の
最
初

の
卒
業
生

の
な
か
か
ら
、
何
人
か
が
昆
明
の
南
菁
中
学
に
派
遣
さ
れ
た
。

ま
た
、
別
の

一
部
の
卒
業
生
は
、

フ
ァ
パ
、
ナ
ム
な
ど
の
農
村
地
域
の
短
期
小
学
校
に
教
師
と
し
て
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
農
民

の
側
で

は
当
初
、
自
分
の
子
供
を
学
校
に
遣
る
こ
と
に
警
戒
感
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
方
克
光
は
次

の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
た
。
カ
ン
や
村
落
の

役
職
者

の
子
弟
は
、
必
ず
学
校
に
通
学
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
よ
う
な
経
過
を

へ
て
、
フ
ァ
パ
、
ナ
ム
に
は
分
校
が
開
設

さ
れ
た

[李
国
華

・
呂
志
篠
　

一
九
八
九
、
瀦
西
県
教
育
局
編
　

一
九
九
三
]
。
国
民
党
政
府

の
指
示
を
受
け
て
、
学
校
教
育
の
導
入
が
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土
司
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
は

「中
華
民
族
」
の
発
揚
と

い
う
全
体
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
徳
宏
タ
イ
族
と
し
て
の
自
己

意
識
を
構
築
し
、
表
出
す
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
。

7
　
お
わ
り
に

　
雲
南
ビ

ル
マ
ル
ー
ト
は
歴
史
上
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
ル
ー
ト
沿

い
に
多
く
の
交
易
拠
点
を
形
成
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
に
は
、
今
日
、
地
方
経
済

の
中
心
地
と
し
て
人
口
の
集
中
化
が
起
こ
り
、
城
鎮
都
市
と
な

っ
て
い
る
も

の
も
多

い
が
、
交

易
路
は
経
済
的
な
意
義
ば
か
り
で
な
く
、
宗
教
や
文
化
、
思
想
が
伝
播
浸
透
し
て
い
く
た
め
の
地
理
的
な
回
路
で
も
あ

っ
た
。
徳
宏
地
区

の
タ
イ
族
社
会
は
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
方
面
に
い
た
る
内
陸
交
易
ル
ー
ト
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
る
。

　
本
章
で
は
、
徳
宏
タ
イ
族
が
中
国
と
ビ

ル
マ
と

い
う
境
界
領
域
に
あ

っ
て
、
自
ら
の
民
族
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
形
成

し
て
き
た
の
か
を
、
人
口
移
動
、
民
族
間
関
係
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
態
と

い
う
角
度
か
ら
検
討
を
お
こ
な

っ
た
。
漢
族
は

長
期

に
わ
た
る
移
住
と
拡
散

の
過
程
を

へ
て
、
国
境
地
帯
を
含
む
中
国
全
域
に
ほ
ぼ
く
ま
な
く
居
住
す
る
に
至

っ
て

い
る
が
、
多
様
な
民

族
集
団
が
交
錯
す
る
雲
南

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
空
間
に
お
い
て
、
地
域
全
体

の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
動
態
は
も
と
よ
り
、
日
常
的

実
践
を
通
じ
て
生
活
文
化
の
受
容
や
模
倣
、
借
用
の
機
会
を
も
た
ら
し
、
少
数
民
族
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
内
的
編
制
や
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
境
界
維
持
に
影
響
を
あ
た
え
て
き
た
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
中
国
で
は

「統

一
的
な
多
民
族
国
家
」
成
立
の
前
段
階
と
し
て
、
中
華
的
世
界
観
と
華
夷
秩
序
に
も
と
つ
い
た

王
朝
支
配
の
長

い
歴
史
が
あ
る
。
そ
こ
で
は

「中
華
」
を
具
現
す
る
諸
原
理
が
絶
対
化
さ
れ
た
。
徳
宏
タ
イ
族
の
場
合
、
こ
う
し
た
政
治

文
化

の
伝
統

の
な
か
で
、
長
期
に
及
ぶ
土
司
制
度
を
媒
介
に
し
て

「中
華
」
の
理
念
を
受
容
し

つ
つ
、
自
己
の
内
的
編
成
が
歴
史
的
に
進

行
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
境
画
定
以
前
の
中
国

・
ビ
ル
マ
間
の
政
治
的
関
係
や
シ
ャ
ン
州
と
の
交
流
、
汎
タ
イ
族
意
識
を
共
有
す
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る
上
座
仏
教
徒
と
し
て
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
様
態
が
今
日
の
彼
ら
の
動
向
に
様

々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
点
を
看
過
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
タ
イ
系
諸
族
の
多
く
は
、
国
境
を
越
え
て
同
属
意
識
、
汎
タ
イ
意
識
を
共
有
し

つ
つ
も
、
複
数
の
国
民
国
家
に
所
属
し
、

マ
ク
ロ
レ
ベ

ル
に
お

け
る
国
家
シ
ス
テ
ム
か
ら
様

々
な
影
響
を
う
け
て
い
る
。
徳
宏
タ
イ
族
の
場
合
、
中
国
王
朝

の
華
夷
秩
序

の
下

に
あ

っ
た
が
、

一

方
で
ビ

ル
マ
側
の
シ
ャ
ン
人
と
の
交
流
を
保
持
し
つ
つ
、
漢
族
と

い
う
文
化
的
他
者
と

の
出
会

い
と
交
渉
を
通
じ
て
主
体
的
な
自
己
形
成

に
努
め
た
点
に
つ
い
て

一
定
の
歴
史
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
境
界
領
域
、
す
な
わ
ち
中
国
西
南
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
か
け
て
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
空
間
に
お

い
て
人
口
移
動
、
民
族
間
関
係
、
多
様
な
人
び
と
の
交
流
活
動
の
歴
史
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
広
域
的
に
形
成
さ
れ
た
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
基
づ

い
て
い
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
国
境
地
域
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
の
進
行
と
と
も
に
、
国
境
に
跨

っ
て
居
住
す

る
多
様
な
民
族
集

団
の
文
化
実
践
は
ま
す
ま
す
広
域
化
し
、
複
雑
な
関
係
性
を
ま
す
ま
す
内
部
に
抱
え
込
む
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
今
後

は
国
家
の
境
界
を

超
え
て
生
成
し
て
い
る
越
境
的
な
文
化
実
践
の
あ
り
よ
う
に

つ
い
て
、
人
の
移
動
や
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
層
性
、
広
域
性
に
注
目
し
な
が

ら
そ
の
実
態
を
明
ら
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
人

の
移
動
と
文
化
交
渉

の
動
態
と

い
う
問
題
探
究
は
、
新
た
な
地
平
と
可
能
性
を
見
出
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注(
1
)　

本
稿

で
用

い
た
資
料

は
、

こ
れ
ま

で
の
塚

田
誠
之
教
授

(国
立
民
族
学

博
物
館
)
が
代
表

と
な

っ
た
科
研

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
収

集
し
た
が
、

日
本

　
　
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

・
基
盤
研
究

(B
)
一逡
9
0
心
O
「
中
国
南
北

の
国
境
地
域

に
お
け
る
多
民
族

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
文
化

の
動
態

　
　

(N
OO
刈
幽
O
O
㊤
)
」
に
よ

っ
て
検
証
と
考
察
を
進
め
た
も

の
で
あ

る
。

(
2
)　

徳
宏
タ
イ
族
を
対
象
と
す
る
江
応
樔
の
現
地
調
査

の
資
料

は
貴
重

で
あ
る
。

一
九
三
七
年
、
江
は
中
山
大
学
研
究
院

か
ら

の
派
遣
で
徳
宏
地
区

の
七

つ

　
　

の
土
司
地
区

で
合
計

五
ヶ
月
間
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た

[江
応
櫟
　

一
九
五
〇

・
一
九

八
三

・
一
九
九

二
、
江
応
櫟

・
江
暁
林
　
二
〇
〇
三

a
b
]
。
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(3
)　

筆
者
も
こ
の
問
題
に

つ
い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
検
討
を
試
み
た
こ
と

が
あ
る

[長
谷
川
　

二
〇
〇

一
]
。
芒
市
鎮
に
住
む
タ
イ
族
の
男
性
F
氏

(当

　
　
時
七
四
才
)

の
説
明
は
以
下

の
通
り

で
あ

っ
た
。
自
分
た
ち

は

"
タ
イ

・
ル
ー
"
(
タ
イ

・
ヌ
ー
)
を
自

称
す

る
が
、
文
化
面

に
お

い
て
漢
族
か
ら
の
影
響

　
　
を
受
け

て
い
る
。
ビ

ル
マ
側
に
も

同
系

の
タ
イ
族
が
居
住
し

て
お
り
、

セ
ン
ウ
ィ

の
タ
イ
族
は
同
系
で
あ
る
。

一
九
九
六
年
九
月

二
日
に
聞
き
取
り
調
査

　
　
を
実
施
。

(4
)　

こ
の
交
易
路
は
、
旧
城
か
ら
以
下
の
二
つ
の
路
線

に
分
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①

旧
城
↓
蛮
允
↓
石
梯
↓
西
礼
↓
拱
羅
↓
バ
モ
ー
、
②
旧
城
↓
小
辛
街

　
　
↓
蛮
線
↓
芭
蕉
寨
↓
古
里
雫
↓
茅
草
地
↓
小
田
壗
↓
バ
モ
ー
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
他
、
ミ

ッ
チ

ー
ナ

に
至
る
路
線

(九
保
↓
旧
城
↓
盞
達
↓
昔
馬
↓

　
　
花
椒
河
↓
昔
馬
拱
、
戛
鳩
↓
ミ

ッ
チ
ー
ナ
)
、
瀧
川
を
経
由
し
て
ビ

ル
マ
側

の
洋
人
街
、
そ
し
て
バ
モ
ー

へ
と
至
る
路
線

(九
保
↓
羅
崗

〔羅
卜
煽
〕
↓
清

　
　
平
↓
城
子
↓
景
坎
↓
章
鳳
↓
洋

人
街
↓
拱
鸞
↓
煽
浪
↓

バ
モ
ー
)
、
碗
町

か
ら
瑞
麗
、
ム
セ
、
ナ
ン
カ
ン
を
通
過
し

て
バ

モ
ー
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ

っ
た

　
　
[徳
宏
僚
族
景
頗
族
自
治
州
商
業
局
編
　

一
九
九

=
。

(5
)　

茂
恒
、
萬
通
、
協
樹
昌
、
協
義
恒
、
同
泰
、
永
茂
和
、
泰
記
、
永
昌
祥
、
義
順
、
鴻

興
源
な
ど

の
商
号
が
あ

っ
た

[何
開
智
　

一
九
九
八
]
。

(6
)　

徳
宏
州
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編

[
一
九
九
七
]
参
照
。
漢
文
化
を
習
得
す
る
こ
と

は

「
文
化
」
を
持

つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
家
譜

は
漢
文
で

　
　
か
か
れ

て
い
る
が
、
「
家
譜

が
な

い
と
、
文
化
が
な

い
」
と
み
な
さ
れ
た

(
一
九
九
六
年
九
月

二
日
、
F
氏
よ
り
聞
き
書
き
)
。

(7
)　

[雲
南
省
潴
西
県
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
三
]
、

[李
全

民
　

一
九
九
七
]
参
照
。
「連
」
と

い
う
名
称
は
、
山
地

に
設
置
さ
れ
た
清
代

の
軍
事
組
織

　
　
の

「キ
連
」

に
由
来
し
、
漢
族
、
リ
ス
族
、
ド
ア
ン
族
、
ア
チ
ャ
ン
族
の
村
落
が
含
ま
れ

て
い
る
。

一
つ
の
連

は

「
郷
」
に
相
当
す
る
。

(8
)　

土
司
権
力
と
儀
礼
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
隴
川
土
司

の
事
例
を
検
討
し
た

[長
谷
川
　

二
〇
〇
九
b
]
を
参
照
。

(
9
)　

ポ

イ
は
仏
教
儀
礼

を
総
称

し
、
年

間

の
仏
教
行
事

や
人
生
儀

礼
と
し

て
お

こ
な
わ

れ
る

[
長
谷
　

二
〇
〇
八
、

田
汝
康

　
二
〇
〇
八
、
楮
建
芳

　
　
二
〇
〇
五
]
。
安
居
明
け
に
お
こ
な
う

ポ
イ

・
カ
ン
ト
ー

の
儀
礼
は
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
仏
教
徒

の
人
び
と
は
菩
提
寺
、
五
雲
寺
、
仏
光
寺
、
中
華

　
　
寺
、

フ
ォ
ン
ピ

ン
、

コ
ン
ム
ー
、

フ
ァ
パ

の
仏
塔
、
三
仙
洞
な
ど
を
参
拝
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
点
で
は
ポ
イ
を
お

こ
な
う
日
時
が
決
め
ら

れ
て
い
た

　
　
(
一
九
九
六
年
九
月

一
日
、
G
氏
よ
り
聞
き
書
き
)
。
遮
放
地
区

で
も
状
況
は
同
様

で
あ
り
、
ポ
イ
儀
礼
が
大
規
模

に
お

こ
な
わ
れ
た
。
土
司
は
寺
院

の
建

　
　
立

、
仏
塔

の
修
築

に
関
与

し
た

[多

明
　

「
九
八
八
、
王
相
老
　

一
九
八
八
]
。

(10
)　
ピ
o
≦
回ω、
○

○

ロ
㊤
O
°。
]
参

照
。
同
時
期

の
交
易
ル
ー
ト

や
交
易
品
目
に

つ
い
て
は

[〇
三
鐔
口
穹

℃
蕁
ω
奠
葺
`
=

Φ
。゚
ゆ
]
も
参
照
。

(
11
)　

一
九
三

〇
年
代

以
前

の
ル
ー
ト

は
、
芒
市
か
ら
風
平
、
韮
紅
、
三
十
六
道
水
、
遮
放
、
戛
中
、
黒
山
門
、
碗
町

へ
と
至

る
ル
ー
ト
が
中
心

で
あ

っ
た

　
　
[雲
南
省
淵
西
県
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
三
]
。

(
12
)　

こ
の
時

の
遮
放
土
司
は
多
建
勣

で
あ
る
。
遮
放

の
年
代
記

は
、
彼
が
ビ
ル

マ
か
ら

「
洋
人
」
を
招

い
て
測
量
し
た
こ
と
、
農
民
た
ち

に
工
事
を
命

じ
た
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こ
と
、
工
事
に
参
加
し
た
農
民
に
は
四
年

の
間
に
新

し
く
開
墾
し
た
田
地

の
稲
米
を
無
償

で
提
供
し
た
こ
と
、
属
官
に
命

じ
て
工
事
を
分
担
さ
せ
た

こ
と

　
　
な
ど
を
記
載
し
て
い
る

[王
相
老
　

一
九

八
七
]
。

(13
)　

一
九
九
六
年
九
月

一
日
、
芒
市
鎮
在
住

の
G
氏
よ
り
聞
き
取
り
。

(
14
)　

一
九
九
六
年
九
月

二
日
、
芒
市
鎮
在
住

の
F
氏
か
ら
聞
き
取
り
。

(
15
)　

一
九
九
六
年
九
月
二
日
、
芒
市
鎮
在
住
の
H
氏
よ
り
以
下
の
内
容
を
聞
き
取

っ
た
。
芒
市
は
水
害
が
少
な

い
の
で
漢
族
式

の
家
屋

が
多

い
。

漢
族

に
依

　
　
頼
し
て
建

て
て
も
ら

っ
た
も

の
で
あ
る
。
小

さ

い
村
落

で
は
竹
楼

や
草
葺
き

の
家
屋
が
多
か

っ
た
が
、
ナ
ム
、

フ
ァ
パ
、

フ
ォ
ン
ピ

ン
な
ど

の
タ
イ
族
村

　
　
落
は
裕
福

で
あ
り
、
瓦
葺
き

の
家
屋
も
多
か

っ
た
。
芒
市
鎮

の
家
屋
も
瓦
葺
き
だ

っ
た
。
漢
族
が
僚
族
に
伝
え

た
文
化
要
素
、
あ
る

い
は

「
漢
化
」
に

つ

　
　
い
て
は
、
趙
晩
屏

が
詳
細
に
そ
の
項
目
を
挙
げ

て
い
る

[趙
晩
屏
　

一
九
三
九

a
b
]
。
ま

た
、
長
谷
も
徳
宏
タ
イ
族

の
風
俗
習
慣
、
宗
教
信
仰

の
漢
化
の

　
　
問
題
を
検
討
し
て

い
る

[長
谷
川
　

二
〇
〇
八
]
。

(16
)　

二
〇
〇
九
年
八
月

一
四
日
、
遮
放
鎮
在
住
の
S
氏

(調
査
時
七
八
歳
)
よ
り
聞
き
取
り
。

(
17
)　

住
民

の
大
多
数
は
、
タ
イ

・
マ
オ
を
自
称
す
る
が
、
芒
市
、
遮
放
方
面
か
ら
移
住
し

て
き
た
タ
イ
族

の
村
落
も
か
な
り
あ

る
。
た
と
え
ば
、
ホ
ー

ソ
ン

　
　
〔賀
双
〕
村

(五
〇
〇
戸
余
り
)
で
は
、
八
五
パ
ー
セ

ン
ト
が
芒
市
、
遮
放
か
ら
の
移
住
者
で
あ

る
。

一
九
九
七
年
八
月

二
四
日
、
瑞
麗
地
区
姐
相
郷
在
住

　
　
の
R
氏
よ
り
聞
き
取
り
。

(18
)　

一
九
九
七
年
八
月
二
八
日
、
同
村

に
住
む
T
氏

(調
査
時
五
八
歳
)
か
ら
聞
き
取
り
。
彼
も
シ
ャ
ン
州
各

地
で
薬
を
売
り
歩

い
た
経
験

が
あ
る
。

(19
)　

一
九
九
六
年
九
月

一
日
、
芒
市
鎮
束
里
在
住
の
1
氏

(調
査
時
七
〇
歳
)
よ
り
聞
き
書
き
。

(20
)　

芒
市
地
区
の
ナ
ム
村

で
寺
院
が
再
建
さ
れ
た

の
は

一
九

八
八
年
で
あ
る
。
宗
教
政
策

の
回
復
以
後
、
三
〇
～
四
〇
戸

の
世
帯

で
ポ
イ
パ
ラ
儀
礼
が
お

こ

　
　
な
わ
れ
た
。
仏
像
、
仏
具
は
ナ

ン
カ

ン
か
ら
購
入
し
て
き
た

(
一
九
九

一
年
三
月
調
査
)
。
教
派

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ャ
ン
州
と
の
交
流
関
係
の
実
態
に

　
　
関
す

る
資
料
収
集
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
が
、
瑞
麗
地
区

の
状
況
に
つ
い
て
は

[長
谷
川
　

二
〇
〇
九
]
を
参
照
。

参
考
文
献

　

【邦
文

・
中
国
語
文
】

　
蒼
銘
　
二
〇
〇
四

『雲
南
辺
地
移
民
史
』

民
族
出
版
社

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ダ

ニ
エ
ル
ス
編
　

一
九
九
九

『
ア
ジ
ア
遊
学

9
　
少
数
民
族

の
謎
の
歴
史
』
勉
誠
社

　
刀
安
禄
　

一
九
九

一

「
搶
修
溟
緬
公
路
見
聞
」
(
『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)
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徳
宏
俸
族
景
頗
族
自
治
州
概
況
編
写
組
　

一
九
八
六

『徳
宏
僚
景
頗
族
自
治
州
概
況
』
徳
宏
民
族
出
版
社

徳
宏
僚
族
景
僚
族
自
治
州
商
業
局
編
　

一
九
九

一

『徳
宏
州
商
業
志
』
徳
宏
民
族
出
版
社

徳
宏
俸
族
景
頗
族
自
治
州
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九
四

『徳
宏
州
志

・
総
合
巻
』
徳
宏
民
族
出
版
社

徳
宏
州
政
協
文
史
資
料
委

員
会
編
　
二
〇
〇
三

『徳
宏
俸
族
新
社
会

五
十
年
』

雲
南
民
族
出
版
社

徳
宏
州
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編
　

一
九
九
七

『徳
宏
土
司
専
輯
』
徳
宏
民
族
出
版
社

多
立
周
　

一
九
九

一

「
搶
修
演
緬
公
路
終
点
段
」

(『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)

多
明
　

一
九
八
七

「
遮
放
歴
代
土
司
簡
史
」

(
『澁
西
県
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
、
徳
宏
民
族
出
版
社
)

方
吉
龍
　

二
〇
〇
三

「
芒
市
鎮
俸
族
群
衆
歩

入
小
康
」

(『徳
宏
僚
族
新
社
会

五
十
年
』
雲
南
民
族
出
版
社
)

方
克
勝
　

一
九
八
五

「
建
設
騰
龍
邊
区
各

土
司
地
意
見
書
」

(徳
宏
州
志
編
委
辨
公
室
編

『徳
宏
史
志
資
料
』
第
三
集
)

方
鉄

・
方
慧
　

一
九
九
七

『西
南
辺
疆
開
発
史
』
雲
南
人
民
出
版
社

方

一
龍

　
一
九
八
七

「
芒
市
土
司
史
」

(『
潴
西
県
文
史
資
料
選
輯
』
徳
宏
民
族
出
版
社
)

方
正
春

・
劉
紹
農
　

一
九
八
八

「碗
芒
公
路
始
末
」

(『腕
町
文
史
資
料
選
輯
』
第

一
輯
)

長
谷
川
清
　

二
〇
〇

一

「
中
華

の
理
念
と

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
雲
南
省
徳
宏
地
区
、
タ
イ

・
ヌ
ー

の
事
例
か
ら
」

(塚

田
誠
之
他
編

『流
動
す

る
民
族
ー

中
国
南

　
部

の
移
住
と

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
』
平
凡
社
)

長
谷
川
清
　
二
〇
〇
九

a

「宗
教
実
践
と

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー

雲
南
省

・
徳
宏
地
域

ム
ン
マ
オ

(瑞
麗
]

の
事
例
」
(林
行
夫
編

『
〈境
域
〉

の
実
践
宗
教
-
大

　
陸
部
東
南

ア
ジ
ア
地
域
と
宗
教

の
ト
ポ

ロ
ジ

ー
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
)

長
谷
川
清
　
二
〇
〇
九
b

「雲
南
タ
イ
族

の
事
例
-
中
華
世
界
に
お
け
る

『宗
教
』
と

『民
族
』
」

(岡
洋
樹
編

『内
な

る
他
者

11
周
辺
民
族

の
自
己
認
識

の

　
な
か
の

「
中
国
」』
東
北
大
学
ア
ジ

ア
研
究

シ
リ
ー
ズ
第

10
号
)

何
開
智
　

一
九
九
八

「解
放
前

的
碗
町
」

(
「碗
町
文
史
資
料
選
輯
』
第

一
輯
)

江
応
櫟
　

一
九
五
〇

『擺
彝
的
生
活
文
化
』
中
華
書
局

江
応
櫟
　

一
九
八
三

『俸
族
史
』
四
川
民
族
出
版
社

江
応
櫟
　

一
九
九

二

『江
応
樔
民
族
研
究
文
集
』
民
族
出
版
社

江
応
櫟

・
江
暁
林
　

二
〇
〇
三

a

『演
西
土
司
区
諸
族
図
説
ー

関
於
徳
宏
地
区

20
世
紀
30
年
代
的
老

照
片
和
老
故
事
』
徳
宏
民
族
出
版
社

江
応
樔

・
江
暁
林
　

二
〇
〇
三
b

『槇
西
擺
夷
之
現
實
生
活
』
徳
宏
民
族
出
版
社
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栗
原
悟
　

一
九
九

一

「清
末
民
國
期
の
雲
南
に
お
け
る
交
易
圈
と
輸
送
網
」
(
『東
洋
史
研
究
』
五
C
ー

一
)

リ
ー
チ

・
E
.
R
、

(著
)
・
関
本
照
夫

(訳
)　

一
九
八
七

『高
地
ビ

ル
マ
の
政
治
体
系
』
弘
文
堂

李
国
華

・
呂
志
篠
　

一
九
八
九

「
方
克
光
興
学
」
(
『徳
宏
州
文
史
資
料
』
第
七
輯
)

李
全
民
　

一
九
九
七

「
芒
市
安
撫
司
」

(徳
宏
州
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編

『徳
宏
土
司
専
輯
』
徳
宏
民
族
出
版
社
)

林
超
民
　

二
〇
〇

一

「
雲
南
俸
族
土
司
制
度
的
終
結
」

(
『民
族
学
通
報
』
第

一
輯
)

林
樹
和
　

一
九
九

一

「
搶
修
槇
緬
公
路
回
憶
片
断
」

(『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)

瀦
西
県
教
育
局
編
　

一
九
九
三

『潴
西
県
教
育
志
』
徳
宏

民
族
出
版
社

陸
劒
　

一
九
九
七

『雲
南
対
外
交
通
史
』
雲
南
民
族
出
版
社

陸
靭
編
　

二
〇
〇
七

『現
代
西
方
学
術
視
野
中
的
中
国
西
南
辺
疆
史
』

雲
南
大
学
出
版
社

民
国
雲
南
省
民
政
廳
邊
疆
設
計
委
員
会
　

一
九

八
五

「
騰
龍
邊
区
開
発
方
案
」

(徳
宏
州
志
編
委
辨
公
室
編

『徳
宏
史
志
資
料
』
第
三
集
)

松
本
光
太
郎
　

一
九
八
七

「
『漢
族

の
子
孫
』
と
し

て
の
少
数
民
族
」

(『民
族
学
研
究
』
五
ニ
ー

三
)

莫
喊
　

一
九
九

一

「
回
憶
修
路
情
形
」

(
『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)

長
谷
千
代
子
　

二
〇
〇
八

『文
化

の
政
治
と
生
活

の
詩
学
-
中
国
雲
南
省
徳
宏
タ
イ
族

の
日
常
的
実
践
』

風
響
社

施
長
根
　

一
九
八
八

「芒
市
末
代
土
司
方
御
龍
自
述
」

(
『瀦
西
県
文
史
資
料
選
輯
』
徳
宏
民
族
出
版
社
)

孫
承
烈

・
張
霈

　

一
九
八
七

「雲
南
徳
宏
僚
族
景
頗
族
自
治
州
辺
六
県
和
騰
衝
県
各
民
族
的
地
理
分
布
及
歴
史
来
源
」

(
『徳
宏
俸
族
社
会
歴
史
調
査

(三
ご

　

雲
南
人
民
出
版
社
)

高
谷
紀
夫
　
二
〇
〇
八

『ビ

ル
マ
の
民
族
表
象
ー
文
化
人
類
学
の
視
座
か
ら
』
法
蔵
館

武
内
房
司
　

一
九
九
七

「清
末
土
司
シ
ス
テ
ム
の
解
体
と
民
族
問
題
」

(
『歴
史
学
研
究
』
七
〇
五
)

武
内
房
司
　

二
〇
〇
八

「清
末
雲
南
タ
イ
系
土
司
の
近
代
化
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
ー

刀
安
仁
と
そ
の
周
辺
」
(塚
田
誠
之
編

『民
族
表
象

の
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
ー
中
国
南

　

部

に
お
け
る
人
類
学

・
歴
史
学
的
研
究
』
風
響
社
)

坦
板
　

一
九
九

一

「
用
血
汗
筑
成
的
公
路
」

(
『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)

田
汝
康
　

二
〇
〇
八

『芒
市

辺
民
的
擺
』
雲
南
人
民
出
版
社

塚
田
誠
之
他
編
　

二
〇
〇

一

『流
動
す
る
民
族
-

中
国
南
部

の
移
住
と

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』
平
凡
社

申
旭
　

一
九
九
四

『中
国
西
南
対
外
関
係
史
研
究
』

雲
南
美
術
出
版
社
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王
介
南

・
王
全
珍
　

一
九
九

六

『中
緬
友
好
両
千
年
』
徳
宏
民
族
出
版
社

王
文
成
　

一
九
九

二

「
近
代
雲
南
辺
疆
民
族
地
区
改
土
帰
流
論
述
」

(
『思
想
戦
線
』

一
九
九

ニ
ー

六
期

)

王
文
成
　

一
九
九
九

「
潰
西
抗
戦
与
雲
南
龍
澁
辺
区
土
司
制
度
的
延
続
」

(傅
宗
明

・
林
超
民
編

『演
緬
抗
戦
論
文
集
』
雲
南
大
学
出
版
社
)

王
相
老
　

一
九
八
七

「
遮
放
宣
撫
副
使
後
代
史
略
」

(『澁
西
県
文
史
資
料
選
輯
』
徳
宏
民
族
出
版
社
)

横
山
廣
子
　

一
九
九
七

「
少
数
民
族

の
政
治
と

デ
ィ
ス

コ
ー

ス
」
(内
堀
基
光
他
編

『岩
波
講
座
文
化
人
類
学
　
第

5
巻

・
民
族
の
生
成
と
論
理
』
岩
波
書
店
)

楊
紹
臣
　

一
九
九

一

「
隴
川
司
出
工
情
況
」

(
『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)

楊
毓
才
　

一
九
八
九

『雲
南
各
民
族
経
済
発
展
史
』
雲
南
民
族
出
版
社

雲
南
省
潴
西
県
志
編
纂
委
員
会
編
　

一
九
九

三

『溌
西
県
志
』
雲
南
教
育
出
版
社

趙
純
孝

　

一
九
三

一

『擺
夷
邊
民
研
究
』
自
由
出
版
社

趙
晩
屏
　

一
九
三
九

a

「
芒
市
擺
夷
之
漢
化
程
度
」

(『西
南
邊
疆
』
第
六
期
)

趙
晩
屏
　

一
九
三
九

b

「
芒
市
擺
夷
之
漢
化
程
度

(続
)」

(
『西
南
邊
疆
』
第
七
期
)

張
建
章
　

一
九
九
三

『雲
南
辺
疆
宗
教
文
化
論
』
徳
宏
民
族
出
版
社

周
波
月
相
佐
　

一
九
九

一

「在
芒
市
搶
修
公
路
」

(
『徳
宏
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
八
輯
)

周
瓊
　
二
〇
〇
七

「清
代
雲
南
瘴
気
与
生
態
変
遷
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社

楮
建
芳
　
二
〇
〇
五

『人
神
之
間
-
雲
南
芒
市

一
個
俸
族
村
寨
的
儀
式
生
活
、
経
済
倫
理
与
等
級
秩
序
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社

朱
振
明
　

一
九
八
九

「抗
日
戦
争
時
期
的
槇
演
緬
公
路
」
(雲
南
省
社
会
科
学
院
東
南
亜
研
究
所
編

『雲
南
与
東
南
亜
関
係
論
叢
』
雲
南
人
民
出
版
社
)

張
元
慶
　

]
九
八
七

「徳
宏
俸
族
社
会
風
俗
調
査
」

(
『徳
宏
俸
族
社
会
歴
史
調
査

(三
)』
雲
南
人
民
出
版
社
)
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三
 

中
国
広
西
壮

(チ

ワ
ン
)
族
と

ベ
ト
ナ
ム

・
ヌ

ン
族
と

の
交
流

と
イ

メ
ー
ジ

1
 
序
 
 
文

塚
田
誠
之

 
同
系

の
民
族
が
中
国
と
東
南

ア
ジ
ア
大
陸
部
諸
国
と
に
分
か
れ
て
居
住
す
る
場
合
は
少
な
く
な

い
。
中
国

の
壮

(チ
ワ
ン
)
族
と
ベ
ト

ナ
ム

の
ヌ
ン
族
も
そ

の

一
例
で
あ
る
。
壮
族
は
、
中
国
の
広
西
壮
族
自
治
区
を
中
心
に
居
住
し
、
約

一
六

一
八
万
人

(二
〇
〇
〇
)
と
、

中
国

の
少
数
民
族

の
う
ち
最
大

の
人
口
を
有
す
る
。
ヌ
ン
族
は
人
口
約
八
五
万
六
四
〇
〇
人

(
一
九
九
九
)
で
ベ
ト
ナ
ム
少
数
民
族
の
う

ち
六
番

目
の
人
口
を
持

つ
。
ラ
ン
ソ
ン

・
カ
オ
バ
ン

・
ク
ア
ン
ニ
ン

・
ハ
ザ
ン

・
ト
ゥ
エ
ン
ク
ワ
ン

・
ラ
オ
カ
イ
な
ど
の
省
に
居
住
す
る

[伊
藤
 
二
〇
〇
三
]
。

 
筆
者

は
前
稿

で
、
中
国
広
西
の
壮
族
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ヌ
ン
族
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ら
の
文
化
の
比
較
、
相
互
の
交
流
の
実
態
に
つ
い

て
検
討

を
行

っ
た

[塚
田
 
二
〇
〇
六
]
。
交
流
に
つ
い
て
、
国
境
貿
易
、
通
婚
や
民
間
文
化
活
動
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

し
か
し
交
流
は
、
親
戚

・
友
人
等
様
々
な
関
係
に
あ
る
人
々
の
多
彩
な
活
動
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
の
検
討
が
不
足
し
て
い
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た
。
ま
た
、
国
境
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ
う

に
国
境
を
隔
て
た
民
族
を
相
互
に
認
識
し
て
い
る
の
か
と

い
う
問
題
に

つ
い
て
検
討
の
余
地

が
あ

る
。
壮
族
と
ヌ
ン
族
の
文
化
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
新
た
な
材
料
を
得
て
い
る
。
本
稿
で
は
最
新

の
調
査
資
料
に
基
づ

い
て
、

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユ 

壮
族
と
ヌ
ン
族
の
社
会
文
化
の
比
較
、
両
者
の
交
流

の
実
態
、
さ
ら
に
は
相
互
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
た
い
。

2

移
住
に
よ

っ
て
生
じ
た
文
化
変
容

 
范

宏
貴
に
よ
る
と
、

ヌ
ン
族
は
広
西
か
ら
移
住
し
て
二
〇
〇
～
三
〇
〇
年
の
歴
史
を
持

つ
と

い
う

[
范
一
九
八
九

]。
さ
ら
に
広
西
の

中
で
も
ベ
ト
ナ
ム
に
近
い
西
南
部
が
故
地
で
あ
る

[
范
 

一
九
八
九
]
。
筆
者
の
調
査

で
は
、
移
住

の
時
期
に
幅
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

移
住

が
小
規
模
集
団
に
よ

っ
て
波
状
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
数
十
年
の
問
に
ヌ
ン
族
に
な

っ
た
人
も

い
る
。

 
[事
例
1
]
カ
オ
バ
ン
省
チ
ャ
リ
ン
県
チ
ー
フ
ォ
ン
社
C
村
、
ヤ
ン

・
ハ
ン

・
K
氏

(七
八
、
女
、

ヌ
ン
族
。
と
く
に
表
記
な
き
場
合

は
男
性
。
年
齢
は
調
査
当
時
、
以
下
同
じ
)

 
氏

は
龍
邦
鎮
Q
村

の
出
身
で
あ
る
。
Q
村
は
壮
族
の
村
で
あ
る
。
十
九
～
二
〇
歳

の
頃
結
婚
し
た
。
当
時
、
村

で
は
二
〇
歳
に
な
る
と

結
婚

し
て
家
庭
を
も

つ
の
が
な
ら
わ
し
だ

っ
た
。
夫
は
ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ
る
。
夫
と

の
結
婚
は
両
親
が
決
め
た
。
当
時
は
す
べ
て
父
母
が

結
婚

相
手
を
決
め
る
慣
習
だ

っ
た
。
夫
と
は
以
前
に
未
婚

の
と
き
に
集
団
で
牛
追

い
に
行
き
、
歌
を
掛
け
合

い
見
知

っ
て
い
た
が
、
偶
然

に
結

婚
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
嫁

い
だ
理
由
の

一
つ
は
当
時
家
庭
が
貧
困
で
、
こ
こ
へ
き
た
ら
米
が
豊
富
に
あ
る

と

い
う
こ
と
だ

っ
た
。
持
参
財
は
蚊
帳
と
ゴ
ザ
の
み
だ

っ
た
。
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右
は
中
国

の

(現
在
の
)
壮
族
が
嫁

い
で
き
て
ヌ
ン
族
に
な

っ
た
事
例
で
あ
る
。



 
ω

衣
食
住

 
壮
族
と
ヌ
ン
族

の
問
に
は
共
通
点
が
多

い
.、
女
性
の

「
伝
統
的
」
衣
装
は
藍
色
か
黒
色
の
上
着
と
黒
色
の
ズ
ボ
ン
で
あ
る
。
行
事
用

の

食
品
と
し
て
搗
き

モ
チ

・
オ
コ
ワ
な
ど
モ
チ
米
食
品
を
用
い
る
。
住
居
は

一
層
に
家
畜
を
飼
養
し
二
層
が
人
間
の
居
住
空
間
と
な
る
高
床

式
住
居
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
広
西
で
は
近
年
、
経
済
発
展
が
進
む
沿
海
部
に
出
稼
ぎ

へ
行

っ
た
人
が
高
床
式
住
居
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク

写真1広 西側では農村の景観が変わりつつある(靖西県安徳鎮)

の
ビ
ル
に
建
て
替
え
る
場
合
が
多
く
、
農
村

の
景
観
が
一
変

し

つ
つ
あ
る

(写
真

1
)。
高
床
式
住
居
は
、
人
々
の
間
に
人
畜
同
居
の
た
め
不
衛
生
と

い
う
観
念
が
根

強
く
あ
り
、
ま
た
雨
漏
り
が
す
る
と
か
修
理
に
手
間
が
か
か
る
と

い
う
問
題
点
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
廃
れ

つ
つ
あ
る
最
大
の
理
由
は
、
沿
海
部
の
大
都
市
に

出
稼
ぎ
に
行

っ
て
外
界
の
現
状
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
建
て
替
え

の
た
め
の
資
金

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ワニ

を
稼
い
だ
若
者
の
間
に
お
け
る
流
行
に
あ
る
よ
う
思
わ
れ
る
。

 
壮
族

の
住
居
内
で
は
通
常
、
イ
ス

・
テ
ー
ブ
ル
が
用

い
ら
れ

る
が
、

ヌ
ン
族
に

は
、
地
域
に
よ

っ
て
は
、
階
段
を
上
る
前
に
靴
を
脱

い
で
入
り
、
床
上
に
ゴ
ザ
を

敷

い
て
座
る
、
よ
り
ふ
る

い
形
態
が
残
さ
れ
て
い
る
。
玄
関
を
入

っ
て
正
面
奥
に

祖
先
や
神
を
祭
る
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、
赤

い
紙
に
漢
字
で
神
名

が
書
か
れ
る

(写

真

2
)。
ヌ
ン
族
の
場
合
、
漢
字
を
書
く
こ
と

の
で
き
る
者
は
道
士

(ブ

・
ダ
ウ
)

や
村
の
老
人
に
限
定
さ
れ
る
。
共
通
語
普
及
政
策

の
た
め
ヌ
ン
語

の
ほ
か
に
キ
ン

語
を
話
す
者
が
多

い
が
、
漢
語
を
話
す
者
は
稀
で
あ
る
。
壮
族

が
国
境
地
域
で
も

漢
化
の
度
合

い
が
強

い
の
に
比
べ
て
、
ヌ
ン
族
の
場
合
、
ベ
ト

ナ
ム
の
多
数
派
民
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ヌン族の祭壇。壮族同様、赤い紙に祖先や神の名を墨

書する(チ ャリン県ソンノイ社)

写真2

族
で
あ
る
キ
ン
族
の
影
響
は
強
く
な

い
よ
う
だ
が
、
そ
れ

で
も
言
語
面
で
影
響

を
受

け
て
い
る
。
キ
ン
語

の
習
得
、
漢
字

・
漢
語
能
力

の
衰
退
と

い
う
点
は

ベ
ト
ナ
ム
へ
移
住
し
た
後
に
生
じ
た
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漢
字

の

保
持
と

い
う
点
は
、
周
囲
の
民
族
に
な

い
特
徴
で
あ
り
、

ヌ
ン
族
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

 
（
2
）
 
婚
姻

・
生
育
習
俗

 
壮
族

・
ヌ
ン
族
と
も
、
花
嫁
が
結
婚
式

の
後
に
実
家

に
戻
り
、

一
定

の
期

間
、
花
婿
と
別
居
す
る
習
俗

「
不
落
夫
家
」
を
持

つ
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立

以
降
は
別
居
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
近
年
で
は
形
骸
化
し

つ
つ
あ
る
。
先
の
K
氏

の
場
合
も
別
居
は
短
期
間
だ

っ
た
。

ヌ
ン
族

の
場
合
、
道
士
が
男
女

の
相
性
占

い
を
し
嫁
入
り

の
日
時
を
決
め
、
嫁
入
り
の
先
導
を
し
、
花
嫁
が
新
郎
の
家

に

入
る
際
に
念
経
を
す
る
な
ど
婚
姻
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
壮
族
に
も
、
花

嫁
が
新
郎
の
家
に
入
る
前
に
道
士
が
新
郎
の
家

の
祭
壇
で
祖
先
に
結
婚
を
報
告

す
る
と

と
も
に
念
経
し
て
邪
気
を
払

い

一
家

の
平
安
を
祈
願
す
る
習
俗
が
あ
る

(防
城
港
市
?

中
鎮
B
村
)。
道
士
が
か

つ
て
嫁
入
り
の

先
導
を

し
て
い
た
事
例
も
あ
る

(靖
西
県
安
徳
鎮
D
村
)
。
子
供
の
出
生
に
際
し
て
、
出
生

の
三
日
後
か

一
個
月
後
に
祝

い
が
行
わ
れ
る
。

と
く

に
後
者

の

「満
月
」
の
祝
賀
は
盛
大
だ
。
先

の
事
例
1
の
K
氏
の
場
合
も
、
中
国
か
ら
母
や
弟
が
背
負

い
帯
や
米
、

ニ
ワ
ト
リ
な
ど

の
祝

い
の
品
を
持

っ
て
来
た
、
道
士
が
祖
先
に
子
の
出
生
を
報
告
し
子
供

の
守
護
神

「花
王
」
「
花
王
聖
母
」
(メ
イ

ワ
ー
)
を
安
置
し
拝

む
。
先

の
事
例
1
の
K
氏
の
家
の
祭
壇
に
は
そ
の
神
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
壮
族
と
変
わ
ら
な

い
。
な
お
、
K
氏

の
祭
壇
の
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神
名
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
中
国
靖
西
県
龍
邦
鎮
S
村
か
ら
招
い
た
道
士
が
、
子
供
の
順
調
な
成
長
を
祈
願
す
る
儀
礼
を
し
て
か
ら
書
い

た

と

い
う

。

 
3

 
社
会
秩
序
を
支
え
る
体
制

 
壮
族

の
場
合
、
村
落
内
部
で
も
め
ご
と
が
発
生
し
た
際
、
人
民
共
和
国
成
立
以
前
に
は
、
村
民
が
威
信
の
あ
る
人

「
寨
老
」
(ボ
ー

・

バ
ン
)
に
調
停
を
依
頼
し
て
い
た
。
そ
の
地
位
に
は
流
動
性
が
見
ら
れ
た
が
、
当
事
者

・
寨
老
間
の
二
者
間

の
個
人
的
信
頼
関
係
が
村
落

の
内
部

で
結
ば
れ
た

[塚
田
二
〇
〇
二
]。
中
国
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
地
域
に
お
い
て
は
、
中
華
民
国
期
に
政
府

の
勢
力
の
浸
透
力
が

比
較
的
高
く
、
寨

老
が
活
躍
し
た
事
例
は
見
出
す
こ
と
が
困
難
だ
が
、
清
代
の
土
官
時
代
に
は
基
層
社
会
の
自
然
村

で
は
暴
老
的
人
物
が

一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
大
新
県
碩
龍
鎮

M
村
で
は
、
人
民
共
和
国
成
立
以
前
に
、
各
自
然
村

に

一
人
、
「郎
首
」
〈現
地
名

"
ボ
ー
ギ
ー
ボ
ー
ラ
ン
"

(管
理
を
す
る
頭
人
)
〉
が
お
り
、
村
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
調
停
し
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヨ
 

道
路

の
修
築
、
水
利
建
設
な
ど
の
公
共
事
業
の
世
話
人
を
も
務
め
て
い
た
と

い
う
。
他
方
、

ヌ
ン
族
の
も
と
に
も
こ
う
し
た
自
然
村

の
調

停
者
が

お
り
、
「
ゲ
ン

・
ゲ
」

(老
人
)
と
呼
ぶ
。
今
は
、
調
停
役
は
政
府
の
役
人
に
と

っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
が
、

た
と
え
ば
バ
オ
ラ
ク

県

ヘ
ン
ス
ン
社
L
村
で
は
、
村
内
に
も
め
ご
と
が
発
生
し
た
場
合
、
調
停
を
す
る
ゲ
ン

・
ゲ
が
四
、
五
人
は
い
た
と

い
う
。
L
村
に
は
六

つ
以
上

の
姓
が
あ
る
が
、
ゲ
ン

・
ゲ
は
姓
に
関
わ
ら
ず
に
、

一
定
の
年
齢
に
あ

っ
て
、
威
信
が
あ

っ
て
公
正
に
調
停

が
で
き
る
も

の
が
担

当
し
た
。
ゲ
ン

・
ゲ
は
も
め
ご
と

の
み
な
ら
ず
、
結
婚
式
や
葬
式
の
顧
問
に
な

っ
た
。
大
事

の
と
き
に
は
村
民
は
政
府
の
村
長
と
ゲ
ン

・

ゲ
と

に
相
談
し
た
と

い
う
。
ゲ

ン

・
ゲ
の
こ
う
し
た
役
割
は
広
西
の
寨
老
と
軌
を

一
に
し
て

い
る
。

 
村
落

の
秩
序
維
持
に
関
わ
る
組
織
と
し
て
年
齢
集
団
が
あ
る
。
壮
族

の
場
合

「
ホ
ー
ジ
ー
」
「バ
ン
ヨ
ウ
」
「
ポ
ン
ヨ
ウ
」
な
ど
と
、
ヌ

ン
族

の
場
合

「
バ
ン
ヨ
ウ
」
と
呼
ぶ
。
男
女
と
も
に
各
世
代
に
あ
り
、
十
三
、
十
四
歳
頃
か
ら
加
入
す
る
。
女
性
の
場
合
、
結
婚
を
機
に

疎
遠

に
な
る
場
合
が
少
な
く
な

い
。
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90

 

 
[事
例
2
]
チ
ャ
リ
ン
県
チ
ー
フ
ォ
ン
社
C
村
、
ヤ
ン

・
ハ
ン

・
K
氏

 
若

い
時
、
十
～
二
〇
歳
の
こ
ろ
に
は
村
に
数
十
人
も

の
バ
ン
ヨ
ウ
が
い
た
。
皆
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
だ

っ
た
が
、
う
ち
二
、
三
人

が
同
じ
年
齢
だ

っ
た
。
全
て
同
じ
村
の
人
で
あ
る
。

一
緒
に
牛
の
放
牧
、
農
作
業
を
し
、
暇
が
あ
れ
ば

一
緒
に
遊
び
、
食
事

に
招
き
あ

っ

た
。
バ

ン
ヨ
ウ
と

一
緒

に
牛

の
放
牧
を
す
る
際
に
、
中
国
側
の
男
性

の
集
団
と
歌
掛
け
を
し
た
。
現
在

の
夫
も
そ

の
な
か
の

一
人
で
あ

る
。
結
婚
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
家
庭
を
持

つ
と
バ
ン
ヨ
ウ
の
付
き
合

い
は
減

っ
て
い
っ
た
。

 
[事

例
3
]
靖
西
県
龍
邦
鎮
N
村
、
趙
K
氏

(五
七

〈
二
〇
〇
九
年
八
月
〉
、
壮
族
)

 
中
国
の
靖
西
県
龍
邦
鎮

の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
に
位
置
す
る
N
村

で
は
平
地
に
造
成
さ
れ
た
水
田
が
国
境
線
を

越
え
て
広
が

っ
て
お

り
、
ど

こ
が
国
境
線
な
の
か
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
遠
く
に

(ヌ
ン
族
と
近
縁
と
考
え
ら
れ
る
)
タ
イ
ー
族

の
村
が
見
え
る
。

タ
イ
ー
族
は
人
口

一
四
七
万

(
一
九
九
九
)、
国
境
近
く

に
広
く
居
住
し
て
お
り
、

ヌ
ン
族
よ
り
は
キ
ン
族

の
影
響

が
強
い
よ
う
だ
。
趙

氏
に

つ
い
て
N
村
に
二
、
三
人

の
ポ
ン
ヨ
ウ
が
い
る
。
す
ぐ
近
く
の
ベ
ト
ナ
ム

・
チ
ャ
リ
ン
県
M
村
は
タ
イ
ー
族
の
村
だ
が
、
そ
こ
に
は

五
、

六
人
の
ポ

ン
ヨ
ウ
が

い
る
。
彼
ら
と
は
子
供
の
と
き
か
ら

一
緒
に
遊
び
、
ま
た
牛
追

い
を
し
た
。

一
九
六

一
～
六
二
年

の
頃
、
主
食

の
米
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
ポ
ン
ヨ
ウ
の
父
母
が
ア
ヒ
ル
を
殺
し
て
氏
た
ち
に
食

べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
ポ
ン
ヨ
ウ
の
父
母
は
氏
を
実

の

子
同
様
に
扱

っ
て
く
れ
た
。

第1部 移動 のあ り方 、移動 と交流 ・民族間関係

 

 
以
上
に
よ
り
、
バ
ン
ヨ
ウ

(ポ
ン
ヨ
ウ
)
は
、
十
数
歳
の
と
き
か
ら
始
ま

っ
て
、
同
じ
自
然
村
に
住
む
ほ
ぼ
同
年
齢

の
も
の
が

一
緒
に

活
動
す
る
年
齢
集
団
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
事
例
2
で
は
、
バ
ン
ヨ
ウ
と
と
も
に
国
境
を
越
え
て
歌
掛
け
を
行

っ
て
い
た
点
が
注

目
さ

れ
る
が
、
年
齢
集
団
が
国
境
の
両
民
族
の
社
会
に
と
も
に
あ
り
、
現
在
も
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
例
3
は
、
自
然
村
を
基
盤
に



形
成
さ
れ
る
バ
ン
ヨ
ウ
関
係
が
国
境
を
跨

い
で
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
推
測
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

 
年
齢
集
団
に
つ
い
て
は
別
稿

で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
壮
族

・
ヌ
ン
族
と
も
に
宗
族
組
織
が
発
達
せ
ず
に
寨
老

や
年
齢
集
団
に
よ

る
村
落
内
で
の
結
び
付
き
が
強
く
、
そ
の
た
め
に
村
落
を
越
え
る
連
帯
が
生
じ
に
く
く
、
ひ
い
て
は
大
き
な
政
治
権
力

の
形
成
に
至
ら
な

か

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
寨
老
や
年
齢
集
団
は
壮
族

・
ヌ
ン
族
の
社
会
を
解
く
鍵
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

3

交
流
の
諸
相
1
i

交
易

 
国
境
貿
易
は
、

一
九
八
三
年
頃
か
ら
民
間
で
開
始
さ
れ
、

一
九
九

一
年

の
中
越
国
交
正
常
化
以
降
、
国
家
、
民
間

レ
ベ
ル
で
特
産
物
の

交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
お
も
に
原
材
料

(
ベ
ト
ナ
ム
)
と
加
工
品

(中
国
)
の
交
易
と

い
う
形
で
行
わ
れ
て
き
た
。
こ

の
形
式

の
交
易
は
前
稿
で
詳
述
し
た

[塚
田
 

二
〇
〇
六
]
が
、
現
在
も
各
地
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

 
国
境

貿
易
は
従
来
は
特
産
品

の
交
易
と

い
う
印
象
が
強
か

っ
た
が
、
し
か
し
牛
肉
、
豚
肉
、
米
、
野
菜
、
果
物
な
ど
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

食
材
も
両
国
間

の
価
格
差
に
応
じ
て
交
易
さ
れ
る
。
普
通
の
食
材
の
交
易
は

[
范宏
貴

・
劉
志
強
等
 
二
〇
〇
六
]
な
ど
従
来
の
研
究
で

は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。

 
普
通

の
食
材

の
交
易
の
う
ち
次
は
米

の
交
易
の
事
例
で
あ
る
。

 
[事

例
4
]
靖
西
県
岳
嘘
郷
A
村
、
黄
彩
B
氏

(三
三
、
女
、
壮
族
)

氏
は

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ウ
ル
チ
米
を
斤

(約
五
〇
〇
グ
ラ
ム
)
あ
た
り

一
・
二
元
で
、
モ
チ
米
を
斤
あ
た
り

一
・五
元

で
、
飼
料
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
斤
あ
た
り
○
・八
元
で
買

い
入
れ
て
中
国
側
に
転
売
し
、
○
・三
～
○
・
五
元
の
利
益
を
得
て
い
る
。
三
輪

自
転
車

で
ベ
ト
ナ
ム

へ
行
き
少
し
ず

つ
運
ぶ
。
年
間
の
利
益
は
二
～
三
万
元
に
も
な
る
と

い
う
。
自
分
の
家
で
も
米

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
て
お
り
、
そ
の
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農
作
業

は
夫
が
担
当
し
、
米
の
転
売
は
も

っ
ぱ
ら
夫
人
の
黄
氏
が
担
当
し
て
い
る
。

 
米
の
交
易
が
成
立
す
る
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
価
格
差

の
問
題
の
ほ
か
に
、
中
国
で
は
若
者
が
沿
海
部

へ
出
稼
ぎ

へ
行

っ
て
し
ま

い
農

業
労
働

力
が
不
足
し
て
い
る
事
情
が
あ
る
。
こ
の
た
め
毎
日

一
人
あ
た
り
五
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
内
で
米
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

(靖
西
県
龍
邦
鎮
、
二
〇
〇
六
年
)。
野
菜
の
交
易
に

つ
い
て
次

の
事
例
が
あ
る
。

 
[事
例
5
]
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
ダ
ム
ト
イ
社
G
村
、

ノ
ン

・
ウ
ア
ン

・
E
氏

(七
七
、
タ
イ
ー
族
)
。

 
ダ

ム
ト
イ
社
で
の
定
期
市

の
と
き
に
大
新
県
碩
龍
鎮
か
ら
中
国
人
が
籠
を
背
負

っ
て
売
り
に
来
る
。
豚
肉

・
野
菜

・
果
物
は
ジ

ョ
ン
ケ

ン
県
街
区
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
中
国
の
方
が
距
離
が
近

い
し
価
格
が
安

い
。
中
国
か
ら
の
野
菜

の
価
格

は
ベ
ト
ナ
ム
の
半
額

で
あ

る
。
商
人
は

「
ヌ
ン
語
」
「
タ
イ
ー
語
」
を
使

い
、
漢
語
や
キ
ン
語
は
使
わ
な

い
。
中
国
人
は
親
戚
を
訪
問
す

る

つ
い
で
に
少
量

の

商
品
を
売
る
。
以
前
か
ら
国
境
地
域
の
人
々
は
、
専
門
に
商
売
を
す
る
の
で
は
な
く
、
収
穫
が
多
く
余

っ
た
時
に
売

っ
て
い
た
。
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こ
の
場
合
は
、
兼
業
農
家
が
親
戚
を
訪
問
す
る
つ
い
で
に
商
売
を
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
は
豚
肉
や
野
菜
の
価

格
は
中
国

の
ほ
う
が

安
か

っ
た
。
野
菜
の
価
格
の
安
さ
は
、
中
国
側
で
い
ち
早
く
商
品
作
物
の
栽
培
を
行

い
成
功
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
ま
た
豚
肉
の

価
格

が
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
中
国
で
高
騰
し
た
際
に
は
人
々
は
争

っ
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
し
た
。

米
の
交
易

の
場
合
、

先
の
事

例
4
の
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
す
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
逆
に
中
国
か
ら
輸
出
す
る
場
合

(防
城
港
市
那
良
鎮
L
村
)
と

が
あ

る
。
後
者
の
場
合
、
前
年

(二
〇
〇
七
年
)
は
逆
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
し
て
い
た
と

い
う
。

こ
の
点
は
そ
の
時
点
で
の
価
格
の
状

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

況
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
い
る
。
ほ
か
の
商
品

の
場
合
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
八
角
は
中
国
に
も
産
出
す
る
が
価
格
の
高
低
に
よ

っ
て
は
輸

入
に
転
ず
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
商
品

の
価
格
差
お
よ
び
、
定
期
市
な
ど

へ
の
距
離
の
近
さ
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
慮
さ
れ
て



い
る
。

こ
の
、
近
く
て
廉
価
な
ほ
う
か
ら
買
う
と

い
う
点
は
次
の
事
例
に
も
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

[事

例

6

]

ジ

ョ
ン

ケ

ン
県

ン

ゴ

ッ
ク

・
ヘ
イ

社

L
村

、

マ
ー

・
ウ

ァ

ン

・
L

氏

(
五

八

、

ヌ

ン
族

)

 

氏

は

豆

腐

の

製

造

販

売

に

従

事

し

て

い
る

。

豆

腐

を

入

れ

る
ビ

ニ
ー

ル
袋

は

、

中

国

で
買

え

ば

一
セ

ッ
ト

一
二
〇

枚

で

二

二
〇

〇

ド

ン

相

当

(当

時

一
元

が

約

二

〇

〇

〇

ド

ン
)
、

ジ

ョ

ン
ケ

ン
県

街

区

で

は

三

〇

〇

〇

ド

ン

で

あ

る

。

ジ

ョ

ン

ケ

ン

で
売

ら

れ

て

い
る

ビ

ニ
ー

藍1

写真3 国境近くの定期市。両国の人びとが入り混じる(チ ャリ

    ン県街区)

ル
袋

は

中

国

か

ら

の
輸

入

品

で

値

段

が

高

い
。

従

っ
て

氏

は

中

国

へ
袋

を

買

い

に

行

く

。

ト

ウ

フ

の
材

料

ダ

イ

ズ

は

、
ベ
ト

ナ

ム

側

が

安

く

、

五

日

に

一
度

ジ

ョ

ン

ケ

ン

に
行

っ
て
買

う

。

中

国

側

の

靖

西

県

岳
墟

郷

ま

で

は

七

～

八

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

、

ジ

ョ

ン
ケ

ン

県

街

区

ま

で

は

九

キ

ロ

メ

ー

ト

ル
あ

る

の

で

、

中

国

へ
行

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へう
 

く

の
も

ジ

ョ

ン

ケ

ン

へ
行

く

の
も

変

ら

な

い
。

牛

の
売
買
に
つ
い
て
は
次

の
事
例
が
あ
る
。

 

[事
例
7
]
靖
西
県
壬
庄
郷
B
村
、
梁
公
K
氏

(六
四
、
壮
族
)

 

こ
の
二
、
三
年
、
ベ
ト
ナ
ム

・
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
街
区

の
定
期
市
の
際
に
牛
を

運
ん
で
売

っ
て
い
る
。
二
人

一
組
で
、
多

い
場
合
は
五
、

六
頭
曳

い
て
行
く
。

黄
牛

の
ほ
か
水
牛
を
も
売
る
。

一
頭
当
た
り

の
純
利
は

一
五
〇
元
に
も
上
る

と

い
う
。
牛
は
靖
西
県
龍
臨
鎮

で
仕
入
れ
る
。
税
関
を
通

過
す

る
と
き
に
は

ベ
ト
ナ
ム
人
の
取
引
先

の
人
に

「自
分

の
牛
だ
」
と
言

っ
て
も
ら
え
ば
税
は
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か
か
ら

な
い
。
氏
の
場
合
、
五
、
六
代
前

に
ベ
ト
ナ
ム
女
性
が
嫁

い
で
き
た
関
係
で
先
方
に
親
戚
が
お
り
、
そ
の
協

力
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
。

 
牛
の
商
売
に
つ
い
て
、
先
の
事
例
3
の
龍
邦
鎮
N
村
の
趙
K
氏
は
、
黄
牛
を
仕
入
れ
て
村
か
ら
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
ベ
ト
ナ

ム
の
チ

ャ
リ
ン
県
街
区
で
五
日
に

一
度
立

つ
定
期
市
の
つ
ど
に
牛
を
運
ん
で
売

っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
広
西
の
遠
方
か
ら
仕
入
れ
て

ベ
ト
ナ

ム
へ
売

っ
て
い
る
と

い
う
。
氏
は
商
売

に
つ
い
て
は
多
く
を
語
ら
な

い
が
、
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
中
国
人
の
経
営
者
が
背
後
に
お

り
、
彼
に
か
わ

っ
て
ベ
ト
ナ
ム

へ
牛
を
運
ん
で
手
数
料
を
と
る
形
態
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
二
年
ほ
ど
は
、
事
業
が
思
わ
し
く

な
く
、
逆
に
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
牛
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と

い
う
が
、
と
も
あ
れ
商
売
に
成
功
し
て
建
て
た

三
階
建
て
の
豪
華
な

ビ
ル
は
村
で
も
人
目
を
引
く
。
牛
肉
は
二
〇
〇
七
年
四
月
の
時
点
で
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
価
格
は
中
国
の
倍
も
し
た
。
食
用
の
ほ
か
牛
皮
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

靴
や

ベ
ル
ト
に
加
工
す
る
と

い
う
。
な
お
、

ニ
ワ
ト
リ

・
ア
ヒ
ル
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国

へ
運
ば
れ
る
。

 
こ

の
よ
う
な

一
種
の
仲
介
交
易
は
他
所

で
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
龍
邦
鎮
Q
村
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら

マ
ン
ガ
ン
鉱
石
を
馬
に

乗
せ

て
運
ん
で
く
る
が
、

マ
ン
ガ
ン
を
馬
か
ら
下
し
て
村
で
管
理
を
し
手
数
料
を
と

っ
て
い
る
。
そ
の
量
は
年
間
五
、
六
〇
〇
〇
ト
ン
に

も
達
す

る
と

い
う

(二
〇
〇
九
年
八
月
)。

マ
ン
ガ
ン
は
最
終
的
に
は
中
国
内
地
の
経
営
者
が
売
る
こ
と
に
な
る
。

 
な
お
、
先
の
事
例
に
関
連
す
る
が
、
経
営
者
は
地
元
民
で
は
な
く
、
外
地

の
漢
族
で
あ
り
、
現
地
民
は
そ
の
労
働
力
と
し
て
の
立
場
に

あ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
輸
入
し
た
商
品
も
現
地
で
は
消
費
さ
れ
ず
、
中
国
国
内

の
遠
方

へ
運
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
う
し
た
現
地
民

の
立
場

に
つ
い
て
次
の
資
料
が
あ
る
。
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[事
例
8
]
防
城
港
市
桐
中
鎮
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ク
ア
ン
ニ
ン
省
ビ
ン
リ
ュ
ウ
県
か
ら
冷
凍
魚
や
漢
方
薬
材
料
等
を
輸
入
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
商
品
は
防
城
港
、



南
寧

へ
運
ば
れ
る
。
輸
出
品
は
、
家
具

(広
東
産
)
、
瓦

(欽
州
産
)、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
陶
磁
器

・
金
物

「
五
金
」
な
ど
の
日
常

用
品
で
あ
る
。
国
境
線
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
な
い
。
国
境
線

の
数
百
メ
ー
ト
ル
の
間
は
、
両
国
の
車
の
立
ち

入
り
が

で
き
ず
」

い
っ
た
ん
手
押
し
の
リ
ア
カ
ー
か
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
替
え
て
税
関
を
通
る
。
リ
ア
カ
ー
を
ひ
く
の
は
全

て
現
地
の
人
で

あ
る
。

一
〇
〇
人
を

一
組
と
し
、

一
〇
組
が
あ
り
、
交
替
制
で
あ
る
。
一
〇
〇
～
二
〇
〇
輌

の
リ
ア
カ
ー
が
あ
る
(ト

ラ
ク
タ
ー
を
含
む
)。

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
搬
出
す
る
場
合
、
取
り
決
め
で
通
行
証
を
持

つ
現
地
の
運
転
手

の
み
が
車
を
運
転
し
て
国
境
線
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

と
は
い
え
、
現
地
民

・
壮
族

の
な
か
で
も
、
近
年
は
、
壮
族
の
中
で
漢
族
の
商
法
を
会
得
し
て
、
零
細
な
行
商
か
ら
大
規
模
な
商
人
に
な

る
者
が
輩
出
し
て
い
る
。
次
は
そ
の
事
例
で
あ
る
。

 

[事

例
9
]
防
城
港
市
胴
中
鎮
、
黄
Z
氏

(四
〇
、
壮
族
)

 
氏
は
、
東
興
市
か
ら
陶
器
を
仕
入
れ
て
胴
中
で
交
易
を
し
て

い
る
。
陶
器
は
湖
南

・
江
西
の
産
品
が
多

い
が
、
広
東

、
広
西
産
も
あ
る
。

ベ
ト
ナ

ム
側
経
営
者
は
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ
せ
て
お
け
ば
国
境
ま
で
商
品
を
受
け
取
り
に
く
る
。
輌
中
の
国
境
で
は
事
例
8
の
よ
う
に

リ
ア
カ

ー
で
国
境
線
を
越
え
る
搬
出
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
中
学
卒
業
後
、

一
九
八
九
年
以
降
民
間
で
の
交

易
が
始
ま
る
と
小
商

売
を
始

め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
陶
器
を
天
秤
棒

で
担

い
で
ベ
ト
ナ
ム
側
に
持

っ
て
行

っ
て
売

っ
た
。
カ
ネ
に
な

る
も
の
な
ら
何

で
も

仕
入
れ

て
売

っ
た
と

い
う
。

一
九
九
七
年
に
正
式
に
国
境
貿
易
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、

一
九
九
八
～

一
九
九
九
年
頃
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
側
に

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

も
市
場

が
立
つ
よ
う
に
な
り
、
自
ら
行

っ
て
露
店
を
構
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
倉
庫

・
家
も
借
り
て
い
る
。

以
上

の
事
例
か
ら
は
少
な
く
と
も
国
境
地
域

の
壮
族
の
も
と
で
は
交
易
が
生
業
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
。
先
の
事
例
3
も
そ
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う
だ
が
、
靖
西
県
岳
嘘
郷
X
村
で
は
、
六
〇
余
戸

・
三
〇
〇
人
ほ
ど

の
住
民

の
二
〇
～
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
人
が

ベ
ト
ナ
ム
の
定
期

市

の
際

に
モ
ノ
を
売
り
に
行
く
と

い
う
。
店
舗
を
構
え
る
者
以
外
に
も
天
秤
棒

で
商
品
を
か

つ
い
で
売
り

に
来
る
零
細
な
場
合
も
少
な

く
な

い
。
日
常
的
な
商
品

の
場
合
、
事
例
5
の
よ
う
に
、
専
門
の
商
人
だ
け
と
は
限
ら
ず
農
家

の
兼
業
も
あ
る
。
米

や
豚
肉

・
野
菜
な

ど
双
方

と
も
に
あ
る
普
通
の
商
品
の
場
合
、

一
般
に
双
方
で
の
価
格
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
専
門
に
交
易
す

る
に
は
よ
ほ
ど
大

規
模
な
交
易
で
な

い
と
成
り
立
た
な
い
。
靖
西
県
壬
庄
郷
で
も

ニ
ワ
ト
リ
を
売

っ
た
利
益
は
月
に
数
百
元
の
み
ゆ
え
、
交
易
を
す
る
人
は

少
な

い
。
む
し
ろ
若
者
は
広
東

へ
出
稼
ぎ

へ
行
け
ば
最
低
月

一
〇
〇
〇
元
は
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
多
く
の
人
は
出
稼
ぎ

へ
行
く
と

＼
8)。

レ
、つ

4

交
流
の
諸
相
2
1

親
戚

・
友
人

 
ベ
ト
ナ
ム
の
ヌ
ン
族
は
も
と
広
西
西
南
部
か
ら
移
住
し
た

[塚
田
 
二
〇
〇
六
]

の
で
あ
り
、
ま
た
通
婚
も
行

っ
て
き
た
の
で
、
壮
族

と
ベ
ト

ナ
ム
側
民
族
と
で
は
親
戚
関
係
に
あ
る
も

の
が
少
な
く
な

い
。
ま
た
、
国
境
を
隔
て
て
友
人
関
係

に
あ
る
も

の
も
少
な
く
な
い
。

ヌ
ン
族

・
壮
族
と
で
は
親
戚

・
友
人
関
係
に
あ
る
も
の
も
少
な
く
な

い
。
親
戚

・
友
人
を
た
よ

っ
て
商
売
を
す
る
者

が
少
な
く
な

い
。

 
そ
も
そ
も
国
境
を
越
え
て
移
動
し
通
婚
を
し
て
き
た

の
で
、
国
境
地
域
で
ベ
ト
ナ
ム
に
親
戚
が
い
る
場
合
は
普
遍
的
で
あ
る
。

一
家
族

が
国
境

の
両
側
に
分
か
れ
て
住
む
場
合
さ
え
も
見
ら
れ
る
。
国
内

・
国
境
を
問
わ
ず
親
戚
付
き
合
い
は
人

々
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ

の
点

に
つ
い
て
次
の
事
例
が
あ
る
。
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[事

例
10
]
壬
庄
郷
B
村
、
黄
慶
S
氏

(六

一
、
壮
族
)

母

は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
嫁

い
だ
の
で
、
そ
の
親
戚
が
ベ
ト
ナ
ム
に
い
る
。
結
婚
式
や
葬
式

の
際
に
は
、
祝

い
事
な
ら
祝
儀

「紅
包
」
を
渡



し
、
弔
事
の
場
合
は
、
米

・
酒

・
タ
バ
コ

一
力
ー
ト
ン
を
送
る
。
向
こ
う
か
ら
来
る
時
も
同
じ
よ
う
に
礼
物
を
贈
る
。
中
国
国
内
の
親
戚

の
結
婚
式
や
葬
式
と
重
複
し
た
こ
と
は
過
去
に
な

い
が
、
も
し
重
複
す
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
母
方
親
族
な

の
で
、
父
方
親
族
で
あ
る
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ソ

国
側
の
ほ
う
を
選
ぶ
。
た
だ
し
欠
席
す
る
場
合
で
も
紅
包
な
ど
を
人
に
託
し
て
贈
る
。

 
こ
う

し
た
親
戚
関
係
を
た
よ

っ
て
交
易
に
従
事
す
る
場
合
も
少
な
く
な

い
。
事
例
7
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
邦
鎮
N
村

の
趙

K
氏
は
親
戚
が
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
に
住
ん
で

い
た
が
、
そ
の
子
が
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
隊
で
出
世
し
チ

ャ
リ
ン
県
に
屯
駐
す

る
部
隊

の
長
官

に

な

っ
て

い
る
。
趙
氏
が
牛
の
商
売
を
始
め
て
以
来
、
そ
の
親
戚
が
保
護
し
て
く
れ
た
。
以
前
に
牛
を
没
収
さ
れ
る
危
機

に
遭
遇
し
た
際
に

は
、
そ

の
人
が
政
治
力
を
駆
使
し
て
助
け
て
く
れ
た
と

い
う
。
さ
ら
に
、
那
披
県
平
孟
鎮
N
村
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
同
村

へ
嫁
い
で
き

た
女
性

の
兄
が
同
村

で
定
期
市
が
開
か
れ
る
度
に
、

ニ
ワ
ト
リ

・
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
持
参
し
て
来
て
売
り
、
農
薬
や
日
用
品
を
購

入
し
て
戻
る
と

い
う
。

 
友
人
関
係
に
つ
い
て
、
龍
邦
鎮

N
村
の
趙
K
氏
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ャ
リ
ン
県
に
牛
を
輸
出
す
る
交
易
に
従
事
し

て
い
る
が
、
親
戚

の

ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
側
に
牛
売
買
に
従
事
す
る
友
人
が
お
り
、
協
力
を
得
て
い
る
。
行
く
た
び
に
国
境
線
ま
で
出
迎
え

に
来

て
、
通
行
や
商

売

に
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
は
か

っ
て
く
れ
る
と

い
う
。
そ
の
友
人
の
家
の
葬
式
に
際
し
て
は
菓
子
類
を
持

っ
て
参
加

し
た
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

 
壮
族

・
ヌ
ン
族
に
は
擬
制
的
親
族
と
し
て
男
女
と
も
に
同
年
齢
の
相
手
と

「
同
年
」
(ト
ン
ニ
エ
ン
)
関
係
を
結

ぶ
慣
習
が
あ
る
。
男

性
の
場
合
は

「
ラ
オ
ト
ン
」
(老
同
)
、
女
性
の
場
合
は

「
メ
イ
ト
ン
」
(妹
同
)
と
呼
ぶ
。
相
手
と
往
来
し
結
婚
式
や
葬
式
な
ど
に
出
席
し
、

親
密
な
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
中
国
国
内

で
も
見
ら
れ
る
が
、
国
境
地
域
の
場
合
と
く
に
濃
密
な
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
次
は
そ

の
事
例

で
あ
る
。
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[事

例
11
]
那
坡
県
平
孟
鎮
N
村
、
農
Z
氏

(五

一
、
壮
族
)

 
ト
ン
ノ
ン
県
チ
ャ
ン
イ

エ
ン
社
に
二
人
の
同
じ
年
齢
の
ラ
オ
ト
ン
が

い
る
。
彼
ら
と
は
互
い
に
往
来
し
て
茶
や
酒
を
飲
ん
だ
り
、

一
緒

に
家

の
中
の
祭
壇
を
拝
む
。
数
日
前
に
氏
の
母
が
死
去
し
た
と
き
ラ
オ
ト
ン
が
子
供
二
人
を
連
れ
て
か
け

つ
け
た
。

ラ
オ
ト
ン
同
士
の
往

来
に
は
米

・
酒
を
少
な
く
と
も
五
斤
持
参
す
る
が
、
結
婚
式
や
葬
式
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
斤
を
持
参
す
る
し
き
た
り

で
あ
る
。
氏
は
そ
の

祖
父
に
も
ラ
オ
ト
ン
が
お
り
、

一
九
八
六
年
に
彼
の
家
の
新
築
祝
い
に
行

っ
た
。
ま
た
、
数
年
前
に
チ
ャ
ン
イ
エ
ン
社
の
ラ
オ
ト
ン
の
女

児

の
結
婚
の
と
き
、
時
計

つ
き

の
風
景
画

の
額
縁
を
作

っ
て
十
数
人
で
運
ん
で

い
っ
た
。

こ
の
と
き
、
ほ
か
に
米

・
酒
も
持
参
し
た
。

 
農
Z
氏
に
は
自
身

の
ラ
オ
ト
ン
の
ほ
か
、
祖
父
の
代

の
ラ
オ
ト
ン
の
家
族
も

い
て
、
親
密
な

つ
き
あ

い
を
し
て
い
る
と

い
う
。
祖
父

の

代
か
ら
と

い
う
と
ラ
オ
ト
ン
の
つ
き
あ

い
の
関
係
は
三
代
続
く
こ
と
に
な
り
、
あ
た
か
も
実
の
親
戚
の
よ
う
で
あ
る
。
通
常
、
内
陸
部

の

場
合
は
本
人

一
代
限
り
か
、
せ
い
ぜ

い
本
人
の
在
世
中

の
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ

い
で
あ
る
こ
と
が
多

い
よ
う

で
あ

る
。
な
ぜ
こ
の
関
係

が
国
境

を
跨

い
だ
場
合

に
他
地
域
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先

の

「
バ
ン
ヨ
ウ
」

の
場
合
も
事
例
3

で
は
国
境
を
隔

て

て
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
国
境
地
域
で
不
安
定
な
立
場
に
置
か
れ
た
人

々
が
、
安
定
や
精
神
的
な
拠
り
所
を
求
め
て
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
結
び

つ
き
を
よ
り
必
要
と
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
今
後
よ
り
立
ち
入

っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
同
年
関
係
に
あ
る
も

の
は
日
常
的
に
往
来
し
て
い
る
。
相
手
の
家
族
の
結
婚
式
や
葬
式

の
際

に
米

・
酒
を
持
参
し
て
行
く

場
合

(事
例
11
)
、
婚
礼
な
ど
の
祝

い
事
に
は
行
く
が
葬
式
に
は
行
か
な

い
場
合

(那
坡

県
百
南
郷
B
村
)
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
往
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハね 

は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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5
 
交
流
の
諸
相
3

通
婚

 
こ
こ
で
通
婚

の
事
例
を
見
て
お
こ
う
。
国
境
地
域
で
は
通
婚
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
懸
祥
市
友
誼
鎮

K
村

で
村

の
既
婚
女

性

の
七

割
も
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
嫁

い
で
き
た
女
性

で
あ
る
と

い
う

[塚
田
 
二
〇
〇
六
]
。
通
婚
は
以
前
は
両
国
と

も
に
行
わ
れ
て

い

た
。
た
と
え
ば
、
那
坡

県
平
孟
鎮
で
は

一
九
五
〇
年
代
に
は
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
嫁

い
で
き
た
が
、

一
九
四
〇
年
代

に
は
中
国
側
か
ら
四

人
が
嫁
出
し
た
と

い
う
。
先

の
事
例
1
の
靖
西
県
龍
邦
鎮
Q
村

で
は
、
人
民
共
和
国
成
立
以
前
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
嫁

ぐ
者
が
多
か

っ
た
。

一
九
五

〇
年
代
、
と
く
に

一
九
五
八
～
六
〇
年
は
中
国
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
た
め
中
国
か
ら
嫁
ぐ
者
が
多
か

っ
た
。
文
化
大
革
命
中

も
中
国

か
ら
嫁
ぐ
者
が
多
か

っ
た
と

い
う
。
改
革
開
放
政
策

の
進
展
に
よ

っ
て
中
国
が
経
済
的
に
発
展
を
遂
げ
て
か
ら
は
こ
の
十
年
ほ
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

は
中
国

の
経
済
発
展
に
と
も
な

い
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国

へ
の
嫁
入
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
通
婚
圏
は
、
村
民
が
歌
掛

け
を
し
た
り

「同
年
」
を
持

つ
な
ど
往
来
の
多

い
村
同
士

の
場
合
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
る
。

こ
の
村
落
間
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
は
別
稿
で
検
討
す
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
嫁
入
り
に
関
す
る
最
近
の
事
例
を
挙
げ
よ
う
。

 
[事
例
12
]
靖
西
県
龍
邦
鎮

N
村
、
黄
P
氏

(二
九

〈
二
〇
〇
六
年
〉
、
タ
イ
ー
族
)

 
黄
氏
は
、
チ
ャ
リ
ン
県
ソ
ン
ノ
イ
社
M
村

の
出
身
で
あ
る
が
、
そ
の
村
は
タ
イ
ー
族
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ヌ
ン
族
が
二
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
と

い
う
。
黄
氏
は
タ
イ
ー
族
で
あ
る
。
国
境
線
に
接
し
た
N
村
か
ら
は
八
、
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て

い
る
。
二
〇
〇

一
年

に
N
村

の
男
性

(
二
九
歳
)
に
嫁

い
だ
。
な
れ
そ
め
は
、
双
方

の
母
が
チ
ャ
リ
ン
県
街
区

の
定
期
市
で
知
り
合

い
友
人
に
な

っ
た

こ
と

に
始
ま

る
。
背
景
に
は
経
済
発
展
に
と
も
な
う
中
国

で
の
生
活
条
件
の
好
転
が
あ
る
。
結
納
は
、
衣
装
ダ

ン
ス
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
米

一
〇
〇
斤
、
モ
チ
米

一
〇
〇
斤
、
豚
肉
二
五
〇
元
、
酒
二
〇
〇
斤
、
現
金
三
〇
〇
〇
元
で
あ

っ
た
。
持
参
財
は

フ
ト

ン
、
炊
飯
器
、
鍋
、
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湯
沸
か
し
器
で
あ

っ
た
。婚
礼
の
際
に
伴
娘
や
友
人

・
親
戚
を
含
め
て
十
二
人
が
随
行
し
て
き
た
。婚
後
、

一
女

(四
歳
)
・
一
男
(数

ヶ
月
)

を
も
う

け
た
。
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
帰
省
は
旧
暦
正
月
五
、
六
日
、
三
月
三
日
の
墓
参
、
七
月

一
四
日
の
中
元
節
に
行
う
。
搗

き
モ
チ
、
去
勢

鶏
、
豚
肉
、
酒
、
菓
子
、
果
物
な
ど
を
持
参
す
る

(正
月
に
は
チ

マ
キ
を
も
持
参
す
る
)。
父
母
の
体
調
が
悪
い
と
き

は
中
国
製
の
薬
を

持

っ
て
ゆ
く
。
父
母
は
年
に

一
、
二
度
は
中
国
側

へ
来
る
。
彼
女
は
ま
だ
中
国
語
が
わ
か
ら
な

い
。
家

で
は
、
子
供
と

の
間
で
は
壮
語

・

タ
イ
ー
語
を
話
す
。
子
供
に
キ
ン
語
は
教
え

て
い
な

い
。
こ
の
数
年
は
ベ
ト
ナ
ム
側

の
取
締
り
が
ゆ
る
く
な

っ
て
来

や
す
く
な

っ
た
と

い

う
。

 
結
納

の
金
額
は
、
中
国
人
同
士
の
場
合
よ
り
は
か
な
り
安
い
。
こ
の
た
め
N
村

で
は
家
庭
の
経
済
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
者
が
ベ
ト
ナ
ム

人
嫁
を
嬰
る
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
那
坡
県
平
孟
鎮
N
村

の
趙
P
氏

(三
六
、
女
、
タ
イ
ー
族
)
は
、
中
国
人
の

夫
と
ベ
ト
ナ
ム

・
バ
オ
ラ
ク
県
の
定
期
市

で
知
り
合

っ
て
嫁
入
り
し
て
き
た
。
結
納
は
中
国
人
と
の
結
婚

の
場
合
六
〇
〇
〇
元
は
必
要
だ

が
、
彼
女

の
場
合
四
〇
〇
〇
元
で
あ

っ
た
と

い
う
。

 
な
お
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
嫁
は
中
国
国
籍
を
取
得
で
き
な

い
。
故
郷
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戸
籍
は
、
そ
の
ま
ま
保
留

さ
れ
る
場
合
と
喪
失

す
る
場
合

の
二
通
り

の
場
合
が
見
ら
れ
る
。
防
城
港
市
?

中
鎮
の
壮
族
商
人
黄
Z
氏

(事
例
9
)
の
妻
は
、
ク
ア
ン

ニ
ン
省
出
身

の

「
ホ

ア

(華

)
族
」
で
、
国
境
貿
易
で
知
り
合

っ
て
嫁
入
り
し
た
が
、
中
国
の
戸
籍
を
持
た
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
も
戸
籍
か
ら
抹
消
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が

っ
て
妻
は
正
式
に
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
。
ベ
ト
ナ
ム
側
公
安
に
見

つ
か

っ
た
ら
罰
金
を
徴
収
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 の 

る
こ
と

に
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
嫁

い
だ
後
も
戸
籍
上
は
未
婚
の
ま
ま
で
残
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
中
国

で
の
戸
籍
が
な

い
の
で
、
結
婚
証
明
書
、
身
分
証
も
当
然
も
た
な

い
。
中
国
で
派
出
所
に
登
録
し
た
が
、
そ
こ
で
は
誰
々
の
妻
○
○
と
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ヨ

か
れ
る

の
み
で
あ
る
。
そ
の
子
供
は
中
国
の
戸
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
。
嫁
は
不
安
定
な
身
分
に
置
か
れ

て
い
る
。

 

な
お
、
事
例
は
多
く
な

い
が
壮
族

・
ヌ
ン
族
の
も
と
で
は
嫁
取
り
婚

の
ほ
か
、
男
子
な
き
場
合
に
婿
養
子
を
と
る
行
為

「
上
門
」
が
行
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わ
れ
て
き
た
が
、
国
境
を
越
え
て
婿
養
子
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。
寧
明
県
桐
綿
郷
N
村
何
X
氏

(四

一
、
壮
族
)
は
、
叔

父

(六
七
、
壮
族
)

が

一
九

六
〇
年
代
に
ベ
ト
ナ
ム
へ
婿
養
子
に
行

っ
た
。
後
、

一
九
七
〇
年
代
末
の
ベ
ト
ナ
ム
の
華
人
政
策
の
た
め
、
叔
父
は
息
子
を
連
れ

て
中
国

に
帰
国
し
た
。
し
か
し
叔
父
の
妻

・
そ

の
女
児
は
ベ
ト
ナ
ム
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。

6

交
流
の
諸
相
4
ー

ベ
ト
ナ
ム
人
の
中
国

へ
の
出
稼
ぎ

 
近
年

顕
著
な
の
は
、
農
繁
期
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国

へ
出
稼
ぎ
に
来
る
現
象
で
あ
る
。
と
く
に
田
植
え
や
米

・
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

期
に
大
挙
し
て
来
る
。
中
国
側

の
労
働
力
が
沿
海
部

へ
出
稼
ぎ
と

い
う
形
で
流
失
し
て
お
り
、
そ
の
労
働
力

の
不
足
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の

出
稼
ぎ

で
補

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
事
例
が
あ
る
。

 
[事
例
13
]
龍
邦
鎮
N
村

〈
二
〇
〇
七
年
〉
。

 
農
繁
期

(六
月

の
田
植
え
、
六
月
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
、
九
～
十
月
の
米

の
収
穫
)
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
五
〇
～

六
〇
戸
の
人
々
が
来

る
。
近
く
に
は
タ
イ
ー
族
と

ヌ
ン
族
が
居
住
す
る
が
、
出
稼
ぎ
に
来
る
の
は
山
住
み
の
ヌ
ン
族
が
多

い
。
労
働
時
間

は
、
午
前
中
は
七
～

八
時
か
ら
十

一
時
ま
で
、
昼
休
み
を
は
さ
ん
で
午
後
は
十
四
時
～
十
八
時
ま
で
で
、
中
国
人
と
変
わ
ら
な

い
。
報
酬

は
食
事
付
き
で

一
日

二
〇
元
、
呼
び
主
の
家
に
宿
泊
す
る
。
中
年
女
性
が
出
稼
ぎ
労
働
者

の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
N
村
は
人
口
二
六
〇
人
程
度

の
小

さ
な
村

で
あ
る
が
、
若
者
た
ち
は
こ
ぞ

っ
て
沿
海
部

へ
行

っ
て
し
ま

っ
た
。

[事

例
14
]
那
坡
県
百
南
郷
G
村
。

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
農
繁
期

の
手
伝

い
に
く
る
の
は

一
九
八
〇
年
代
に
す
で
に
み
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇

一
～
二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
多
く
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な

っ
た
。
仕
事
は
八
角

の
花
切
り

(報
酬
は
毎
日

一
五
～
二
〇
元
)
、
果
樹
の
上
の
雑
草
刈
り

(毎
日
二
〇
元
)
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ

・
米

の

収
穫

(二
～
三
日
間
、
毎
日
二
〇
元
)
で
あ
る
。
呼
び
主
側
が
宿
泊

・
食
事

の
世
話
を
す
る
。
毎
年
百
人
が
来
る
。
彼
ら
は
小
道
を
通

っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 む

て
く
る

の
で
通
行
証
は
も
た
な

い
。
期
間
は
状
況
に
よ

っ
て
二
日
半
程
度
も
あ
れ
ば
半
月
も
あ
る
。
政
府
は
関
与
し
な

い
。

 
[事
例
15
]
チ
ャ
リ
ン
県

ソ
ン
ノ
イ
社
L
村
、
ブ
ォ
ン

・
テ
ィ
ー

・
C
氏

(五
四
、
女
、

ヌ
ン
族
)

 
妹
が

一
九
八
〇
年
代
に
龍
邦
鎮
P
村

へ
嫁

い
だ
。
妹
は
C
氏
の
娘

(現
在
二
六
歳
)
を
P
村
の
近
く

の
村
で
の
稲
刈
り
労
働
に
誘

っ
た
。

娘
は
、
現
地
の
男
性
と
知
り
合

い
、
二
〇
〇
五
年
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。
娘
が
嫁

い
だ
後
、
娘
に
長
女
が
生
ま
れ
た
時
、
家
を
新
築
し

た
時
に
C
氏
は
祝

い
に
か
け

つ
け
た
。
娘

の
嫁
ぎ
先
の
村

へ
行
く
際
に
、
チ
ャ
リ
ン
県
街
区
経
由

で
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗

っ
て
行

っ
た
。
龍

邦
ロ
岸

を
避
け
て
小
道
を
通

っ
た
。
通
行
証
を
持
た
ず
、
ま
た
公
安
に
通
行
料
を
支
払
う
こ
と
も
な
か

っ
た
。

 
事
例

14
で
は
ベ
ト
ナ
ム
側
出
稼
ぎ
労
働
者
の
民
族
的
帰
属
は
タ
イ
ー
族
か
ヌ
ン
族
か
判
明
し
な
い
が
、
事
例
13
は
明
白

で
あ
る
。
後
述

す
る
よ
う
に
現
地
で
は
タ
イ
ー
族
の
ほ
う
が
富
裕
で
交
易
に
従
事
す
る
者
も

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ヌ
ン
族
の
場
合
、
よ
り
貧
困
で
あ

る
こ
と
も
出
稼
ぎ
の
プ

ッ
シ
ュ
要
因
で
あ
ろ
う
。
事
例
15
は
す
で
に
中
国
側

へ
嫁

い
だ
女
性
が
出
稼
ぎ
労
働
に
姪
を
誘

い
、
姪
は
こ
れ
が

縁

で
中

国
人
と
結
婚
し
た
。
ど
の
場
合
も
出
稼
ぎ
労
働
者
は
、
公
に
広
く
募
集
す
る
も
の
で
は
な
く
、
親
戚

・
友
人

関
係
に
あ
る
も
の
、

も
し
く

は
そ
の
紹
介

で
来
る
場
合
が
多

い

(定
期
市
な
ど
で
募
集
す
る
場
合
も
あ
る
)。
同
年
関
係
に
あ
る
も
の
が
農
繁
期

の
手
伝

い
に

 
 
 
 
 
 
 ゐ 

来
る

こ
と
も
あ
る
。
先
に
親
戚

・
友
人
の
往
来
の
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
こ
う
し
た
出
稼
ぎ
も
親
戚

・
友
人

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 お
 

通
じ

て
な
さ
れ
て
い
る
。

 

ベ
ト

ナ
ム
人
女
性
の
労
働
力
は
評
価
が
高

い
。
事
例
13
で
も
出
稼
ぎ
に
来
る
者
の
多
く
は
女
性
で
あ
る
。
靖
西
県
栄
労
郷
M
村
で
も
来

る
の
は
子
供
の
い
る
中
年

の
女
性
で
あ
る
と

い
う
。
た
だ
し
、
壬
庄
郷
B
村

の
場
合
で
あ
る
が
、
サ
ト
ゥ
キ
ビ
収
穫

な
ど
の
労
働
の
種
類
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に
よ

っ
て
は
男
性
も
来
る
。
女
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
切
り
だ
し
、
男
が
そ
れ
を
担

い
で
運
ぶ
と

い
う
。
な
お
、
M
村
の
場
合
も
N
村
と
同
様
、

若
者
は
広
東

へ
出
稼
ぎ
に
行

っ
て
労
働
力
不
足
の
状
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
口
移
動
は
新
た
な
現
象
で
あ
り
、
今
後

の
動
向
が
注
目
さ

れ
る
。7

交
流
の
諸
相
5
ー

そ
の
他

 
民
間
で
の
交
流
と
し
て
、
交
易

の
ほ
か
に
、
民
間
の
宗
教

・
文
化
活
動
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
歌
掛
け
.へ
の
参
加
と
宗
教
的
職
能
者
の
往

来
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
歌
掛
け
は
か

つ
て
は
配
偶
者
選
択
の
場
で
あ

っ
た
が
、
今
は
人
々
の
娯
楽

の
場
だ
。
最
近
は
歌
掛
け
が
若
者
層

で
は
流
行
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
靖
西
県
で
政
府
が
主
催
す
る
歌
掛
け
祭
り
に
ベ
ト
ナ
ム
人
歌
手
が
招
待
さ
れ
た
り
、
チ
ャ
リ
ン
県

の
歌
掛

け
の
際
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
催
さ
れ
、
中
国
側
か
ら
行
く
な
ど
、
活
動
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

 
儀
礼

の
際
に
壮
族

・
ヌ
ン
族
と
も
に
道
士
を
呼
ぶ
。
中
国
側
で
旧
暦
二
月
二
日
の
土
地
公
祭
り
の
際
に
ヌ
ン
族
の
道
士
を
招
聘

す
る
場

面
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
側
が
中
国
人
道
士
を
呼
ぶ
こ
と
も
多

い
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
の
漢
字

の
書

き
手
と
し
て
の
道
士
の
高
齢
化
、
減
少
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
側
で
は
漢
字

・
漢
語
能
力

が
衰
退
す
る
傾
向
に

あ
る
。
事
例
1
の
K
氏
の
家

で
も
故
郷
の
村
の
近
く
か
ら
壮
族

の
道
士
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
は
壮
族
と
ヌ
ン
族

の
言
語
の
共
通
性
が

前
提
と
な

っ
て
い
る
。

 
ま
ず
、
歌
掛
け

へ
の
参
加

に
つ
い
て
次
の
事
例
が
あ
る
。

[事

例
16
]
靖
西
県
龍
邦
鎮
Q
村
、
楊
啓
W
氏

(六
三
、
壮
族
)
・
農
美
L
氏

(五
九
、
女
、
壮
族
)
夫
婦

〈二
〇
〇
九
年
〉

夫
婦

は

一
九
七
八
年
に
結
婚
し
た
。
二
人
は
そ
も
そ
も
牛
追
い
で
知
り
合

っ
た
。
若

い
時
に
は
、
中
国
と
ベ
ト
ナ

ム
側
の
若
者
が
歌
掛
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け
を
し
た
。
牛
追

い
で
男
女
の
集
団
同
士
が
出
会

っ
て
歌
掛
け
が
行
わ
れ
る
の
は
自
然
な
成
り
行
き

で
あ

っ
た
。
歌
掛
け
は
集
団
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
夜

の
八
時
頃
か
ら
始
ま

っ
て
、
翌
朝
ま
で
続

い
た
。
こ
う
し
た
習
俗
は
啓
W
氏

の
母

・
農
氏
B

(八
七
、
壮
族
、
女
、

Q
村
出
身
)
の
時
代
に
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
母
が
若
く
未
婚
の
と
き
に
、
龍
邦
鎮
P
村
の
中
国
人
や
ベ
ト
ナ
ム

・
チ
ャ
リ
ン
県
P
村

の
男
性

た
ち
と
歌
掛
け
を
し
た
。
先
方
が
こ
の
村
に
来
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
時
に
は
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
村

へ
行
き
、
同
年

(メ
イ
ト

ン
)

の
家
に
泊
ま

っ
て
歌
掛
け
を
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

 

[事

例
17
]
靖
西
県
龍
邦
鎮
N
村

〈
二
〇
〇
六
年
〉。

 
N
村

か
ら
七
、
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ー
ク
ワ
ン
県
ト
ン
ジ

ャ
社

で
旧
暦
三
月
七
日
に
歌
掛
け
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。
ト
ン
ジ

ャ
社
の

住
民
の
六
〇
～
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
ヌ
ン
族
で
あ
る
と
い
う
が
、
歌
掛
け
に
は
ヌ
ン
族
や
中
国
の
壮
族
が
参
加
す
る
。
タ
イ
ー
族
は
歌
の

旋
律
が
違
う

の
で
参
加
し
な
い
。
趙
K
氏
は
、
六
〇
年
代
後
半
に
十

二
歳
の
と
き
に
大
人
と

一
緒
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は

歌
掛
け

の
つ
ど
中
国
か
ら
多
く
の
人
が
行

っ
た
。
那
坡
県
平
孟
鎮

・
靖
西
県
栄
労
郷
M
村
か
ら
も
行

っ
た
。

 
最
近

は
歌
掛
け
自
体
が
若
者
層
で
は
流
行
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
歌
掛
け
は
必
ず
し
も
盛
ん
で
は
な

い
よ
う
だ
が
、

一
九
九
九

年
二
月

に
靖
西
県
城
で
政
府
主
催

の
歌
掛
け

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
際
に
チ
ャ
リ
ン
県
か
ら
歌
手
が
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
歌
掛
け

へ
の

国
境
を
越
え

る
参
加
そ
れ
自
体
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
那
坡

県
平
孟
鎮
N
村
の
農
Z
氏
は
親
戚

(母
方
イ

ト

コ
)
が
ベ
ト
ナ
ム

に
い
る

が
、
以
前
に
は
そ
の
親
戚
と

一
緒
に
歌
掛
け
に
行

っ
た
と
言

い
、
こ
う
し
た
文
化
活
動
に
も
親
戚

・
友
人

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見

 
 
 レ 

ら
れ
る
。

 

つ

い
で
、
葬
式

の
際
に
壮
族

・
ヌ
ン
族

・
タ
イ
ー
族
と
も
に
道
士
を
呼
ん
で
儀
礼
を
行
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
交
流
も
見
ら
れ

る
。
前
稿
で
、
愚
祥
市
友
誼
鎮
K
村
で
は
葬
式
に
は
国
内

の
道
士
を
招
聘

し
、
旧
暦
二
月
二
日
の
土
地
公
祭
り
の
際

に
ヌ
ン
族
の
道
士
を

104第1部 移動 のあ り方、移動 と交流 ・民族 間関係



招
聘

す
る
こ
と
を
挙
げ
た

[塚
田
 
二
〇
〇
六
]
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
事
例
が
あ
る
。

 
[事

例
18
]
靖
西
県
龍
邦
鎮
N
村

〈
二
〇
〇
六
年
〉
。

 
道
士
が
N
村

の
近
く
の
ベ
ト
ナ
ム
側
チ
ャ
リ
ン
県

の
村
に
い
な
い
の
で
、
中
国
側
か
ら
行
く
。
祭
壇
の
漢
字
を
書
く
と
き
に
も
こ
こ
か

ら
道
士

が
行
く
。
ベ
ト
ナ
ム
側
の
村
に
は
以
前
に
道
士
が

い
た
が
、
そ
の
子

の
代
に
な

っ
て
漢
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
六
〇
歳
以

上
の
道
士
な
ら
漢
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
下
な
ら
で
き
な

い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
道
士
は
念
経

の
際
に
は
漢
字
を
現
地
語

で
発

音
す

る
が
、
書
き
言
葉
と
し
て
漢
字
は
必
要
で
あ
る
。
旧
暦
七
月
十
四
日

(中
元
節
)
に
も
中
国
龍
邦

の
道
士
を
呼

ぶ
。
報
酬
は

一
回
に

つ
き

二
〇
～
三
〇
元
で
、
葬
式

の
場
合
、
三
晩
か
か
り
、
報
酬
は
百
元
は
必
要
だ
。
現
金
以
外
に
米

・
ア
ヒ
ル

・
豚
肉
を
報
酬
と
し
て
も

ら
・つ
。

 
こ

の
事
例
か
ら
、
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
側

へ
道
士
が
招
か
れ
て
行
く
こ
と
の
背
景
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
の
漢
字
の
書
き
手
と
し
て

の
道

士
の
高
齢
化
、
減
少
と

い
う
現
状
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
点
は
ヌ
ン
族
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
移
住
後
に
生
じ
た
文
化
変
容

の

一
つ
で
あ
る
。
国
境
を
越
え
て
道
士
を
招
く
場
合
、
壮
族
と
ヌ
ン
族

の
言
語
の
共
通
性
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
言
語
が
共
通
で
な

い
地

域
同
士
の
場
合
は
道
士
を
呼
ば
な

い
。
壮
族
や
ヌ
ン
族
以
外
の
民
族
、
た
と
え
ば
ヤ
オ
族
な
ら
ヤ
オ
族
の
道
士
を
呼

ぶ
。
ま
た
、
防
城
港

市
桐
中
鎮
の
場
合
、
そ
こ
の
壮
族
の
支
系

「偏

(ピ

エ
ン
)
人
」
の
言
語
は
他
と
の
共
通
性
に
欠
け
る
の
で
、
道
士
を
呼
ぶ
の
は
支
系
内

 
 
 
 
 
 ま

部
の
み
で
あ
る
。
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8
 
国
境
の
越
え
方

 
中

国
側
で
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
に
住
む
人
々
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
嫁
入
女
性
を
除

い
て
は
中
国
の
身
分
証
明
書

を
持

っ
て
い
る
。
ま

た
、

国
境
を
越
え
て
仕
事
を
す
る
場
合
、
「中
越
国
境
地
区
出
入
境
通
行
証
」
を
所
有
す
る
。
こ
の
通
行
証
は
、
公
安
派
出
所
あ
る

い
は

武
装
警
察

で
取
得
す
る
と

い
う
。
さ
ら
に
交
易
に
従
事
す
る
者
は
、
「
互
市
証
」
を
持

つ
。

こ
れ
は
中
国
辺
防
局
で
取
得
す
る
と

い
う
。

こ
う

し
た
通
行
証
や
互
市
証
の
制
度
は
、
二
〇
〇
三
年
に
開
始
さ
れ
た
と
い
う
。
通
行
証
が
な

い
頃
に
は
、
ベ
ト
ナ

ム
側
公
安

へ
三
元
を

払

っ
た
と

い
う

(靖
西
県
岳
嘘
郷
A
村
)
。
し
か
し
実
際
に
は
次

の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
。

 

[事
例
19
]
龍
邦
鎮
N
村

〈
二
〇
〇
六
年
〉
。

 
通
行
証
を
持

っ
て
い
る
も

の
は
自
由
に
国
境
を
通
行
で
き
る
。
通
行
証
が
な
け
れ
ば
人
民
元
二
元
を
払
う
。
ベ
ト

ナ
ム
側
の
人
も
来
る

時

に
二
元
分
を
ベ
ト
ナ
ム
の
辺
防
所

に
払
う
。
小
道
を
通

っ
て
く
る
場
合
は
辺
防
所
は
な

い
。
子
供
は
証
明
な
し

で
越
境
が
自
由
で
あ

る
。
村
人
は
ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ャ
リ
ン
県
街
区
で
開
か
れ
る
定
期
市
に
行
き

ニ
ワ
ト
リ

・
ア
ヒ
ル
を
買
う
。
途
中
に
ベ
ト
ナ
ム
の
税
関
が
あ

る
が
、
人
員
は
顔
見
知
り
な
の
で
証
明
書

の
類
は
不
要

で
あ
る
。
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那
坡

県
平
孟
鎮
N
村
や
靖
西
県
壬
庄
郷
B
村
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
は
通
行
証
が
す
で
に
廃
止
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
国

境
に
住
む
人
々
は
日
常
的
に
国
境
を
越
え
て
往
来
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
税
関
や
辺
防
所
の
人
員

と
顔
見
知
り
で
、
事

例
19
の
よ
う
に
通
行
証
を
提
示
せ
ず

に
通
過
し
て
い
る
。
チ
ャ
リ
ン
県

ソ
ン
ノ
イ
社
L
村

に
住
む
ラ
ー

・
テ
ィ
ー

・
G
氏

(四

一
、
女
、

ヌ
ン
族
)
は
、
中
国

へ
行
く
と
き
に
通
行
証
は
持
参
す
る
が
、
中
国
側
に
親
族
が

い
て
訪
問
し
に
行
く
と
言
え
ば
辺
防
所
で
金
銭
を
と



ら
れ

る
こ
と
は
な

い
と

い
う
。
事
例

1
の
K
氏
は
、
「去
年
、
牛

の
放
牧
を
し
て

い
た
ら
急

に
故
郷
が
な

つ
か
し
く

な

っ
て
そ

の
ま
ま

帰

っ
た
よ
」
と

い
う
。
彼
女
は
通
行
証
を
持

っ
て
い
な
い
。
ま
た
同
じ
チ
ャ
リ
ン
県
チ
ー
フ
ォ
ン
社
C
村
に
住
む
ノ
ン

・
テ
ィ
ー

・
H
氏

(六
八
、
女
、

ヌ
ン
族
)
は
二
三
歳

の
と
き
に
Q
村

の
す
ぐ
近
く
の
S
村
か
ら
嫁
い
で
き
た
。
彼
女
は
通
行
証
を
持

っ
て
お
ら
ず
、
旧
正

月
や
親
戚

の
婚
礼
な
ど
の
際
に
た
び
た
び
国
境
を
越
え
て
帰
省
を
し
て
い
る
が
、
顔
な
じ
み
の
中
国
の
公
安
か
ら
は
追
及
さ
れ
た
こ
と

が
な

い
。
「彼
ら
は
年
寄
り
を
調
べ
た
り
カ
ネ
を
と

っ
た
り
し
な

い
よ
」
と
い
う
。
と
も
に
故
郷
は
山
道
を
歩

い
て

一
時
間
ほ
ど
で
近

い
。

ま
し

て
約

一
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
広
西

・
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
線
を
横
断
す
る
全
て
の
道
に
辺
防
所
な
ど

国
家
の
機
関
が
置
か

れ
て

い
る
わ
け
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
国
境
に
住
む
人
々
は
国
境

の
存
在
を
意
識
は
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
先

の
事
例
15
の
C
氏
の
場
合

、
娘
の
嫁
ぎ
先

の
村

へ
行
く

ル
ー
ト
と
し
て
政
府
の
口
岸

の
あ
る
龍
邦
を
経
由
せ
ず
に
別
の
小
道
を
経
由
し
て
い
る
。

 
専
門

に
交
易
を
す
る
商
人
の
場
合
は

一
般
人
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
那
坡

県
百
南
郷
で
は
バ
オ
ラ
ク
県
ナ
ン
ジ

ェ
社

へ
行
く
と
き
に
は

公
安

が
い
て
、
通
行
証
が
な

い
場
合
は
十
元
を
払
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
訪
問
目
的

・
姓
名
を
登
録
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
。
靖
西
県
岳

嘘
郷

B
村

の
場
合
で
も
、
証
明
が
な
い
場
合
は
中
国
側
か
ら
行
く
と
き
に
三
元
を
払

い
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
来
る
場
合
は
中
国
側
に
四
元

を
払
う

こ
と
、
証
明
を
持
た
ず
に
山
道
を
通

っ
て
か
り
に
ベ
ト
ナ
ム
側
公
安
に
見

つ
か

っ
た
場
合
、
最
低
五
〇
〇
元

の
罰
金
を
払
わ
ね
ば

な
ら

な
い
と

い
う
。
通
行
証
は
県
公
安
局
な
ど
で
二
〇
元
払

っ
て
入
手

の
手
続
き
を
す
る
が
、
六
ヵ
月
間
有
効
で
あ
る
。
通
行
証
の
ほ
か

定
期
市

で
出
店
す
る
も
の
は

一
人
三
元
を
払
う
。
こ
の
よ
う
に
専
門
に
交
易
を
す
る
人
々
の
間
で
は
証
明
書
の
携
行
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

た
だ

し
、
国
境
地
域
に
住
む
人

々
は
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
事
例
7
で
挙
げ
た
牛
売
り
に
は
ベ
ト
ナ
ム
側
に
親
戚
が
い

る
。
売

り
物
の
牛
を
牽

い
て
ベ
ト
ナ
ム
の
税
関
を
通
過
す
る
と
き
に
、

ベ
ト
ナ
ム
の
親
戚
に
来
て
も
ら

い
、
自
分
の
牛
だ
と
云

っ
て
も
ら

え
ば
、
税
を
納
め
る
必
要
が
な
か

っ
た
と

い
う
。
平
孟
鎮
N
村

(注
10
)
で
も
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
行
く
場
合
に
ラ
オ
ト
ン
に
オ
ー
ト

バ
イ

で
国
境
の
界
碑
の
と
こ
ろ
ま
で
迎
え
に
来
て
も
ら

っ
た
と

い
う
事
例
が
あ
り
、
親
戚

・
友
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
こ
う
し
た
通
行

の
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手
助
け
を
し
て
き
た
。
建
て
前
と
し
て
は
国
境
線
の
通
行

に
は
国
家
が
関
与
し
、
国
境
を
越
え
る
通
行
に
は
証
明
な
ど

の
手
続
き
が
必
要

で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
国
境
に
暮
ら
す
人
々
は
そ
う
し
た
手
続
き
を
経
ず
に
、
ま
た
親
戚

・
友
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用

い
て
往
来
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
人
々
は
国
境
の
存
在
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

で
そ
れ
を
相
対
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

9

相
互

の
イ
メ
ー
ジ

 
中
国
側
の
人
々
の
ベ
ト
ナ
ム
民
族
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
女
性
は
働
き
者
だ
が
、
男
性
は
怠
慢
だ
と

い
う

言
説
が
あ
る

(那
坡

県
百
南
郷
G
村
)。
そ
れ
は
当
地
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
農
繁
期
に
出
稼
ぎ
に
来
る
が
、
そ
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
女
性

で
あ
る
こ
と
に
も
起

因
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
の
男
性
は
怠
慢
な
こ
と
も
あ

っ
て
女
性
は
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
言
説

(平

孟
鎮
N
村
)
、
他
に

も
ベ
ト
ナ
ム
男
性
は
中
国
人
よ
り
も
酒
を
好
む

(百
南
郷
B
村
)
な
ど
と

い
う
、
中
国
人

の
ベ
ト
ナ
ム
の
男
性
に
対
す
る

マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
含
む
言
説
が
数
箇
所
で
聞
か
れ
た
。

 
国

境
地
域
に
住
む
民
族
と
し
て
、
中
国
で
は
壮
族
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
ヌ
ン
族
や
タ
イ
ー
族
と
い
う
名
称
で
表
記

し
て
き
た
が
、

こ
の

点
、

現
地
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
相
互
を
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
側
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
、
自
民
族
を
基
準
と
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム

の
民
族
も
自
分
た
ち
と
同
じ

「壮
族
」
だ
と
い
う
認
識
が
最
も
多

い
。
そ
の
理
由
は
自
分
た
ち
と
同
じ
言
語

時
壮
語
を
話
す
か
ら
で

あ
る
。
次
い
で
、

ヌ
ン
族
や
タ
イ
ー
族
の
区
別
を
認
識
す
る
場
合
が
あ
る
。
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[事
例
20
]
龍
邦
鎮
N
村

〈
二
〇
〇
六
年
〉。

 
ベ
ト
ナ
ム
側
に
タ
イ
ー
族
と
ヌ
ン
族
と
が
い
る
。
人
ロ
は
半
々
く
ら
い
で
、
言
語
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
違

い
は
タ
イ
ー
族
女
性

は
ス
カ
ー
ト
を
は
き
ピ
ン
ク
色

の
上
着
を
着
る
。
ヌ
ン
族
女
性
は
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
緑
色
の
上
着
を
着
る
。
タ
イ
ー
族

の
ほ
う
が
豊
か
で



商
売
も

す
る
が
、
ヌ
ン
族
は
商
売
を
す
る
者
は
少
な

い
。

 
こ
れ
は
国
境
貿
易
に
従
事
し
実
際
に
現
地
を
熟
知
し
て
い
る
人

の
観
察
で
、
大
筋

で
正
確
な
情
報
を
得
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ヌ
ン
族

が
山
地

に
住
み
、
タ
イ
ー
族
が
平
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
人
も

い
る

(平
孟
鎮
N
村
)
。
第
三
に
、
普
段
交
易
に
従
事

せ
ず
、
た
ま
に
親
戚
や
友
人
を
訪
問
し
に
行
く
人

の
中
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
に
つ
い
て
か
な
り
曖
昧
な
認
識
を
持

つ
人
も
い
る
。

 
[事

例
21
]
平
孟
鎮
N
村
。

 
農
Z
氏
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に
ラ
オ
ト
ン
が
お
り
、
た
び
た
び
ベ
ト
ナ
ム
へ
こ
の
ラ
オ
ト

ン
を
訪
問
し
に
行

っ
て
い
る
。

彼
ら
は
壮
族
と
同

じ
言
語
を
話
す
が
、
「キ
ン
族
」
で
あ
る
。
キ
ン
族
は

「
タ
イ
ー
族
」
と
同
じ
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
平
地
で
農
耕
を

し
、
女
性
は
ス
カ
ー

ト
を
は

い
て
い
る
。

 
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
イ
コ
ー
ル

「
キ
ン
族
」
と

い
う
言
説
は
、
平
孟
街
で
も
聞
か
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
政
府
官
員
や
学
校
教
師
を

除

い
て
は
、
カ
オ
バ
ン
省
北
部
の
靖
西

・
那
坡

県
に
隣
接
す
る
地
域
は
タ
イ
ー
族

・
ヌ
ン
族
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ヌ
ン
族

・
タ
イ
ー
族
を
も

っ
て
、
「
壮
族
」
と
看
倣
す
人

(靖
西
県
栄
労
郷
M
村
、
那
坡

県
平
孟
鎮
)
も
少
な
く
な

い
し
、
そ
も
そ
も

ベ
ト
ナ
ム
側
の
民
族
は
言
語
は
同
じ
だ
が
、
何
族
か
は
知
ら
な
い

(岳
嘘
郷
A
村
、
百
南
郷
B
村
)
場
合
も
少
な
く
な

い
。

 
他
方
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
の
中
国
の
壮
族
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
み
る
と
、
タ
イ
ー
族
が
壮
族
を
現
地
語

で

「
ガ
ン

・
シ
ョ
ー
ン
」

(壮
族
を
話
す
人
)
と
正
確
に
呼
ぶ
場
合

(平
孟
鎮
N
村
)
も
あ

っ
た
が
、
実
際
に
は
、
「
中
国
に
は
壮
族
は
お
ら
ず

ヌ
ン
族
の
み
」
(チ
ャ

リ
ン
県

ル
ン
モ
イ
社
)
と
か
、
文
革
期
に
逃
亡
し
て
き
た
壮
族
を

「
中
国
か
ら
来
た
ヌ
ン
族
」
(バ
オ
ラ
ク
県

コ
ッ
パ
ー
ン
社
)、
「ゲ

ン

・
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ヌ
ン
」
(ヌ
ン
人
)
と
呼
ぶ

(岳
墟

郷
X
村
)
な
ど
、
自
民
族
を
基
準
と
し
て
、
中
国
側

の
民
族
を

「
ヌ
ン
族
」
と
認
識
す
る
場
合
が
多

い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
自
分
た
ち
と
同
じ
言
語

-ー
ヌ
ン
語
を
話
す
こ
と
に
あ
る
。
先

の
事
例
5
で
も
大
新
県
碩
龍
鎮
か
ら
交
易
に
来
た
中
国

商
人
は

「
ヌ
ン
語
」
や

「
タ
イ
ー
語
」
を
使
う
と

い
う
。

 
な
お
、
相
手
を
国
名
で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
事
例
12
の
ベ
ト
ナ
ム
人
嫁
黄
氏
は
第
三
者
に
対
し
て
夫
を

「
中
国
人
」
と
呼
ん
で
い
た
。

そ
の
逆

に
壮
族

の
側
に
も
ベ
ト
ナ
ム
側
民
族
を

「越
南
人
」
と
ひ
と
く
く
り
に
呼
ぶ
習
慣
も
あ
る
。
さ
ら
に
言
語
を

組
み
合
わ
せ
た

「壮

語
を
話
す
越
南
人
」
と
か

「
ヌ
ン
語
を
話
す
中
国
人
」
(事
例
5
)
と

い
う
表
現
も
使
わ
れ
る
。

 
と
も
あ
れ
中
国

・
ベ
ト
ナ
ム
と
も
総
じ
て
、
交
易
で
実
際
に
頻
繁
に
行

っ
て
実
情
を
理
解
し
て
い
る
人
を
除

い
て
は
、

一
般

の
人
々
の

相
手
側

の
民
族
名
に
対
す
る
認
識
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な

い
。
そ
れ
が
壮
族
で
あ
れ
ヌ
ン
族
で
あ
れ
、
実
際
の
生
活
に
必
要
な
の
は
言

語
で
あ

っ
て
、
自
分
た
ち
の
話
す
言
語
と
相
手

の
そ
れ
と

の
異
同
が
人
々
の
関
心
事
で
あ
る
。
民
族
名
な
ど
は
と
く

に
必
要

の
な

い
知
識

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
た
だ

し
、
そ
の
こ
と
は
国
境
地
域

に
住
む
人
々
の
間
で
、
壮
族
や
ヌ
ン
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
希
薄

で
あ
る
と

い
う
こ
と

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ガ
ント
ゥ 

を
意
味

し
な
い
。
む
し
ろ
人
々
は
壮
語
あ
る

い
は
ヌ
ン
語
を
話
す
人

(包
括
的
な
概
念
と
し
て
は

「講

土

」
11

「土
話
」
〈地
元
の
言
語
〉

を
話
す

人
)
は
自
分
た
ち
と
同
じ
だ
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
壮
族

・
ヌ
ン
族

の

一
民
族
の
レ
ベ
ル
を
越
え

て
共
通

の
言
語
を
も

つ
集
団
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
厳
密
に
は
、
血
縁
関
係
に
あ
る
者
や

友
人

・
知
り
合

い
な
ど
の
個
人
の
関
係
性

の
あ
り
方
の
相
違
に
応
じ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
濃
淡
が
生
じ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
は
今

後

の
課
題
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
先
の
社
会
文
化
の
共
通
性
や
日
常
の
生
活
圏
の
共
有
、
密
接
な
交
流
、
同
年
関
係
に
よ
る
強

い
結
び
つ
き

と
あ
い
ま

っ
て
、
国
境
地
域
に
お
け
る
、
民
族
の
枠
組
み
を
超
え
た
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
保
持
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
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10

整

理

 
以
上

に
検
討
し
た
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
。

 
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

へ
移
住
し
た
ヌ
ン
族
は
、
衣
食
住
、
婚
姻

・
生
育
習
俗
、
社
会
体
制
上
、
壮
族
と
共
通
す
る
部
分
が
多

い
。
家
屋

で
の
住

ま
い
方
な
ど
に
は
よ
り
古

い
形
態
を
保
持
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
移
住
後
に
多
数
派
の
キ

ン
族
の
影
響
を
受
容
し
、
キ
ン
語
を
習

得
し
た
。
他
方
で
、
漢
字

・
漢
語
能
力
が
衰
退
し
た
。

 
国
境
地
域
の
壮
族
や
ヌ
ン
族

・
タ
イ
ー
族
の
も
と
で
は
交
易
が
生
業
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
専
門
の
商
人
だ
け
と

は
限
ら
ず
農
家

の

兼
業
も
あ
る
。
特
別
な
商
品
だ
け
で
な
く
、
米
や
豚
肉

・
野
菜
な
ど
双
方
と
も
に
あ
る
普
通

の
商
品
も
価
格

の
高
低
や
市
場
か
ら
の
距
離

次
第

で
は
交
易
さ
れ
て
い
る
。
移
住
や
通
婚
に
よ
っ
て
壮
族
と
ベ
ト
ナ
ム
側
民
族
と
で
は
親
戚
関
係
に
あ
る
も
の
、
友

人
関
係
に
あ
る
も

の

(「
同
年
」
を
含
む
)、
が
少
な
く
な
い
。
交
易

の
ほ
か
相
手
の
家
族
の
婚
葬

へ
の
参
加
を
含
む
相
互
の
訪
問
な
ど
日
常
的
に
往
来
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
親
戚

・
友
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
交
易
に
従
事
す
る
場
合
が
少
な
く
な

い
。

 

ベ
ト

ナ
ム
か
ら
中
国

へ
の
嫁
出
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
嫁
は
中
国
国
籍
を
取
得
で
き
ず
、
不
安
定
な
身
分

に
置
か
れ
て
い
る
。

 
近
年

顕
著
な
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
中
国

へ
農
繁
期
に
出
稼
ぎ
に
来
る
現
象
で
あ
る
。
中
国
側
の
労
働
力
は
沿
海

部

へ
出
稼
ぎ
と
い

う
形
で
流
失
し
て
お
り
、
そ
の
労
働
力

の
不
足
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
出
稼
ぎ
で
補

っ
て
い
る
。
そ
の
出
稼
ぎ
も
親
戚

・
友
人

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

 

民
間
文
化
活
動
と
し
て
、
最
近
は
若
者
層
で
は
流
行
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
歌
掛
け
は
必
ず
し
も
盛
ん
で

で
は
な

い
よ
う
だ

が
、
歌
掛
け

へ
の
国
境
を
越
え
る
参
加
そ
れ
自
体
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
側

へ
道
士
が
行
く
場

合
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
背
景
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
の
漢
字

の
書
き
手
と
し
て
の
道
士

の
高
齢
化
と

い
う
現
状
が
あ
る
。
こ
う
し
た
文
化
活
動
に
も
親
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戚

・
友

人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
ら
れ
る
。

 
建

て
前
と
し
て
は
国
境
線
の
通
行
に
は
国
家
が
関
与
し
通
行
に
は
証
明
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
が
、
実
質

的
に
は
国
境
に
暮
ら

す
人
々
は
そ
う
し
た
手
続
き
を
経
ず
に
、
ま
た
親
戚

・
友
人

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用

い
て
往
来
し
て
い
る
。

 
中
国

・
ベ
ト
ナ
ム
と
も
総
じ
て
、
交
易
で
実
際
に
頻
繁
に
行

っ
て
実
情
を
理
解
し
て
い
る
人
を
除

い
て
は

一
般

の
人
々
の
相
手
側
の
民

族
に
対

す
る
認
識
は
自
民
族
を
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
壮
族
で
あ
れ
ヌ
ン
族

で
あ
れ
、
実
際
の
生
活
に
必
要
な

の
は
言
語
で
あ

っ

て
、
民
族
名
な
ど
は
と
く
に
必
要

の
な
い
知
識
で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
人

々
は
壮
語
あ
る
い
は
ヌ
ン
語
を
話
す
人

(包
括
的

 
 
 
 
 
 
 
 
ガ
ノト
ゥ 

な
概
念

と
し
て
は

「
講

土

」
11
「土
話
」
〈地
元

の
言
語
〉
を
話
す
人
)
は
自
分
た
ち
と
同
じ
だ
と

い
う
認
識
を
持

つ
。
こ
の
点
か
ら
す

れ
ば
、
壮
族

・
ヌ
ン
族
の

一
民
族
の
レ
ベ
ル
を
越
え
て
共
通
の
言
語
を
も
つ
集
団
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
指
摘
さ
れ
得

る
で
あ

ろ
う
。

 
伊
藤

正
子
は
か

つ
て
、
タ
イ
ー
族

・
ヌ
ン
族
を
対
象
に
、
国
家

に
よ
る

「国
民
化
」
の
側
面
を
強
調
し
、
清
末

・
民
国
期
の
比
較
的

自
由
な

「
民
族

の
世
界
」
が
ド
イ
モ
イ
以
降
、
国
家
の
存
在
に
制
約
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た

[伊
藤
 
二
〇
〇
三
]。

確
か
に
国
家
に
よ
る
個
々
の
国
民
に
対
す
る
統
治
は
強
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
国
境
に
暮
ら
す
壮
族

・
ヌ
ン
族
の
人

々
の
日
常
の
生
活
圏

は
政
治
的
な
国
境
線
を
越
え
が
ち
で
あ
る
。
人
々
は
国
境
を
越
え
て
牛
追

い
を
し
、
歌
を
掛
け
あ
い
、
日
常
的
に
往
来
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
人

々
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
国
境
を
越
え
て
結
ば
れ
て
い
る
。
人
々
は
国
境
や
そ
れ
を
可
視
化
す
る
税
関

・
辺
防
所
な
ど
の
施
設
を
熟

知
し
て
お
り
、
国
境
線
を
意
識
し
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
人
々
の
目
線
か
ら
見
る
と
、
国
境
の
存
在
を
意
識

し
な
が
ら
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
で
そ
れ
を
相
対
化
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
立
場
か
ら
国
境

の
果
た
す
意
味
を
問

い
な
お
す

こ
と
が
今
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
国
境
地
域
を
越
え
て
遠
距
離
を
移
動
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
国
境
付
近
で
交
易
を

行
う
の
み
な
ら
ず
、
友
誼
関
や
東
興
を
経
て
広
州
ま
で
ゆ
く
も

の
が
出
現
し
て
い
る
。

一
晩
、
長
距
離
バ
ス
に
乗

っ
て
、
翌
日
広
州

へ
着
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く
や
、
衣
服
や
家
電
を
大
量
に
購
入
し
て
帰
国
し
そ
れ
を
販
売
す
る
。
広
州
の
衣
服
は
安
く
て
品
種
が
豊
富
で
あ
る
た

め
で
あ
る
。
中
に

は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
な
い
も

の
も

い
る
よ
う
だ
が
、
旅
行

に
支
障
は
な
い
。
国
境
で
は
出
入
境
通
行
証
を
持

っ
て
通
過
す
る
と

い
う

(防
城
港
市
那
良
鎮
T
村
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
と
く
に
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
増
加
し
て
い
る
と

い
う
)。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
嫁
入
り
に
つ
い
て
も
政
府
の
方
針
も
あ
る
が
、
国
境
線
か
ら
少
し
遠

い
地
域
、
さ
ら
に
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
か
ら

の
嫁
入
り
の
現
象

さ
え
見
ら
れ
る
。
従
来
に
比
べ
て
国
境
地
域
に
限
定
さ
れ
な

い
広
域
に
わ
た
る
交
流
活
動
が
芽
生
え

つ
つ
あ
り
、
今
後

の
注
視
が
必
要
で

 
(19)

あ
る
。

注(
1
)

中
国

・
ベ
ト
ナ
ム
国
境
地
域

で
筆
者
が
行

っ
た
調
査
地
と
期
間
は
次

の
通
り
。
中
国

"
防
城
港
市
飼
中
鎮

・
那
良
鎮

(二
〇
〇
八
年
三
月
)
、
靖
西
県
龍

 
 
邦
鎮

(
二
〇
〇
六
年
九
月
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、

二
〇
〇
九
年
八
月
)、
同
壬
庄
郷

(
二
〇
〇
七
年
五
月
)
、
同
岳
嘘
郷

(
二
〇
〇
七
年
五
月
)
、
同
栄
労
郷

 
 

(
二
〇
〇
七
年
四
月
)
、
同
安
徳
鎮

(
二
〇
〇
七
年
五
月
)
、
那
坡

県
平
孟
鎮

(
二
〇
〇
六
年
九
月
)
、
同
百
南
郷

(二
〇
〇
六
年
九
月
)
。
ベ
ト
ナ
ム

"
チ
ャ

 
 

リ
ン
県

(
二
〇
〇
九
年
三
月
)
、
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県

(
二
〇
〇
六
年

二
月
)
、

バ
オ

ラ
ク
県

(二
〇
〇
六
年
二
月
)
、

ハ
ー
ク
ワ
ン
県

(
二
〇
〇
四
年

二
月
)
。

(
2
) 

人
畜
同
居

は
不
衛
生
な
の
で
畜
舎
を
分
け
て
ブ
ロ

ッ
ク
の
家
に
建

て
替
え
た

い
と

い
う
声
は
ベ
ト
ナ
ム
で
も
聞
く

こ
と
が

で
き
た

(
チ
ャ
リ

ン
県

ソ
ン

 
 

ノ
イ
社
B
村
)
。
た
だ

し
ベ
ト
ナ
ム
側

で
は
経
済
的
事
情
に
よ
り
、
建
て
替
え
は
ま
だ
進
行
し
て

い
な

い
。

(3
) 

「
郎
首
」
は
安
平
州
土
官
李
氏

の
地
方
統
治

に
お

い
て
村

の
徴
税
業
務
を
も
担
当
し

て
い
た
と

い
う
言
説
も
あ
る
。
土
官
が
塞
老
的
人
物
を
村
落
統
治
に

 
 
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
は
今
後
掘
り
下
げ
た
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

(4
) 

こ
の
点
は
最
近
に
限

っ
た

こ
と
で
は
な

い
。

た
と
え
ば
龍
邦
鎮
Q
村
の
黄
福
C
氏

(七
〇

〈
二
〇
〇
九
年
〉
、
壮
族
)

は
二
〇
～
四
〇
年
前
ま

で
は
塩
や

 
 
灯
油

の
価
格

が
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
う
が
安
価
だ

っ
た
の
で
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
街
区

に
ま
で
行

っ
て
購
入
し
て
い
た
と

い
う
。

(5
) 

国
境
か
ら
の
距
離

に

つ
い
て
、
た
と
え
ば
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
ダ

ム
ト
イ
社

P
村
か
ら
靖

西
県
岳
嘘
郷
の
定
期
市

に
来
た
タ
イ
ー
族

の
女
性

は
、
中
国
側

へ

 
 

買

い
物

に
来
る
理
由
と
し

て
、
村
か
ら
ジ

ョ
ン
ケ

ン
県
街
区
ま

で
二
〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
も
あ

る
が
、
岳

嘘
郷
ま

で
は
三
～
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
距
離

 
 

の
近

さ
を
挙
げ

て
い
た
。
国
境
付
近

の
交
通

に

つ
い
て
、
た
と
え

ば
靖
西
県
壬
庄
郷
か
ら
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
街
区
ま

で
歩
行
す
れ
ば
四
時
間
も
か
か
る
が
、

 
 

オ
ー
ト
バ
イ
の
便
も
あ
る
。
那
坡

県
平
孟
鎮

N
村

の
農

Z
氏

(五

一
、
壮
族

〈後
出
〉
)
は
、
友
人
や
親
戚
訪
問
で
ベ
ト
ナ
ム

へ
よ
く
赴
く
が
、
国
境
線
ま
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で
ベ
ト
ナ
ム
の
知
人
が
オ
ー
ト
バ
イ
で
迎
え
に
来
る
と

い
う
。

(6
) 

ニ
ワ
ト
リ
や
ア
ヒ
ル
の
価
格
は
両
国

で
同
じ
く
ら

い
だ
が
、
中
国
側

で
は
化
学
飼
料
を
使
う

の
で
ベ
ト
ナ
ム
側

の
そ
れ
の
ほ
う
が
味
が
良

い
と
し

て
好

 
 
ま
れ
る

(那
坡
県
百
南
郷
B
村
)
と

い
う
事
情
が
あ
る
。

(7
)

事
例

4
の
黄
氏
は
今
は
米

の
転
売

に
従
事
し
て

い
る
が
、
十
年
前

は
ベ
ト
ナ
ム
で
ト
ウ
フ
を

つ
く
る
人
が

い
な
か

っ
た
た
め
ト
ウ
フ
を
作

っ
て
自
転
車

 
 
で
運
ん
で
売

っ
た
。
ト

ウ
フ
の
商
売

は
利
益
が
少
な
か

っ
た

の
で
二
、
三
年
後
、
屑
鉄

や
空
き
瓶
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
買

っ
て
中

国
で
売

っ
た
。

さ
ら

に
は

 
 
広
東

へ
出
稼
ぎ

へ
行

っ
た
が
、
低
賃
金

の
た
め
帰
郷
し
、
米

の
商
売
を
始
め
た
と

い
う
。

こ
の
よ
う
に
機
を
見

て
有
利
な
商
売

に
次

々
と
転
換
す

る
場
合

 
 
も
今
は
少
な
く
な

い
。

(
8
) 

国
境

地
域

で
は
両
国
の
貨
幣
が
と
も
に
通
用
す
る
が
、
定
期
市

で
は
両
替
屋
が

い
て
大
口
の
買

い
物
に
便
利
だ
。
な
お
、
交

易
の
形
式

の

一
つ
と

し
て

 
 
(
一
般
住
民

の
間
で
)
購
入

の
代
行
を
す

る
場
合
が
あ
る
。
靖
西
県
龍
邦
鎮

N
村

の
趙

S
氏

に
よ
る
と
、
自
転
車
、
脱
穀
機
、
電
動
脱
穀
機
な
ど

の
代
行
購

 
 
入
を
依
頼
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
、
近
く
の
龍
邦
鎮

で
入
手

で
き
な

い
場
合
は
靖
西
県
城
に
ま
で
購
入

に
行
く
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
ま
た
、
最
近
で
は
ベ

 
 
ト
ナ
ム
の
定
期
市

で
売
る
た
め
、

ベ
ト
ナ
ム
人
が
商
品
を
仕
入
れ
に
靖
西
県
城
ま

で
来
る
場
合
も
見
ら
れ
る
と

い
う

〈
二
〇
〇
九
年
〉
。

(
9
) 

こ
う

し
た
場
合
や
結
婚
式

・
葬
式

の
通
知

に
は
、
定
期
市

に
行
く
人
に
伝
言
を
頼
む
場
合
が
多

い
。
な
お
、
国
境
を
隔

て
て
い
て
も
身
内

の
者
ゆ
え
招

 
 
待
状

「請
帖
」
は
送
ら
ず
、
口
頭

で
伝
え
る
場
合
が
多

い
。

(
10
) 

農
Z
氏
は
、

ラ
オ
ト
ン
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
側

に
嫁

い
だ
オ
バ

(七
〇
余
歳
)

が
お
り
、
親
戚
と
も
し
ば
し
ば
往
来
を
し

て
い
る
。

そ
の
場
合
、
注
5

 
 
の
よ
う
に
国
境
ま

で
行
け
ば
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
先
方
が
迎
え
に
来
る
。

な
お
、

ラ
オ
ト
ン
関
係

は
近
年

に
限

っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
靖
西
県
岳
墟

郷
何

 
 
Z
氏

(
五
三
、
壮
族
)
は
ジ

ョ
ン
ケ

ン
県
に
ラ
オ
ト

ン
が
お
り
、

一
九
六
〇
年
代

に
知
り
合

っ
た
。
当
時
は
中
国
側

で
食
糧
危
機

の
時
代
だ

っ
た
た
め
ラ

 
 
オ
ト

ン
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
豚
肉

や
米
を
持

っ
て
き

て
く
れ
た
と

い
う
。
な
お
、
相

互
の
訪
問
は

一
九
七

八
年
に
始
ま

っ
た
中
越
戦
争

の
期
間
中
は

で
き
な

 
 
か

っ
た
と

い
う
。

(11
) 

中
越
間

の
通
婚

は
、
中
国
の
壮
族
と

ベ
ト
ナ
ム
の
ヌ
ン
族

・
タ
イ
ー
族
、
双
方

の
ヤ
オ

(瑞
)
族
同
士
な
ど
、
お
も

に
言
語
や
習
慣
を
と
も

に
す
る
民

 
 
族

の
間
で
行
わ
れ
て

い
る

[周
 
二
〇
〇
六
]。

(12
) 

ベ
ト
ナ
ム
女
性

が
中
国
人
男
性

に
嫁
ぐ
場
合
、
ベ
ト

ナ
ム
側
で
は
結
婚
登
録
を
し
な

い
の
で
、
結
婚
を
所
属

の
地
方
政
府

に
と
ど
け
な
け
れ
ば
把
握
す

 
 
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
な
お
、

一
九
八
〇
年
代
初
期

の
中
越
戦
争
直
後

の
こ
ろ
は
、

ベ
ト
ナ
ム
人
嫁

が
中
国
側
地
方
政
府

の
僑
務
弁
公
室

へ
行
き
難
民

 
 
と
し

て
中
国
戸
籍
取
得
手
続
き
を
し
た
事
例
が
あ
る

(龍
邦
鎮
Q
村
、
二
〇
〇
九
年
)
。

(13
) 

ベ
ト
ナ

ム
人
の
嫁
同
士

の
中
国
で
の
交
流
は
非
常
に
少
な

い
し
、
な

ん
ら

の
組
織
も
も
た
な

い
。

な
お
、
最
近
は
ベ
ト
ナ
ム
側

の
政
策

で
、
国
境
に
沿
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う
地
域
か
ら

の
嫁
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

(
14
) 

岳
墟

郷
A
村
で
も
米

・
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
に

ベ
ト
ナ
ム
人
出
稼
ぎ
者
を
呼
ぶ
。
報
酬
は

一
日

二
〇
元

(食
費
込

み
)

で
呼
び
主
宅
に
寄
宿
す

る
。

 
 
こ
の
村
で
も
若
者
の
ほ
と

ん
ど
が
広
東

へ
出
稼
ぎ

に
行

っ
た
と

い
う
。

(15
) 

岳
墟

郷
A
村

の
黄
Y
氏

(三
三
、
女
、
壮
族
)
は
、
「
メ
イ
ト

ン
」
二
、
三
人
が
ジ

ョ
ン
ケ
ン
県
に

い
る
。
彼
女
た
ち
は
米

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
の

 
 
時

に
来
る
。

こ
れ
ら
メ
イ
ト

ン
は
岳
墟

の
定
期
市

の
と
き
に
も
来
る
。
こ
の
よ
う
な
同
年
関
係
に
あ

る
者
も
出
稼
ぎ
で
来
る
。

(16
) 

こ
う
し
た
農
繁
期

の
扶
助
は
以
前

か
ら
あ

っ
た
。

那
坡
県
平
孟
鎮
N
村

で
は
、

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代

に
ベ
ト
ナ
ム
側
の
親
戚

の
農
繋
期

に
手
伝

い
に

 
 
行

っ
た
。
た
だ

し
報
酬
は
な
く
、
食
事
と
宿
泊

の
み
の
提
供
を
受
け
て

い
た
。
最
近
は
、
方
向
は
も

っ
ぱ

ら
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国

へ
、
そ
し
て
報
酬
を
と

 
 
も

な
う
出
稼
ぎ
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
な
お
、
最
近
の
現
象
と
し
て
国
境
地
域

の
壮
族

の
男
性
が

ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
と
知
り
合

っ
て
か
ら
、
と
も

に
広

 
 
東

へ
出
稼
ぎ

へ
行
く
と

い
う
事
例
が
数
例
あ
る
。

(
17
) 

那
坡
県
平
孟
鎮
で
は
、

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
は
歌
掛
け
が
盛

ん
で
、
政
府
主
催

の
唱
歌

コ
ン
テ
ス
ト
に
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
来
た
。
文
革
中
は
唱
歌
は

 
 
禁
止
さ
れ
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
に
入
り
復
活
し
た
。

し
か
し
、
八
〇
年
代
中
期
以
降
は
カ
ラ
オ
ケ
や
C
D
の
影
響
を
受
け
歌
掛
け
が
衰
退
し
て
い
る
。

(
18
) 

道
士

は
あ
く
ま
で
各
家
を
単
位
と
し
て
呼

ば
れ
る
。
し
か
し
名
声

の
高

い
道
士
は
人

々
が
こ
ぞ

っ
て
呼
ぶ
。

チ
ャ
リ
ン
県
チ
ー

フ
ォ
ン
社
C
村

の
住
民

 
 

の
間
で
靖
西
県
龍
邦
鎮

S
村

の
特
定

の
道
士
が
人
気
が
高

い
の
は
そ
の

一
例

で
あ
る
。
な
お
、
道
士
以
外

に
、
靖
西
県
岳
塘
郷
A
村

で
は
、
家
人
が
病
気

 
 
に
な

っ
た
り
災
厄
を
払

い
た

い
と
き
に
女
性

の
宗
教
的
職
能
者

「
巫
婆
」
を

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
呼
ぶ
と

い
う

(
こ
の
場
合
、
道
士
は
同
村
に

い
る
)
。

 
 
 
そ

の
他
の
交
流
と
し
て
、
周
建
新
は
、
龍
州
県
金
龍
鎮

の
村

で
祖
墳
が

ベ
ト
ナ
ム
側

に
あ
る
の
で
、
清
明
節
も
し
く

は
旧
暦
三
月
三
日
の
墓
参
に
ベ
ト

 
 
ナ
ム
側
に
行
く
事
例
を
示
し
て

い
る

[周
 
二
〇
〇
六
]。

 
 
 
医
療
面
で
の
交
流
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
寧
明
県
桐
綿
郷
N
村
の
何
尚

Y
氏

(四

一
、
壮
族
)
は
、
医
者

で
薬
局
を
経
営
し

て
い
る
が
、

ベ
ト
ナ
ム
か

 
 
ら
病
入
が
診
察
し

て
も
ら

い
に
来

る
と

い
う
。
そ
の
場
合
、
風
邪
や
肺
炎
程
度

の
軽
症
患
者

に
限
ら
れ
、
重

い
病
気
で
検
査

・
入
院
が
必
要
な
場
合
に
は

 
 

ラ
ン
ソ
ン
の
病
院

へ
行
く
と

い
う
。

 
 
 
な
お
、
現
在
、
携
帯
電
話
に
よ

っ
て
親
戚
や
友
人
と
通
話
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
。
防
城
港
市
那
良
鎮

L
村

で
は
、
携
帯
電
話
が

一
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
以

 
 
内
は
通
じ
る
こ
と
、
し
か
し
携
帯
電
話

に
装
着
す
る
カ
ー
ド
が
中
国
側
と

ベ
ト
ナ
ム
側
と
で
規
格
が
異
な

る
の
で
、
村
民
は
毎
戸

二
台

の
携
帯
電
話
を
所

 
 
有
し

て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
中
国
で
ベ
ト
ナ
ム

の
T
V
放
送
の
受
信
も
可
能

で
あ
る

(防
城
港
市
胴
中
鎮
)
。

(19
) 

な
お
、
近
年
、
国
境

に
居
住
し
な

い
人

々
が
観
光
で
国
境
を
越
え
訪
問
す

る
ケ
ー

ス
が
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
面

の
検
討
も
必
要

で
あ
る
。

こ
の
点

に

 
 

つ
い
て
范
宏
貴

・
劉
志
強
は
、
「中
越

辺
境
観
光
」
は
、
そ
れ
が
開
始

さ
れ
た

一
九
九
四
年
下
半
期

に
は
越
南

へ
行
く
観
光
客
は
数
万
人
以
下
だ

っ
た

の
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が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
、
広
西
が
接
待
し
た

ベ
ト
ナ
ム
人

の
宿
泊
観
光
客
は

一
一
・
二
四
万
人
に
、
広
西

か
ら
旅
行
社

の
組
織
す
る

ツ
ア
ー
に
加
わ
り

ベ

ト
ナ
ム

へ
行

っ
た
観
光
客
が
二
三

・六
万
人

に
達
し
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る

[
范
宏
貴

・
劉
志
強
等

 
二
〇
〇
六
]
。

参
考
文
献

 
伊
藤
正
子
 

二
〇
〇
三

『
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

〈創
生
〉
と
国
民
国
家
ベ
ト
ナ
ム
 

中
越
国
境
地
域

タ
イ
ー
族

・
ヌ
ン
族

の
近
代
』
三
元
社

 
塚
田
誠
之
 

二
〇
〇
二

「
明
清
時
代
に
お
け
る
壮
族

の

『塞
老
』

に
関
す
る

一
考
察
」

(中
国
史
学
会
編

『中
国

の
歴
史
世
界
ー

統
合

の
シ
ス
テ
ム
と
多
元

 
 
的
発
展
』

〈第

一
回
中
国
史
学
国
際
会
議
研
究
報
告
集
〉
汲
古
書
院
)

 
ー

二
〇
〇
六

「
中
国
広
西
壮

(
チ
ワ
ン
)
族
と

ベ
ト
ナ
ム

・
ヌ
ン
族

の
民
族
間
関
係
-

文
化

の
比
較

と
交
流
を
中
心
と
し

て
」
(塚

田
誠
之
編

『中
国

・

 
 
東
南
ア
ジ

ア
大
陸
部
の
国
境
地
域

に
お
け
る
諸
民
族
文
化

の
動
態
』
国
立
民
族
学
博
物
館
調
査
報
告
六
三
号
、
国
立
民
族
学
博
物
館
)

 
ー

二
〇
〇
九

「
中
国
広
西
壮
族
与
越
南
民
族
的
交
流
」
塚

田
誠
之

・
何
明
編

『
中
国
辺
境
民
族
的
遷
徒
流
動
与
文
化
動
態
』
雲
南
人
民
出
版
社
)

 
范

宏
貴
 

一
九
八
九

「我
国
壮
族
与
越
南
岱
族
、
儂
族
的
古
今
関
係
」
(
范
宏
貴

・
顧
有
識
編

『
壮
族
論
稿
』
広
西
人
民
出
版
社
)

 
范

宏
貴

・
劉
志
強
等
 
二
〇
〇
六

『中
越
辺
境
貿
易
研
究
』

民
族
出
版
社

 
周
建
新
 
二
〇
〇
六

『沿
辺
而
行
ー

広
西
辺
境
地
区
中
越
跨
国
民
族
考
察
札
記
』
広
西
人
民
出
版
社
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四
　

一
九
世
紀
前
半
、
雲
南
南
部
地
域
に
お
け
る
漢
族
移
住

の
展
開
と
山
地
民
社
会
の
変
容

は

じ
め
に

武
内
房
司

　
雲
南
は
ビ

ル
マ

(ミ
ャ
ン
マ
ー
)
・
ラ
オ
ス
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
諸
国
家
と
隣
接
し
、
か

つ
そ
こ
に
は
、
国
境
を
越
え
て
居

住
す
る
民
族
も
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
今
日
、
雲
南
に
お
い
て
最
も
多
数
を
占
め
て
い
る
の
は
漢
族
で
あ
る
。
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
リ
ー
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
西
南
中
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
作

っ
た
の
は

一
七
〇
〇
年
か
ら

一
八
五
〇
年

に
か
け
て
起

こ
っ
た
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ユ　

族

の
大
規
模
な

「自
発
的
移
住
」
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の

一
五
〇
年
間
に
約
三
〇
〇
万
人
の
漢
族
が
雲
南

・
貴
州
な
ど

の
西
南

中
国

に
移
住
し
た
、
と
リ
ー
は
推
測
し
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
新
大
陸
産

の
作
物
が
雲
南
に
も
導
入
さ
れ
、
漢
族
移
住
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

山
地

で
の
生
活
が
容
易
に
な

っ
た
こ
と
も
こ
う
し
た
大
量
移
住
を
支
え
た
条
件
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
リ
ー
の
指
摘
す
る

「自
発
的
移
住
」
を
支
え
た
で
あ
ろ
う
経
済
的
利
益

の
獲
得
を
目
指
す
広
範
な
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ょうす
う
み
んぞく
ち
く　
　む
か
　ヨ　

移
民

の
存
在
で
あ
る
。
雲
南
に
は
、
「　

夷
　
方
　

に
走
う
」
と

い
う
諺
が
生
ま
れ
た
が
、
必
ず
し
も
生
活
に
困
窮

し
た
こ
と
だ
け
が
移
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住
を

促
し
た
モ
メ
ン
ト
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
に
は
漢
族

の
ほ
と
ん
ど
住
む
こ
と
の
な
い
雲
南
西
南
部
に
足
を
踏
み
入
れ

「
山
貨
」
を
入

手
し
、
経
済
的
な
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
移
民
た
ち
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。

　
本
稿
に
お

い
て
は
、
茶
と
棉
花
と

い
う
十
八
～
十
九
世
紀
雲
南
南
部

の
主
要
な
交
易
品
目
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
そ
の
生
産

・
流
通

を
担

っ
た
山
地
民

・
漢
族
移
民
た
ち
の
動
向
に
着
目
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
茶
と
棉
花
に
代
表
さ
れ
る
交
易
の
展
開
は
雲
南

へ
の
漢

族
の
移
住
を
促
す
と
と
も
に
、
生
業
形
態
、
統
治
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
宗
教
の
あ
り
方
を
含
め
、
山
地

・
平
地
を
問
わ
ず
雲
南
南
部
に

居
住

す
る
非
漢
族
社
会
に
深
甚
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
人
類
学

の
視
点
か
ら
雲
南
南
部
さ
ら
に
は
タ
イ
に
居
住
す
る
ラ
フ
の
宗
教
運
動
を
分
析
し
た
片
岡
樹
氏
は
、
『社
会
歴
史
調
査
』

な
ど

人
民
共
和
国
成
立
後
に
実
施
さ
れ
た
中
国
の
種
々
の
調
査

・
研
究
な
ど
に
依
拠
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
知
ら
れ
る
ラ
フ

が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
て
い
く
背
景
に
は
、
「仏
房
」
と
呼
ば
れ
る
漢
族
移
民
の
将
来
し
た

「仏
教
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

　
　

　
　
　
　
　
　　　

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
雲
南
南
部
居
住

の
山
地
民

の
動
向
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
片
岡
氏
の
研
究
か
ら
多
く
の
示

唆
を
得
た
。
仏
教

の
受
容
、
さ
ら
に
は
キ
リ
ス
ト
教
化
の
道
を
歩

ん
だ
ラ
フ
集
団
の
軌
跡
は
、
十
八
～
十
九
世
紀
に
雲
南
南
部
山
地
民
社

会
が
経
験
し
た
社
会
変
化
の
大
き
さ
を
物
語

っ
て
い
る
と
も

い
え
る
。

　
た
だ
、
氏

の
研
究
は
、
「
仏
房
」
が
登
場
す
る
歴
史
的
な
背
景

の
考
察
に
な
お
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
大
き

な
社
会
変
動
を
経
験
し

つ
つ
あ

っ
た
十
八
～
十
九
世
紀
の
雲
南
南
部
非
漢
族
社
会
を

い
か
に
統
治
し
て
い
く
か
は
、
清
朝
当
局
者
に
と

っ

て
も
看
過

で
き
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
、
雲
貴
総
督
や
雲
南
巡
撫
な
ど

の
手
に
よ
り
多
く
の
上
奏
文
が
作
成
さ
れ
た
。
本
稿
に
お

い
て

は
、

近
年
公
開
さ
れ
た
こ
う
し
た
清
朝
の
未
公
刊
文
書
を
用
い
な
が
ら
、
十
八
～
十
九
世
紀
雲
南
南
部
山
地
民
社
会

の
変
容

の
あ
り
よ
う

を
跡

づ
け
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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1

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
お
け
る
茶
業
の
展
開
と
漢
族
移
民

　
ω
　
総
店
市
制
と
そ
の
崩
壊

　
雲
南
産

の
著
名
な
商
品
と
し
て
普
泪
茶
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
普
沮
茶
は
主
と
し
て
、
雲
南
南
部
、
メ

コ
ン
川
以
東

の
攸

楽

・
革

登

・
倚
邦

・
奔
枝

・
蛮
崙

・
慢
撒
か
ら
な
る

い
わ
ゆ
る
六
茶
山
で
採
取
さ
れ
る
茶
葉
を

い
う
。

こ
れ
ら
の
茶
山
を
か
か
え
る
地
域

は
、
雍

正
七

(
一
七
二
九
)
年
、
清
朝
に
よ
る
改
土
帰
流
政
策
が
実
施
さ
れ
る
以
前
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
と
呼
ば
れ

る
タ
イ
系
土
司

(タ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ム　　　　ン

イ
系
民
族
側
か
ら
見
れ
ば
諸
盆
地
国
家
の
連
合
王
国
)

の
支
配
す
る
領
域
に
属
し
て
い
た
。

　
本
来
、
チ
ベ
ッ
ト
や
北
方
遊
牧
民
向
け
の
固
形
粗
茶
の
代
名
詞
に
す
ぎ
な
か

っ
た
普
滑
茶
は
、
清
朝
宮
廷
向
け
の
貢
茶
に
指
定
さ
れ
る

に
と
も
な

い
華
南
を
中
心
に
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
多
く

の
漢
族
商
人
が
茶
山
を
訪
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

　

メ
コ
ン
河
以
東
地
区
に
お
い
て
改
土
帰
流
政
策
が
実
施
さ
れ
る
契
機
と
も
な

っ
た
雍
正
七
年
の
ム
ン
ハ
ム

(橄
欖
壗
)
叛
乱
も
ま
た
、

こ
う
し
た
漢
族
茶
商
人

へ
の
反
発
に
起
因
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
背
景
を
詳
細
に
分
析
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ダ
ニ
エ
ル
ス
氏

の
研

　
　
　

　
　
　
　
　
　
メ
コ
ン
が
わ

究
か
ら
、
こ
の
時
期
の
九
龍
江
以
東

の
い
わ
ゆ
る
六
大
茶
山
地
区
に
お

い
て
は
、
山
地
民
と
平
地
居
住
の
タ
イ
系
民
族

と
の
あ

い
だ
に
以

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ら
ね

下
の
よ
う
な
民
族
間
関
係
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ァオ
ペン
デ
ィン

　
①
山
地
民
と
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
連
合
王
国

の

首

長

と
の
間
に
は
主
従
関
係
に
も
と
つ
く
ゆ
る
や
か
な
支
配

関
係
が
存
在
し
て
い

　
　
た
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ン
ハ
ム　
　
ノ
ァオム
ン

　
②
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
臣
属
す
る
橄
欖
煽
の
国

王

は
漢
族
商
人

へ
の
抵
抗
を
示
し
た
山
地
民
を
鎮
圧
す
る
ど

こ
ろ
か
む
し
ろ
協
力

　
　
す

る
姿
勢
を
と

っ
た
。
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③

大

塔

寺

緬

和

尚

な

ど

、

上

座

部

仏

教

僧

侶

が

タ

イ
系

ッ

ァ
オ

ム

ン
と

山

地

民

と

の
共

同

戦

線

に

協

力

し

て

い

る
。

　

一
言

で

い
う

な

ら

ば

、

雍

正

五

年

の

山

地

民

の
叛

乱

か

ら

改

土

帰

流

に
至

る
時

期

に

お

い
て

は

、

山

地

民

と

平

地

タ

イ

系

土

司

と

の
問

に

は

い
わ

ば

蜜

月

時

代

と

も

呼

べ

る
共

存

協

力

関

係

が

存

在

し

て

い
た

の

で
あ

る

。

　

シ

プ

ソ

ン
パ

ン
ナ

ー

は

十

二

の
行

政

単

位

パ

ン

ナ

ー

か

ら

な

る
連

合

王

国

で

あ

り

、

首

長

ツ

ァ
オ

ペ

ン
デ

ィ

ン

が

こ

れ

ら

の

パ

ン
ナ

ー

を

統

轄

し

て

い
た

。

清

朝

側

か

ら

は
、

車

里

(
タ

イ

側

呼

称

は

ツ

ェ
ン

フ

ン

)

を

首

都

と

す

る

ツ

ァ
オ

ペ

ン

デ

ィ

ン

に

対

し

、

明

代

同

様

に

車

里

宣

慰

司

の
称

号

を

授

与

さ

れ

て

い
た

。

　

ム
ン
ハ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ル
タ
イ

　

橄

欖

壗

叛

乱

後

、

雲

貴

総

督

鄂

爾

泰

は

雍

正

七

年

、

車

里

宣

慰

司

の
東

北

に
新

た

に

普

泪
府

を

創

設

す

る

と

と

も

に

、

シ
プ

ソ

ン
パ

ン

ナ

ー

の
主

た

る

輸

出

向

商

品

で
あ

っ
た

茶

業

に
対

す

る

管

理

制

度

を

定

め

た

。

.
総

茶

店

"

制

と

呼

ば

れ

る

も

の

で
あ

る
。

こ

の
制

度

の

も

と

で

は

、

普

沮
府

か

ら

通

判

が

思

茅

に
派

遣

さ

れ

る

と

と

も

に
、

茶

の
交

易

を

行

な

う

官

設

の

"
総

店

"

が

設

け

ら

れ

、

客

商

が

茶

山

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

に

直

接

入

山

し

買

い
付

け

に

あ

た

る
行

為

は

厳

禁

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た

。

こ

う

し

た

措

置

は

、

江

西

商

人

等

の
茶

商

と

ハ

ニ
族

ら

山

地

民

と

の
直

接

的

な

接

触

を

制

限

す

る

こ
と

で
、

民

族

間

の
紛

争

を

未

然

に
防

止

す

る

こ
と

を

め

ざ

し

た

も

の
と

い
え

よ

う

。

　

官

営

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

を

設

置

し

そ

こ

で

の
交

易

に

限

定

し

よ

う

と

す

る

政

策

は

、

貴

州

省

清

水

江

流

域

の
苗

族

地

域

で
採

用

し

た

木

材

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぎ
ょ
う
し
ょ
う

交

易

の
パ

タ

ー

ン

と

も

共

通

し

て

い
る

。

そ

こ

で

も

、

遠

隔

地

か

ら

訪

れ

た

客

商

は

"
総

木

市

"

と

呼

ば

れ

る

交

易

場

に

お

い

て

の

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

商

品

の
購

入

が

認

め

ら

れ

、

こ
う

し

た

設

定

マ
ー

ケ

ッ
ト

を

越

え

て
苗

族

地

区

に
入

山

し

交

易

に
従

事

す

る

こ

と

は

で
き

な

か

っ
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
　
ニ　
　
　
　
　
　
プ
　
ラ
ン

　

茶

の
生

産

形

態

に

つ

い

て
見

る

な

ら

ば

、

タ

イ

系

土

司

の
管

理

の
も

と

、

「
窩

泥

」

や

「
蒲

蛮

」

な

ど

の

山

地

民

が

継

続

し

て

茶

葉

の

栽

培

が

担

う

体

制

が

取

ら

れ

た
。

た

と

え

ば

、

雲

貴

総

督

尹

継

善

は

、

叛

乱

終

結

後

、

次

の

よ
う

に

述

べ

て

い
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ん

　

　

　

茶

山

に

つ

い

て

い
え

ば

、

倚

邦

一
帯

は

皆

な

窩

泥

が

居

住

し

て

い
る

。

査

す

る

に

倚

邦

の

土

弁

曹

當

斎

は

誠

実

で

あ

り

、

師

を

　

　

率

い
賊

の

掃

蕩

に
誠

実

に

取

り

組

ん

だ

。

よ

っ
て

〔
曹

當

斎

に

〕

倚

邦

の
茶

山

を

管

轄

さ

せ

る

べ

き

で
あ

る
。

…

…

さ

ら

に
攸

楽

沃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ん
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ
し
ょ
う

　

　

は

す

で

に

撤

廃

さ

れ

た

が

、

な

お

三

十

六
寨

に

は

管

約

す

る
者

が

必

要

で

あ

る
。

宣

慰

司

刀

紹

文

お

よ

び
各

土

弁

の
公

保

に

よ

り

、
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ピ
イ
ヤ　

　
　
叭
　
竜
損
は
窩
泥
寨
を
管
理
し
、
喇
鮓
區
は
蒲
蛮
寨
を
分
管
し
て
い
る
が
、
皆
な
誠
実
で
任
用
に
た
え
る
。
彼

ら
に

〔山
地
民
を
〕

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょう
さ

　
　
管

理
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
の
叭
目

・
火
頭
に
つ
い
て
も
勤
勉
で
誠
実
な
者
を
選
び
充
当
さ
せ
、
常
に
厳
し
く
稽
察
を
行
う

　
　
　

　
　
　
　　　

　
　
べ
き
で
あ
る
。

　
倚
邦

の
場
合
土
弁

の
曹
氏
、
攸
楽
に
お
い
て
は
車
里
宣
慰
司
刀
氏
や
土
弁
な
ど
の
土
司
の

"
公
保
"
を
受
け
た
叭
竜
損
ら
茶
山
の
首
長

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レマつ
ち

が
今
日

ハ
ニ
や
プ
ー
ラ
ン
な
ど
の
民
族
に
分
類
さ
れ
て
い
る
山
地
民
を
管
理
す
る
体
制
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
す

で
に
ダ
ニ
エ
ル
ス
氏

が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
雍
正
七
年
に
改
土
帰
流
政
策
が
施
行
さ
れ
た
と
は
い
え
、
メ
コ
ン
河
以
東

の
六
版
納
地
域
に
お

い
て
は
、
車

里
宣
慰

司
な
ど
平
地

の
土
侯
権
力
を
介
し
た
間
接
的
な
山
地
支
配
が
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
改
土
帰

流
政
策
実
施
当
初
に

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マラ
リ
ア

お

い
て
は
、
攸
楽
沢
を
設
置
し
清
朝
軍
隊
を
常
駐
さ
せ
る
な
ど
の
試
み
が
な
さ
れ
の
で
は
あ

っ
た
が
、
瘴
癘
に
代
表

さ
れ
る
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
ー
の
風
土
的
条
件
は
そ
う
し
た
直
接
統
治
の
実
施
を
阻
ん
だ
の
だ
と
も

い
え
よ
う
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
コ
ン
が
わ

　
以
上

の
よ
う
に
、
六
大
茶
山
と
称
さ
れ
る
九
龍
江
東
岸
地
域
に
お
い
て
実
際
に
茶
栽
培
を
担

っ
た
の
は
、
平
地
の
タ
イ
族
で
は
な
く

ハ

ニ
族
や
プ
ー
ラ
ン
族
な
ど
の
山
地
民
で
あ

っ
た
。
易
武
地
区

の
古
老
の
回
憶
に
よ
れ
ば
、
易
武
に
お

い
て
最
初
に
茶
樹

を
植
え
た

の
は
曼

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　ソ

乃
寨
の
プ
ー
ラ
ン
族
で
あ

っ
た
と

い
う
。
確
か
に
今
日
に
残
る
茶
樹
王
と
呼
ば
れ
る
茶

の
古
木
は
そ
う
し
た
山
地
民

と
茶
業
と
の
悠
久
の

歴
史
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
『普
沮
府
輿
地
夷
人
図
説
』

(嘉
慶
二
十
四

(
一
八

一
九
)
年
序
)
に
は
、
摘
み
取

っ
た
茶
を
籠
に
入
れ
集

　
　
　

　
　
　
　

ハ　
ニ

荷
地
に
運
ぶ

「黒
窩
泥
」

の
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
光
景
が
選
ば
れ
た
の
は
采
茶
が
黒
窩
泥
の
生
活
を
特
徴
づ

け
る
も
の
と
さ
れ
て

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
ニ

い
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
風
俗
画
は
ま
た

"黒
窩
泥
"
の
習
俗
と
し
て
ま
た
次
の
よ
う
な
説
明
文
を
加
え
て
い
る
。

　
　
黒
窩
泥
の
性
は
拙
な
り
。
茶
を
采
り
茶
を
売
る
は
そ

の
業
な
り
。
女
子
は
績
縷
に
勤
め
、
路
を
行
く
に
も
手
よ
り
去
ら
ず
。
普
沮
府

　
　
属

の
思
茅
こ
れ
あ
り
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　
ニ

　
こ
う
し
た
資
料
を
目
に
す
る
と
き
、
茶
山
に
お
け
る
普
沮
茶
生
産
が
主
と
し
て

「窩
泥
」
な
ど
、
そ
の
後
も
す
べ
て
山
地
民
に
よ

っ
て

担
わ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
持

つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
漢
族
商
人
の
六
茶
山

へ
の
入
山
禁
止
、
「窩
泥
」
ら
山
地
民
に
よ
る
茶

121　 　 四　一九世紀 前半、雲南南 部地域 にお ける漢族移住の展 開 と山地民社会の変容



葉
生
産

の
保
護
等
を
目
指
し
た
総
茶
店
制
度
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
形
骸
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
目
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の

兆
し

は
、
早
く
も
総
店
市
制
が
施
行
さ
れ
た
雍
正
年
間
に
現
れ
て
い
た
。
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、
官
僚

・
商
人
た
ち
に
よ
る
宮
廷
用
貢

茶
の
買

い
た
た
き
で
あ

っ
た
。
雲
南
の
布
政
使
庫
よ
り
銀

一
千
両
が
支
出
さ
れ
、
保
管
用
と
錫
瓶
や
木
箱
と
合
わ

せ
、
進
貢
用
の
茶
葉

の
購

入
費
用
に
充
て
ら
れ
た
。
「毛
尖
」
と
呼
ば
れ
る
宮
廷
用
の
茶
葉
が
納
め
ら
れ
た
後
に
よ
う
や
く
民
間
販
売
用

の
茶
葉
の
採
集
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょうた
つ

め
ら

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
雲
南
布
政
使
と
な

っ
た
陳
宏
謀
は
、
貢
茶
な
ど
の
官
茶

の
採

辧

に
あ
た

っ
て
は

「
不
足
額
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こう
に
ゅう　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
やく
に
ん

に
限
定
し
、
時
価
に
照
ら
し
て
公
平
に
採

買

す
る
こ
と
、
不
法
な
官
役
が
貢
茶
に
借
り
て
価
格
を
押
さ
え
る
等

の
行
為
を
禁
止
す
る
布

　
　
　
　
　

さん
ちみ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

告
を
出
し
、
「
夷

民

」
の
生
業
を
保
護
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
民
間
商
人
の
入
山
が
制
限
さ
れ
て
い
る
情
況
の
も
と
で
は
、
官
僚
商
人

た
ち

は
貢
茶
に
借
り
て
茶
葉
を
確
保
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
総
店
市
制
を
掘
り
崩
し
て
い
く
直
接
的
な
契
機
と
な

っ
た

の
は
、
む
し
ろ
漢
族
移
住
民
に
よ
る
茶
園
の
掌
握

で
あ

っ
た
。

一
九
五

〇
年

代
、
雲
南
タ
イ
系
民
族
地
区
で
実
施
さ
れ
た
社
会
歴
史
調
査

の
成
果
は
、

一
九
八
〇
年
代
に
入
り
相

つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ

の
な

か
に
は
、
茶
山
の

一
つ
易
武
地
区
に
入
植
し
た
漢
族
客
戸

の
動
向
を
伝
え

る
貴
重
な
漢
文
文
書
が
含
ま
れ
て

い
る
。
乾
隆
五
十

一

(
一
七
八
六
)
年

の
日
付
を
持

つ
こ
の
文
書
は
採
録
に
際
し
て
問
題
が
あ
り
文
意

の
通
じ
ぬ
箇
所
が
少
な
く
な
い
が
、
筆
者
に
よ
る
解
釈

と
補
訂
を
加
え
た
う
え
で
、
こ
の
史
料
の
原
文
と
大
意
と
を
以
下
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

　
　
　
管
理
易
武

一
帯
地
方
銭
糧
茶
務
軍
功
司
庁
伍
為
給
照
以
専
責
成
事
。

　
　
　
照
得
。
漫
撒

・
蛮
別
二
寨
、
路
当
孔
道
、
自
三
十
年
軍
功
以
来
往
来
夫
役
、
絡
澤
不
絶
。
該
夷
民
等
難
以
携
持
門
戸
、
故
逃
亡
死

　
　

絶
者
頗
多
。

一
応
貢
項
茶
劬
以
及
銭
糧
夫
役
門
戸
、
年
年
掣
肘
不
能
辧
理
。
及
至
本
司
庁
任
事
以
来
、
惟
飭
該
寨
頭
目
盧
浩
勉
支
撹

　
　

頂
辧
、
延
至
於
今
。
而
該
目
盧
浩
身
故
、
所
有
門
戸
銭
糧
無
着
、
兼
以
貢
項
茶
勉

〔
11
劬
〕
関
係
甚
重
日
復

一
日
、
該
二
寨
茶
園
無

　
　

人
採
、
種
植
茶
株
尽
絶
、
咎
將
誰
帰
?

　
　
　
本
司
庁
親
臨
踏
勘
、
乃
撒
寨
頭
目
者
昔
京
稟
称
漫
撒
夷
民
逃
亡
死
絶
者
甚
重
、
近
今
夷
民
儘
有
十
分
之

一
、
実
難
理
。
況
夷
民
茶
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園

倶

已

當

売

與

客

戸
多

年

。

懇

恩

主

圧

今

〔
11
令

P
〕

漫

撒

客

主

尚

文

輝

與

衆

客

戸
等

、

將

毎

年

貢

項

茶

肋

、

照

畝

均

銭

糧

夫

役

門

戸

逓

送

公

文

等

項

、

一
切

照

夷

民

十

角

〔
"
戸

?
〕

分

〔
派

?

〕
、

庶

漫

撒

現

在

之

夷

民

得

以

稍

為

更

甦

等

情

。

　

本

司

復

査

、

若

不

再

為

区

画

、

不

惟

貢

項

茶

劬

夷

民

難

以

酬

〔
11
籌

?

〕

辧

、

即
銭

糧

夫

役

門

戸

逓

送

公

文

、

無

人

辧

理
。

合

行

給

照

為

此

牌

、

仰

客

首

尚

文

輝

遵

照

即

便

伝

諭

客

戸

、

所

有

貢

項

茶

劬

、

照

畝

上

納

。
銭

糧

夫

役

門

戸

公

文

等

項

、

照

夷

民

十

角

〔
11

戸

?
〕

分

派

辧

理

、

以

作

土

著

之

例

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ロ
　

右

照

給

漫

撒

蛮

別

客

首

尚

文

輝

同

客

戸

等

収

執

。

乾

隆

五

十

一
年

二
月

十

六

日
給

司

庁

行
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ょ
う
め
い
し
ょ

〔
大

意

〕

易

武

一
帯

地

方

の

銭

糧

・
茶

務

を

管

理

す

る

軍

功

司

庁

の
伍

が

、
　

照

　

を

発

給

し

責

任

を

も

た

せ

る

案

件

"

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ビ
ル
マ
せ
ん
そ
う

　

さ

て
、

漫

撒

・
蛮

別

二

寨

は

、

交

通

の

幹

線

に

あ

た

り

、

三

十

年

の

軍

功

以

来

〔
軍

馬

の

〕

往

来

・
夫

役

負

担

が

や

む

こ
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ょ
う
す
う
み
ん
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
へ
て

な

く

続

い
た

。

こ

の
地

の
　

夷

民

は

門

戸

を

維

持

す

る

こ

と

が

困

難

と

な

り

、

逃

亡

・
死

絶

す

る

者

が

す

こ

ぶ

る

多

く

、

一
応

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
た
く
し

の
貢

茶

お

よ

び

銭

糧

・
夫

役

〔を

負

担

す

る
〕
門

戸

は

年

々
制

限

を

受

け

、

応

じ

き

れ

な

い

で

い

る
。

本

司

庁

が

任

に

つ

い

て

か

ら

、

　

　

む
ら

こ

の
寨

の
頭

目

盧

浩

に

命

じ

て
何

と

か

今

日

ま

で
請

け

負

わ

せ

て
き

た

。

し

か

し

、

盧

浩

も

死

去

し

、

く

だ

ん

の
門

戸

銭

糧

も

あ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
ら

が

な

く

、

さ

ら

に
貢

茶

は

日

一
日

と

重

要

と

な

っ
て

い
る

の
に

、

こ

の
二

つ

の
寨

の

茶

園

に

は
採

集

す

る
者

が

お

ら

ず

、

茶

株

の
栽

培

も

す

べ

て
絶

え

果

て

て
し

ま

っ
た

。

い

っ
た

い
誰

の
咎

だ

ろ

う

か

?

　

本

司

庁

が

踏

査

し

た

と

こ

ろ

、

〔
漫

〕

撒

寨

頭

目

を

つ
と

め

る

者

昔

京

が

次

の

よ

う

に

上

申

し

て

き

た

。

漫

撒

寨

で

は

夷

民

の
逃

亡

.
死

絶

〔
の

情

況

〕

は

深

刻

で

あ

り

、

最

近

で

は

夷

民

の
数

は

か

つ

て

の

十

分

の

一
に
過

ぎ

ず

、

〔
諸

負

担

を

〕

担

い
き

れ

な

い

で

い
ま

す

。

ま

し

て

、
夷

民

の
茶

園

は

皆

な

す

で
に

何

年

も

前

か

ら

客

戸

に

典

売

さ

れ

て

い
ま

す

。

ど

う

か

恩

主

の
力

に

よ
り

、

漫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
ん
じ
ょ
で
ん
た
つ

撒

寨

の
客

主

尚

文

輝

と

他

の
多

く

の
客

戸

た

ち

に

、

毎

年

の

貢

茶

は

、

畝

ご

と

に
銭

糧

夫

役

・
公

文

遞

送

等

〔
の
負

担

〕

を

均

等

に

し

、

す

べ

て
夷

民

十

戸

に

負

担

さ

せ

る

制

度

に

な

ら

い
、

漫

撒

寨

の
夷

民

〔
の
生

活

〕

が

多

少

な

り

と

も

改

善

さ

れ

る

こ
と

を

望

む
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し
だ

い
で
す
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

とり
き
め

　
　
　
本
司
も
再
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
も
し
区
画
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
貢
茶
を
夷
民
が
負
担
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
銭
糧
夫

　
　
役

・
公
文
逓
送
が
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
客
首
尚
文
輝
に
照
牌
を
支
給
し
、
客
戸
に
伝
諭
さ
せ
、
く
だ
ん

の
貢
茶
を
畝
数
に
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
じ
ょで
んた
つ

　
　
じ
て
上
納
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
銭
糧
夫
役

・
公
文
遞
送
に
つ
い
て
も
、
夷
民
が
十
戸
を
単
位
と
し
て
負
担
す

る
の
に
な
ら
う
よ
う

　
　
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょう
め
いし
ょ

　
　
以
上
、
漫
撒
蛮
別
客
首
尚
文
輝
及
び
客
戸
に
　

照
　

を
発
給
す
。
乾
隆
五
十

一
年
二
月
十
六
日
司
庁

に
発
給
す
。

こ
の
史
料
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
以
下

の
二
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
つ
は
、
総
店
市
制
の
も

と
で
行
わ
れ
て
き
た

「夷
民
」
に
よ
る
宮
廷
向
け
の
貢
茶
生
産
が
危
機
に
瀕
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
さ
き

の
雲
貴
総
督
尹
継
善

の
上
奏
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　
ニ

宮
廷
向
け
の
貢
茶
生
産
を
担

っ
た

「夷
民
」
が

「窩
泥
」
の
集
団
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
下
線
部
に
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
す
で
に
多
く
の
漢
人

「客
戸
」
が
茶
山
に
進
出
し
、
本
来

「夷
民
」
に
属
し
て
い
た
は
ず
の
茶
園
の
多
く
が

「客

戸
」

に
売
却
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
銭
糧
夫
役
」
や

「公
文
逓
送
」
を
含
め
、
「夷
民
」
と
漢
人

「
客
戸
」
と

の
問
の
負
担

の
平
等
化
を
求
め
た
こ
の
文
書
は
、

一
七
八
〇

年
代

に
入
り
、
メ
コ
ン
河
以
東
の
六
大
茶
山
の

一
つ
易
武
に
お
い
て
さ
え
、
「
茶
園
」

の
所
有
者
が
漢
族
移
住
民

へ
と
移
行
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
茶
貿
易
か
ら
多
く
の
収
益
を
得
て
い
た
車
里
宣
慰
使
の
側
で
も
茶
山
地
区
で
の
茶
業
の
衰
退
は
何
と
し
て
も
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
で
あ

っ
た
。
同
年
、
車
里
宣
慰
使
も
ま
た
、
漢
族

「寄
戸
」
尚
文
輝
ら
に
以
下
の
よ
う
な
入
山
許
可
書
を
交
付

し
た
。

　
　
　
車
里
軍
民
宣
慰
使
司
宣
慰
使
刀
為
給
照
事
。
照
得
。
曼
撒

一
寨
路
当
孔
道
、
往
来
供
応
紛
繁
、
前
被
獰

・
緬
等
匪
跳
梁
、
百
姓
奔
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散

逃
亡
戸
口
寥
寥
、
難
拠
該
管
伍
弁
随
時
招
来
、
而
日
就
凋
残
不
能
支
攤
。
掌
事
頭
目
盧
沛

・
盧
浩
又
接
踵
而

亡
、
無
人
頂
理
以

至

茶
園
荒
廃
。
…
…
本
司
例
査
漢
民
不
許
入
境
盤
踞
。
但
親
臨
査
勘
点
問
土
著
実
属
希
少
、
不
上
十
人
、
難
以
供
辧
、

一
切
情
有
可

原
。
合
就
給
委
為
此
牌
、
仰
漫
撒

・
蛮
別
大
小
両
寨
寄
戸
尚
文
輝
等
遵
照
即
便
悉
照
五

(
11
伍
)
弁
前
定
章
程
、
漢
夷
十
戸
頂
辧
貢

茶

、
上
納
銭
糧
、
供
応
夫
馬
、
門
差
徭
役
、
防
盗
充
練
等
事
、
如
果
実
力
奉
行
、
聴
公
守
法
毫
無
貽
誤
。
再
為
造
冊
詳
請
上
憲
附
入

版

図
以
招
投
向
。　

敢
陽
奉
陰
違
欺
挟
夷
民
、
不
聴
管
束
、
定
即
従
重
究
治
、
駆
逐
遞
解
、
決
不
姑
寛
、
凛
之
毋
違
。
須
至
執
照
者
。

乾
隆
五
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
　
給
司
行

　

〔
大

意

〕

　

　

　

　

　

　

　

　
し
ょ
う
め
い
し
ょ

　

車

里

宣

慰

司

刀
、
　

照

　

を

発

給

す

る

の
事

。

さ

て
、

曼

撒

一
寨

は

、

交

通

路

に
あ

た

り

、

往

来

・
供

応

が

頻

繁

で
あ

る

。

さ

　

　
ビ
ル
マ
　
　
ン
ヤ
ン

き

に

莽

.
緬

ら

の
匪

が

跳

梁

し

、

百

姓

は
奔

散

逃

亡

し

、

戸

口

は
寥

々
た

る
あ

り

さ

ま

で

〔茶

の
生

産

を

〕

担

う

の

は
困

難

で

あ

る
。

こ

の
地

を

管

理

す

る

伍

土

弁

は

随

時

〔
山

地

民

を

〕

募

集

し

て

き

た

が

戸

数

は

減

少

し

、

〔栽

培

を

〕

支

え

き

れ

な

い
。

掌

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
た
く
し

の

頭

目

盧

沛

・
盧

浩

が

続

け

て

死

亡

し

た

こ

と

で
、

管

理

す

る

者

が

い
な

く

な

り

、

茶

園

は

荒

廃

し

て
し

ま

っ
た

。

…

…
本

司

が

規

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
ょ
じ
ゅ
もつ

定

を

調

べ

た

と

こ

ろ

で

は

、

漢

民

は

〔
茶

山

に

〕

入

境

し

盤

踞

し

て
は

な

ら

な

い

こ
と

に

な

っ
て

い
る

。

し

か

し
自

ら

調

査

し
、

土

着

の
も

の
に

尋

ね

た

と

こ

ろ

で

は

、

〔茶

山

の
〕

居

住

者

は

実

に
少

な

い
。

十

人

に
達

し

な

け

れ

ば

〔
貢

茶

を

〕

供

給

す

る

こ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
ん
じ
ょ

は

で

き

ず

、

〔
漢

民

の
入

山

に

は

〕

や

む

を

得

な

い
事

情

が

あ

る

。

こ

こ

に

こ

の

牌

を

漫

撒

・
蛮

別

大

小

両

寨

の
寄

戸

尚

文

輝

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
け
お

に
発

給

し

、

さ

き

に

伍

土

弁

の
定

め

た

章

程

に

も

と

づ

き

、

漢

夷

十

戸

に
貢

茶

を

頂

辧

わ

せ

、

銭

糧

を

上

納

し

、

夫

馬

・
差

徭

を
負

　

　

　

ち
あ
ん
い
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
か
み

担

し

、

防

盗

充

練

等

に

あ

た

ら

せ

る

こ

と

と

す

る

。

も

し

ま

じ

め

に

実

施

し

公

に

し

た

が

い
法

を

守

り

、

誤

り

が

な

け

れ

ば

、

再

　

ち
ょ
う
ぽ

び

冊

を

作

成

し

て
上

級

に
報

告

し

、

〔
戸

籍

を

〕

版

図

に
組

み

入

れ

投

降

を

認

め

る

こ
と

と

す

る
。

う

わ

べ

は

従

い
な

が

ら

陰

で
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反
対
し
て
夷
民
を
圧
迫
し
、
官
の
統
制
に
従
わ
な

い
な
ら
ば
、
厳
重
に
処
罰
し
域
内
よ
り
追
放
し
、
決
し
て
許
す
こ
と
は
な

い
。

　

一
八
〇
四
年
に
著
わ
さ
れ
た
檀
萃
の

『愼
海
虞
衡
志
」

に
よ
れ
ば
、
普
泪
茶
の
名
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、
メ
コ
ン
以
東

の
六
茶
山
を
中

心
に
、
「
山
に
入
り
茶
を
作
る
者
は
数
十
万
人
」
に
の
ぼ

っ
た
と
い
う
。
そ
の
多
く
は
漢
族
労
働
者
で
あ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
道
光
庚
戌

(
一
八
五
〇
)
歳
重
修

『普
沮
府
志
』

に
も
ま
た
、
「
そ
の
生
歯
は
統
計
す
る
に

一
十
八
万
人
の
衆
き
に
し
て
茶
山

・
塩
井

の
税
課
は
充
盈

す
」

(梁
星
源
序
)
と
あ
る
。
普
沮
地
区
の
茶
山
が
多
く
の
漢
族
人
口
を
引
き
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ェン
フ
ン

　

一
八
九

一
年
四
月
、
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー

の
車
里

を
訪
れ
た

フ
ラ
ン
ス
の
パ
ヴ
ィ
調
査
隊

の

一
人
ル
フ

ェ
ー

ブ
ル

・
ポ
ン
タ
リ
ス

は
、

メ
コ
ン
河
以
東
の
六
大
茶
山
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
　
　
倚
邦
が
華
南
で
有
名
な
の
は
こ
の
付
近
で
宮
廷
用
の
茶
が
集
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
は
こ
の
あ
た
り

で
採
れ
る
お
茶
は
メ

　
　

コ
ン
右
岸
よ
り
は
る
か
に
少
な

い
。
易
武
、
ゆ
穹
-乞
o
凶
(蛮
崙
?
)
、
攸
楽
山
な
ど
の
他
の
と
こ
ろ
も
商
人
た
ち
を
ひ
き

つ
け
て
い
る

　
　
が
、
倚
邦
は
商
人
た
ち
が
最
も
重
要
と
見
な
す

〔茶

の
〕
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
周
囲
に
抜
き
ん
で
て
い
る
。
普
通

の
お
茶
は

一
担
あ

　
　
た
り
七
な
い
し

一
〇
ピ
ア
ス
ト
ル
で
あ
る
。
品
質
的
に
は
宮
廷
用
よ
り
極
端
に
劣
る
も
の
の
、
五
〇
ピ

ア
ス
ト

ル
に
ま
で
な
る
こ
と

　
　
が
あ
り
、
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　
中
国
人
が
こ
の
地
域
に
流
通
す
る
茶

の
投
機
的
商

い
の
な
か
で
、
通
常
ど

の
程
度
の
利
益
を
得
て
い
る
か
を
正
確
に
示
す
こ
と
は

　
　
困
難
で
あ
る
。私
は
次
の
事
実
を
観
察
し
う
る
だ
け
で
あ
る
。す
な
わ
ち
商
業
活
動
か
ら
は
遠
ざ
か
り

つ
つ
、
メ

コ
ン
川
右
岸
の
ル
ー

　
　
族
た
ち
は
茶
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
に
よ
り
多
く
の
現
金
を
稼

い
で
い
る
。

一
方
、
左
岸
の
場
合
中
国
人
が
茶
を
独
占
し
現

　
　
場

で
そ
れ
を
混
ぜ
粉
に
し
そ
こ
か
ら
多
く
の
利
益
を
得
る
。
蒙
自

・
老
街
、
さ
ら
に
は

ハ
ノ
イ
に
お
い
て

一
ピ

ク
ル
あ
た
り
六
八
ピ

　
　

ア
ス
ト
ル
で
売
ら
れ
て
い
る
籠
の
な
か
の
固
形
茶
を
見
て
も
、
買

い
手
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
を
知
る
こ
と
は
な

い
。

　
　
倚
邦
の
中
国
人
商
人
は
、
こ
の
よ
う
な
固
形
茶
を
作
る
た
め
に
蒸
気
で
茶
葉
を
固
め
る
が
、
彼
ら
は
確
か
に
そ

の
方
法
に
よ
く
通
じ

　
　
　

　
　お
　

　
　

て
い
る
。
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以
上

の
よ
う
に
、

一
九
世
紀
末
に
は
チ
ベ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
に
ま
で
輸
出
さ
れ
て
い
た

ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、

こ
う
し
た
普
揖
茶
の
発
展
に
は
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル

・
ポ
ン
タ
リ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
固
形
茶
製
造
の
技
術
を
習
得

し
た
漢
族
商
人

の

存
在
が
不
可
欠
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

　
倒
　
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
お
け
る
宣
慰
使
職
を
め
ぐ
る
継
承
紛
争
と
漢
族
移
民
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ァオ
ペ
ンデ
ィ
ン

　
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
場
合
、

ツ
ェ
ン
フ
ン
居
住

の
宣

慰

使

に
と

っ
て
交
易
収
入
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
。
な
か
で

も
重
要

な
収
益
源
と
な

っ
た
の
は
メ
コ
ン
河
を
通
過
す
る
際
に
徴
収
さ
れ
る
通
行
税
で
あ

っ
た
。

一
八
三
七
年
、
南
ビ

ル
マ
の
英
領
テ
ナ

セ
リ
ウ
ム
か
ら
派
遣
さ
れ
、
ツ
ェ
ン
フ
ン
を
訪
れ
た

マ
ク
レ
オ
ド
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

メ
コ
ン
河
を

フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
に
は
、
四
分

の

一
テ
ィ
カ
ル

(叶同。巴

が
ラ
バ
な

い
し
馬

一
頭
ご
と
に
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
税
は

　
　
宣

慰
使

(↓
ω①
昌
≦
一
堕
』曽)

の
手
に
入
り
、
同
様
に
ツ
ェ
ン
フ
ン

(匿
穹
ひ。
山
巨

ひq
景
洪
)
地
区
に
入
る
の
に
は

四
分

の
三
テ
ィ
カ

　
　
ル
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
入
境
税
が
支
払
わ
れ
る
と
、
宣
慰
使
は
商
人
が
域
内
で
窃
盗
に
よ

っ
て
被
る
損
害
に
対
し
て
責
任
を
負
う

　
　
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

時
に

内
o
評
三
ω
な
ど
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
襲
う

の
で
、
武
装
兵
が

一
定
の
地
に
駐
屯
し
、
遠
方
か
ら
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
護
衛
す
る
。

　
　
そ

の
見
返
り
と
し
て
、
四
分
の

一
テ
ィ
カ
ル
が
徴
収
さ
れ
る
。
こ
れ
は
正
規
に
認
め
ら
れ
た
手
数
料
で
あ
り
、
シ

ッ
ケ
ー

(↓
ω①
同爵
Φ
)

　
　
が
受
領
す
る
。
シ
ッ
ケ
ー
及
び
そ
の
従
者
は
、
し
か
し
な
が
ら
宣
慰
使
よ
り
食
糧
の
供
給
を
受
け
る
。
こ
こ
を
通
過
す
る
ラ
バ
の
数

　
　
は
年
間
約
五
千
頭
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
上
が

↓
げ
巴
巳
に

い
く
と
い
う
。
茶
と
綿
は
中
国
人
が
輸
入
品
に
対
し
て
輸
出
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
　

　
　
も

の
だ
と
い
う
が
、
ど
の
程
度
の
割
合
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

マ
ク
レ
オ
ド
の
観
察
か
ら
窺
え
る
よ
う

に
、

ツ
ェ
ン
フ
ン
の
宣
慰
使
は
、
茶
や
綿
花
の
輸
送
に
従
事
す
る
キ
ャ
ラ
バ

ン
か
ら
入
境
税
を

徴
収
す

る

一
方
、
盗
賊
か
ら
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
防
衛
し
そ
の
安
全
を
保
障
す
る
義
務
を
負

っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
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　ま

と

っ
て
脅
威
で
あ

っ
た
の
が
、
囚
鋤
評
巳
ω、
す
な
わ
ち
山
地
民
ラ
フ
の
集
団
に
よ
る
交
易
妨
害

で
あ

っ
た
こ
と
が
読

み
取
れ
よ
う
。

い
ず

れ
に
せ

よ
、
こ
う
し
た
保
障
シ
ス
テ
ム
に
支
え
ら
れ
、
ツ
ェ
ン
フ
ン
を
通
過
す
る
ラ
バ
の
数
は
年
間
五
千
頭
に
達
す

る
ほ
ど
の
活
況
を
呈

し
て

い
た
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
宣
慰
使
が
こ
う
し
た
入
境
税
か
ら
多
く

の
収
益
を
確
保
し
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
交
易
の
活
性
化
は
、
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
お

い
て
は
王
権
の
安
定
化
に
繋
が
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
宣

慰
使
職

の
継
承
を
め
ぐ

っ
て
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
お
い
て
は
抗
争
が
あ

い
つ
ぎ
、
ビ
ル
マ
や
チ

ェ
ン
マ
イ
の
カ
ー
ヴ
ィ
ラ
朝
な
ど
の
外

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お
　

部
勢
力
を
巻
き
込
み
、
内
紛
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
継

承
紛
争
の
基
本
的
パ

タ
ー

ン
は
、
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
が
維
持
し
た

「中
国
を
父
と
し
ビ
ル
マ
を
母
と
す
る
」
両
属
関
係
に
起
因
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
シ

ャ
ム
西
北
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
ビ
ル
マ
勢
力

へ
反
抗
を
鮮
明
に
し
た
カ
ー
ヴ
ィ
ラ
朝
が
台
頭
し
た
こ
と
は
、
ビ
ル

マ

・
清
朝
間
の
均
衡

に
新
た
な
不
安
定
要
因
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

こ
う

し
た
内
紛
は
各
ム
ア
ン
問

の
対
立
と

ツ
ァ
オ

ペ
ン
デ
ィ
ン
か
ら
の
離
心
傾
向
を
加
速
さ
せ
ず

に
は
お
か
な

か

っ
た
。
そ
う
し

た
傾
向

が
典
型
的

に
現
れ
た

の
は
思
茅

の
西

に
位
置
し
、
多
く
の
漢
族
移
民
を
抱
え

て
い
た
六
順

(六
梱
)
土

司
地
区
で
あ

っ
た
。

ソ
ァ
オ
ペ
ン
デ
ィ
ン
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ラ
ォ

ス
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ム
ア
ン

車

里

宣

慰

使

に
就

任

し

た

刀

正

綜

は

そ

の
兄

弟

が

南

掌

に

お

い
て
多

額

の

借

財

を

し

た

こ
と

か

ら

各

版

納

へ
の
課

税

を

強

化

し

た

。

こ

の

流

れ

を

受

け

、

六

順

土

司

地

区

に

お

い

て

も

、

土

司

の

刀

緝

熈

は

従

来

各

戸

に

課

し

て

い
た

五

両

の
徴

収

額

を

十

両

に

加

増

さ

せ

ざ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ん
ぞ
く
い
じ
ゅ
う
み
ん

る
を

え

な

か

っ
た

。

こ
う

し

た
措

置

は

「
寄

籍

漢

民

」

ら

の
抵

抗

を

招

い
た

が

、

そ
う

し

た

動

き

を

押

さ

え

る

た

め

に
、

道

光

二
十

七

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ
ァ
オ
ム
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ぞ
く

(
一
八

四

七

)

年

、

六

順

の

土

司

刀

緝

熙

は

配

下

の
擺

夷

に

漢

人

の
多

く

居

住

す

る

上

六

順

地

区

の
焼

き

討

ち

を

命

じ

た

。

か

く

し

て
漢

　

　

タ
イ
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　レ
　

族

・
擺

夷

関

係

は

一
挙

に
悪

化

し

、

激

し

い
民

族

対

立

を

生

む

こ
と

に

な

っ
た
。

茶

山

で

働

く

漢

族

移

民

た

ち

も

ま

た

こ
う

し

た

民

族

対

立

に

巻

き

込

ま

れ

ざ

る

を

え

な

か

っ
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
て
い
い
つ
さ
い

　

咸

豊

元

(
一
八

五

一
)

年

、

雲

貴

総

督

程

喬

采

は

、

道

光

末

年

の

上

記

騒

擾

事

件

を

踏

ま

え

な

が

ら

、

ま

ず

最

初

に
以

下

の
よ

う

に

車

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う
だ
つ

里

宣

慰

使

ら

に

よ

る

過

度

の

収

奪

が

生

ず

る

背

景

を

分

析

し

た

上

で

、

「
苛

派

」

の
禁

止

を

訴

え

た

。
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ビ
ル　
マ　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　
ン
ヤ
ム　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　メ　
コ　
ノ

　

　

　

車

里

土

司

の
西

南

は

緬

甸

に
接

し

、

南

は

暹

羅

に
接

し

て

い
ま

す

。

両

国

は

争

っ
て

い
る

こ

と

か

ら

、

兵

を

九

龍

江

か

ら

遡

ら

　

　

せ

、

〔
車

里

〕

土

司

に

夫

馬

の
援

助

を

要

請

し

て

き

ま

し

た
。

こ

の
土

司

は

懦

弱

で
、

〔
そ

う

し

た

要

求

に

〕

心

な

ら

ず

も

そ

れ

に
応

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ビ
ル
マ　
　
　ン
ヤ
ム

　

　

ず

る

か

、

或

い
は

土

司

及

び

そ

の
家

族

を

緬

・
暹

に

派

遣

す

る

な

ど

し

て
き

ま

し

た

。

ビ

ル

マ

・
シ

ャ
ム

両

国

の
側

も

ま

た

〔
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ぜ
い
た
く

　

　

れ

ら

の
使

節

を

〕

も

て

な

し

、
か

つ
銀

両

を

貸

与

し

そ

の

揮

霍

な

要

求

に

応

じ

て
き

ま

し

た

。
帰

国

後

、
そ

の
利

息

は

数

倍

に

な

り

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ
ァ
オ
ペ
ン
デ
ィ
ン

　

　

ほ

と

ん

ど

財

源

が

尽

き

、

宣

慰

使

は

や

む

を

得

ず

土

弁

に
苛

酷

に

課

さ

ざ

る

を

得

な

く

な

っ
た

の

で
す

。

土

弁

も

ま

た

ム

ア

ン

の

　

　

民

よ

り

収

奪

せ

ざ

る
を

え

ず

、

そ

の

結

果

、

人

と

家

畜

双

方

が

課

税

の
対

象

と

さ

れ

、

し

だ

い
に

配

下

の

人

民

は

土

弁

に
愛

想

を

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

　

　

か

す

よ
う

に

な

っ
た

の

で

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ　　フ

　

車

里

宣

慰

使

の
西

に

は

、

「
猥

黒

」

と

呼

ば

れ

る

山

地

民

が

居

住

し

て

い
た

。

こ

れ

ら

の

「
裸

黒

」

集

団

に

よ

る

「
剽

奪

」

行

為

に

つ

い
て

も

、

程

裔

采

は

次

の

よ

う

に

論

じ

て

い
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム
ン
レ
ム
お
う
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
ゃ
く
だ
つ

　

　

　

車

里

土

司

の
西

と

耿

馬

土

司

の
東

・
孟

連

土

司

の
北

は

い
ず

れ

も

狸
黒

の
巣

窟

で
す

。

…

…

〔彼

ら

は

〕
も

っ
ぱ

ら

剽

奪

に

よ

っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ
ラ
リ
ア
　
　

　
　
　
　
　
う
き
　
　
　
ふ
ゆ

　

　

て
生

活

し

て

い
ま

す

。

住

む

と

こ

ろ

は

皆

烟

瘴

の
郷

で
あ

り

、

雨

水

以

降

霜

降

以

前

は

容

易

に

入

り

込

む

こ

と

は

で
き

な

い
地

で
あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
じ
ゅ
う
み
ん

　

　

り

、

六

梱

と

最

も

接

近

し

て

い
ま

す

。

…

…

か

つ
各

省

の

遊

民

と

結

び

、

夷

寨

が

被

害

を

受

け

る
だ

け

で
な

く

、

土

司

の
衙

門

ま

　

　

で
焼

き

討

ち

の
害

を

受

け

て

い
ま

す

。

…

…

こ
れ

に

先

立

ち

、

〔車

里

宣

慰

使

刀

縄

武

の
息

子

〕

刀

準

臣

は

宣

慰

使

職

を

継

承

し

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

う

と

、

裸

黒

ら

を

呼

び

寄

せ

た

の
で

し

た

。

…

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
　　フ

　

シ

プ

ソ

ン

パ

ン
ナ

ー
連

合

王

国

の
盟

主

ツ

ァ
オ

ペ

ン

デ

ィ

ン

の
継

承

紛

争

が

、

隣

接

す

る

山

地

民

た

る

「
狸

黒

」

集

団

へ

の
接

近

を

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ　
　フ

た

ら

し

て

い
た

こ

と

が

読

み

取

れ

る

だ

ろ

う

。

程

譎

采

の

報

告

に

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

「
裸

黒

」

な

ど

の

山

地

民

が

タ

イ

系

土

司

の
継

承

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
ら
あ
ら
し
い

紛

争

や
漢

族

・
タ

イ

族

間

紛

争

に
関

与

す

る

動

き

を

示

し

た

の

は

、

単

な

る

偶

然

で

は

な

い
よ

う

に

思

わ

れ

る

。

し

ば

し

ば

「
剽

悍

」

と

形

容

さ

れ

る

山

地

民

の
行

動

の
活

性

化

は

、

雲

南

西
南

部

に
居

住

す

る

彼

ら

の
生

活

環

境

が
新

た

な

変

容

を

遂

げ

て

い
た

こ

と

を

示

す

も

の

で
も

あ

っ
た

の

で
あ

る
。
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2

ム

ン
レ
ム

孟
連
土
司
地
区
に
お
け
る
山
地
民
社
会

の
変
貌

　
q

　
棉
花
栽
培

　
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
モ
ー
ル
メ
イ
ン
よ
り
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
派
遣
さ
れ
た

マ
ク
レ
オ
ド
中
尉
は
ツ
ェ
ン
フ
ン

(景
洪

到
達
す
る
ま
で
の
旅
程
で
見
聞
し
た
諸
情
報
を
詳
細
に
日
記
に
書
き
留
め
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
チ
ェ
ン
ト
ゥ
ン
南
部
か
ら
ム
ン

(孟
連

)
北
部
に
か
け
て
居
住
す
る

「野
人

を
凶匡
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

　
　
　
国
鋤
囚
巳
ω
は
チ

ェ
ン
ト
ゥ
ン

(景
棟
)
の
南
部
と
東
部
の
山
地
、
ム
ン
レ
ム

(孟
連
)

の
北
部
に
見

い
だ
さ

れ
る
。
彼
ら
は
n

　
　
住
む
が
、
三
～
四
年
ご
と
に
あ
る
地
点
か
ら
別
の
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
。
彼
ら
は
穀
物
、
タ
バ
コ
、
唐
辛
子
、

そ
れ
に
棉
花
を
"

　
　
す
る
。
棉
花
は
中
国
人
が
主
と
し
て
そ
れ
ら
を
彼
ら
か
ら
手
に
入
れ
る
。
彼
ら
は
税
を
支
払
う
必
要
は
な
い
が
、

マ
ッ
ト
や
布
、

　
　
を
首
長
に
贈

っ
た
り
、
首
長
が
旅
を
す
る
時
は
米
を
提
供
し
た
り
、
荷
物
を
運
ん
だ
り
す
る
。
…
…

　
　
　
彼
ら
に
は
書
か
れ
た
文
字
は
な
く
、
至
高
神
な

い
し
は
来
生

の
観
念
が
な
く
、
精
霊
ナ
ー
ト

昌
讐
ω
を
崇
拝

す
る
。
彼
ら
昼

　
　
を
埋
葬
し
、

一
家
の
成
員
は
す
べ
て
同
じ
所
に
安
置
す
る
。
頭

の
近
く
に
窓
が
残
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
毎
日
死
者

の
た
め
に
食
事
冖

　
　
か
れ
る
。

　
　
　
山
道

の
防
衛
は
彼
ら
に
任
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
武
器
は
弩
弓
、
毒
矢
、
槍
、
火
縄
銃
で
あ
る
。
彼
ら
は
四
万
な
い
し
五
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ェン
フン
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ォ

　
　

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
彼
ら
は
し
ば
し
ば
掠
奪
を
行

い
、
家
畜
を
奪

い
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
か
ら
略
取
す
る
。

車

里

の
さ
き

の
宣
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　
　
は
軍
を
送
り
懲
罰
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
、
そ
れ
以
来
彼
ら
は
分
を
わ
き
ま
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
が
チ

ェ
ン
ト
ゥ
ン
か
ら

ツ
ェ
ン
フ
ン
入
り
し
た

一
八
三
六
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
、
ビ
ル
マ
産
の
棉
花
が
陸
路
を

じ
て
雲
南
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
囚
①
内
三
。゚
す
な
わ
ち
ラ
フ
の
集
団
が
居
住
す
る
チ
ェ
ン
ト
ゥ
ン
か
ら

ム
ン
レ
ム
に
い
・



山
地
で
棉
花
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
漢
族
商
人
に
よ

っ
て
内
地

へ
搬
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
清
朝

側
の
史
料
も
ま
た
山
地
民
の
間
で
新
た
に
経
済
作
物
、
と
り
わ
け
棉
花
を
栽
培
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
伝
え

て
い

る
。
た
と
え
ば
、
嘉
慶
十
六

(
一
八

一
一
)
年
、
雲
貴
総
督
伯
麟
は
、
雲
南
西
部
で
顕
在
化
し

つ
つ
あ

っ
た

「
野
人
」
問
題
の
背
景
を
次

の
よ
う

に
分
析
し
、
嘉
慶
帝
に
報
告
し
て
い
た
。

　

し
ら
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ン
ポ
　
　
　
ラ

　

査

ま

す

る

に

、

雲

南

省

遒

西

の

辺

疆

の

州

県

よ

り

奥

は

各

土

司

の

地

域

で

あ

り

、

外

域

と

接

し

て

い

ま

す

。

中

間

に

野

匪

・
裸

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
り
ょ
う

黒
各
種
夷
人
が
お
り
、
も
と
も
と
化
外
に
属
し
て
い
ま
す
。
土
司
の
管
束
に
服
さ
ず
、
か

つ
て
は

打

生

を
生
業
と
し
て
い
ま
し
た

　

　
　
　
　
　
カ
ラス
ム
ギ

が
、
近
年

で
は

筱

糧

・
棉
花

の
栽
培
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夷
人
た
ち
は
食
糧
が
不
足
す
る
と
、
土
司
地
域
に
赴

い
て

か

ち

く

牲
畜

・
食
糧
を
掠
奪
し
ま
し
た
。
土
司
は
団
練
を
集
め
て
逮
捕
に
向
か
い
、
深
山
に
入
り
込
み
、
自
ら
処
理
し
た
た
め
、
内
地
に
報

告
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…

　
わ
たく
し
とも

　

臣

等

は
続

い
て
道
員
と
と
も
に
ま
ず
野
匪
の
案
件

の
犯
人
た
ち
を
取
り
調
べ
ま
し
た
。
二
斗
木
ら
の
供
述

に
よ
る
と
、
南
甸
土

司

の
辺
疆
地
区

の
野
夷
は
棉
花

の
栽
培
を
生
業
と
し
て
い
ま
す
。
土
司
　
配
地
区

の
各
寨
で
は
常
に
米
穀
を
そ

の
地
に
運
び
棉
花
と

交
換
し
、
こ
れ
ら
の
野
夷
た
ち
は
そ
　
に
よ

っ
て
生
言
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
尹
錫
鋭

・
楊
極
彩
は
こ
れ
ら
の
野
夷
た
ち
と
長

い
間

交
易
し
、
互

い
に
よ
い
関
係
を
築

い
て
い
ま
し
た
。

　
嘉
慶
十
五

(
一
八

一
〇
)
年
、
付
近

の
各
寨
で
は
不
作
と
な
り
、
す
べ
て
の
米
穀
は
南
甸

の
羅
卜
絲
荘
住
人
艮
萬
有

・
貫
志
果
、

河

西
　
絣
寨
住
人
楊
萬
森

・
王
応
　
等
ら
に
よ

っ
て
買

い
占
め
ら
　
、
他
処

に
運
ば
　

て
し
ま

い
ま
し
た
。
〔野
夷

の
〕
二
斗
木
心

は
恨
み
を
抱
き
、
仲
間
を
集
め
て
艮
萬
有
ら
の
家
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
道

に
不
案
内
で
あ

っ
た
た
め
す
ぐ
に
は
進
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
ま
た
ま
尹
錫
鋭

・
楊
極
彩
が
棉
花
を
買
い
に
夷
寨
に
や

っ
て
き
た
の
で
、
二
斗
木
心
は
こ
の
二
人
に
道
案
内
を
頼

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
　

み
、
盗
品
を
山
分
け
し
よ
う
と
し
、
尹
錫
鋭

・
楊
極
彩
は
こ
れ
に
応
じ
た
の
で
す
。

今
日
の
チ
ン
ポ
ー
集
団
を
指
す
と
見
ら
れ
る

「野
夷
」
社
会
に
お

い
て
は
、
十
九
世
紀
初
、
狩
猟
か
ら

筱

糧
栽
培
な
ど

の
農
耕
生
活

へ
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の
転
換
が
は
か
ら
れ
る
な
ど
、
生
業
形
態
の
面
で
も
大
き
な
変
容
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う

。

　
棉
花
は
、
ビ
ル
マ
か
ら
雲
南
に
輸
出
さ
れ
た
主
要
な
商
品
で
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、
雲
南
に
お
け
る
漢
族
人
口
の
増
大
と
と
も
に
需
要

が
急
増
し

つ
つ
あ

っ
た
棉
花
の
栽
培
が
雲
南
西
部
の
山
間
地
帯
に
お

い
て
開
始
し
た
こ
と
は
、
山
地
民
を
と
り
ま
く
民
族
間
関
係
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
チ
ン
ポ
ー
族
な
ど
の
山
地
民
は
棉
花
栽
培
を
進
め
る
な
か
食
糧
を
平
地
で
生
産
さ
れ
る

米
穀

に
依
存
す
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
平
地
民
の
産
出
す
る
米
穀

へ
の
依
存
は
、
労
働
力

の
多
く
を
棉
花
栽
培
に
振
り
向
け
る
こ

と
を

可
能
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
棉
花
ー
糧
食

の
交
換
が
土
司
地
区
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
か
ぎ
り
、
山
地
民
-
平
地
民
の
あ

い
だ
に
は
よ
り
安

定
的

な
構
造
が
維
持
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
十
九
世
紀
に
入

っ
て
雲
南
西
南
部
を
中
心
に
現
出
し
た
の
は
、
漢
族
商
人
を
介
し
て
上
位
の
広
域
市
場
圏
に
リ
ン
ク
さ
れ

つ

つ
、
山
地
で
産
出
す
る
山
貨
と
平
地
の
食
糧
と
が
交
換
さ
れ
る
と

い
う
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
豊
凶

に
よ
る
価
格
変
動
に

よ

っ
て
食
糧
が
容
易
に
域
外
市
場
に
流
出
す
る
危
険
を
と
も
な
う
も

の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
凶
作
時
に
山
地
民
の
生
存
を
脅
か
し
た
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
山
地
民
の
怒
り
が
米
穀
を
域
外
に
売
却
し
た
平
地
民
の
首
長
た
る
土
司
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ　　　　　　　
ラ　　フ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　く
　に

　
じ

っ
さ
い
、
嘉
慶
四

(
一
七
九
九
)
年

に
は
、
「裸
黒
夷
匪
李
文
明
」
が

「キ
瓦
」
・
「野
課
」
と
結
ん
で
ム
ン
レ

ム
北
部
の
ム
ン
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ　　フ

配
す
る
猛
猛
土
司
の
罕
朝
鼎
を
駆
逐
し
よ
う
と
し
た
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
李
文
明
の
蜂
起
に
参
加
し
た

「狸
匪
」

の
村
落
指
導
者
た
ち

　
　
　
　
　

れ
いこ
く

は
、
「
土
司
が
刻
薄
な
こ
と
か
ら
李
文
明
に
し
た
が

っ
た
の
で
あ
り
、
た
だ
も
と
の
土
司
を
追
放
し
、
交
替
さ
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
で
す
」

　
　
　
　
　
　　

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
山
地
経
済
の
変
化
に
と
も
な
い
、
ほ
こ
ろ
び
を
見
せ
始
め
た
山
地
民
-
平
地
民
関
係
の
修
復

が
目
指
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
参
加
し
た
村
落
指
導
者
た
ち
は
、
土
司
を
廃
絶
し
漢
人
官
僚
に
よ
る
直
接
統
治
、
い

わ
ゆ
る
改
土
帰
流
を
実
施
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「土
司
を
恨
み
に
思

っ
て
い
た
た
め
に
」
参
加
し
た
に
す
ぎ
ず
、
「私
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ほう
かん

風
俗
は
す
べ
て
内
地
と
異
な
る
の
で
、

〔清
朝

の
〕

流
官

が
赴
任
し
た
ら
平
和
に
は
暮
ら
せ
な
く
な
り
ま
す
」
、
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
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タ
イ
系

土
司
の
存
続
自
体
は
認
め
て
い
た
。

　

倒

　

「
仏

房
」

の

登

場

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム
ン
レ
ム

　

山

地

社

会

に
商

品

経

済

が

浸

透

し

て

い
く

な

か

で
生

じ

た

上

記

の
山

地

民
-

平

地

民

関

係

の
構

造

的

な

変

化

は

、

孟

連

土

司

の
管

轄

地

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
　
イ　
　　　　ラ　　フ

に

お

い

て
、

よ
り

典

型

的

に

現

れ

て

い
た
。

嘉

慶

八
年

六

月

、

雲

南

巡

撫

の
永

保

は

、

孟

連

土

司

地

域

に

出

現

し

て

い
た

擺

夷

-

裸

黒

対

立

の

構

図

を

次

の

よ

う

に
報

告

し

て

い
た

。

　

　

　

つ
つ
し
　
　
　
　
し
ら
べ

　

　

　

窃

ん

で

査

ま

す

に
孟

連

地

方

は

順

寧

府

所

属

の

猛

猛

・
耿

馬

土

司

の
奥

に

あ

り

、

南

は

外

夷

で

あ

る
緬

甸

と

接

し

て

い
ま

す

。

　

　

…

…

こ

の
土

司

の
管

轄

下

に
あ

る

の
は

擺

夷

と
裸

黒

の
夷

人

で
す

。

孟

連

で

い
う

「
三

猛

五
圏

」

と

は

、

昔

よ

り

孟

連

に

属

し

て

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
う
そ
く

　

　

る

狭

黒

夷

で
す

。

現

在

、

孟

連

土

司

〔
の

職

〕

は

刀

派

功

が

承

襲

し

て
お

り

ま

す

。

「
三

猛

五

圏

」

地

方

に

は

な

お

管

轄

下

に

あ

る

　

　
狸

黒

が

居

住

し

、

こ

の
土

司

に
対

し

て

穀

物

を

税

と

し

て
支

払

っ
て

い
ま

す

。

　

　

　

わ
た
く
し
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
じ
ん

　

　

　

臣

等

が

詳

細

に

訊

問

し

ま

し

た

と

こ

ろ

、

孟

連

土

司

の
刀

派

功

は

も

と

も

と

擺

夷

人

で

、

は

な

は

だ

貪

欲

な

人

物

で

す

。

以

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
り
た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
り
あ
て

　

　

前

、

所

属

の
夷

人

に

対

し

て
派

累

て

や
ま

ず

、

と

く

に

こ

れ

ら

の
踝

黒

を

別

種

の
夷

人

と

見

な

し

、

擾

派

が

と

り

わ

け

厳

し

か

っ
た

　

　

の

で
す

。

　

　

　

銅

金

は

か

つ
て
僧

改

心

の
弟

子

で
、

孟

連

地

方

に

住

ん

で

い
ま

し

た

。

孟

連

土

司

は
昔

よ

り

緬

僧

に

服

属

し

漢

僧

を

信

じ

ま

せ

ん

　

　

で

し

た

。

改

心

は

漢

僧

に

属

し

て

い
ま

し

た

が

、

孟

連

土

司

は

以

前

、

〔改

心

の

〕

廟

を

破

壊

し

改

心

を

追

放

し

ま

し

た

。

こ

の

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　お
　

　

　

め

弟

子

の
銅

金

は
孟

連

所

属

の
辺

疆

に
位

置

す

る

〔南

〕

窄

・
賀

竿

な

ど

の
地

に

住

ま

ざ

る
を

え

な

か

っ
た

の
で

す

。

　

永

保

が
指

摘

す

る

よ
う

に

、

ム

ン
レ

ム
地

域

に

お

い

て
も

、

十

九

世

紀

に

入

る

と

、

タ

イ

族

土

司

と

山

地

民

と

の
対

立

は

先

鋭

化

し

は

じ

め

て

い
た

。

と

は

い
え

、

そ

の
要

因

を

単

に

タ

イ

族

土

司

の
貪

欲

さ

の
み

に
求

め

る

こ
と

は

で

き

な

い
だ

ろ

う

。

永

保

は

「
裸
黒

」

が

穀

物

を

タ

イ

系

土

司

に

貢

納

し

て

い
た

と

す

る

が

、

ム

ン

レ

ム

に

お

い
て
も

、

十

九

世

紀

に

入

り

、

棉

花

・
蘆

子

・
黄

蓮

な

ど

の
換

金

作
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物

を

産

出

す

る

山

地

の
重

要

性

が

高

ま

っ
て

い
た

こ

と

は

マ
ク

レ

オ

ド

の
証

言

か

ら

明

ら

か

で

あ

る

。

　

後

述

す

る

よ

う

に

、

孟

連

で
布

教

に
あ

た

っ
た

漢

僧

銅

金

は

還

俗

し

て
張

輔

国

と

称

し

、

「
裸
黒

」

へ

の
徴

税

を

委

託

さ

れ

る
と

と

も

　

　

　

　

ス
タ
ン
プ

に

土

目

の
戳

記

ま

で
与

え

ら

れ

、

二

万

を

超

え

る

「
猥
黒

」

社

会

を

統

率

す

る

指

導

者

と

な

る

が

、

こ

の
張

輔

国

を

補

佐

し

た

余

奉

鳴

も

ま

た

、

江

西

出

身

で
あ

り

、

堂

弟

の
余

幸

組

は

嘉

慶

八

(
一
八
〇

三

)

年

頃

、

孟

連

の
猛

引

地

方

を

訪

れ

棉

花

・
蘆

子

の
買

い
付

け

を

行

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
ん
ぞ
く
ち
く

な

っ
て

い
た

商

人

で
あ

っ
た

。

余

奉

鳴

は

孟

連

で

死

去

し

た

堂

弟

が

「
夷

地

」

で
行

っ
た

貸

付

金

の

回

収

の
た

め

孟

連

を

訪

れ

た

と

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ね
　

ろ

を

、

銅

金

に

見

込

ま

れ

仲

間

に
加

わ

る

こ
と

に

な

っ
た

の

で

あ

る
。

　

ラ
　　フ

　

裸

黒

の
宗

教

指

導

者

と

な

っ
た

漢

僧

銅

金

こ

と

張

輔

国

は

、

そ

の
後

自

立

指

向

を

強

め

、

孟

連

土

司

や

清

朝

地

方

政

権

と

対

立

を

深

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ　
　フ

る

な

か

、

つ

い

に

は
叛

乱

の
指

導

者

と

し

て
逮

捕

・
処

刑

さ

れ

る

に

い
た

る

。

逮

捕

後

、

張

輔

国

自

身

が
残

し

た

以

下

の
供

述

は

、
裸

黒

地

区

に

居

住

し

そ

の
帰

依

を

得

て

い
く

事

情

を

よ

く

伝

え

て

い
る

。

　

　

　

張

輔

国

の
供

述

に

よ

る
と

以

下

の
通

り

で

あ

る

。

私

は

四

十

四
歳

、

孟

連

人

で
す

。

…

…
幼

く

し

て
私

は

出

家

し

、

南

乍

地

方

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
ほ
ん

　

　

僧

と

な

り

、

銅

金

と

名

乗

り

ま

し

た

。

嘉

慶

四

・
五

(
一
七

九

四

・
九

五

)

年

、

す

で

に
処

刑

さ

れ

た

李

文

明

の
滋

事

に

従

い
ま

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
　
フ
　
　
と
う
せ
い

　

　

た

が

、

敗

勢

を

見

て
私

は
誓

約

書

を

提

出

し

投

降

し

ま

し

た

。

前

任

の
総

督

は

な

お

私

を

南

乍

地

方

に
住

ま

わ

せ

、

裸
黒

を

約

束

さ

　

　

せ

ま

し

た

。

私

は

還

俗

し

、

名

を

張

輔

国

に

改

め
ま

し

た

。

そ

の
後

八

年

間

、

前

任

巡

撫

の

許

可

を

得

て

孟

連

所

属

の

土

目

と

な

り

　

　

ラ
フ
た
ち
　
　
と
う
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぞ
く

　

　

裸

衆

を

約

束

し

て
き

ま

し

た

。

各

土

司

が

日
ご

と

に

懦

弱

と

な

る

の
を

見

て

、

各

寨

を

併

合

し

ひ

そ

か

に
漢

奸

を

呼

び

寄

せ

、

裸
衆

　

　

と

結

ん

で

焼

き

う

ち

に

し
、

土

地

を

侵

占

し

よ

う

と

考

え

ま

し

た

。

地

方

官

が
文

書

を

よ

こ
し

事

情

を

調

べ

よ

う

と

し

ま

し

た

が

、

　

　

返

事

を

出

し

ま

せ

ん

で

し

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て
ん
に
ん

　

　

　

嘉

慶

十

七

年

冬

、

ま

た
迺

西

道

の
道

員

や

知

府

が

総

督

・
巡

撫

の
命

令

を

受

け

て
何

度

も

私

を

札

調

さ

せ

よ

う

と

し

ま

し

た

。

私

　

　

　

　

　

　

　

マ
ラ
リ
ア

　

　

は

、

南

興

は
瘴

癘

が

盛

ん

で

内

地

の
官

兵

は

絶

対

に

入

り

込

め

な

い
だ

ろ
う

と

思

い
、

抵

抗

し

て
転

任

に

は

応

じ
ず

、

ま

た

返

事

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
フ
た
ち

　

　

出

し

ま

せ

ん

で
し

た

。

土

司

が

私

を

内

地

に
告

発

し

た

こ
と

を

知

り

、

ま

す

ま

す

土

司

を

恨

み

に
思

い
、

狸

衆

に
命

じ

て
孟

連

の
上
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猛
引
地
方
を
焼
き
討
ち
に
し
鬱
憤
を
晴
ら
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
内
地
で
は
各
土
司
に
銀

・
米

・
弾
薬
を
与
え
兵
員
を
整
え
、

　
　
我

々
を
平
定
し
に
か
か

っ
た
の
で
し
た
。
…
遍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ン
レム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　フ

　
漢
族
移
住
者
で
あ

っ
た
銅
金
こ
と
張
輔
国
が
孟
連
地
区
の
山
地
民

「裸
黒
」
の
信
服
を
得
た
理
由
は
ど
こ
に
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ンレ
ム

つ
は
、
過
度
な
収
奪
を
行

っ
た
平
地
居
住
の
孟
連

の
タ
イ
系
土
司
に
対
す
る

「猥
黒
」

の
反
発

・
不
満
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
孟
連
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
ち
ぜ
い

司
の

「裸
黒
」

へ
の
収
奪
は
、
「
山
水
銭
糧
」
の
徴
収
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
。
嘉
慶
八
年
八
月
、
雲
南
巡
撫
永
保

ら
が

「
三
猛
五
圏
」

　
　
リ
　ダ
　

の

「頭
人
」
に
対
し
て
行

っ
た
訊
問
に
よ
れ
ば
、
本
来
彼
ら
が
納
め
る
べ
き
銭
糧
百
両
に
対
し
、
孟
連
土
司
刀
派
功

の
側
で
は
、

一
千
両

を
要
求
し
た
と
い
う
。
物
納
や
徭
役
提
供
に
か
わ
り
、
貨
幣
納
化
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
訊
問
を
受
け
た
頭
人
と

の
問
答
を
永
保

ら
は
、
上
奏

の
な
か
で
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
訊
問
し
た
。
お
前
た
ち
は
土
司
に
叛
乱
を
企
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
土
司
の
過
度
な
収
奪
を
恐
れ
て
い

　
　
る

に
す
ぎ
な

い
。
過
度
な
徴
収
を
認
め
な

い
と
は
い
え
、
毎
年
納
め
る
べ
き

「山
水
銭
糧
」
を
ど
う
し
て
土
司

に
納
め
な

い
で
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

むほ
ん

　
　
も

の
か
?
　
〔土
司
の
〕
地
に
住
み
銭
糧
を
納
め
な

い
と
い
う
の
は

叛

と
同
じ
で
は
な

い
か
?

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょう
すう
み
んぞ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
せ
つめ
い

　
　
　
私
ど
も
愚
か
な

夷

人

は
じ

つ
さ
い
そ
の
道
理
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
や

っ
と

暁

示

が
理
解
で
き
ま

し
た
。
ど
う
し
て

　
　
遵
守
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
く
だ
ん
の

「山
水
銭
糧
」
は
も
と
も
と
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
も
し
従
来
通

　
　
り
孟
連
土
司
を
介
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
土
司
の
側
で
は
や
は
り
我
々
を
収
奪
し
苦
し
め
る
で
し
ょ
う
。
も
は

　
　
や
天
朝
に
帰
順
し
た
の
で
す
か
ら
、
銭
糧
を
内
地
に
納
め
た
く
思

い
ま
す
。
地
方
官
が
孟
連
に
そ
れ
を
回
す
な

ら
ば
私
ど
も
は
被
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め　

　
　
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
雲
南
巡
撫
永
保
ら
は
、
直
接
内
地
に
納
入
し
た

い
と
す
る
ラ
フ
の
頭
人
た
ち
の
希
望
を
、
「体
制
に
あ
ら
ず
」
と
し
て
否
定

し
、
妥
協
案
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、
ラ
フ
た
ち
の
信
服
を
得
た
漢
僧
銅
金
を
土
目
に
任
じ
、
銅
金
を
介
し
て
土
司

に

「銭
糧
」
を
納
入

す
る
と

い
う
方
式
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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嘉
慶
八

(
一
八
〇
三
)
年
以
降
、
銅
金

こ
と
張
輔
国
が
徴
税
権
等
を
広
範
な
権
力
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
山
地
民
社
会
に
新
た
な
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ　　フ

統
合
を
促
す
契
機
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
裸
黒
山
地
区
を
訪
れ
た
方
国
瑜
は
次
の
よ
う
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し

　
　
　き

て
い
る
。

　
　
　
裸
黒
は

一
族
が
集
ま

っ
て
居
住
し
、
酋
長
も
な
く
、
組
織
は
散
漫
で
、
ち
ょ
う
ど
漢
官
も
設
け
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
擺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
ひと

　
　
夷
土
司

の
管
轄
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
寨
民
の
な
か
で
糾
紛
が
あ
る
と
、
訴
え
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
甲
寨
と
乙
寨

　
　
と
が
衝
突
し
た
よ
う
な
場
合
、
と
く
に
調
停
者
が
不
在
と
な
る
。
仏
爺
が
調
停

に
の
り
だ
す
と
争

い
は
お
さ
ま
り
、
双
方
と
も

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

　
　
服
す
る
の
で
あ
る
。
誰
も
寨

の
公
共

の
事
業
を
興
せ
な

い
と
き
、
お
よ
そ
地
域

で
有
益
な
事
業
を
起

こ
し
悪
弊
を
取
り
除
こ
う
と

　
　
す
る
と
き
、
仏
爺
が
そ
れ
を
主
宰
し
た
。
こ
う
し
て
し
だ

い
に
仏
房
は
衙
門
と
な
り
、
訴
訟
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
訴
え
る
よ
う
に
な

つ

　
　

た
。

　
寨
を
単
位
と
し
た
分
節
的
な
社
会
を
構
成
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
ラ
フ
の
集
団
が
、
仏
教
指
導
者

11

「仏
爺
」

の
調
停
能
力
を
介
し
て

し
だ

い
に
社
会
統
合
を
進
め
、
新
た
な
政
治
宗
教
権
力

「仏
房
」
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　
張
輔
国
自
身
は
、
嘉
慶
十
八

(
一
八

=
二
)
年

に
逮
捕

・
処
刑
さ
れ
る
が
、
ラ
フ
社
会
に

「仏
房
」
は
そ
の
後
も
存
続
し
続
け
た
。
光

緒
十

七

(
一
八
九

一
)
年
、
「裸
黒
」
集
団
が
再
び
蜂
起
し
た
際
に
、
雲
貴
総
督
王
文
韶
が
提
出
し
た
上
奏
に
は
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
ほう
きぐ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
も

　
　
　
今
回
、
叛

夷

は
東
主

・
閑
官

・
富
角

・
義
宋

・
永
岶
の
五
仏
房
を
盟
主
と
し
た
。
仏
房
と
は
夷
民
が
仏
に
佞
ね
り
、
平
日
、
夷

　
　

僧
を
神
の
ご
と
く
奉
じ
て
い
る
。
故
に
そ
の
地
は
皆
な
仏
房
と
呼
ば
れ
る
。
仏
房

の
ほ
か
に
そ
れ
ぞ
れ
家
口
営
が
あ
る
。
皆
な
寨
を

　
　

つ
ら
ね
柵
を
め
ぐ
ら
し
、
仏
房
と
あ

い
よ
り
そ

い

〔防
備
を
〕
固
め
て
い
る
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
とモつし
や

　
　
　

五
仏
房
の
ほ
か
に
さ
ら
に

い
わ
ゆ
る
西
盟
三
仏
主
な
る
者
が
い
る
。
そ
の

酋

は
夷
僧
の
李
同
明
で
、
そ

の
地
は
縦
横
三
百
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お　

　
　

里
、
管
轄
す
る
夷
民
は
四
千
余
戸
を
数
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
初
に
誕
生
し
た
仏
房
は
清
朝
の
鎮
圧
を
経
て
も
な
お
生
命
力
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ

る
。
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最
後

に
仏
房
の
初
代

の
指
導
者
銅
金
が
説

い
た
仏
教
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た

い
。
手
が
か
り
を
与
え
る
の
は
、

銅
金
自
身
を
訊
問

し
た
雲
南
巡
撫
永
保

の
以
下
の
上
奏

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ベノト

　
　
　
か

つ
て
僧
人
と
称
し
た
が
、
和
尚
で
は
な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
喇
嘛

で
あ
り
、
黄
衣
を
身
に
ま
と
い
、
西
蔵
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ベ
ント
じん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(29)

　
　
な
く
、
経
典
に
も
通
じ
て
い
る
。
裸
黒
が
あ
え
て
崇
敬
す
る
の
は
、
西
蔵
の

番

衆

が
黄
教
を
尊
崇
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

永
保
に

よ
れ
ば
、
銅
金
は
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
の
指
導
者

で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
雲
南

の
大
乗
系
仏
教

が
チ
ベ

ッ
ト
仏
教

と
深

い
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た
点
を
差
し
引

い
て
も
漢
僧
銅
金

の
説

い
た
宗
教
を
単
純

に
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
と
捉
え
る

の
に
は
無
理
が
あ

る
。
　
方
国
瑜
は
先
に
紹
介
し
た
調
査
報
告
に
お
い
て
、
「清
の
雍
正
年
間

(
一
七
二
一二
～
三
五
)、
大
理
府
鶏
足
山
の
和
尚

の
某
が
裸
黒
山
で

布
教
に
あ
た

っ
た
」
と
の
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
人
民
共
和
国
成
立
後
に
行
わ
れ
た
社
会
歴
史
調
査

に
お
い
て
も
、
「王

仏
爺
」
と
呼
ば
れ
る
仏
教
僧
侶
が
道
光
末
年

に
大
理
鶏
足
山
か
ら
現
在

の
瀾
滄
県
東
河
区
の
山
区
に
入
り
修
行
場
を
設

け
た
と
す
る
伝
承

　
　
　
　
　
　
　
　　　

が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
「反
清
復
明
」
を
目
的
と
し
て
ラ
フ
地
区
に
入

っ
た
南
明
の
遺
臣
楊
徳
淵
で
あ
る
と
の
説
ま
で
登
場

　
　れ　

し
た
。

　
管
見

の
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
伝
承

の
真
偽
を
档
案
史
料
な
ど

の
同
時
代
史
料
か
ら
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
き
に
紹
介
し
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ォ　
プ
ワ
　
ビ
ル
マ

う
に
、
雲
南
巡
撫
永
保
は
、
銅
金
が
漢
僧
改
心
の
弟
子
で
あ

っ
た
こ
と
、
擺
夷
に
属
す
る
孟
連
の
土

司
が

緬

僧
を
保

護
し
、
改
心
ら
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ　
フ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
き
ょう

僧
の
寺
廟
に
圧
迫
を
加
え
て
追
放
し
た
こ
と
、
猥
黒
の
指
導
者
李
文
明
が
改
心
の
徒
銅
金
に

「念
経
」
を
依
頼
し
て

い
た
こ
と
を
伝
え

て

い
る
。
改
心
が
最
初

の
漢
僧
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
裸
黒
地
区

へ
の
漢
人
仏
教
の
伝
播
は
乾
隆
年
間

(
一
七
三
六
～

一
七
九
五
)

の
こ
と

と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
単
独

の
僧
侶
に
よ
る
布
教
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
が
、
嘉
慶
五

(
一
八
〇
〇
)
年
、
雲
貴

総
督
書
麟
が
、
「且

つ
こ
れ
ら
の
漢
僧
の
人
数
は
大
変
多
く
、
猛
猛
だ
け
が
そ
う
な
の
で
は
な

い
。
付
近

の
孟
連

・
車
里

・
六
困

(
11
六
順
)
・
猛
班
等

の
地
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ラ
　
フ
　
　
　
タ
イ
　
　
　プ
　
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
ぞ
く

は

ど

こ

で

も

皆

な

そ

う

で
あ

る
。
裸

黒

・
擺

夷

・
蒲

蛮

な

ど

〔
種

〕
　

類

は

.
奉

ず

る

こ
と

神

明

の

ご

と

く

、

牢

と

し

て
破

る

べ

か

ら

ざ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　お
ロ

る

"
」

ほ

ど

だ

と

報

告

し

て

い
る
。

雲

南

南

部

の
山

地

民

地

域

で

布

教

に

従

事

し

た

漢

僧

は

少

な

く

な

か

っ
た

の

で

あ

り

、

こ

う

し

た

宗

教

者

の
活

動

が

山

地

民

の
み

な

ら

ず

漢

族

移

民

た

ち

に

よ

っ
て
も

支

え

ら

れ

て

い
た

で
あ

ろ
う

こ
と

は
想

像

に
難

く

な

い
。

お
わ
り

に

　
以

上
、
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
地
域
と
ム
ン
レ
ム

(孟
連
)
土
司
地
域
を
中
心
に
辿

っ
た
よ
う
に
、
十
八
～
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
雲
南

南
部

の
山
地
民
社
会
に
お

い
て
も
茶
葉
や
棉
花
、
さ
ら
に
は
黄
蓮
な
ど

の
薬
材
を
中
心
と
し
た
商
品
作
物
栽
培
が
開
始
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
商
業
化
の
波
は
、
山
間
地
域

へ
の
漢
族
移
民

・
商
人

の
進
出
と
と
も
に
、
十
八
世
紀
初
に
確
認
さ
れ
た
山
地
-

平
地
間
の
伝
統
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ア
オ
ム
ン

共
存

関
係
を
揺
る
が
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
ラ
フ
や
チ
ン
ポ
ー
な
ど
山
地
民
集
団
と
タ
イ
系
土
司
と
の
対
立
を
よ
り
先
鋭
化
さ

せ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ　　フ

　

こ
う
し
た
社
会
状
況
を
背
景
に
、
「狭
黒
」
な
ど
の
山
地
民
社
会
に
お

い
て
は
、
漢
族
移
民
の
伝
え
る

「
仏
教
」

を
紐
帯
と
し
て
、
新

た
な
政
治
統
合
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
十
八
～
十
九
世
紀

の
雲
南
南
部
地
域
で
起
こ

っ
た
如
上
の
社
会
変
容

を
、
近
年
、
ギ
ル
シ
ュ
は
諸
集
団
の
利
害
が
共
存
す
る
ミ
ド
ル

・
グ
ラ
ウ
ン
ド

(中
間
地
)
論
を
援
用
す
る
こ
と
で
説
明
し
よ
う
と
し
て

　
　　
い
る
。
氏
は
、
雲
南
南
部
が
、
諸
民
族
が
相
互
に
影
響
を
与
え
合

い
、
経
済
的
文
化
的
交
換
が
行
わ
れ
る
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
あ

っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ァ
オ
ム
ン

主
張

し
て
い
る
。
タ
イ
系
土
司
の
支
配
す
る
地
区
に
関
帝
廟
や
寿
仏
寺
な
ど
会
館

の
機
能
を
兼
ね
た
宗
教
施
設
が
こ

の
時
期
に
登
場
し
た

こ
と
、
タ
イ
系
土
司
が
儒
教
的
儀
礼
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
ギ
ル
シ
ュ
の
議
論
が
い
さ
さ
か
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
を
欠
く
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
氏
も
ま
た
、

ラ

　
　フ

裸
黒

に
支
持
者
を
獲
得
し
た
張
輔
国
に
つ
い
て
言
及
し
て
は
い
る
が

(
一
一
一
～

一
一
七
頁
)
、
銅
金

の
布
教
活
動
が
山
地
民
の
政
治
統
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合
を
促
し
、
片
岡
樹
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
ラ
フ
の
千
年
王
国
運
動
に
結
び

つ
い
て
い
っ
た
こ
と
に
は
言
及
さ
れ

て
い
な
い
。

　
確
か

に
改
心
や
そ
の
徒

の
銅
金
は
漢
僧
で
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
銅
金
の
死
後
、
そ
の
将
来
し
た

「仏
教
」
が
山
地

民
の
宗
教
運
動
と

し
て
土
着
化
し
、
「裸
黒
」
出
身

の

「夷
僧
」
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
漢
族
移

民
と
の
接
触
を
つ
う
じ
て
、
自
ら
新
た
な
文
化
を
生
み
出
し
て
い
く
ア
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
十
八
～
十
九

世
紀
雲
南
南
部
山

地
民
社
会
の
変
容
を
解
釈
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注(
1
)

ピ
Φ
ρ

』
β。
羃

ρ

謹

Φ
い
①
q゚
°。
。
望
。
=

日
巨

ゆq
邑

陣〇
三

コ
○。
。
三
げ
≦
①
絡

≡

〇
三
鬘

一黷

O
亠
・。㎝
P

エ
§

職ミ

穗

誉
ミ
窓

ミ

窪

ミ

心
ミ

薯

ミ

ゆ
山
O
↑

(
2
)　

雲
南
に
お
け

る
新
大
陸
産
作
物

の
普
及
に

つ
い
て
は
、
雲
南
各
種
地
方
志
を
系
統
的

に
参
照
し
た
方
国
瑜

の
研
究
を
参
照

(方
国
瑜

『中
国
西
南
歴
史

　
　
地
理
考
釈

(下
巻
)』
中
華
書
局
、

一
九
八
七
年
、

一
二
二
二
～

一
二
二
八
頁
)
。

(
3
)　

江
応
櫟
著

・
江
曉
林
箋
注

『演
西
擺
夷
之
現
実
生
活
』
徳
宏

民
族
出
版
社
、
灑
西
、
二
〇
〇
三
年
、

=

五
頁
。

(4
)　

片
岡
樹

『タ
イ
山
地

一
神
教
徒

の
民
族
誌
～
キ
リ
ス
ト
教
徒

ラ
フ
の
国
家

・
民
族

・
文
化
』

風
響
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5
)　

ク
リ

ス
チ

ャ
ン

・
ダ

ニ
エ
ル
ス

「
雍
正
七
年
清
朝

に
よ
る
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
ー
王
国

の
直
轄
地
化

に

つ
い
て
～
タ
イ
系
民
族
王
国
を
揺

る
が
す
山
地
民

　
　

に
関
す
る

一
考
察
」
『東
洋
史
研
究
』
六

二
巻
四
号
、

二
〇
〇

四
年
、
九
四
～

一
二
八
頁
。

(6
)　
民
国
十
年

『元
江
志
稿
』
巻
二
十
二
、
文
類
上
。
鄂
爾
泰

「
請
設
普
沮
鎮
疏

」
「
窃
照
雲
南
元
江
府
所
轄
車
里
茶
山
地
方
、
幅
員
遼
闊
、
至

二
千
余

里
、

　
　

…
…
並
管
徴
解
銭
糧
地
方
諸
務
、
設
経
歴

一
員
看
守
倉
庫

・
禁
獄
、
兼
司
緝
捕
。
思
茅
接
壌
茶
山
係
車
茶

咽
喉
之
地
、
請
將
普
沮
原
設
通
判
移
駐
思
茅
、

　
　
職
任
捕
盗
経
管

思
茅
六
茶
山
地
方
事
務
。
前
従
販
茶
奸
商
重
債
剥
民
各
山
壟
断
以
致
夷
民
情
急
操
戈
。
査
六
茶
山
産
茶
毎
年
約
六
七
千
駝
、
即
於
適
中
之

　
　
地
立
総
店
買
賣
交
易
、
不
許
客
人
上
山
永
可
杜
絶
塚
端
。
」

(7
)　

拙
稿

「清
代
清
水
江
流
域

の
木
材
交
易
と
在
地
少
数
民
族
商
人
」

『学
習
院
史
学
』

三
六
号
、

一
九
九
七
年

、
七

一
～
八
九
頁
。

(8
)　

尹
継
善

「籌
酌
普
思
元
新
善
後
事
宜
疏
」

(師
範

『潰
繋
』
巻
八
之
四
、
芸
文
)。
原
文
は
以
下
の
通
り
。

「其
茶
山
倚
邦

一
帯
均
係
窩
泥
。
査
有
倚
邦
土

　
　
弁
曹
當
斎
為
人
誠
実
、
随
師
勦
賊
勤
労
素
著
、
応
將
倚
邦
茶

山
責
令
管
轄
。
…
…
再
攸
楽
沃
既
撤
、
其
三
十
六
寨
需
人
管
約
、
據
宣
慰

司
刀
紹
文
及
各

土

　
　
弁
公
保
叭
竜
損
管
理
窩
泥
寨
、
喇
鮓
區
分
管
蒲
蛮
寨
、
倶
皆
誠
実
可
用
、
宜
令
管
理
。
其
余
叭
目

・
火
頭
倶
擇
勤
慎
老
実
者
分
派
充
、
応
仍
不
時
厳
加
稽
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察
。
」

(9
)　
楊
毓
才

『
雲
南
各
民
族
経
済
発
展
史
』
雲
南
民
族
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、

二
九
八
頁
。

(10
)　

道
光

『雲
南
通
志
稿
』
巻
七
〇
、
食
貨
志
、
物
産

四
、
普
沮
府
、
阮
福

「普
沮
茶
記
」
、
に
よ
る
。

(11
)　

陳
宏
謀

「
禁
圧
買
官
茶
告
諭
」
『培
遠
堂
偶
存
稿
』
文
檄
巻

二
、
「毎
年
応
辧
貢
茶
、
係
動
公
件
銀
両
發
思
茅
通
判
、
承
領
辧
送
。
原
令
照
時
価
公
平
採
買
。

　
　
上
年
署
通
判
劉
永
濬
不
遵
功
令
、
多
採
買
短
価
擾
累
夷
方
、
奉
両
院
憲
恤
民
徳
意
、
將
上
年
買
存
之
茶
揀
選
供
用
外
、
僅

需
補
買
貢
茶
三
百
余
斤
、
此
外

　
　
毋
許
多
買
。
誠
恐
承
辧
官
役
仍
指
称
官
茶
名
色
、
短
価
多
買
擾
累
夷
方
、
合
行
示
諭

"
茶
山
地
方
漢
夷
官
民
人
等
知
悉
、
今
歳
採
辧
官

茶
、
止
須
遵
照
不

　
　
敷
之
数
、
按
照
時
価
、
公
平
採
買
。
如
有
不
法
官
役
借
名
多
買
短
価
圧
送
、
擾
累
夷
民
、
或
経
訪
査
或
被
告
發
官

則
立
即
詳
参
役
則
立
斃
杖
下
、
各
宜
凛

　
　
遵
毋
違
。
」

(12
)　

《
民
族
問
題
五
種
叢
書
》
雲
南
省
編
輯
委
員
会
編

『
中
国
少
数
民
族
社
会
歴
史
調
査
資
料
叢
刊
　
僚
族
社
会
歴
史

調
査

(西
双
版
納
之

三
)
』
雲
南
民
族

　
　
出
版
社
、

一
九
八
三
年
、
七
六
～
七
頁
。

(13
)
L
e
f
e
v
r
e
-
P
o
n
t
a
l
i
s
,
 
P
.
,
 
M
i
s
s
i
o
n
 
 
P
a
 
 
v
i
e
 
I
n
d
o
-
C
h
i
n
e
 
 
1
8
7
9
-
1
8
9
5
:
 
G
e
o
g
r
a
p
h
i
e
 
e
t
 
v
o
y
a
g
e
s
 
 
V
 
V
o
y
a
g
e
s
 
d
a
n
s
 
l
e
 
H
a
u
t
 
L
a
o
s
 
e
t
 
s
u
r
 
 
l
e
s
 
 
f
i
v
n
t
i
e
r
e
s
 
d
e
 
C
h
i
n
e
 
e
t
 
d
e
 
B
i
r
m
a
n
i
e
.
 

ミ

　
　
 
1
9
0
2
,
 
E
r
n
e
s
t
 
L
e
r
o
u
x
,
 
p
p
.
2
6
-
2
7
.
 

N

(14
)
C
a
p
t
a
i
n
 
M
c
L
e
o
d
,
 
A
 
J
o
u
r
n
a
l
 
k
e
p
t
 
b
y
 
C
a
p
t
a
i
n
 
W
.
C
.
M
c
l
e
o
d
,
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
 
t
o
 
t
h
e
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
 
i
n
 
t
h
e
 
T
e
n
n
a
s
s
e
r
i
m
 
P
r
o
v
i
n
c
e
s
,
 
d
u
r
i
n
g
 

轟

　
　
h
i
s
 
M
i
s
s
i
o
n
 
f
r
o
m
 
 
M
o
u
l
m
e
i
n
 
t
o
 
t
h
e
 
F
r
o
n
t
i
e
r
s
 
o
f
 
C
h
i
n
a
,
 
B
r
i
t
i
s
h
 
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
 
P
a
p
e
r
s
,
 
C
o
m
m
o
n
s
,
 
1
8
6
8
-
6
9
,
 
v
o
l
.
X
L
V
I
 
(
M
a
c
l
e
o
d
 
a
n
d
 

ユ

　
　

　
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
'
s
 
 
J
o
u
r
n
e
y
)
,
 
p
.
6
9
5
.
 

本
資
料
は
、
近
年
、
G
r
a
b
o
w
s
k
y
,
 
V
.
 
 
-
k
)
 

°と
T
u
r
t
o
n
,
 
A

〉
°
が
詳
細
な
解
題

・
注
釈

を
加
え

た
新
た
な
版
が
刊
行

さ
れ
、

　
　
利
用
し
や
す
く
な

っ
た
。
G
r
a
b
o
w
s
k
y
,
 
V
.
 
&
 
T
u
r
t
o
n
,
 
A
.
,
 
T
h
e
 
G
o
l
d
 
a
n
d
 
S
i
l
v
e
r
 
R
o
a
d
 
o
f
 
T
r
a
d
e
 
a
n
d
 
 
F
r
i
e
n
d
s
h
i
p
:
 
T
h
e
 
M
c
L
e
o
d
 
a
n
d
 
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
 
 
D
i
p
l
o
m
a
t
i
c
 

ミ

　
　
M
i
s
s
i
o
n
s
 
t
o
 
T
a
i
 
S
t
a
t
e
s
 
i
n
 
1
8
3
7
,
 
S
i
l
k
w
o
r
m
 
B
o
o
k
s
,
 
B
a
n
g
k
o
k
,
 
2
0
0
3
,
 
p
p
.
3
8
6
-
3
8
7
.
 

刈
゜

(15
)　

O
螽
げ
o
芝
ωξ

.
<
°
俸

↓
霞
δ
P
凡ミ
界

ロ
置
①
、

に
よ
れ
ば
、
チ
ベ

ッ
ト

・
ビ
ル

マ
語
系

の
山
地
民
で
あ
る
ラ
フ
に
近

い
と

い
う
。

(16
)　

拙
稿

「《
民
族
図
説
》

の
成
立
と
そ

の
時
代
～

一
九
世
紀
初
、
伯
麟

『
雲
南
種
人
図
説
』

に
見

る
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー

の
辺
疆
風
景
」

(長
谷
川
清

・
塚

　
　
田
誠
之
編

『中
国
の
民
族
表
象

～
南
部
諸
地
域

の
人
類
学

.
歴
史
学
研
究
』
風
響
社
、
東
京
、

二
〇
〇

五
年
、
二
九
～

五
五
頁
、
を
参
照
。

(
17
)　

李
拂

一
編

『十
二
版
納
紀
年
』
私
家
版
、
台
北
、

一
九
八
四
年
跋
、
所
引

『思
茅
県
志
稿
』

の
記
事

に
よ
る

(
一
五

一
～

一
五
二
頁
)
。

(
18
)　

咸
豊
元
年
正
月

二
十
四
日

(三
月
三
日
殊
批
)
程
裔
采
奏

(台
北

・
宮
中
档

O
O
O
O
O。
①
、
北
京
、
録
副
、
俸
族
項

刈
。゚
＼
b。
ご

「
遵
旨

思
茅
辺
外
善
後
事
宜
」
。

　
　
原
文
は
以
下

の
通
り

昌

車
里
土
司
西
南
界
緬
甸
、
在
南
界
暹
羅
。
以
該
両
国
搆
争
、
兵
由
九
龍
江
経
過
輒
向
土
司
借
助
夫
馬
。
該
土
司
懦
弱
、
無

不
委
曲

　
　
周
旋
、
或
該
土
司
及
家
属
前
赴
緬

.
暹
。
該
両
国
亦
必
殷
勤
款
接
並
借
給
銀
両
以
供
其
揮
霍
之
需
。
逍
至
旋
江
則
息
加
数
倍
取
償
、
幾
於
精
疲
力
竭
、
該
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宣
慰
計
無
所
出
、
無
非
苛
派
土
弁
、
該
土
弁
又
勒
索
猛
民
、
上
下
交
征
、
遂
至
人
畜
均
須
納
税
、
久
之
弁
與
民
離
心
離
徳
。
」

(
19
)　

前
掲
咸
豊
元
年
正
月
二
十

四
日

(三
月
三
日
殊
批
)
程
裔
采
奏
奏
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「査
車
里
土
司
之
西
與
耿
馬
土
司
之
東
、
孟
連
土
司
之
北
、

　
　
均
為
裸
夷
窟
穴
、
…
…
専

以
剽
奪
為
生
。
所
居
皆
在
酷
瘴
之
郷
、
雨
水
以
後
霜
降
以
前
其
地
不
能
軽
入
、
與
六
梱
最
為
逼
近
、

…
…
該
匪
性
成
剽
悍
、
胆

　
　
敢
乗
間
出
巣
。
兼
有
各
省
遊
民
従
中
勾
結
、
不
但
夷
寨
屡
遭
搶
掠

即
即
土
廨
亦
被
焚
焼
。

…
…
前
此
刀
準
臣
謀
襲

土
司
、
即
勾
引
喀
裸
。
」

(20
)

9

器

ぎ

ζ
9

8
P
°§
§

o
雪

9

0
簽
9

蕩

ζ

ζ

俸

↓
巨

。
戸

〉
;
§

ミ

も

し。占

(21
)　

嘉
慶

十
六
年
九
月

二
十
八
日
雲
貴
総
督
伯
麟

・
雲
南
巡
撫
孫

玉
庭
奏

冖
「
窃
査
潰
省
遒
西
沿
辺
州
県
之
外
、
即
係
各
土
司
地
方
、
與
外
域
接
壌
、
中
間

　
　
有

野
匪
裸
黒
各
種
夷
入
本
属
化
外
、
不
服
土
司
管
束
、
向
以
打
生
為
業
。
近
知
種
筱
糧

・
棉
花
。
該
夷
人
等
偶
遇
乏
食

、
赴
土
司
地
方
搶
掠
牲
畜

・
糧
食
。

　
　
土
司
集
練
撃
捕
、
即
窒
入
深
山
、
如
有
擒
獲
、
土
司
自
行
辧
理
、
向

不
稟
報
内
地
。
…
…
臣
等
随
率
同
司
道
先
將
野
匪

一
案
人
犯
親
提
審
訊
、
縁

二
斗
木

　
　
等
係
南
甸
土
司
辺
外
野
夷
、
栽
種
棉
花
為
業
。
土
司
属
下
沿
辺
各
寨
常
運
米
穀
至
彼
易
換
棉
花
。
該
野
夷
等
藉
資
餬

口
。
有
尹
錫
鋭

・
楊
極
彩
與
該
夷
等

　
　
交
易

日
久
、
彼
此
相
好
。
嘉
慶
十
五
年
沿
辺
各
寨
収
成
歉
薄
、
所
有
米
穀

又
経
南
甸
之
羅
卜
絲
荘
住
人
艮
萬
有

・
貫
志
果

・
河
西
水
絣
寨
住

人
楊
萬
森

・

　
　
王
応
林
等
収
買
販
運
別
処
。
二
斗
木
心
生
怨
恨
、
起
意
糾
人
前
往
艮
萬
有
等
家
搶
劫
。
因
道
路
不
熟
未
即
前
往
、
適
尹
錫
鋭

・
楊
極
彩
至
夷
寨
買
棉
花
、

　
　
二
斗
木
心
遂
與
相
商
央
其

引
路
同
往
、
得
贓
均
分
、
尹
錫
鋭

・
楊
極
彩
応
允
、
…
…
」

(22
)

嘉
慶
五
年

四
月

一
日
雲
貴
総
督
書
麟
奏

(北
京

・
殊
批

・
民
族

轟＼
ミ
認
≧
)
n
「
當
即
厳
加

鞫
訊
拠
供
小
的
們
原
係
蛮
糯

・
黄
草
煽

・
怕
札
等
寨
侠
頭
、

　
　
前

因
土
司
刻
薄
心
懐
怨
望
、
聴
従
李
文
明
起
事
、
祇
想
逐
出
老

土
司
、
男
行
更
換
。

…
…
至
於
改

土
帰
流
的
話
、
小
的
們

不
過
為
怨
望
土
司
起
見
、
其
実

　
　
小
的
們

一
応
風
俗
與
内
地
不
同
、
即
改
設
流
官
終
久
不
能
相
安
。
」

(23
)　
嘉
慶
八
年
六
月
四
日
雲
南
巡
撫
永
保
等
奏

(北
京

・
殊
批

・
民
族

幽
＼
ミ
漣
＼
一
)
u
「
窃
査
孟
連

地
方
在
順
寧
府
所
属
猛
猛

・
耿
馬
土
司
之
外
、
南
與
外
夷

　
　
緬

地
接
壌
。

…
…
至
該
土
司
所
轄
者
係
擺
夷

・
裸
黒
夷
人
。
其
孟
連
所
称

三
猛

五
圏
者
、
即
向

隷
孟
連
之
猥
黒
夷
也
。

現
在
孟
連
土
司
即
刀
派
功
承
襲
。

　
　
其

三
猛

五
圏
地
方
仍
係
其
所
轄
狸
黒
居
住
、
向
於
該
土
司
処
約
糧
上
税
。
臣
等
詳
加
詢
問
、
孟
連
土
司
刀
派
功
本
係
擺
夷
人
、
甚
貪
酷
。
従
前
於
所
属
之

　
　
夷
人
派
累
不
巳
、
而
於
此
等
裸
黒
更
視
為
男
種
夷
人
、
擾
派
尤
甚
。
銅
金
者
向
係
僧
人
改
心
之
徒
弟
、
居
住
孟
連
地
方
。
該
土
司
等
向
服
緬
僧

不
信
漢
僧
、

　
　
改
心
係
属
漢
僧
。
従
前
経
該
土
司
折
廟
駆
逐
改
心
。
故
後
其
徒
銅
金
即
在
孟
連
所
属
辺
界
窄
賀
窄
等
処
居
住
。
」

(24
)　

嘉
慶
二
十
年
七
月
十

六
日
雲
貴
総
督
伯
麟

・
雲
南
巡
撫
孫

玉
庭
奏

(台
北

・
宮
中
档

O
這

。゚ら。
刈
と

「
奏
為
拿
獲
南

興
逆
目
張
輔
国
余
党
審
明
辧

理
恭

　
　
摺
奏
聞
事
。

…
…
臣
等
督
同
司
道
等
親
加
研
鞫
、
縁
余
奉
鳴
籍
隷
江
西
至
雲
南
緬
寧
庁
地
方
開
鋪
生
理
。
嘉
慶
八
年
余
奉
鳴
堂
弟
余
幸
組
至
孟
連
土
司

　
　
之

猛
引
地
方

販
買
棉
花

・
蘆
子
、
旋
即
物
故
。
十
年

二
月
余
奉
鳴
前
往
猛
引
收
取
余
幸
組
畭
放
賑
目
逗
溜
夷
地
。

十
二
年

正
月
該

犯
曾
経
回
籍
。
十
六

　
　
年

三
月
該
犯
復
帯
銀

両
来
潰
、
欲
至

猛
引

一
帯
販
貨
並
收
前
欠

。
有
前
経
拿
獲
節
次

窩
留
漢
奸
李

元
案

内
発
遣
人
犯
劉
賛
育

罪
緬
寧
地
方
行

医
、
亦
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與
張
輔

国
認
識
。
余
奉
鳴

因
劉
賛
育
介
紹
、
亦

與
張
輔
国
通

問
往

来
。
後
余
奉
鳴
至
南

興
地
方
。
張
輔

国
見
該
犯
粗
識
文
義

款
留
在
彼
、
幇

写
往
来

　
　
書
信
。
」

(25
)　
嘉
慶
十
八
年
四
月

一
日
殊
批

・
雲
貴
総
督
伯
麟

「
拿
獲
張
輔
国
審

明
等
由

」
(北
京

・
録
副

・
民
族
事
務
類

・
拉
枯
項

崗
O
＼
さ
)
"
「拠
張
輔
国
供
、
年

　
　
四
十
四
歳
、
是
孟
連
人
。
…
…
我
自
幼
少
出
家
、
在
南
乍
地
方
為
僧
、
名
叫
銅
金
。
嘉
慶
四

・
五
年
間
聴
従
已
正
法
的
李
文
明
滋
事
、
後
見
他
勢
敗
我
就

　
　
具
結
投
誠
、
蒙
前
任
総
督
仍
令
在
南
乍
居
住
約
束
狸
黒
、
我
便
還
俗
、
更
名
張
輔
国
。

八
年
間
蒙
前
任
巡
撫
准
我
允
當
孟
連
所
属
土
目
約
束
裸
衆
。
我
見

　
　
各
土
司
日
漸
懦

弱
、
起
意
呑
平
各
寨
、
暗
招
漢
奸
勾
結
猥
衆
焚
劫
、
逐
漸
侵
估
地
方
。
後
経
地
方
官
札
来
査
並
未
申
覆
。
十
七
年
冬
間
、
又
有
道
府
転
奉

　
　
総
督

.
巡
撫
屡
次
札
調
。
我
想
南

興
瘴
盛
、
内
地
官
兵
断

不
能
到
、
所

以
抗
不
遵
調
。
又
不
稟
覆
又
知
土
司
把
我
稟
告
内
地
、
我
愈
加
懐
恨
、
即
令
狸
衆

　
　
焚
劫
孟
連
上
猛
引
地
方
出
気
。
不
料
内
地
賞
給
各

土
司
銀
米

・
子
薬
調
練
会
剿
。
…
…
」

(26
)　
嘉
慶

八
年

八
月

二
十
五
日
雲
南

巡
撫
永
保

・
雲
南
提
督
烏
大
経
奏

晶
復
訊
以
爾
等
既
未
叛
離
土
司
、
不
過
是
因
土
司
苛
派
過
甚
懼
怕
、
雖
不
聴
其
苛

　
　
派
而
毎
年
応
交
之
山
水
銭
糧
、
豈
可
竟

不
交
土
司
收
納
、

居
其
地
而
不
交
銭
糧
即
與
叛

出
無
異
。
據
称
我
們
愚
蠢
夷
人
実
在
不
知

此
理
、
今
既
明
白
曉

　
　
示
、
我
們
豈
敢

不
遵
。
所
有

山
水
銭
糧
原
是
該
交

的
。
若
仍
在
孟
連
処
上
納
、
他
仍
是
勒
索
受
累
我
們

、
既
巳
帰
順
天
朝
、
情
願
將
銭
糧
交
與
内
地
、
地

　
　
方
官
或
転
発
給
孟
連
方

不
致
受
累
。」

(27
)　
方
国
瑜

『淇
西
辺
区
考
察
記
』
国
立
雲
南
大
学
西
南
文
化
研
究
室
、

一
九
四
三
年
、
第

五
扁
、
「裸
黒
山
旅
行
記
」
、
三
六
～
三
八
頁
、
に
よ
る
。

(28
)　
光
緒
十
七
年
十
二
月
十
八
日
王
文
韶

・
譚
鈞
培
奏

(北
京

・
殊
批

・
民
族

ミ
①
。゚
＼
b。
)
"
「
劉
春
霖

以
此
次
叛
夷
推
東
主

・
閑
官

・
富
角

・
義
宋

・
永
岶
五

　
　
仏
房
為
盟
主
。

仏
房
者
夷
民
佞
仏
平

日
奉
僧
如
神
、
故
其
地
皆
以
仏
房
為
名
。
仏
房
之
外
又
各
有
家
口
営
、
則
皆
結
寨
列
柵
與
仏
房
相
依
為
固
。

…
…
五

　
　
仏
房
之
外
尚
有
所
謂
西
盟

三
仏
主
者
。
其
酋
為
夷
僧
李
同
明
、
其
地
縦
横
三
百
余
里
、
管
轄
夷
民
四
千
余
戸
。
」

(
29
)　

前
掲
嘉
慶

八
年

八
月

二
十
五
日
雲
南
巡
撫
永
保

・
雲
南
提
督
烏
大
経
奏

"
「其
向
称
僧
人
者
並
非
和
尚
、
竟
係
喇
嘛
、
著
黄
衣
、
與
西
蔵
無
異
、
経
典

　
　
亦
熟
。
狸
黒
之
肯
為
恭
敬
、
亦
如
西
蔵
番
衆
之
敬
黄
教
相
同
。
」

(30
)　

『拉
赭
族
社
会
歴
史
調
査

(
一
)』
雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
八
二
年
、

一
四
頁
。

(31
)

銭
寧

「
厄
莎

・
佛
祖

・
耶
蘇
～
近
代
拉
砧
族
的
宗
教
信
仰
与
社
会
変
遷
」
『思
想
戦
線
』

一
九
九
七
年

四
期
、
な
ど
。

(
32
)　

嘉
慶
五
年

三
月
十
九
日
雲
貴
総
督
書
麟
奏

(台

北
、
宮
中
档
)
"
「査
李
文
明
雖
係
為
首
邀
約
銅
金
及
雫
瓦
野
人
倡
乱
、
首

犯
但
銅
登

・
銅
金
二
犯
、
輒

　
　
敢
挟

猛
猛
土
司
不
准
盖
廟
微
嫌
、

一
経
李
文
明
糾
結
該
犯
、
銅
金
即
随
赴

猛
猛
地
方
聚
衆
滋
事
、
実
属
罪
不
容
誅
。

…
…
且
此
等
漢
僧
人
数
衆
多

、
不
独

　
　
猛
猛
為
然
。
其
附
近
之
孟
連

・
車
里

・
六
困

・
猛
班
等
処
偏
地
皆
是
。
毋
論
裸
黒

・
擺
夷

・
蒲
蛮
等
類
無

不
奉
若
神
明
、
牢
不
可
破
。
」

(
33
)

Ω
①
範

厂
○

勺
肄

奠
8
戸
き
§

き
き

誌

、
掣

ミ

慧

ミ

勘ミ

駄
食
飛

9

"ミ

隔
ざ
遘§
嵩
き

ミ
§

田

芝
⑤
乙

d
三
く
①
邑

q

牢
①
芻

9

ヨ
σ
ま

σq
ρ
ζ
p
°・ω胃

ε

ω①
夛
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五
　

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
お
け
る
ア
ス
人

の
移
動
に

つ
い
て

は
じ
め
に

赤
坂
恒
明

　
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部

の
草
原
地
帯
を
中
心
に
活
動
し
た
東
イ
ラ
ン
系
騎
馬
遊
牧
民
諸
集
団
の
掉
尾
を
飾
る

ア
ラ
ン
≧
き

人
は
、

テ
ユ
ル
ク
系
諸
集
団
や
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
の
西
進
等

に
よ
り
、
そ
の
活
動
領
域
を
縮
小
し
つ
つ
も
、
北
カ
フ
カ
ス
中
部
と
そ
の
周
辺
に
蟠
踞

し
て

い
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
行
動
の
結
果
、
彼
ら
は
、
集
団
ご
と
に
異
な
る
道
を
歩
む
こ
と
と
な

っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
、
ア
ス

〉
ω

(漢
字
表
記
は
阿
速
そ
の
他
)
と
も
称
さ
れ
た
彼
ら
、
ア
ラ
ン
人
は
、

一
部
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
方
面
に
移
り
、
言

語
的
に
は

マ
ジ
ャ
ー

ル
化

し

つ
つ
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
独
自
の
文
化
を
部
分
的
に
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
部
は
、
モ
ン
ゴ
ル

(元
朝
)
皇
帝
の
親
衛
軍
に

編
入
さ
れ
て
漢
地
に
移
り
、
元
朝

の
政
局
に
も
関
わ
り
、
元
朝
の
北
遷
後
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
有
力
集
団
と
し
て
活
躍
し
た
。
な
お
、
カ

フ
カ

ス
に
留
ま

っ
た
人
々
は
、

一
部
は
テ
ユ
ル
ク
化
し
た
が
、
東
イ
ラ
ン
系

の
言
語
を
保

っ
た
集
団
は
現
在
の
オ
セ

ッ
ト

○
ω゚。
Φ什
民
族
を

形
成

す
る
に
至

っ
た
と
定
説
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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周
知

の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
時
代
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
、
人

々
の
移
動

・
移
住
は
、
個
人

・
集
団
と
規
模

の
大
小
を
問
わ

ず
非
常

に
活
発
に
行
わ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
状
況
の
も
と
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
に
分
散
す
る
こ
と
と
な

っ
た
ア

ス

(ア
ラ
ン
)
人
の
移
動
に
つ
い
て
概
観
し
た

い
。

1

ア
ス
人

(
ア
ラ
ン
人
)
の
歴
史
に
関
す
る
先
行
研
究

の
傾
向

　

ア
ラ
ン
人
は
、
他
の
騎
馬
遊
牧
民
諸
集
団
と
比
較
す
る
と
、
歴
史
上
の
活
動
期
間
が
長

い
。
オ
セ
ッ
ト
人
出
身
の
碩
学
、
V
・1
・ア
バ

エ

フ

ζ

H

>
σ
器

く
は

、

『
イ

ラ

ン
学

百

科

事

典

』

寒

巉
へ§

ミ

冒
ミ

ミ
ミ

に

お

け

る

「
ア

ラ

ン

人

≧

き

ω
」

の

項

目

の

中

で
、

ア

ラ

ン

人

の
歴

史

を

三
期

に

区

分

し

て

い
る

[〉
ぴ
器

く

6
0。
巴

。

　

　

第

一
期

H
キ

リ

ス
ト

紀

元

の
始

め

か

ら

、

民

族

大

移

動

ま

で
。

　

　

第

二
期

日
民

族

大

移

動

の
時

代

か

ら

、

モ

ン
ゴ

ル

侵

略

ま

で
。

　

　

第

三

期

"
モ

ン
ゴ

ル
侵

略

以

降

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ユ
　

　

第

一
期

と

第

二

期

に

お

け

る

ア

ラ

ン

人

の

活

動

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

、

殊

に

西

欧

の

歴

史

に

直

接

的

に

関

わ

る

も

の

が

少

な

く

な

く

、

今

日

に

至

る

ま

で
多

く

の
研

究

の

蓄

積

が

あ

る
。

特

に
、

所

謂

「
民

族

大

移

動

」

期

に

お

い

て
、

ア

ラ

ン

人

の

一
部

は

、

ゲ

ル

マ

ン
諸

集

団

と

共

に

西

進

し

、

は

じ

め

は

東

ゴ

ー

ト

族

、

次

い

で

ヴ

ァ

ン

ダ

ル

族

と

連

合

し

た

。

こ

の

ア

ラ

ン

人

の

西

方

移

動

に

つ

い

て

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ　
　

[しd
P
O
】P
吋
鋤
O
げ
　
一
Φ
刈
ω
]

等

、

専

論

が

あ

り

、

日

本

に

お

い
て

も

[
松

田

　

一
九

七

五

]
、

[
大

久

間

　

一
九

八

四

]

等

、

研

究

者

に
注

目

さ

れ

て

い
る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

　

一
方

、

第

三
期

に

お

け

る

ア

ラ

ン

(
ア

ス

)

人

の
動

向

に

つ
い

て

は

、

第

一
期

・
第

二
期

と

比

較

す

る

と

相

対

的

に

注

目

度

が

高

い
と

は

言

い
難

い

よ
う

に

思

わ

れ

る

が

、

い
く

つ
か

の
専

論

が
存

在

し

て

い
る

。
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ま

ず

、

二

度

に

わ

た

る

モ

ン
ゴ

ル

の

西

征

に

お

け

る

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

に

対

す

る

軍

事

行

動

に

つ

い

て

は

、

[≦

昌
o
同
ω
ξ

6

紹

]

や

[〉
=
ω
①
口

一
ゆ
Φ
巳

に

お

い

て
詳

論

さ

れ

て

い
る
。

　

モ

ン

ゴ

ル

の
西

征

後

、

カ

フ

カ

ス

に
留

ま

っ
た

ア

ラ

ン

(
ア

ス

)

人

の

一
部

は

険

峻

な

カ

フ
カ

ス
山

中

に

拠

り

、

そ

の
後

も

な

お

、

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

らヨ
ぜ

ば

ら

く

の
間

、

モ

ン

ゴ

ル
に

対

す

る
抵

抗

を

続

け

た

が

、

多

く

は

モ

ン
ゴ

ル

に

服

属

し

た

。

モ

ン
ゴ

ル
帝

国

期

の
所

謂

「
キ

プ

チ

ャ
ク

汗

国

(金

帳

汗

国

)
」

に
お

け

る

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

に

関

す

る

専

著

と

し

て
は

、

0

・
B

・
ブ

ベ

ノ

ク

の
専

著

、

『金

帳

汗

国

に

お

け

る

ア

ラ

ン
人

"
ア

ス
人

(
一
三

～

一
五

世

紀

)
』

[ゆ
⊆
σ
①
8

評
N
O
O
凸

が

あ

る
。

　

ま

た

、

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

の

一
部

は

、

こ

の
時

期

に

お

い
て

も

、

西

方

へ
の
移

動

を

行

っ
て

い
る

。

彼

ら

、

ハ
ン
ガ

リ

ー
方

面

に
移

住

し

た

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

は

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

語

で

ヤ

ー

ス

富

ω
N
人

と

呼

ば

れ

、

少

な

く

と

も

一
五

世

紀

ま

で

は

東

イ

ラ

ン
系

の
自

身

の
言

語

を

保

っ
て

い
た

。

彼

ら

に

関

す

る

研

究

は

、

約

四

〇

の
中

世

ア

ラ

ン
語

語

彙

を

含

む

所

謂

『
ヤ

ー

ス
語

語

彙

集

』

に

関

す

る

言

語

学

研

究

、

ヤ

ー

ス

人

の
民

族

誌

を

取

り

上

げ

た

研

究

、

考

古

学

を

中

心

と

し

た

研

究

が

、

主

な

も

の

で
あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
　
　ス

　

ま

た

、

東

方

に

移

り

、

モ

ン

ゴ

ル

(元

朝

)

皇

帝

の
も

と

に

親

衛

軍
と

し

て
仕

え

た

阿

速

(
ア

ラ

ン
)

人

に

つ

い

て

は

、

元

朝

史

研

究

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ
シ
ク

の

一
環

と

し

て
、

所

謂

「
色

目

人

」

に

関

す

る

研

究

や

、

軍

制

、

怯

薛

冨

酪
αq
、

怯

憐

口

oq
Φ
雫
言

蔘

.O
α

等

に
関

す

る
研

究

に
お

い

て
、

ま

た

、

宗

教

史

の

一
部

と

し

て

、

元

朝

期

に

お

け

る

キ

リ

ス
ト

教

に

関

す

る
研

究

に

お

い
て

研

究

対

象

と

さ

れ

る

。

さ

ら

に
、

元

朝

北

遷

後

の

モ

ン

ゴ

ル
高

原

に

お

い

て

モ

ン
ゴ

ル
系

諸

集

団

が

再

編

成

さ

れ

る

過

程

が
検

討

さ

れ

る

中

で
、

有

力

集

団

の

一
つ

で
あ

る

ア

ス

ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
　　ス

〉
ω
＆

(
ア

ス

〉
ω
の

モ

ン
ゴ

ル

語

複

数

形

)

が

屡

々

取

り

上

げ

ら

れ

る

が

、

そ

れ

ら

の
諸

研

究

に

お

い
て

、

ア

ス
ド

は

阿

速

の
後

身

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

お
り

、

管

見

の
限

り

、

こ

れ
を

否

定

す

る
先

行

研

究

は

な

い
よ

う

で
あ

る

。

　

な

お

、

ア

ラ

ン

(
ア

ス

)

は

、

史

料

の
訳

注

等

に

お

い

て
取

り

上

げ

ら

れ

る

こ

と

が

少

な

く

な

い
。

例

え

ば

、

『
モ

ン

ゴ

ル
秘

史

(
元

朝

秘

史

)
』

に

見

え

る

「
阿

速

慯
」
　

　

「
〉
ω
三

」

ま

た

は

「
〉
ω
⊆
α
」
　

　

等

に

対

し

て
、

[
那

珂

　

一
九

〇

七

]

[
村

上

　

一
九

七

六

]

[閑
霧

げ
①
三

一氤

N
O
O
Σ

等

に

訳

注

が

あ

り

、

『
通

制

条

格

』

巻

第

一
七

「
賦

役

」

三

七

六

に

お

け

る

「
阿

速

」

に
対

し

て

は

、

[
『
通

制
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条
格

の
研
究
訳
注
』
　

一
九
七
五
]
が
あ
り
、
『経
世
大
典
』
「輿
地
図
」
の

「
阿
蘭
阿
思
」
即
ち

「
ア
ラ
ン

・
ア

ス
」
に

つ
い
て
は
、

[田W同Φ
叶ωO
げ
昌
①
同α
①
『　
一〇◎○◎
○◎
]
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
参
照
す
る
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
[勺
亀
葺

6
＄
]
は
、
史
料

の
分
析

に
見
る
べ
き
所
が

多
く
、
研
究
者
に
必
見
で
あ
る
。

　

ア
ラ
ン

(ア
ス
)
人
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
広
範
な
地
域
に
お
い
て
長
期
間
に
わ
た

っ
て
活
動
し
た
た
め
、
彼
ら
に
関
す
る
諸
史
料
は
多

言
語
に
及
び
、
そ
の
全
体
的
な
把
握
は
著
し
く
困
難
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
最
後

の
年

で
あ
る
西
暦

二
〇

〇
〇
年
に
、
ブ
リ

ル

ゆ
同
∈
版

『東
洋
学
手
引
』
叢
書
の

一
冊
と
し
て
、
A
・ア
ル
マ
ー
二
に
よ
る

『ア
ラ
ン
人
に
関
す
る
諸
資
料
』

[≧

Φ
ヨ
①身

NO
O
O
]
が

刊
行
さ

れ
、

ア
ラ
ン
人
の
歴
史
を
研
究
す
る
た
め
の
環
境
は
格
段
に
改
善
さ
れ
た
。
本
書
に
は
、
ラ
テ
ン
語
、
古
代

ギ
リ
シ
ア
、
中
世
ラ

テ
ン
語
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
グ
ル
ジ
ア
、

ヘ
ブ
ラ
イ
、
イ
ラ
ン
、

モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ

ア
、
シ
リ
ア
語
、
漢
語

の
諸
文
献
に
お
け
る
ア
ラ
ン

(ア
ス
)
人
に
関
す
る
情
報
が
広
く
紹
介
さ
れ
、

一
部
に
つ
い
て
は
史
料
の
英
訳
と

原
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
利
用
に
甚
だ
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
書
誌
に
お

い
て
は
、
西
欧
に
お
け
る
研
究
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
ま
た
、
先
行
研
究
を
把
握
す
る
上
で
極
め
て
有
益
で
あ
る
。
但
し
、

ロ
シ
ア
語
に
よ
る
研
究
文
献
は
ご
く
僅

か
し
か
挙
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
漢
語
に
よ
る
研
究
文
献
は
皆
無
で
あ
る
。
日
本
に
も
ア
ラ
ン
人
に
関
す
る
研
究
が
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
ら
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
欠
点
も
あ
る
が
、
本
書
の
刊
行
が
、
今
後

の
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究

の
進

展
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
に
、
疑

い
の
余
地
は
な

い
。

　
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
先
行
諸
研
究
の
成
果
に
拠
り

つ
つ
、
V
・1
・
ア
バ
エ
フ
に
よ
る
時
代
区
分
の
第
三
期
に
相
当

す
る
時
期
に
お
け

る
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
と
西
と
に
移
動
し
た
ア
ス

(ア
ラ
ン
)
人
の
動
向
を
追

っ
て
行
こ
う
と
思
う
。
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2

モ
ン
ゴ

ル
帝
国
期

に
お
け

る
ア
ス

(
ア
ラ
ン
)
と
、
そ

の
宗
教
を
め
ぐ

っ
て

　

本

章

で

は

、

ま

ず

、

集

団

と

し

て

の

ア

ス
と

ア

ラ

ン

の
概

念

を

明

ら

か

に

し

て
お

き

た

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

　

ア

ス
と

ア

ラ

ン
は

、

習

俗

と

宗

教

は

同

じ

で
あ

る

が

集

団

と

し

て

は

異

な

る

、

と

述

べ

る

史

料

も

あ

る

が

、

少

な

く

と

も

モ

ン

ゴ

ル
帝

国

期

に

お

い
て

は

、

両

者

は

同

一
の
集

団

と

見

做

さ

れ

て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

し

か

し

、

両

者

を

、

宗

教

的

に
異

な

る

別

集

団

で

あ

る

と

す

る

解

釈

が

あ

る

。

即

ち

、

[村

上
　

一
九

七

六

]

の
主

張

、

「
ア

ラ

ン
が

ギ

リ

シ

ア
正

教

を

信

ず

る

古

い
住

民

で
あ

る

に

対

し

て
、

ア

ス

と

は

南

方

の

エ

ル
ブ

ー

ル

ス
山

脈

方

面

か

ら

西

部

に
移

住

し

て
き

た

イ

ス

ラ

ム
系

の
も

の

で

、

や

が

て

ア

ス
族

の
勢

力

が

強

く

な

っ
て

ア

ラ

ン

の
名

称

は

消

え

去

る

に

い
た

っ
た

」
と

い
う

も

の

で
あ

る

。
確

か

に
、

イ

ブ

ン

・
バ

ッ
ト

ゥ

ー

タ

Hぴ
口

ゆ
⇔
洋
O
富

の
旅

行

記

に

お

け

る

、

所

謂

「
キ

プ

チ

ャ

ク
汗

国

(金

帳

汗

国

)
」

の
首

都

、

サ

ラ

イ

に

関

す

る
記

載

[家

島

　

一
九

九

九

]

に

お

い
て

、

「
町

〔
引

用

者

注

日
サ

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
　
イ
フ
ァ

ラ

イ

〕

に

は

様

々
な

集

団

が

お

り

、

そ

の
な

か

に

は

ム

グ

ル

[
人

]

が

含

ま

れ

る
。

…

…

　

ま

た

ア

ス

人

が

含

ま

れ

、

彼

ら

は

イ

ス

ラ

ム

教

徒

た

ち

で

あ

る

。

さ

ら

に

キ

フ
ジ

ャ
ク

(キ

プ

チ

ャ

ク
)

人

、

ジ

ャ

ル

カ

ス

(
チ

ェ
ル

ケ

シ

ュ
)

人

、

ル
ー

ス
人

や

ル
ー

ム
人

(
ギ

リ

シ

ャ

人

)

[
な

ど

]

が

含

ま

れ

、

彼

ら

は

[
い
ず

れ

も

]

キ

リ

ス

ト

教

徒

で

あ

る

」

と

あ

り

、

ア

ス
人

は

イ

ス

ラ

ー

ム
教

徒

で
あ

る

と

明

記

さ

れ

て

い
る

。

　

し

か

し

、

少

な

く

と

も

モ

ン
ゴ

ル
帝

国

期

に

お

け

る

諸

史

料

の

用

例

に

拠

る
限

り

で
は

、

ア

ラ

ン
と

ア

ス

と

を

別

の
集

団

で
あ

る

と

区

別

し

て
、

さ

ら

に

両

者

は

互

い
に

宗

教

が

異

な

る

集

団

で

あ

る

、

と

考

え

る

こ
と

は

困

難

で
あ

る

。

　

ま

ず

、

ブ

リ

デ

ィ

ア

の
報

告

書

の

第

三

四

節

に

お

い
て

「
タ

ル

タ

ル

人

が

従

え

た

地

方

の
名

前

」

が

列

挙

さ

れ

た

箇

所

[
ブ

リ

デ

ィ

ア

一
九

九

五

-

六

、

≧

①
日
鋤
身

N
O
O
O
]

に

お

い

て
、

「
ア

ス
人

>
N
N
凶
と

称

す

る

ア

ラ

ン
人

≧

①
巳
」

(
≧

p・
三

ρ
三

島
。
巨

什
ω
①

>
N
N
o
ω
)

と

あ

り

、

ま

た

、

カ

ル
ピ

ニ

の
旅

行

記

に

お

い

て
、

モ

ン

ゴ

ル

人

が

征

服

し

た

地

域

・
集

団

名

を

列

挙

し

た

箇

所

[ζ

①
口
①
ω
8

一
Φ
。゚
◎
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≧

①
ヨ
鋤
昌

N
O
O
O
]

に

、

「
ア

ラ

ン

人

あ

る

い
は

ア

ス
人

」

(
＼1
一鋤
昌
同　
ω
凶く
①
　
＼〆
ω
の
同)

と

あ

り

、

ル

ブ

ル

ク

[
毛

旨

ひ煢
器

畧

一
㊤
N
ρ

≧

Φ
ヨ
き

気

N
8

0
]
に

も

「
ア

ラ

ン
人

あ

る

い
は

ア

ー

ス
」

(〉
一鋤
】ρ凶
ω
圃〈
①
〉
鋤
Qり
)
な

ど

と

あ

り
、

こ
れ

ら

の
記
載

に

従

え

ば

、
モ

ン
ゴ

ル
帝

国

期

に

お

い
て

、

概

念

的

に

ア

ラ

ン
と

ア

ス

は

同

一
の
集

団

と

見

做

さ

れ

て

い
た

、
と

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
そ

し

て

、
彼

ら

は

、
ブ

リ

デ

ィ

ア

の
第

二

四
節

[
ブ

リ

デ

ィ

ア
　

一
九

九

五

"
≧

Φ
目
穹

団

N
O
O
O
]

に

「
そ

し

て

バ

テ

ィ

は

、
大

都

市

オ

ル

ナ

ス

へ
向

か

っ
た

。
そ

こ

に

は

、

キ

リ

ス
ト

教

徒

の

ガ

ザ

ル
人

や

ア

ラ

ン

人

、
そ

の
他

い
ろ

い

ろ
な

地

方

出

身

の
サ

ラ

セ

ン

人

が

大

勢

住

ん

で

い
た

」
と

あ

る

の
を

は

じ

め

、

カ

ル
ピ

ニ

0
穹

豆
巳

の

第

五

章

[ζ

①
口
Φ
・゚δ

一〇
〇。
◎

≧

①
ヨ
鋤
身

N
O
O
O
]

に

、

「
そ

こ

〔
引

用

者

注

"
9

蠧

ω
〕

に

は

多

く

の

キ

リ

ス
ト

教

徒

、

即

ち

、
ガ

ザ

ル
人

O
き

髯

同
や

ル

テ

ニ
ア

人

菊
⊆
9
巳

〔
引

用

者

注

ロ
ル

ー

シ

人

に

同

じ

〕

や

ア

ラ

ン
人

〉
訂
三

や

そ

の
他

が

い
た

」

と

あ

り

、
そ

の

他

、
ベ

ネ

デ

ィ

ク

ト

しU
①
口
①
臼
2

[亳

く
昌
㎞四
鋤
①
同
辞
一
㊤
b⊃
Φ
]
、

ル
ブ

ル

ク

閑
⊆
ぴ
毎

o

[
亳

旨

ひ煢
器

『
二

Φ
N
ρ

≧

Φ
ヨ
鋤
身

N
O
O
O
]
、

マ
ル

コ

・

ポ

ー

ロ

[
ζ
髯

8

勺
9
0
一
芻

ρ

ζ
穹

o
o
℃
o
δ

一
露

。゚
]

等

に

お

い

て
、

ひ

と

し

く

キ

リ

ス
ト

教

徒

で

あ

る

と

述

べ
ら

れ

て

い
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア　
　ス

　

ま

た

、

元

朝

皇

帝

の
も

と

に
親

衛

軍

と

し

て

仕

え

た

阿

速

は

、

カ

ト

リ

ッ

ク
教

徒

に

よ

る

中

世

ラ

テ

ン
語

文

献

に

お

い
て

は

、

悉

く

「
ア

ラ

ン
人

≧

鋤
三
」

と

称

さ

れ

、

キ

リ

ス
ト

教

徒

で
あ

っ
た

と

明

記

さ

れ

て

い
る

[
ノζ
<
口
oq
①
Φ
『
辞　
一
〇
bの
ゆ
]
。

即

ち

、

マ
リ

ニ

ョ
リ
ー

マ

リ

ニ

ョ
ラ

の

ヨ

ハ
ネ

ス

Ω
賓
o
<
き

巳

(}
8

塁

①
ω
)
α
Φ
ζ
髯

碍
目
o
=
同
(ζ

母

碍
昌
⊆
倉。
)
修

道

士
　

　

の
報

告

文

[家

入

　

一
九

六

六

]

に

、
「
更

に

ア

ラ

ー

二

〔引

用
者

注

"
ア

ラ

ン
人

〕

と

呼

ば

れ

て
、

東

洋

の
全

王

国

を

支

配

す

る

、

三

万

以

上

も

い

る
全

王

国

の
王

侯

達

は

、

実

際

的

に
ま

た
名

儀

上

の

キ

リ

ス
ト

教

徒

で
、

み
ず

か

ら

を

教

皇

の
奴

隷

と

呼

ん

で

フ

ラ

ン

ク

王

国

の

た

め

に

死

ぬ
準

備

が

で
き

て

い
る

」

と

あ

り

、

こ

こ

に

は

誇

張

が

認

め

ら

れ

る
も

の

の
、

ア

ラ

ン

人

が

キ

リ

ス
ト

教

徒

で
あ

っ
た

こ
と

が

明

記

さ

れ

て

い
る

。

彼

ら

は

、

元
末

、

ト

ゴ

ン

目
テ

ム

ル

(恵

宗

。

順

帝

)

の
治

世

が

始

ま

っ
て
間

も

な

い

=

二
三

六

年

七

月

八

日

、

ロ
ー

マ
教

皇

ベ
ネ

デ

ィ

ク

ト

ゥ

ス

一
二
世

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ら
　

の
も

と

に
書

簡

を

送

り

、

彼

ら

の
も

と

に

遣

外

使

節

を

派

遣

す

る

こ
と

を

要

請

し

た

。

そ

の
書

簡

に

は

、

フ

テ

ィ

ム

「
⊆
ロ
ヨ

以

下

、

ア

ラ

ン

人

の
有

力

者

た

ち

の

名

前

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

[ζ

O
G
一①
　
】°Φ
G◎
O
]

が

、

こ

の

フ

テ

ィ

ム

は

、

『
元

史

』

巻

=

三

一

「
杭

忽

思

列

伝

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　　
　

に
見

え

る

阿

速

国

主

の
後

裔

で
あ

る

福

定

に

比

定

さ

れ

る

[勺
①
=
同〇
二

〇
一
命

≧

①
日
①
身

卜。
O
O
O
]
。
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従

っ
て
、

言

う

ま

で
も

な

く

、

元

朝

下

の

「
ア

ラ

ン
人

」

は

「
阿

速

」

に
他

な

ら

ず

、

元

朝

に
お

い
て

も

ア

ラ

ン
と

ア

ス
と

は

概

念

的

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　　
　

に

ほ

ぼ

同

一
で

あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ア　
　ス

　

と

こ

ろ

で

、

先

述

の

マ
リ

ニ

ョ

リ

の
報

告

文

に

よ

る

と

、

元

朝

末

期

の

ア

ラ

ン
人

即

ち

阿
速

は

キ

リ

ス

ト

教

徒

で
あ

っ
た

、

と

さ

れ

る

が
、
漢
籍
に
は
、
元
末
に
お
け
る
阿
速
を

「回
回
」　
　
普
通
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

(ム
ス
リ
ム
)
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
ー

と

記

し

た

も

の

が

あ

る

。

即

ち

、

権

衡

の

『
庚

申

外

史

』

で
あ

る
。

本

文

献

は

、

史

料

性

の
点

で

い
さ

さ

か

問

題

の
あ

る
叙

述

も

若

干

含

ま

れ

る

も

の

の
、

元

末

に
関

す

る

貴

重

な

情

報

を

伝

え

る

史

料

と

し

て

高

く

評

価

さ

れ

て

い
る

。
そ

の
巻

上

、

至

正

一

一
年

(
=

二
五

一
)

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　　
　

[
秋

冬

]

の
条

に
、

次

の
よ

う

に
見

え

る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　

　

[
元

朝

の
]

朝

廷

は
紅

軍

の
起

つ
を

聞

き

、

枢

密

院

同

知

の
赫

厮

・
禿

赤

に
命

じ

て
、

阿

速

軍

六

千

な

ら

び

に
各

支

の
漢

軍

を

領

せ

　

　

　
　

　

　

　　
　

　

　

し

め

、

潁

上

の
紅

軍

を

討

た

し

む

。

阿

速

は

緑

睛

回

回

な

り

。

素

よ

り

精

悍

を

号

し

、

騎

射

を

善

く

す

。

河

南

行

省

の
徐

左

丞

と

倶

　

　

に

進

軍

す

。

其

の
三

將

〔
引

用

者

注

u
赫

厮

.
禿

赤

・
徐

左

丞

〕

は

但

だ

酒

色

を

以

て

務

め

と

な

し

、

軍

士

は
但

だ

標
掠

を

以

て

営

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

そ
そ
ろ

　

　

み

と

な

し

、

勦

捕

の
方

に

お

い

て

は

、

漫

に

省

を

加

え

ず

。

赫

厮

の

軍

馬

は
紅

軍

の
陣

の
大

な

る

を

望

見

し

、

鞭

を

揚

げ

て
日

わ

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　　
　

　

　

く

、

「
阿

卜

、

阿

卜

」

と

。

「
阿

卜

」

と

は

走

を

言

う

な

り

。

是

に

お

い

て
所

部

は
皆

、

走

る
。

今

に
至

る
も

淮

人

は
伝

え

て
以

て
笑

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
　

　

　

を

な

す

。

其

の

後

、

赫

厮

は

上

蔡

に

お

い
て

死

す

。

徐

左

丞

は

朝

廷

の
為

に
誅

せ

ら

る

。

阿
速

軍

は

水

戦

を

習

わ

ず

、

水

土

に
服

さ

　

　

ず

、

病

死

す

る

者

、

半

ば

を

過

ぐ

。

　

(A
)　
劉
福
通
の
率

い
る
紅
巾
軍
。

　

(B
)　

赫
厮
は
、

『元
史
』
巻
四
二

「順
帝
本
紀
」
五

至
正

=

年
四
月
壬
午
条
に

「
同
知
枢
密
院
事
黒
厮
」
と
見
え
る
。
禿
赤
は
、

『元
史
』
巻
四
二

「順
帝
本
紀
」

　

　

五

至
正

一
一
年
五
月
壬
申
条

お
よ
び
同

=

一年
八
月
丁
巳
条
に

「同
知
枢
密
院
事
禿
赤
」
と
見
え

る
。
彼
ら
に

つ
い
て
は
、

[韓
　

一
九

八

一
]
に
お

い
て
、

　

　

大
要
、
次

の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
即
ち
、

　

　

　

彼
ら
二
人
は
共
に
元
朝

の
同
知
枢
密
院
事

で
あ
り
、
「
至
正
十

一
年

(
二
二
五

一
年
)

の
劉
福
通
が
領
導
す
る
元
末
農
民
起
義
」
を
鎮
圧
す

る
た
め
に
派

　

　

　

遣
さ
れ
た
た
め
、
「元
末
農
民
起
義

に
関
す
る
論
著
中
」
に
お

い
て
屡

々
言
及
さ
れ
る
が
、
明
末
清
初
の
錢
謙
益
が
編
纂
し
た

『国
初
群
雄
事
略
』
に
お
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い
て

一
人

の
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
諸
研
究
に
お
い
て
は
赫
厮
禿
赤
が

一
人

の
人
名

で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、

『国
初
群
雄

　
　
　
　
事
略
』

の
当
該
記
事
は

『庚
申
外
史
』

に
拠

っ
て
お
り
、
後
者
に
従
え
ば
赫
厮
禿
赤
は
二
人

の
人
名

と
し

て
解
釈
さ
れ
る
。

　
(
C
)　

潁
上
は
、
潁
水

の
北
岸
、
潁
陽

の
こ
と
。
河
南
省
登
封
県

の
東

に
位
置
す
る
。
伝
説
上

の
巣
父

・
許
由

の
隠
棲

の
地
と
し

て
知
ら
れ
る
。
潁
水
は
、
河

　
　
　
南
省
登
封
県

の
嵩
山
の
西
南
か
ら
東
南
に
流
れ
、
安
徽
省
寿
県

の
正
陽
関

で
淮
河
に
注
ぐ
。

　
(
D
)　

「
阿
卜
、
阿
卜
」
の
部
分
は
、
本
史
料
の
モ
ン
ゴ
ル
語
訳

[
『庚
申
外
史
』　

二
〇
〇
五
]
の
四

一
頁
に
は
、
《
曳
p・
σ
⊆
》
即
ち

「
行
け
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
従
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
「
走
」
即
ち

「
逃
げ
よ
」

で
は
な

い
。
要
す
る
に
、
主
将
が
モ
ン
ゴ
ル
語

で

「行
け
、
行
け
」
と
命
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
下

　
　
　
の
阿
速
人
は
そ
れ
に
従
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
(
E
)　

『元
史
』
巻
四
七

「順
帝
本
紀
」

一
〇
至
正
二
八
年
閏
七
月
丙
寅
条
に
、
恵
宗

(順
帝
)
ト
ゴ
ン

ーー
テ
ム
ル
の

「
北
行
」
に
対

し
て

「
失
列
門
及
知
枢

　
　
　
密
院
事
黒
厮
、
宦
者
趙
伯
顔
不
花
等
」
が
反
対
し
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ

い
て
、

[韓
　

一
九
八

二

は
、
「
赫
厮

(黒
厮
)
は
至
正
十

一
年
に
上
蔡

　
　
　
で
死
ん
だ

の
で
は
な

い
」
と
論
じ
て

い
る
。

　

こ

こ

に

は

、

元

末

に

お

け

る
阿

速

が

「
緑

睛

回

回

」

と

称

さ

れ

て

お

り

、

緑

色

の
睛

を

持

つ
、

古

典

人

類

学

で

言

う

と

こ

ろ

の

「
コ
ー

ヵ

ソ

イ

ド

(
ユ
ー

ロ

ペ

オ

イ

ド

)
」

的

形

質

を

保

っ
て

い
た

こ

と

、

ま

た

、

元

来

、

気

質

が
精

悍

で

あ

り

、

騎

射

を

得

意

と

し

て

い
た

も

の

の
、

水

戦

に

は

熟

し

て

お

ら

ず

、

河

南

省

の
風

土

に
慣

れ

ず

、

過

半

が

病

死

し

て

し

ま

っ
た

こ

と

、

が

述

べ

ら

れ

て

い
る

が

、

問

題

と

な

る

の

は

「
回

回

」

と

あ

る

部

分

で

あ

る
。

　

ペ

リ

オ

は

、

「
Ω
『
①
①
亭
2

Φ
位

ζ
O
ω
す
日
ω
」
と

英

訳

さ

れ

得

る

当

該

の
部

分

「
9

Φ
8

あ
旨

◎
=
⊆
同ウ
三
」
を

取

り

上

げ

、

田

=
ぎ

三
」
(
回

回

)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　
　

と

い
う

用

語

の
概

念

を

分

析

し

、

『
元

典

章

』

に

お

け

る

「
Q。
げ
ロ
ーぴ
⊆
=
ロ
凶渉
ロ
ニ

(朮

忽

回

回

)

は

ユ
ダ

ヤ

教

徒

を

指

し

て

い
る

こ

と

、

『
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

イ
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り

史

』

巻

八

に

お

い

て
、

ネ

ス
ト

リ

ウ

ス
派

キ

リ

ス

ト

教

徒

の
愛

薛

.H芻

を

回

回

と

し

て

い

る

こ

と

、

一
六

〇

〇

年

頃

、

「
自
⊆
ぎ

三
」

は

イ

ス

ラ

ー

ム

教

徒

、

ユ
ダ

ヤ
教

徒

、

キ

リ

ス

ト

教

徒

に
対

す

る

共

通

名

称

と

し

て

用

い
ら

れ

た

と

い
う

マ

テ

オ

・
リ

ッ
チ

ζ

讐
9
0
国

゜
皀

の

指

摘

が

あ

る

こ

と

、

そ

の
他

の
事

例

を

挙

げ

、

「
回

回

」

が

イ

ス

ラ

ー

ム

教

徒

の
み

を

指

し

た

わ

け

で

は

な

い
こ

と

を

、

具

体

例

を

も

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　り

て
明

ら

か

に

し

た

[℃
①
一=
o
叶
一
㊤
窃
㊤
]
。
よ

っ
て
、

『庚

申

外

史

』
に

お

い

て

阿
速

が

「
回

回

」
と

称

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

、
彼

ら

が

イ

ス

ラ
ー

ム
教

徒

で

あ

っ
た

こ

と

を

意

味

す

る

も

の

で
は

な

い
。
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ア
　
ス

　

と

も

か

く

、

元

末

の

阿

速

に
は

キ

リ

ス
ト

教

徒

が

少

な

く

な

か

っ
た

の

で

あ

る

が

、

で

は

、

モ

ン

ゴ

ル
帝

国

期

の

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

は

、

キ

リ

ス
ト

教

徒

の

ど

の
宗

派

に

属

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

　

も

と

も

と

ア

ラ

ン
人

は

、

コ
ン

ス

タ

ン

テ

ィ

ノ

ー

プ

ル
と

の
密

接

な

関

係

の

も

と

に
、

東

方

正

教

(
ギ

リ

シ

ア
正

教

)

を

信

奉

し

て
お

り

、

モ

ン

ゴ

ル

に
よ

っ
て

征

服

さ

れ

た
直

後

に

お

い
て

も

そ

れ

を

維

持

し

て

い
た

。

即

ち

、

ル
ブ

ル

ク

の
第

一

一
章

[亳

旨

ひq
①
奠
二

露

ρ

≧

①
日
鋤
身

b。
O
O
O
]

に
、

「
五

旬

節

の
前

日

〔
引

用

者

注

二

二
五

三
年

六

月

七

日

〕

に

、

我

々

の
も

と

に
何

人

か

の

ア

ラ

ン
人

≧

①
巳

が

来

た

[
が

、

彼

ら

は

]

其

処

で

ア

ー

ス

〉
鋤
ω
と

呼

ば

れ

て
お

り

(ρ
⊆
=

ぼ

巳
8

耳

霞

〉
器

)
、

ギ

リ

シ

ア

の
典

礼

に
従

う

キ

リ

ス

ト

教

徒

(。
耳

同ω
量

巳

ω
①
。
巨

9

日

ユ
け
⊆
3

ρ

①
8

蕁

日
)

で

あ

り

、

そ

し

て

、

ギ

リ

シ

ア

の
文

字

と

ギ

リ

シ

ア

人

の
司

祭

た

ち

を

有

し

て

い
た

(冨

げ
Φ
羃

ω
毎

①
蠱

q゚
§

鋤
。゚
2

ω
鋤
8

a

。
叶①
ω
ゆq
村
Φ
8

ω
)
」

と

あ

る

と

お

り

で
あ

る

。

　

し

か

し

、

漢

地

に

お

い
て

モ

ン
ゴ

ル

(
元

朝

)

皇

帝

の
も

と

に
仕

え

た

ア

ス
人

に

は

、

東

方

正

教

の
信

仰

を

保

つ
こ
と

が

容

易

で
あ

っ

た

と

は

考

え

難

い
。

周

知

の

よ

う

に

、

モ

ン
ゴ

ル

帝

国

に

お

け

る

キ

リ

ス

ト

教

は

、

ネ

ス

ト

リ

ゥ

ス
派

が

有

力

で

あ

っ
た

。

モ

ン

テ

ーー

コ

ル
ヴ

ィ

ノ

の

ヨ

ハ
ネ

ス

冒

げ
穹

口
①
ω
O
①

ζ

〇
三

①

○
自

≦
昌
o
＼
O
同o
<
穹

巳

量

ζ
o
耳

①
o
o
「
<
冒
o
大

司

教

(
一
二

四

七

～

=

二
二

八

)

は

、

カ

ン
バ

リ

ク

(大

都

)

に

お

い
て

、

ネ

ス

ト

リ

ゥ

ス
派

に

よ

る

度

重

な

る

妨

害

を

受

け

な

が

ら

も

、
多

く

の

キ

リ

ス
ト

教

徒

を

カ

ト

リ

ッ

ク

に

入

信

さ

せ

て

い
る

。

即

ち

、

彼

の
第

二

書

簡

[
家

入

　

一
九

六

六

"
U
⇔
≦
ω
o
口

一
ゆ
芻

]

に

、

「
私

は

大

汗

の

主

な

居

住

地

カ

ン

バ

リ

ク
市

に

教

会

を

建

立

し

た

。

私

は

こ

の
教

会

を

六

年

前

に
完

成

し

、

鐘

楼

も

造

っ
て

、

そ

の
中

に

三

つ

の
鐘

を

お

い
た

。

私

は

こ

の
教

会

で
洗

礼

を

授

け

た

が

、

そ

の
数

は

、

自

分

の
見

積

り

で

は

、

今

日

ま

で
約

六

千

人

に

及

ん

で

い
る
。

前

に
述

べ

た

虚

偽

の
誹

謗

が

な

か

っ

た

ら

、

三

万

人

以

上

に

洗

礼

を

授

け

得

た

だ

ろ
う

。

そ

し

て

私

は

、

今

も

度

々
洗

礼

を

授

け

て

い
る

」

と

記

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

に

対

応

す

る

記

載

が
、

カ

ス

テ

ッ

ロ

の

ペ

レ

グ

リ

ノ

勺
Φ
お

oq
『
冒
0

9

9

ω
叶巴

o
＼
勺
Φ
=
①
ひ身
『
冒
0

9

Ω

け8

臼

O
⇔
誓
①
=
o
司

教

(
ザ

イ

ト

ン

司

教

"

一
三

一
八

～

=

三

一
二

年

七

月

七

日

)

の
書

簡

[家

入

　

一
九

六

六

]

に

、

次

の

よ
う

に

述

べ
ら

れ

て

い

る
。

　

　

大

司

教

ヨ

ハ
ネ

ス
修

道

士

が
大

汗

の
許

に
来

る

以

前

に

は

、

ど

の

よ
う

な

身

分

の
者

に

せ

よ

、

又

ど

こ

の

国

の
者

に

せ

よ

、

キ

リ

ス
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め
じる

　
　
ト

教
徒
で
小
さ
な
礼
拝
堂
や
キ
リ
ス
ト
の
標

し
を
建
立
す
る
こ
と
が
出
来
た
者
は
誰
も

い
な
か

っ
た
。
そ
れ
は

そ
う

い
っ
た
こ
と

　
　
を
禁
じ
た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
教
徒

の
勢
力
の
た
め
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
等
は
離
教
の
誤

っ
た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
に
従

う
か
、
又
は
未
信

　
　
者

の
道
を
と
る
か
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ

ス
修
道
士
が
来
て
か
ら
、
彼
は
神
の
助
け
を
得
て
ネ

ス
ト
リ
ウ
ス
教
徒
の

　
　
反
対

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幾

つ
か
の
教
会
堂
を
建
立
し
た
。
離
教

の
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
教
徒
を
憎
ん
で
い
た
他
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、

　
　
ヨ

ハ
ネ
ス
修
道
士
に
従

っ
た
が
、
と
り
わ
け
ア
ル
メ
ニ
ア
人
達
は
現
在
す
ば
ら
し
い
教
会
堂
を
建
築
中
で
、
そ
れ
を
彼
に
与
え
る
意

　
　
向
を
も

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
も
又
絶
え
ず
彼
等

の
許
に
い
て
、
他

の
修
道
士
達
に
ラ
テ
ン
教
会
を
任
せ
た
。
更

に
ア
ラ
ー
二

〔引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ
　

　
　
用
者
注

"
ア
ラ
ン
人
〕
と
呼
ば
れ
る
あ
る
善
良
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
(三
万
人
の
人
々
の
た
め
に
タ
タ
ー
ル
汗
か
ら
大
金
を
も
ら

つ

　
　
た

が
)
そ
の
家
族
と
共
に
ヨ
ハ
ネ
ス
修
道
士

の
許

へ
走

っ
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
ス
自
身
も
彼
等
を
支
持
し
て
説
教
し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
モ
ン
テ
ーー

コ
ル
ヴ
ィ
ノ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
さ
せ
た
六
千
人
に
は
ア
ラ
ン
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
大
都
に
お
け
る
ア
ラ
ン
人
の
数
は
三
万
人
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
既
述
の
マ
リ

ニ
ョ
リ
の
報
告
に
、
元
朝
全
土
に
ア
ラ
ン

人
が
三
万
人
以
上

い
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
と
も
矛
盾
し
な

い
。
さ
ら
に
、
モ
ン
テ

ーー
コ
ル
ヴ
ィ
ノ
到
来
以
前

の
大
都

の
キ
リ
ス
ト

教
徒
は
多
く
が
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
に
従
う
か

「未
信
者
」
と
な

っ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、

マ
リ
ニ
ョ
リ
の
報
告
に
お

い
て
、
ア
ラ

ン
人
が

「実
際
的
に
ま
た
名
儀
上
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
実
態
を
も
示
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
以
上
よ
り
確
認
さ
れ
た
の
は
、
次

の
諸
点
で
あ
る
。

　

一
、
少
な
く
と
も
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
お

い
て
は
、
ア
ラ
ン
と
ア
ス

(阿
速
)
は
、
集
団
名
と
し
て
、
ほ
ぼ
同

一
の
概
念
で
あ
る
と
認

　
　
識
さ
れ
て
い
た
。

　

一
、

ア
ラ
ン

(
ア
ス
)
は
、
元
来
、
東
方
正
教

(ギ
リ
シ
ア
正
教
)
の
キ
リ
ス
ト
教
を
信
奉
し
て
い
た
が
、
元
朝

の
領
域
内
に
移
住
し

　
　
て

い
た
人
々
は
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
や
カ
ト
リ
ッ
ク
に
宗
派
を
改
め
た
り
、
「未
信
者
」
と
し
て
名
目
上

の
み
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
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な

っ
て

い
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
　
　ス

　

元

末

に
至

る

ま

で
、

元

朝

下

の

ア

ラ

ン

(阿

速

)

人

の
多

く

は

キ

リ

ス
ト

教

徒

で
あ

る
と

見

做

さ

れ

て

い
た

が

、

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

の
な

か

に

は

、

サ

ラ

イ

の

ア

ス
人

の

よ

う

に

イ

ス

ラ

ー

ム
を

信

奉

し

て

い

た

人

々
も

存

在

し

て

い
た

。

彼

ら

は

、

モ

ン
ゴ

ル

支

配

の
も

と

で
イ

ス

ラ

ー

ム

に

改

宗

し

た

の

か

、

そ

れ

と

も

、

も

と

よ

り

ア

ラ

ン

(
ア

ス

)

人

の

な

か

に

存

在

し

て

い
た

イ

ス

ラ

ー

ム

を

信

仰

す

　

　

　お
　

る

集

団

に
由

来

し

て

い
る

の
か

、

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

が

、

こ
れ

は
今

後

の
課

題

と

な

ろ
う

。

3

ア
　
　ス

阿
速
人
の
東
方
移
住

の
諸
相

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア　
ス
　は
　

　
次

に
、
三
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
と

い
う
元
朝
の
ア
ラ
ン
人
即
ち
阿
速
が
、

い
つ
、
い
か
な
る
状
況
の
も
と
に
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
東

方

へ
移
住
し
た
か
、
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ル
ブ
ル
ク
の
第

一
八
章

[芝
旨

q゚
器
同二

Φ
Nρ
≧
Φ
ヨ
9
ξ

b。
OO
O
]
に
は
、
「彼

〔引
用
者
注

ロ
バ
ト
の
子
サ
ル
タ
ク
〕
か
ら
彼

の
父

〔引

用
者
注

"
バ
ト
〕
の
も
と

へ
の
道
中
、
我

々
は
非
常
に
恐
ろ
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
彼
ら

〔引
用
者
注

"
タ
ル
タ
ル
人
〕

の
間
に
夥
し
い
数

が
い
る
、
彼
ら
の
ル
テ
ニ
ア
人

閑
三
①
巳
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
人

=
巨

σq
①こ
と

ア
ラ
ン
人

≧
餌
三

の
奴
隷
が
、
二
〇
あ
る

い
は
三
〇
の
集
団
を

な
し

て

一
緒
に
集
ま
り
、
そ
し
て
、
弓
矢
を
持

っ
て
夜
に
逃
亡
し
、
そ
し
て
、
夜
に
出
会

っ
た
者
を
誰
で
も
殺
す

の
で
あ
る
」
と
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
も
と
に
、
恐
ら
く
戦
争

で
捕
虜
と
な

っ
た
ア
ラ
ン
人
の
奴
隷
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、
元

朝
に
お
け
る
阿
速
の
先
祖

の
な
か
に
も
、
戦
争
捕
虜
と
し
て
東
方
に
連
行
さ
れ
た
人
々
が
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
推

測
さ
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
『元
史
』

に
列
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
阿
速
に

つ
い
て
は
、
戦
争
捕
虜
と
し
て
連
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
も

の
は
存

在
し
な
い
。
彼
ら

の
列
伝
を
挙
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(参
考
の
た
め
、
記
載
に
基
づ

い
た
略
系
図
も
掲
げ
る
)。
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①

『元
史
』
巻

一
壬

二
「
捏
古
剌
列
伝
」

　
　
捏
古
刺
　
　
　
阿
塔
赤
　
　
　
教
化
　
　
　
者
燕
不
花

②

『元
史
』
巻

=

ゴ
ニ

「阿
児
思
蘭
列
伝
」

阿
児
.心蘭
H

騾

頼

〔長
子
鮓
児
都
答

忽
都
帖
木
児

〔次
子
〕

③

『元
史
』
巻

=
二
二

「杭
忽
思
列
伝
」

杭
想
思
l
l
「
阿
塔
赤

〔長
子
〕

-
伯

答

児

1

乃
咬
真

〔伯
答
児
の
母
〕

-按
法
普

〔次
子
〕

外

麻
思

〔杭
忽
思
の
妻
〕

都
丹

〔福
定
の
兄
〕

[斡
羅
思

〔長
子
〕

福
定

〔次
子
〕

④

『元
史
』
巻

一
三
二

「玉
畦
失
列
伝
」

也
列
{拔
都
兒
司

馨

児

〔長
群

里
歹

拝
住
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⑤⑥

「元
史
』
巻

=
三

一
「抜
都
児
列
伝
」

　

兀
作
児
不
罕

「
　

馬
塔
児
沙

　

抜
都
児
　
　
　
別
吉
連
　
　
　
也
連
的

『元
史
』
巻

=
二
五

「
口
児
吉
列
伝
」

福
得
来
賜
　
　
　
口
児
吉
　
　
　
的
迷
的
児

⑦

『元
史
』
巻

二
二
五

「
阿
答
赤
列
伝
」

　
　
昂
和
思
　
　
　
阿
答
赤
　
　
　
伯
答
児

香
山

⑧

『元
史
』
巻

=
二
五

「失
剌
抜
都
児
列
伝
」

月
魯
達
某
　
　
　
失
刺
抜
都
児
　
　
　
那
海
産

斡
羅
思
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⑨

『元
史
』
巻

一
三
五

「徹
里
列
伝
」

　
　
別
吉
八
　
　
　
徹
里
　
　
　
失
列
門

こ
れ
ら

の
う
ち
、
③
と
⑦
は
同

一
の
家
系
で
あ
る
。

こ
れ
ら
八
家
系
が
モ
ン
ゴ
ル
に
仕
え
る
に
至

っ
た
事
情
は
、
⑦
⑨
を
除
く
各
列
伝



に
記
載
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
オ
ゴ
デ
イ
・
ハ
ー
ン
の
治
世
期
に
、
バ
ト
を
総
帥
す
る
西
征

の

一
環
と
し
て
、

モ
ン
ケ

・
グ

ユ
ク
ら
が
率

い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お　

一
二
三
九
年

一
一
月
、
ア
ス

(ア
ラ
ン
)

の
城
市
メ
ゲ
ス

ζ
甜
器

を
包
囲
し
、
翌

一
二
四
〇
年
春
、
攻
略
し
た
が
、
そ
の
際
、
ア
ス
出

身

の
馬
塔
児
沙
が
メ
ゲ
ス
攻
め
に
奮
戦
し
た
。
⑤

「抜
都
児
列
伝
」
に
、
「抜
都
児
、
阿
速
氏
。
…
…
憲
宗
、
潛
邸
に
あ
り

〔引
用
者
注

"

「
モ
ン
ケ
即
位
以
前
に
」
の
意
〕
、
兄
、
兀
作
児
不
罕
及
び
馬
塔
児
沙
と
と
も
に
衆
を
帥

い
て
来
帰
す
。
馬
塔
児
沙
、
憲
宗

の
麦
各
思

〔引

用
者
注

"
メ
ゲ
ス
〕
城
を
征
す
る
に
従

い
、
前
鋒
の
将
と
な
り
、
身
に
二
矢
が
中
る
も
奮
戦
し
て
そ
の
城
を
抜
く
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、

兀
作
児
不
罕

・
馬
塔
児
沙

・
抜
都
児
の
三
兄
弟
は
、

メ
ゲ
ス
で
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ア
ス
政
権
か
ら
離
反
し
た
か
、
ま
た
は
、
そ
れ

と
は
別
個
の
ア
ス
人
の
勢
力
で
あ
り
、
メ
ゲ
ス
攻
略
以
前
に
、
遠
征
軍
を
率

い
る
モ
ン
ケ
の
も
と
に
帰
順
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

メ
ゲ

ス
は
ア
ス

(ア
ラ
ン
)
人
の
首
都
と
し
て
名
高
い
が
、
当
時
の
ア
ス

(
ア
ラ
ン
)
人
に
は
統

一
政
権
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
モ
ン

ゴ
ル
に
滅
ぼ
さ
れ
た
メ
ゲ
ス
に
拠

っ
た
政
権
の
他
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
帰
順
し
た
杭
忽
思

(昂
和
思
)
を
国
主
と
す
る
政
権
も
あ

っ
た
。
③

「杭
忽
思
列
伝
」
に
、
「杭
忽
思
、
阿
速
氏
。
阿
速
国
に
主
た
り
。
太
宗

〔引
用
者
注

日
オ
ゴ
デ
イ
〕
の
兵
が
其
の
境
に
至
る
や
、
杭
忽
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

は
衆
を
率

い
て
来
降
す
。
名
を
抜
都
児
と
賜

い
、
錫
う
に
金
符
を
以
て
し
、
命
じ
て
其

の
土
民
を
領
せ
し
む
。
尋

い
で
旨
を
奉
じ
、
阿
速

軍
千
人

及
び
其
の
長
子
、
阿
塔
赤
を
選
び
、
親
征
に
扈
駕
す
。
既
に
し
て
還
る
に
、
阿
塔
赤
、
宿
衛
に
入
直
す
。
杭
忽
思
、
還
國
し
、
道

に
敵
人
に
遇

い
、
戦
歿
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
杭
忽
思
は
、
オ
ゴ
デ
イ
・
ハ
ー
ン
の
命
に
よ
り
、
配
下
の
ア
ス
軍
千
人
お
よ
び

長
子
阿
塔
赤
と
共
に
、
オ
ゴ
デ
イ

の
親
征
に
扈
駕
し
た
、
と
さ
れ
る
。
当
時
、
既
に
オ
ゴ
デ
イ
自
身
は
親
征
に
出
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の

で
、
こ
れ
は
、
親
衛
軍
と
し
て
オ
ゴ
デ
イ
の
季
節
移
動
に
扈
従
し
た
、
と

い
う
程
度
に
理
解
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
杭
忽
思

が
帰
国

し
た
後
も
、
長
子
の
阿
塔
赤
は
、
オ
ゴ
デ
イ
の
ケ
シ
ク
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
宮
廷
に
留
ま

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

　
杭
忽

思
の
帰
順
に
従

っ
て
モ
ン
ゴ
ル
に
仕
え
、
オ
ゴ
デ
イ

・
ハ
ー
ン
の
ケ
シ
ク
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
玉
畦
失
の
父
、
也
烈

抜
都
児

で
あ
る
。
④

「玉
畦
失
列
伝
」
に
、
「玉
哇
失
、
阿
速
人
。
父
、
也
烈
抜
都
児
、
其
の
国
主
の
来
帰
に
従
う
。
太
宗

〔引
用
者
注

"
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オ
ゴ

デ
イ
〕、
命
じ
て
宿
衛

に
充

つ
」
と
あ
り
、
こ
の

「国
主
」
は
、

『元
史
』

に
従
う
限
り
、
杭
忽
思
以
外
の
人
物
は
考
え
ら
れ
な

い
。

恐
ら
く
、
杭
忽
思
の
長
子
、
阿
塔
赤
と
共
に
モ
ン
ゴ
ル
宮
廷
に
お

い
て
ケ
シ
ク
を
勤
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
也
烈
抜
都
児
は
、
虎
を
組
打
ち

に
し

て
仕
留
め
た
程

の
豪
傑
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
勇
猛
さ
を
見
込
ま
れ
て
、
阿
速
国
主
の
子
息

の
側
近
-

恐
ら
く

"伴
当
"

(ノ

コ
ル

ロ
穿
曾
)　
　

と
な

っ
た
可
能
性
が
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
阿
塔
赤
と
也
烈
抜
都
児
は
、
モ

ン
ケ
の
征
蜀
、

フ
ビ

ラ
イ

の
対

ア
リ
ク
"
ブ
ケ
親
征
、
李
壇
征
伐
に
加
わ
り
、

一
二
七
四
年
、
南
宋
攻
撃

の
際
、
鎮
巣
に
お

い
て
、
宋

の
降
将
、
洪
福
の
計
略

　
　
　
　
　
　

　ま

に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
、
そ
の
最
期
に
至
る
ま
で
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
杭
忽
思

の
子
、
阿
塔
赤

の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ゼ

孫
は
、
元
朝
下
に
お
け
る
阿
速
の
、
恐
ら
く
筆
頭

の
名
門
と
し
て
元
末
ま
で
続

い
た
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
家
系
が
阿
速
国
主

の
家
系

で

あ

っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
杭
忽
思
と
は
別
の
家
系
に
属
し
、
彼
と
は
別
個
に
モ
ン
ゴ

ル
に
帰
順
し
た
ア
ス
の
有
力
者
が
、
阿
児
思
蘭

で
あ
る
。
②

「
阿
児

思
蘭
列
伝
」
に
、
「
阿
児
思
蘭
、
阿
速
氏
。
初
め
、
憲
宗

〔引
用
者
注

"
モ
ン
ケ
。
即
位
前
〕
、
兵
を
以
て
阿
児
思
蘭

の
城
を
囲
む
。
阿

児
思
蘭
、
其

の
子
阿
散
真
と
と
も
に
軍
門
に
迎
え
謁
す
。
帝
、
手
詔
を
賜
い
、
命
じ
て
阿
速
人
を
専
領
せ
し
め
、
且

つ
其

の
軍
の
半
を
留

め
、
余
は
悉
く
之
を
還
し
、
其

の
境
内
を
俾
鎮
せ
し
む
」
と
あ
り
、
阿
児
思
蘭
は
、
自
己
の
軍
隊
の
半
分
を

モ
ン
ゴ
ル
に
提
供
し
た
が
、

自
己

の
領
域

の
領
有
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

　
杭
忽
思
の
政
権
も
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
に
お
い
て
、
そ
の
存
続
を
認
め
ら
れ
た
。
即
ち
、
③

「杭
忽
思
列
伝
」
に
、
杭
忽
思
の
没
後
、
「敕

し
て
其
の
妻
、
外
麻
思
を
し
て
兵
を
領
し
其
の
国
を
守
ら
し
む
。
外
麻
思
、
躬
ら
甲
冑
を
撰
し
、
叛
乱
を
平
ぐ
。
後
、
次
子
按
法
普
を
以

て
之

に
代
う
」
と
あ
り
、
彼

の
政
権
は
、
そ
の
妻
、
さ
ら
に
次
子
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
と

こ
ろ
で
、
カ

フ
カ
ス
に
お
け
る
、
モ
ン
ゴ
ル
に
帰
順
し
た

ア
ス
人

の
居
住
域
は
、
モ
ン
ケ
治
世
期
の
モ
ン
ゴ

ル
支
配
下
に
お

い
て

は
、

ル
ー
シ
と
同
じ
よ
う
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
モ
ン
ケ
・
ハ
ー
ン

(憲
宗
)
は
、

一
二
五
三
年
正
月
、

ビ
チ
ェ
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ロ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

必

闍

玄
α
お
Φ
α
同
別

児

哥

を

遣

わ

し

て

、

斡

羅

思

(即

ち

ル

ー

シ

)
・
阿

思

の

戸

口
を

統

括

さ

せ
、

一
二

五

七

年

九

月

、

鮒
馬

(
ク

ル

ゲ

ン
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ダ

ル
ガ
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　オ
ロ
ス
　
　
ア

ス

評
穹

oq
窪

)

剌

真

の
子

、

乞

歹

を

達

魯

花

赤

α
穹

ロ
這

α

と

な

し

て
、

斡

羅

思

・
阿

思

を

鎮

守

さ

せ

る

た

め

派

遣

す

る

に
あ

た

り

、

馬

・
羊

　

　

　

　

　

　

　ロ
　

を

下

賜

し

て
お

り

、

ア

ス

に

対

し

て
、

ル
ー

シ

に
対

す

る

の
と

同

様

の
施

策

を

行

っ
て

い
る

。

よ

っ
て

、

按

法

普

(杭

忽

思

の
次

子

)

や

阿

児

思

蘭

の
地

位

は

、

ル
ー

シ
諸

侯

の
そ

れ
と

類

似

し

た

も

の

で
あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る
。

　

彼

ら

ア

ス
人

が

在

地

支

配

権

を

モ

ン
ゴ

ル

に

よ

っ
て
認

め

ら

れ

て

い
た

、

カ

フ
カ

ス
方

面

の

ア

ス
人

居

住

域

か

ら

は

、

モ

ン

ケ
治

世

期

に
も

、

モ

ン

ゴ

ル

皇

帝

に

仕

え

る

た

め

に

、

一
部

の

ア

ス
人

が

東

方

へ
移

動

し

た

よ

う

で

あ

る
。

即

ち

、

①

「
捏

古

剌

列

伝

」

に
、

「
捏

古

剌

、

憲

宗

期

に
あ

り

て

、

也

里

牙

阿

速

三
十

人

と

と

も

に
来

帰

す

」
と

あ

り

、

⑧

「
失

剌

抜

都

児

列

伝

」
に

、

「
失

剌

抜

都

児

、

阿

速

氏

。

父

、

月

魯

達

某

、

憲

宗

の
時

、

阿

速

十

人

を

領

し

て

入

覲

す

。

阿

塔

赤

に
充

つ
」

と

あ

る
。

彼

ら

の
配

下

は

三

〇
人

・

一
〇

人

と

小

規

模

で
は

あ

る

が

、

「
来

帰

」
・
「
入

覲

」

と

見

え

る

こ

と

か

ら

、

彼

ら

は

、

オ

ゴ

デ

イ

期

に

既

に

モ

ン
ゴ

ル

軍

に

編

入

ま

た

は
所

属

し

て

い
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

ア

ス
人

で

は

な

く

、

新

た

に

カ

フ
カ

ス
方

面

か

ら

モ

ン
ケ

・
ハ
ー

ン

の
も

と

に
到

来

し

た

も

の
と

考

え

る

べ
き

で

あ

ろ
う

。

　

以

上

よ

り

、

ア

ス

人

が

東

方

へ
移

住

し

た

状

況

に

つ

い
て

は

、

次

の

よ
う

に

総

括

す

る

こ

と

が

で
き

よ
う

。

即

ち

、

《
オ

ゴ

デ
イ

・
ハ
ー

ン

の
統

治

期

に

お

い
て

、

バ

ト

の
西

征

に

伴

い
、

戦

い

に
敗

れ

た
多

く

の

ア

ス

(
ア

ラ

ン

)

人

が

捕

虜

と

な

り

、

モ

ン

ゴ

ル
軍

の
末

端

に

編

入

さ

れ

た

一
方

で
、

モ

ン
ケ

ら

に

よ

る

メ

ゲ

ス
攻

撃

に
前

後

し

て

モ

ン

ゴ

ル

に

服

属

し

た

ア

ス
人

有

力

者

は

、

そ

の

配

下

と

共

に

、

一

部

は

モ

ン
ゴ

ル

軍

の
軍

事

活

動

に

従

い
、

ま

た

一
部

は

、

モ

ン

ゴ

ル
宮

廷

に
お

い

て

ケ

シ

ク

と

し

て

仕

え

た

。

さ

ら

に

、

モ

ン

ケ

・
ハ
ー

ン

の
時

代

に

お

い

て
も

、

モ

ン
ゴ

ル
皇

帝

に
仕

え

る

ア

ス
人

の
新

た

な

東

方

移

住

が

見

ら

れ

た

》
、

と

。

　

彼

ら

ア

ス
人

は

、

前

述

の

『庚

申

外

史

』

に

「
素

よ

り

精

悍

を

号

し

、

騎

射

を

善

く

す

」

と

あ

り

、

『
元

文

類

』

巻

四

一

『
経

世

大

　

　

　

　の
　

典

』

「
軍

制

」

に

「
諸

国

人

の
勇

悍

な

る
者

は

、

聚

め

て
親

軍

宿

衛

と

な

す

。

而

し

て
其

の
人

を

以

て
、

名

づ

け

て
欽

察

衛

・
康

里

衛

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ
プ
チ
ャ
ク

阿

速

衛

.
唐

兀

衛

と

曰

く

」

と

あ

る

よ

う

に

、

カ

フ
カ

ス
方

面

に

お

け

る

か

つ
て

の
隣

人

、

テ

ユ

ル

ク
系

欽

察

ρ
ぢ
α
呂

人

等

と

共

に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

そ

の
勇

猛

さ

で

知

ら

れ

て

い
た
。

マ
リ

ニ

ョ
リ

の
報

告

[
家

入

　

一
九

六

六

]

に

は
、

「
東

方

の

ア

ラ

ー

二
人

の

上

品

な

種

族

は

彼

〔
引

用

者

注

"
セ

ム

の
子

エ
ラ

ム

〕

か

ら

起

っ
た

と

云

わ

れ

る

。

彼

ら

は

今

日

の
世

界

で

最

も

大

き

く

、

又

最

も

上

品

な

国

家

で

あ

り

、

又

最

159　 五　モ ンゴル帝国期 におけるアス 人の移動 について



も
美
し
く
、
勇
敢
な
人

々
で
あ
る
。
タ
タ
ー
ル
人
た
ち
は
、
ア
ラ
ー

二
人
の
協
力

で
、
東
方

の
王
国
を
獲
得
し
た
の
で
あ
り
、
彼
等
な
し

に
は

タ
タ
ー
ル
人
は
決
し
て
光
栄
あ
る
勝
利
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
、
極
め
て
誇
張
さ
れ
た
叙
述
が
あ

る
が
、
ア
ラ
ン
人
が

勇
敢

で
あ
る
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
活
動
に
お

い
て
顕
著
な
働
き
を
示
し
た
こ
と
、
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
首
肯
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
『元
史
』

に
列
伝
を
立
て
ら
れ
て
い
る
ア
ス
出
身
者
と
そ
の

一
門
の
事
蹟
を
見
る
と
、
彼
ら
は
、
ウ
リ
ャ
ン
ハ
ダ
イ
の
雲
南
遠
征

(②
⑧

)、

フ
ビ
ラ
イ
の
襄
陽
攻
撃

(①
)
、
モ
ン
ケ
の
四
川
親
征

(①
③
④
⑤
⑦
⑨
)、

フ
ビ
ラ
イ
の
、
ア
リ
ク
闘
ブ

ケ
と

の
帝
位
継
承
戦

争

(③
④
⑦
)、
李
壇
征
伐

(①
③
④
⑤
⑦
)、
南
宋
攻
略

(②
③
⑤
⑥
⑦
⑧
)、
シ
リ
ギ
の
乱

の
鎮
圧

(①
③
④
⑦

)、
対

ハ
イ
ド

・
ド
ワ

戦
役

(③
④
⑥
⑦
⑨
)、
ナ
ヤ
ン

・
カ
ダ
ー
ン
の
乱

の
鎮
定

(①
④
⑤
⑥
⑧
)
と
、
モ
ン
ケ

・
フ
ビ
ラ
イ

・
テ
ム
ル
期
の
重
要
な
戦
役
に

加
わ

っ
て
お
り
、
彼
ら
が
大

い
に
軍
事
的
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
に
、
疑
い
の
余
地
は
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　
ま

た
、
ア
ス
軍
団
は
、
元
朝

の
歴
史

の
転
換
点
と
な

っ
た
、

一
三
二
三
年
八
月

の

「南
坡
の
変
」
や
、
「
天
暦

の
内
乱
」
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が　

=
二
二
八
年

の
大
都
派
と
上
都
派
と
の
攻
防
に
お
い
て
、
軍
事
的
に
顕
著
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
彼
ら
の
活
動
は
、
共
に
皇
帝
の
親

　
　
　
　
　
　
　
　

キプ
チ
ャク

衛
軍
と
な

っ
て
い
た
欽

察

軍
団

の
活
動
と
同
様
、
元
朝
史
上
、
非
常
に
重
要
性
を
持

っ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
彼
ら
は
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　

末
、
反
乱
の
鎮
定
に
屡
々
出
動
し
、
元
朝

の
た
め
に
尽
力
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　あ
　

　
元
朝

の
北
遷
後
、

一
部
の
ア
ス
人
は
明
朝

に
帰
服
し
た
が
、
多
く
は
元
朝
皇
帝
と
共
に
モ
ン
ゴ
ル
方
面
に
移

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア　　ス

る
。

即
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
文
年
代
記
に
現
れ
る
ア
ス
ド

〉
瞿
α
集
団
は
、
元
朝
の
阿
速
軍
団

の
後
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

[和
田

一
九

一
七
、
岡
田
　

一
九
七
五
]。
明
朝

の
永
楽
帝
と
戦

い
を
交
わ
し
た
こ
と

で
有
名
な
、
モ
ン
ゴ

ル
の
有
力
者
、
阿
魯
台

(ア
ロ
ク

タ
イ

〉
凄
茖
①
同)
は
、
『蒙
古
源
流
』
等
モ
ン
ゴ
ル
文
年
代
記

に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ス
ド
の
出
身
で
あ

っ
た
。
ア
ス
ド
は
、

　
　
　

キプ
チ
ャ
ク

元
代

の
欽

察

軍
団

の
後
身

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

ハ
ラ
チ
ン

O
鋤蠢
αヨ
集
団
と

の
関
係
が
非
常
に
深

い
が
、
そ
れ
は
、
先
学
が

指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
元
朝
以
来

の
阿
速
と
欽
察
と
の
緊
密
な
関
係
が
北
遷
後
も
継
続
し
て

い
た
こ
と
を
証
し

て
い
よ
う

[和
田

一
九

一
七
、

一
九
五
三
]
。
ダ
ヤ
ン
・
ハ
ー
ン
の
も
と

で
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
諸
集
団
が
再
編
成
さ
れ
る
と
、
ア
ス
ド
は
、
六
つ
の
ト
ゥ
メ
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ン

巳

ヨ
魯

の
う

ち

、

右

翼

の

ユ

ン

シ

ェ
ブ

・
ト

ゥ

メ

ン

因
9

ひq
警
団
①
げ
O

呂

ヨ
①
口
の

一
部

を

構

成

す

る

こ

と

と

な

っ
た

が

、

ロ
プ

サ

ン

・
ダ

ン

ジ

ン

の

『
ア

ル

タ

ン

・
ト

プ

チ

』

に

お

い

て

ユ

ン

シ

ェ
ブ

・
ト

ゥ

メ

ン

が

「
ユ

ン

シ

ェ
ブ

・
ア

ス

ド

・
ハ
ラ

チ

ン

一
ト

ゥ

メ

ン
」

と

称

さ

れ

て

い
る

[
森

川

　

一
九

七

七

]

こ

と

か

ら

知

ら

れ

る

よ

う

に

、

ア

ス

ド

は

ユ

ン

シ

ェ
ブ

・
ト

ゥ

メ

ン

の
中

で

も

有

力

な

集

団

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

ユ

ン

シ

ェ
ブ

の
解

体

に

伴

い
、

ア

ス
ド

は
弱

体

化

し

、

集

団

と

し

て

の
自

律

的

な

活

動

を

絶

つ

に

　

　

　　

至

っ
た
。

　

ア

ス
ド

集

団

は

、

今

日
、

モ

ン
ゴ

ル

「
民

族

」

の

下
位

構

成

要

素

と

し

て
現

に
存

在

す

る

が

、

カ

フ

カ

ス
方

面

か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

で

あ

ろ

う

彼

ら

の
文

化

(東

イ

ラ

ン
系

の

言

語

や

キ

リ

ス
ト

教

を

含

む

)

は

、

管

見

の
限

り

で

は

、

そ

の
痕

跡

す

ら

残

さ

れ

て

い
な

い

よ
う

で

あ

り

、

カ

フ

カ

ス
か

ら

の

移

住

に

関

す

る
連

続

的

な

歴

史

的

記

憶

も

失

わ

れ

て

既

に
久

し

い
。

し

か

し

、

東

遷

し

た

ア

ス

(
ア

ラ

ン
)

と

そ

の
後

裔

は

、

元

朝

に

お

い

て

の

み

な

ら

ず

、

東

西

分

裂

期

の

モ

ン
ゴ

ル

に

お

い

て
も

顕

著

な

活

動

を

行

い
、

モ

ン
ゴ

ル
史

上

に

そ

の

集

団

名

を

留

め

た

の

で
あ

っ
た

。

4

ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ヤ
ー
ス
人

　

モ

ン
ゴ

ル

帝

国

期

、

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

の

一
部

は

ハ

ン

ガ

リ

ー

平

原

(
ア

ル

フ

ェ
ル
ド

≧

h皀
α
)

に

移

住

し

、

定

着

し

た

。

彼

ら

は

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で

「
ヤ
ー
ス
富
ωN
」　
　
複
数
形
で
は

「
ヤ
ー
ソ
ク

忘
ωNo
評
」
1

と
呼
ば
れ
る
。
当
該

の
時
代
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
移

り
住
ん
だ
集
団
と
し
て
は
、
ク
マ
ン
○
=
日
き

人
、
即
ち
キ
プ
チ
ャ
ク
人
　
　

ハ
ン
ガ
リ
i
語
で
は

「
ク
ン

ざ
口
」。
そ

の
複
数
形
は

「ク

ノ
ク

峇
口
o
評
」
　
　

が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て
、
ヤ
ー
ス
人

の
知
名
度
は
明
ら
か
に
低

い
。
そ
も
そ
も
、
ヤ
ー
ス
人

の
歴

史
、
と

い
う
よ
り
も
、
彼
ら
の
存
在
そ
の
も
の
さ
え
、
(少
な
く
と
も
日
本

で
は
)
十
分
に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
本
章
で
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
移
住
し
た
ア
ラ
ン

(
ア
ス
)
人
、
即
ち
ヤ
ー
ス
人
の
移
動
に
つ
い
て
、
先
行
研
究

に
依
拠
し
つ
つ
述
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べ

て
み

た

い
。

　

ハ

ン

ガ

リ

ー

語

の

「
富

ω
N
」

は

、

ラ

テ

ン

語

の

コ
鋤
N
O
口
①
ω
」

や

「
冒

N
図
Oq
①
ω
」
、

ま

た

、

ス

ラ

ヴ

語

で

ア

ラ

ン

(
ア

ス

)

人

を

指

す

「
国
。
=

(膨

。゚
同)
」

と

同

様

、

「
〉
ω
」

乃

至

「
〉
器

」

の
語

頭

に

子
音

ぞ

(U)
」

が

付

い
た

形

に
基

づ

い

て

い
る
。

　

現

在

、

ヤ

ー

ス

人

は

、

主

に

「
ヤ

ー

ス

シ

ャ

ー

グ

冨

ω
N
ω
譜

」

(
ヤ

ー

ス
人

の

地

)

と

呼

ば

れ

る

地

方

に

居

住

し

て

い

る
。

ソ

ル

ノ

ク

Qっ
N
o
冒
o
評

市

の

北

東

部

に

あ

る

ヤ

ー

ス

シ

ャ
ー

グ

の
行

政

・
文

化

的

中

心

で

あ

る

町

、

ヤ

ー

ス

ベ

レ

ー

ニ

ュ

冨

ω
N
げ
興

ひ
身

は

、

ハ
ン

ガ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

リ

ー

の
首

都

ブ

ダ

ペ

シ

ュ
ト

しU
＆

巷

Φ
ω
什
か

ら

東

方

八

〇

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の
地

点

に
位

置

し

て

い
る
。

彼

ら

は

、

言

語

的

に

ハ

ン
ガ

リ

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

(
マ
ジ

ャ

ー

ル

)

化

し

て
既

に

久

し

い
が

、

現

在

も

な

お

、

社

会

的

・
家

庭

的

慣

習

に

お

け

る

物

質

的

・
精

神

的

文

化

に
、

ア

ラ

ン
人

以

来

の
伝

統

的

特

徴

が

残

さ

れ

て

い

る
と

い
う

[内
巴
o
①
<

一
〇
㊤
①
]
。

　

さ

て
、

研

究

上

ハ
ン

ガ

リ

ー

の

ヤ

ー

ス
が

注

目

さ

れ

る

の
は

、

歴

史

学

に

お

い
て

よ

り

も

、

む

し

ろ
言

語

学

に
お

い
て

で
あ

る

よ
う

に

思

わ

れ

る
。

そ

れ

は

、

一
四

二

二
年

の

日

付

が

あ

る
文

書

の
紙

背

に
書

か

れ

た

、

ラ

テ

ン
語

と

一
部

ハ
ン

ガ

リ

ー

語

の

訳

を

伴

う

、

四

〇

の

ヤ

ー

ス
語

常

用

語

彙

を

含

む

『
ヤ

ー

ス
語

語

彙

集

』
誉
ヨ

き
§

§

ミ

誌

鷺

＼

ぎ

答

§

噂

と

呼

ば

れ

る

写

本

(
ブ

ダ

ペ

シ

ュ
ト

の
国

立

文

書

館

9

ω
鼠

q゚
o
ω
い
Φ
<
ひ
一慈
同
所

蔵

。

0
讐
巴
o
ひq
¢
①
昌
ρ

U
一
゜
δ

印

鼻
。。
㊤
)

が

、

ヤ

ー

ス
語

、

即

ち

中

世

ア

ラ

ン
語

に

関

す

る
、

数

少

な

い
、

極

め

て
貴

重

な

言

語

資

料

で

あ

る

か

ら

で

あ

る
。

こ

の
語

彙

集

に
記

録

さ

れ

た

ヤ

ー

ス
語

の
単

語

は

、

現

代

オ

セ

ッ
ト
語

と

密

接

な

関

係

が

あ

る

こ
と

が
明

瞭

で

あ

る

。
こ
れ

に

よ

っ
て

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

に
移

住

し

た

ヤ

ー

ス
人

が

少

な

く

と
も

一
五

世

紀

前

半

ま

で

は
東

イ

ラ

ン
系

の
言

語

を

保

持

し

て

い
た

こ

と

が
知

ら

れ

る
。
ネ

ー

メ
ト

の

「
ヤ

ー

ス

人

、
即

ち

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

の

ア

ラ

ン

人

の

一
語

彙

表

」

[乞
ひ
ヨ

①
9

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

一
ゆ
＄

]

は

、

こ

の
語

彙

集

に

対

す

る

言

語

学

方

面

か

ら

の
研

究

で
あ

る

が

、

ヤ

ー

ス

の
歴

史

や

現

況

に

関

す

る

言

及

も

あ

り

、

ヤ

ー

ス
を

知

る
た

め

に

必

読

の
文

献

で

あ

る
。

　

ヤ

ー

ス
人

の

歴

史

に

関

す

る
主

な

文

献

を

挙

げ

る

と

、

ま

ず

、

最

も

基

本

的

な

文

献

は

、

1

・
ジ

ャ

ー

ル

フ

ァ
ー

シ

ュ

の

『
ヤ

ー

ス
人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

と

ク

マ

ン
人

の
歴

史

』

[∩
}気
い
『
hい
oD
　
一
〇c
刈
O
ー
OQ
㎝
]

で
あ

る
。

ア

ン
ド

ラ

ー

シ

ュ

・
パ

ー

ロ
ー

ツ
ィ

・
ホ

ル
ヴ

ァ
ー

ト

の

『
ペ

チ

ェ
ネ

グ

人

、

ク
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マ

ン
人

、

ヤ

ー

ス
人

　

中

世

ハ

ン

ガ

リ

ー

に

お

け

る

ス

テ

ッ
プ

の
諸

民

族

』

(英

訳

)

田

o
署

讐
げ

お

。゚
Φ
]

は

、

ハ

ン

ガ

リ

ー

に

移

住

し

た

ペ
チ

ェ
ネ

グ

人

・
ク

マ

ン

(キ

プ

チ

ャ
ク

)

人

・
ヤ

ー

ス
人

に

関

す

る
概

説

的

な

著

作

で

あ

る

。

考

古

学

研

究

の
成

果

を

豊

富

に

取

り

入

れ

た

本

著

に

は

、

多

く

の
図

版

が

あ

り

、

『
ヤ

ー

ス
語

語

彙

集

』

の
写

真

も

掲

げ

ら

れ

て

い
る

。

B

・
A

・
カ

ロ

エ

フ

の

『
ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ア

ラ

ン

人

(
ヤ

ス
人

)
　

歴

史

-
民

俗

概

説

』

[
内
巴
o
Φ
<

ら
ゆ
①
]

は

、

ヤ

ー

ス
人

の
移

動

・
定

住

・
開

拓

の
概

史

、

彼

ら

の
社

会

制

度

.

経

済

構

造

・
信

仰

・
慣

習

に

つ

い
て

の
検

討

の
他

、

オ

セ

ッ
ト

人

出

身

で

あ

る

著

者

が

、
自

身

と

祖

を

同

じ

く

す

る

ヤ

ー

ス
人

の
居

住

地

域

(
ヤ

ー

ス

シ

ャ

ー

グ

)

へ
調

査

旅

行

し

た

際

の
記

録

も

収

め

ら

れ

て

い
る

。

ま

た

、

[≧

Φ
B

鋤
昌

b。
O
O
O
]

に
も

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

の
ヤ

ー

ス
人

に

関

す

る

ラ

テ

ン

語

史

料

の
内

容

が

簡

単

に

紹

介

さ

れ

て

い
る

他

、

ヤ

ー

ス

に

関

連

す

る
諸

研

究

の
書

誌

情

報

が

あ

る

。

さ

ら

に

、

[じu
⊆
σ
Φ
昌
o
評
b。
O
O
心
]

に
も

、

彼

ら

に
関

す

る

記

載

が

あ

る

。

　

ヤ

ー

ス
人

が

、

い

つ
、

ど

の

よ

う

に
し

て

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

平

原

に

や

っ
て
来

た

の
か

は

、

史

料

の
欠

如

に

よ

り

、

具

体

的

な

状

況

は
皆

目

わ

か

ら

な

い
。

し

か

し

、

ヤ

ー

ス
人

は

、

遅

く

と

も

一
四

世

紀

前

半

ま

で

に

は

ハ

ン
ガ

リ

ー

の
地

に
居

住

し

て

い
た

こ

と

が

確

認

さ

れ

て

い
る

[≧

①
日
鋤
身

b。
O
O
O
]
。

即

ち

、

ブ

ダ

ペ

シ

ュ
ト

の
国

立

文

書

館

に

所

蔵

さ

れ

る

=

一
二

八

年

付

ラ

テ

ン
語

文

書

U
一
゜
b。
逡

曽

に

「
穹

。
筥
Φ

ω
ロ
Φ

①
日
O
鉱
。
δ

昌
鋤
皀
o
澪

冒

N
o
巳
8

日

毬

筈

Φ
什げ

コ
o
巨

昌
讐
①
」

と

あ

り

、

エ
リ
ザ

ベ

ー

ト

な

る

一
人

の
未

婚

女

性

奴

隷

の
名

前

を

、

ラ

テ

ン
語

形

容

詞

「冒

N
o
巳
8

」

が

修

飾

し

て

い
る

[ワ
剣ひ
b
ρ
Φ
けげ
　
一
¢
切
¢
]
。

こ

れ

が

ハ
ン

ガ

リ

ー

に

お

け

る

ヤ

ー

ス

の
初

例

で

あ

る
。

ま

た

、

一
三

二
三

年

三

月

八

日

に

ア

ン
ジ

ュ
ー

家

の

ハ

ン
ガ

リ

ー

国

王

力

ー

ロ
イ

n
ロ
ー

ベ

ル
ト

に

よ

っ
て
発

令

さ

れ

た

勅

許

状

　

　
所

謂

「
ヤ

ー

ス
白

紙

委

任

状

」
　

　

が

あ

る

。

こ

れ

は

、

一
八

人

の

ヤ

ー

ス
人

冒

N
o
澪

ω
が

、

自

身

の
名

と

自

身

の

一
族

お

よ

び

仲

間

の
名

に

お

い

て
、

《
彼

ら

ヤ

ー

ス
人

を

、

ケ

ヴ

ェ
ル

ゲ

国
①
<
奠

σq
①

な

る

者

の

諸

子

息

ら

の

支

配

下

・
法

的

権

力

下

か

ら

除

き

、

そ

し

て

、

自

由

人

の
諸

権

利

を

附

与

し

、

国

王

の
旗

の
も

と

で

の
軍

事

的

勤

務

に
移

す

》

よ

う

に
と

請

願

し

、

そ

れ

に

対

し

て

王

が

そ

れ

ら

の
権

限

を

　

　

　

　

　

　

　

　　

与

え

た

も

の

で
あ

る
。

先

行

諸

研

究

は

、

本

文

書

を

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

に

お

け

る

ヤ

ー

ス
集

団

の
存

在

の
最

初

の
根

拠

で

あ

る
と

し

て

い

る

冨

o
同
く
い
9

お

。゚
雪

国
巴
o
①
<

}
㊤
㊤
①
]
。
ま

た

、

=

三

一
五

年

付

の
別

の
文

書

で

は
、
チ

ャ
バ

(ピ

リ

シ

ュ
チ

ャ
バ

勺
同房

o
ω
筈

。゚
)

周

辺

に
滞
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在
す

る
ヤ
ー
ス
人
た
ち

(冨
N
8
①ω
6
凶同＄

○
冨
げ
p日

。
oヨ
ヨ
o
蠢
耳
①
ω)
が
、
ブ
ダ
の
修
道
女
た
ち
に
対
す
る
訴
訟

に
お
い
て
、
王
の
御

前
で
聴
聞
さ
れ
る
法
廷
に
召
喚
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
四
人
の
ヤ
ー
ス
人
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

[乞
ひ
ヨ
①
9

一㊤
切鱠

≧
①
ヨ
①
身

b。O
OO
]
。
こ
れ
ら
の
諸
文
書
に
現
れ
る
人
名

の

一
部
は
、
オ
セ

ッ
ト
語
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
が
含
ま
れ

て
い
る
と
の
由
で
あ

り

[≧
①ヨ
p
身

8
0
0
]、
東
イ
ラ
ン
系

の
ヤ
ー
ス
人
が
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
集
団
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
i
平
原
に
移
住

し
て
い
た
事
が
確
認

さ
れ
る
。

　
彼
ら
ヤ
ー
ス
人
は
、

一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
、
ク
ン
人
i

ク
マ
ン
人
、
即
ち
キ
プ
チ
ャ
ク
人
i

と

の
関
係
が
密
接

で
あ
り
、
モ
ン

ゴ

ル

の

西

征

軍

に
逐

わ

れ

た

ク

マ
ン

(
キ

プ

チ

ャ

ク
)

人

が

、

一
二
三

九

年

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

に

到

っ
た

際

、

ヤ

ー

ス

(
ア

ス
、

ア

ラ

ン
)

人

も

彼

ら

と

一
緒

に

西

方

へ
移

住

し

た

の

で

あ

ろ
う

、

と

考

え

ら

れ

て

い
る

[り4
ひ
b
日
①
け
げ
　
一
〇
㎝
㊤
]
。

当

時

、

ア

ス

(
ア

ラ

ン
)

人

の

一
部

が

キ

プ

チ

ャ

ク
人

の

一
部

と

行

動

を

共

に

し

て

い
た

こ

と

は

、

『
集

史

』

「
オ

ゴ

デ

イ

・
ハ
ー

ン
紀

」

か

ら

も

知

ら

れ

て

い
る
。

即

ち

、

モ

ン

ケ

が

、

キ

プ

チ

ャ
ク

人

の
有

力

集

団

オ

ル

ベ

ル
族

(
オ

ル

ベ

ル

リ

ク

臼
9

島

評
)

の
指

導

者

バ

チ

マ
ン

び
9

ヨ
畧

を

ヴ

ォ

ル
ガ

川

の

川

　

　

　

　

　

　あ
　

中

島

で
破

っ
た

際

、

ア

ス

鋤
ω
人

の
部

将

(⇔
ヨ
回「
)
、

カ

チ

ル

開
ウ

ク

ラ

8

α
副

爵

皀
①
を

も

捕

え

、

殺

害

し

て

い
る

。

先

述

の

一
三

二

三

年

三

月

八

日

付

「
ヤ

ー

ス
白

紙

委

任

状

」

に

見

え

る

ケ

ヴ

ェ
ル
ゲ

は

ク

マ

ン

(キ

プ

チ

ャ

ク
)

人

で

あ

る
可

能

性

が

高

い
と

考

え

ら

れ

て

お

り

田

自
く
節
島

一
㊤
。゚
Φ
]
、

ヤ

ー

ス
人

と

ク

マ
ン

人

と

の
関

係

が

窺

わ

れ

る

。

よ

っ
て
、

明

確

な

根

拠

が

存

在

し

て

い
る

わ

け

で

は

な

い

が

、

ク

マ

ン
人

の
移

動

に

従

っ
て

ヤ

ー

ス
人

も

ハ

ン
ガ

リ

ー
平

原

に

到

来

し

た

と

い
う

推

測

は

、

十

分

に

可

能

性

が

高

い
よ

う

に

思

わ

れ

る

。

な

お

、

キ

プ

チ

ャ

ク

人

と

ア

ス
人

と

の
近

密

な

関

係

は

、

東

方

で

は
、

元

朝

下

、

さ

ら

に
、

モ

ン

ゴ

ル

の
東

西

分

裂

期

以

降

に

ま

で
続

い
て

い
た

が

、

西
方

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

に

お

い
て

も

、

同

様

の
関

係

が
長

く

継

続

し

て

い
た

の

で

あ

っ
た

。

　

と

こ

ろ

で

、

こ

れ

ら

の
ヤ

ー

ス
人

と

は

別

に

、

ド

ナ

ウ

"
ブ

ル

ガ

リ

ア

方

面

に
も

ヤ

ー

ス
人

が

存

在

し

て

い
た

こ
と

が

知

ら

れ

て

い

る

。

即

ち

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

の
パ

ラ

テ

ィ

ン
伯

ニ

コ
ラ

ウ

ス

・
コ

ン

ト

Z
貯
o
鼠
⊆
ω
国
〇
三

は
、

彼

自

身

が

捕

え

た

ブ

ル

ガ

リ

ア

の
ヴ

ィ

デ

ィ

ン

≦

α
言

の

ヤ

ー

ス
人

た

ち

を

、

彼

ら

の
家

族

お

よ

び

彼

ら

の
財

産

と

共

に

、

ハ
ン

ガ

リ

ー

国

王

ラ

ヨ

シ

ュ

一
世

か

ら

贈

ら

れ

、

彼

ら

を
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　あ
　

ハ
ン
ガ

リ

ー

に
入

植

さ

せ

る

許

可

も

共

に
得

た

、
と

い
う

=

二
六

五
年

の

ラ

テ

ン
語

文

書

が

あ

る

[O
恩

愚

ω

}○。
°。
ω
"
Z
ひ
ヨ
Φ
9

一
霸

O
]
。

こ

れ

ら

の

ヤ

ー

ス
人

は

、

ク

マ
ン

(
キ

プ

チ

ャ
ク

)

人

と

共

に

西

走

し

た

と

考

え

ら

れ

て

い
る

ヤ

ー

ス

人

と

は

異

な

る

経

緯

の
も

と

に

、

ま

た

、

時

代

的

に
も

後

に
、

ハ
ン

ガ

リ

ー

平

原

に

到

来

し

て

い

る
。

そ

も

そ

も

、

モ

ン

ゴ

ル
帝

国

期

に

は

、

ブ

ル

ガ

リ

ア

に

も

ア

ス

(
ア

ラ

ン
)

人

の
集

団

が

居

住

し

て

い
た

よ

う

で

あ

る

。

即

ち

、

ジ

ュ
チ
家

の
有

力

王

族

ノ

カ

イ

の
子

息

チ

ュ
ケ

は

、

内

紛

に

よ

り

ブ

ル

ガ

リ

ア

に

逃

亡

し

、

そ

の
地

で
ブ

ル

ガ

リ

ア
皇

帝

と

な

っ
て

い
る

が

、

エ
ジ

プ

ト

の

マ
ム

ル

ー

ク

朝

に

お

け

る

ア

ラ

ビ

ア
語

史

料

、

バ

イ

バ

ル

ス

・
ル

開
マ

ン

ス

ー

リ

ー

『
ロ
ζ

巴
o臼
口
ぴ
昌

σ
贄
ω
巴
ーヨ
①
湯

O
嵩

の

『
思

索

の
精

華

』

N
導
§

ミ

ミ

沁
ミ

、

ミ
、費

緊

ミ

ミ

、

お

よ

び

、

ヌ

ワ

イ

リ

ー

巴
出
ロ
鬢
亀

爲

の

『
学

芸

の

究

極

の
目

的

』

ミ
尊
母
ミ

駅

、轟
ミ
鄭
、
》

鳶
§

ミ

、恥
§

辱
に

よ

る

と

、

チ

ュ
ケ

が

遁

走

し

た

先

は

「
ア

ス

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ
　

国

々

(げ
一団
◎

鋤
ω
)
」

で

あ

っ
た

と

さ

れ

る

[≧

①
日
き

く

N
O
O
9

目

N
Φ
口
oq
騨
=
N
①
口

一
〇。
°。
凸

。

こ

こ

か

ら

、

ブ

ル
ガ

リ

ア
方

面

に

ア

ス

の
集

団

が

存

在

し

て

い
る

と

い
う

情

報

が

エ
ジ

プ

ト

に
ま

で

伝

わ

っ
て

い
た

こ

と

が

知

ら

れ

る
。

ま

た

、

ビ

ザ

ン

テ

イ

ン
史

料

、

ヨ

ア

ン
ネ

ス

.

カ

ン

タ

ク

ゼ

ノ

ス

.丶
S
ミ

ミ

の

内
ミ

昌

洪
o
且

ミ

甑
の

の

『歴

史

、＼
q
こ

b
貯

二

に

よ

る

と

、

ブ

ル

ガ

リ

ア
皇

帝

ゲ

オ

ル

ギ

ニ

世

テ

ル

テ

ル

目
偽
ミ

。゚
息

の

も

d
S
¢

ミ

竃

S

¢

曾

q
h
>
e・
O
の

が

=

二
二

二
年

に

ビ

ザ

ン

テ

ィ

ン
帝

国

領

内

に
侵

入

し

、

フ

ィ

リ

ッ
ポ

ポ

リ

ス

§

辷

§
謹

O
謹

辷

の

(
現

プ

ロ
ヴ

デ

ィ
ヴ

零

o
く
9
〈
)

を

占

領

し

た

際

、

ブ

ル
ガ

リ

ア

軍

に
は

ア

ラ

ン
人

.』
〉
篷

忘

の
騎

馬

軍

団

も

加

わ

っ
て

い
た

[≧

①
ヨ
p。
量

N
O
O
O
]
。

彼

ら

は

、

ブ

ル

ガ

リ

ア

に
移

住

し

て
ブ

ル

ガ

リ

ア
皇

帝

に
臣

従

し

て

い
た

ア

ラ

ン

(
ア

ス
)

人

の
集

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　を

団

で

あ

る
と

推

測

さ

れ

て

い
る
。

ヴ

ィ

デ

ィ

ン

の
ヤ

ー

ス

人

は

、

彼

ら

、

ブ

ル
ガ

リ

ア
に

お

け

る

ア

ス

(
ア

ラ

ン
)

人

の

子

孫

で
あ

る

と

考

え

る

べ
き

で

あ

ろ

う

。

　

以

上

、

モ

ン
ゴ

ル
帝

国

期

(お

よ

び

そ

れ

以

降

)

に

お

け

る

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

平

原

へ
の

ア

ス

(
ア

ラ

ン

)

人

、

即

ち

ヤ

ー

ス
人

の

移

住

に

つ

い
て

、

簡

単

に
紹

介

し

た

。

彼

ら

は

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

に

お

け

る

ク

マ
ン

(
キ

プ

チ

ャ

ク

)

人

と

は
異

な

り

、

歴

史

上

、

顕

著

な

活

動

を

行

う

こ

と

は

な

か

っ
た

が

、

『
ヤ

ー

ス
語

語

彙

集

』

を

残

す

こ

と

に

よ

っ
て
、

言

語

学

上

、

大

き

な

役

割

を

果

た

し

た

と

評

す

る

こ

と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。
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お
わ
り
に

　

モ

ン
ゴ

ル
帝

国

期

に

お

け

る

ア

ス

(
ア

ラ

ン
)
人

に
は

、

カ

フ
カ

ス

に
留

ま

っ
た

人

々
、

モ

ン

ゴ

ル
高

原

さ

ら

に

漢

地

へ
移

っ
た

人

々
、

ハ

ン
ガ

リ

ー

平

原

に

移

住

し

た

人

々

の

三

集

団

が

あ

っ
た

こ
と

が
確

認

さ

れ

る

が

、

そ

の

ほ

か

に

も

、

エ
ジ

プ

ト

に
移

っ
て

マ
ム

ル

ー

ク

と

な

っ
た

人

々
が

い
た

こ

と

も

、

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

で
あ

ろ
う

。

集

団

で

は

な

く

個

人

単

位

で
移

住

し

た

彼

ら

に

つ

い

て
、

本

稿

で

は

言

及

し

な

か

っ
た

が

、

さ

し

あ

た

り

、

[≧

①
B

蝉
身

N
O
O
O
]

の
二

七

五
～

二

七

六

頁

と

其

処

に
挙

げ

ら

れ

た

諸

文

献

を

参

照

さ

れ

た

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
プ
チ
ャ
ク

　

ま

た

、

元

朝

下

の

ア

ス

に

関

連

し

て

、

元

朝

の
官

制

・
軍

制

に

お

け

る

阿

速

の
任

官

・
任

用

の
位

置

付

け

と

軍

制

の

沿

革

、

欽

察

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア　
　ス

等

、

他

の
諸

衛

と

の
関

係

、

ま

た

、

阿
速

の
屯

田
、

阿

速

戸

、

そ

の
他

の
諸

問

題

に

つ

い
て

も

、

本

稿

で

は

触

れ

る
所

が

な

か

っ
た

。

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

れ

ら

は

、

今

後

、

機

会

が

あ

れ

ば

、

あ

ら

た

め

て
取

り

上

げ

て

み

た

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

最

後

に

、

ア

ス

人

が

日

本

の
土

を

踏

ん

だ

可

能

性

に

つ

い
て

一
言

し

た

い
。

『
蒙

古

襲

来

絵

詞

』

に

は

、

苦

闘

す

る

騎

馬

上

の
竹

崎

季

長

の
先

、

絵

巻

の
左

方

に

、

背

に
矢

が

中

り

血

を

流

し

つ

つ
逃

げ

る

モ

ン
ゴ

ル

兵

の
姿

が

描

か

れ

て

い
る

が

、

そ

の

モ

ン
ゴ

ル
兵

は

、

古

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ
　
　ロ　
ス

典

人

類

学

で
言

う

と

こ

ろ

の

「
コ
ー

カ

ソ

イ

ド

(
ユ
ー

ロ

ペ

オ

イ

ド

)
」

的

形

質

を

備

え

て

い
る

よ
う

に

見

え

る

。

斡

羅

思

、

即

ち

ル

ー

シ
人

で

あ

る

可

能

性

も

否

定

で
き

な

い
が

、

同

時

期

に

お

い
て

、

ア

ス
出

身

者

が

多

く

の

軍

事

活

動

に

従

っ
て

い
た

こ

と

か

ら
類

推

す

る

と

、

ア

ス

で
あ

る

可

能

性

の
方

が

高

い
よ
う

に
思

わ

れ

る
。

そ

う

で

あ

れ

ば

、

『蒙

古

襲

来

絵

詞

』

は

、

ア

ス

人

が

一
二

七

四
年

に

モ

ン

ゴ

ル
兵

と

し

て

日
本

に

上

陸

し

た

こ

と

を

伝

え

る
資

料

と

し

て

の
側

面

を

も

有

す

る

こ

と

と

な

る

の

で

あ

る

。

　

以

上

、

モ

ン
ゴ

ル
帝

国

期

に

お

け

る

ア

ス

(
ア

ラ

ン
)

人

の
東

西

そ

れ

ぞ

れ

へ
の
移

動

に

つ

い
て

概

観

し

た

。

可

能

な

限

り

先

行

研

究

の
成

果

に

配

慮

し

た

つ
も

り

で

あ

る

が

、

筆

者

の
浅

学

菲

才

に

よ

る

、

重

要

な

史

料

・
研

究

の

見

落

と

し

や

未

把

握

が

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

御

寛

恕

た

ま

わ

る

と

共

に
、

御

教

示

い
た

だ

く

こ
と

が

で

き

れ

ば

幸

い

で
あ

る
。
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注(1
)　

第

一
期

と

第

二
期

に
相

当

す

る
時

代

の

ア
ラ

ン
人

に

つ

い
て

[石

黒

　

一
九

八

一
]

は

次

の

よ
う

に
要
約

す

る

。

　
　

　

ア

ラ

ン
族

は
、

前

一
世

紀
頃

、

カ

ス
ピ

海

北
岸

、

ド

ン
川

流

域
、

内

カ

フ
カ
ズ

に

い
た

サ

ル

マ
タ
イ

族

か

ら

分

れ
た

イ

ラ

ン
語

族

で
、

中

国

で

は
時

代

　
　

　

　

　

エ
ン
サイ

　
　

に
よ

り

奄

蔡
、

阿

蘭

な

ど

と
呼

ば
れ

た

。

後

】
世
紀

に
は

ア
ゾ

フ
海

沿

岸

と

内

カ

フ
カ
ズ

に
移

動

し
、

そ

こ
か

ら

ク

リ

ミ

ア
半

島

、
外

カ

フ
カ

ズ

、
小

ア

　
　

ジ

ア
に
進

出

し

、

東

ロ
ー

マ
帝

国
を

脅

や
か

し
た

。

　
　

　

三
七

二
年

、

フ

ン
族

に
征

服

さ
れ

、

そ

の

「
部

は
民

族

大

移

動

に
巻

き

込

ま

れ

、

ガ
リ

ア
、

ス
ペ
イ

ン
を

経

て
、
北

ア

フ
リ

カ

に
ま

で
達

し

た

。
他

の

　
　

一
部

は

内

カ

フ
カ
ズ

に
残

り
、

諸

族

を

統

一
し

て

ア

ラ

ニ
ア
国

を
樹

立

し

た

。

八
-

九

世

紀

、

同

国
は

一
時

後

述

の

バ
ザ

ー

ル
汗

国

に
編

入

さ

れ

た

が
、

　
　

九
ー

一
〇

世
紀

に
再

建

さ

れ
、

ビ

ザ

ン
チ

ン

(東

ロ

ー

マ
)

と

の

さ

か
ん

な

交

流

に

よ

っ
て
キ

リ

ス
ト

教

を

受

容

し

た
。

こ

の
時

代
、

ア

ラ

ン
族

の
文

化

　
　

は

栄

え

、
と

く

に
す

ぐ
れ

た

美

術

工
芸

品

が

製
作

さ

れ

た
。

(
2
)
　

但

し
、

[松

田

　

一
九

七

五

]

に

お

い

て
述

べ
ら

れ

る

の

は
、

「
ア
ラ

ン
族

の
西
進

」

そ

の
も

の

で
は

な
く

、

西

進
前

史

で
あ

る
。

(3
)　

モ

ン
ゴ

ル
支

配

下

に
お

け

る

カ

フ

カ

ス

の
ア

ラ

ン

(
ア
ス

)
人

の
動
向

に

つ

い
て

は
、

機

会

が
あ

れ

ば

別
稿

に
お

い
て
論

じ

た

い
。

(
4
)
　

ア
ブ

ル

ーー

フ
ィ

ダ

i

>
σ
O

甼

「
凶烏

所

引

の
イ

ブ

ン

・サ

イ

ー

ド

守
コ

Q。
軌
崔

の
情

報

に
よ

る

と
、

ア
ブ

ハ
ジ

ア
の
東

に
、

ア
ラ

ン
人

の
集

団

(ρ
蝉
≦
ヨ

　
　

ヨ
貯

鋤
}-.巴
氤
昌
)
が
住

む

ア
ラ

ニ
ヤ

の
都

(ヨ
o
α
冒
讐

.曁

習

ぞ
冨

)
が
あ

り

、
彼

ら

の
近

く

に
は

、

ア

ラ

ン
人

と

習
俗

・
宗

教

が
同

じ

で
あ

る
、

ア

ス

(巴
-

　
　

器

)
と

呼

ば

れ

る

テ

ユ
ル
ク

人

の
集

団

(ρ
p
≦
ヨ

日
ヲ

寧

ε
岳

)

が

い
る
、

と

い
う

[≧

①
ヨ
蝉
身

N
O
OO
]
。

こ

の

「
ア

ス
」

は
、

テ

ユ
ル

ク
化

し

た

ア

ラ

　
　

ン
集

団

で
あ

る

と
も

考

え

ら

れ

る
。

な

お

、

ア

ラ

ン
人

の
末

裔

で
あ

る
と

さ

れ

る

オ

セ

ッ
ト

人

は
、

テ

ユ
ル

ク
系

の
バ

ル

カ

ル

切
巴
ρ
錠

人
を

「
ア
ー

ス
ィ

　
　

〉
ω
二

と

呼

び
、

グ

ル
ジ

ア

の

メ
グ

レ

ル

ζ
Φ
ゆq
「Φ
一
人

は

、

テ

ユ
ル

ク
系

の

カ

ラ
チ

ャ
イ

O
霞
器

亀

人

を

「
ア
ラ

ニ

≧

簿
巳
」
と
呼

ぶ

[じd
巴

①
賓
お

。。
巴
。

「
ア

　
　

ラ

ン
」

と

「
ア

ス
」

の
概
念

を

め
ぐ

つ
て

は
、

オ

セ

ッ
ト

人

の

み
な

ら

ず

カ

ラ

チ

ャ
イ

人

・
バ

ル

カ

ル
人

の

「
民
族

」

形

成

の
問

題
と

併

せ

て
、

あ

ら
た

　
　

め

て
論

じ

る
必

要

が

あ

ろ
う

。

(
5
)　

ア

ラ

ン
人

の
使

節

は

、

一
三

三
八

年

、

フ
ラ

ン

ス

の

ア
ヴ

ィ

ニ
ヨ

ン
に

到

着

し
、

教

皇

に

謁
見

し
た

。

教

皇

の
回
答

の
書

簡

を
携

え

て
東

行

し

た

の

が

　
　

マ
リ

ニ

ョ
リ

で
あ

っ
た

。

彼

は
、

一
三

三

八
年

一
〇
月

三

一
日

、

ア

ヴ

ィ

ニ

ヨ

ン
を

出

発

し

、

ナ

ポ

リ
、

コ

ン

ス
タ

ン

テ

ィ

ノ
ー

プ

ル
、

カ

ッ

フ

ァ
、

サ

　
　

ラ
イ

、

ア

ル

マ
リ

ク

を
経

て
カ

ン
バ

リ

ク
即

ち

大

都

に
到

り

、

一
三

四

二
年

八

月

一
九

日
、

皇

帝

ト
ゴ

ン

ーー

テ

ム

ル
に

謁
見

し

た

。

そ

の
後

、

マ
リ

ニ

ョ

　
　

リ
は

、

一
三
四

五
年

一
二
月

二

六
日

、

ザ

イ

ト

ン
即

ち

泉

州

を

出
港

し
、

海

路

を
経

て

一
三

五

二
年

、

ア

ヴ

ィ

ニ

ヨ
ン

に
帰

着

し

た
。

な
お

、

マ
リ

ニ

ョ

　
　

リ

の
旅
程

と

生

涯

、
著

作

に

つ

い
て
は

、

[家

入

　

一
九

六

六
]

に

お

い
て
簡

潔

に
ま

と

め

ら

れ

て

い
る
。

(
6
)

[
M
o
u
l
e
 
1
9
3
0

]

[陸

・
何

　
一
九

八

二

]
を

参

照

せ

よ
。
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(7

)　

『経

世

大

典
』
「
輿

地

図
」
お

よ

び

『元

史
』
巻

六

三

「地

理

志

」
六

「
西

北
地

附

録

」
月

祖

伯

に

は
、

「
阿

蘭

阿
思

」
即

ち

「
ア

ラ
ン

・
ア

ス
」
と

あ

る

が

、

　

　
以

上

に
述

べ

た
根

拠

に

よ

り
、

こ
れ

は
、

同

一
の
概
念

で
あ

る

「
阿

蘭
」

と

「阿

思

」
と

を

併

記

し
た

か

、

ま

た

は
、

本

来

「
阿

蘭

阿
思
」
と

し

て

「
阿

思

」

　

　
は

「阿

蘭

」

に
対

す

る
注

記

で
あ

っ
た
か

、

の
何

れ
か

に

解
釈

す

べ
き

か
と

思

わ

れ

る
。

(8

)　

『学

海

類
編

』

版

『庚

申

外

史

』
巻

上

、

二
三

丁
表

～

二
三
丁

裏

。

[
『庚

申

外
史

』　

二
〇

〇

五
]

の
三

五

三
～

三

五

四
頁

に
所

収

の
影

印

に
よ

る
。

(9

)　

当
該

の

「
朮

忽

回

回
」

を

含

む

『
元
典

章

』

刑

部

巻

五

七

「禁

宰

殺

・
禁

回

回
抹

殺

羊

做

速
納

」

の
条

文

は

、

[馬

娟

　

二
〇

〇

四

]

に
お

い

て
分
析

　

　
さ

れ

て

い
る
。

な

お

、

[馬

　

二
〇

〇

三
]

に

も
、

こ

の
部

分
が

取

り

上
げ

ら

れ

て

い
る
。

(10

)　

『元

史
』

巻

八

「
世
祖

本

紀

」

五

至

元

一
〇
年

春

正

月
戊

午

条

に
、

「改

回

回
愛

薛

所

立
京

師

医

薬

院
名

広

恵

司

」
と

あ

る
。

(
11

)　

当

該

の

「
緑

睛

回

回

」

は
、

[楊

　

一
九

九

二

]

に

お

い
て

も
、

「
回

回

」

の

概

念

を

分

析

す

る

た

め

に
取

り

上

げ

ら

れ

て

い
る
。

な

お

、

[
楊

　

　

　

　

　

　

　

　

　
カ　　ル　ルク

　

　

一
九

九

三

]
は

、

哈

剌
魯

人

も

回

回

と

い
う

概
念

の
範

疇

に
含

ま

れ

て

い
た

、

と
解

釈

す

る
。

(12

)　

[ζ
o
巳
①
お

ω
O
]

に

は

「
b。O
O
O
O
b
奠

ωo
霧

」

と

あ

る
。

[家

入
　

一
九

六

六
]

を

も
参

照
せ

よ

。

(13

)　

[bu
穹

9
0
缸

6
°。
Σ

等

を

参

照

せ

よ
。

(14

)　

中

国

で

は
、

ア

ラ

ン

(
ア
ス

)

人

に
関

す

る
概

説

的

な

研

究

と

し

て
、

[余

　

一
九
九

二
]

の
第

六

章

「
奄

蔡

」

が

あ

る
。

こ

こ

に
は

、

漢

籍

に

お

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア　
ス

　

　
る
奄

蔡

.
阿
蘭

に

関
す

る

記
載

が
分

析

さ

れ

、

ま
た

、

漢

地

に
移

り

元

朝

の
も

と

で
活

躍

し

た

阿
速

人

に
関

す

る

言
及

も

あ

り

、

比
較

的

短

い
分

量

な

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア　
ス
　
　
　
　
キ
プ
チ
ャク
　
　
　
　カ
ン
クリ

　

　
ら
も

、

十
分

、

参

照

に
値

す

る
。

ま

た
、

[陸

・
何

　

一
九

八

二
]
は

、

元
朝

に
お

け

る

阿
速

人

、

欽

察

人

、

康

里
人

に
関

す

る
総

合

的

な
叙

述

で
あ

り
、

　

　
同
じ

く

、
参

照

す

る

価
値

が

あ

る
。

[蘇

　

一
九
九

八

]

に
も

、
奄

蔡

か

ら

阿
蘭

、

さ

ら

に
元

朝

期

の
阿
速

に
至

る

ア

ラ

ン
人

の
歴

史

が

概
略

的

に
述

べ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ　
ザ
　
フ

　

　
れ

て

い
る

が
、

翻

訳

を
含

む

漢

語
文

献

に

専

ら
基

づ

い
て

い
る

(な

お

、

哈
薩

克

の
族
称

を

葛

薩

に
遡

る
と

す

る
見

解

に
は
従

い
難

い
)
。
元

朝

下

の
ア

ラ

　

　
ン

(阿

速

)

人

に

つ

い
て

は
、

[℃
巴

団9

一
日
凸

に
お

け

る

該

当
箇

所

は
、

研

究

者

に

必

見

で

あ

る
。

ま

た

、

彼

ら

阿

速

が

モ

ン
ゴ

ル

(元

朝

)
皇

帝

に

　

　
仕

え

た
状

況

に

つ

い
て
は

、

[馬
　

二
〇

〇

二

]

[馬

建

春

二
〇

〇
六

]

に

も
、

『元

史
』

の
関

係

箇
所

が

引

用

さ

れ

て

い
る

。

(15
)　

メ
ゲ

ス

は
、

『
モ

ン
ゴ

ル
秘

史
』
第

二

七

四
節

に
は

「
蔑

格
楊

ヨ
①
oq
2

～

日
①
ゆq
Φ
◎
」
と

見

え

る
。

メ
ゲ

ス
攻
略

に

つ

い
て

は
、

『元
史

』
に

は
、

巻

二

「太

　

　
宗

本

紀

」

一

一
年

=

月

条

、

巻

二

「
定

宗

本
紀

」

即

位
前

紀

、

巻

一
二

二

「
昔

里

鈴
部

列

伝

」

以

下

、
諸

所

に
記

載

が
あ

り

、

ペ
ル

シ

ア
語

史

料

に

は
、

　

　
ジ

ュ
ワ
イ

ニ
ー

『世

界
征

服

者

史
』
、

ラ

シ
ー

ド

ッ
デ

ィ
ー

ン

『集

史

』

「
オ

ゴ

デ
イ

・
ハ
ー

ン
紀

」

に

記
載

が
あ

り

、

[〉
=
ωΦ
口

お
O
巳

に
お

い

て
詳

細

に

　

　
検

討

さ

れ

て

い
る
。

な

お

、

『
モ
ン

ゴ

ル
秘

史

』

第

二

七

四
節

の
叙

述

は

時

代
錯

誤

。

[ζ
ぎ
o
諺
ζ

一㊤
認

]

[℃
Φ
=
δ
叶
一
㊤
＄

]

[村

上

　

一
九

七

六

]
を

も

　

　
参

照

せ

よ
。

(
16
)　

こ

の
事

件

に

つ

い
て
は

、

マ

ル

コ
・ポ

ー

ロ
に
も

記

述

が

あ

る

[ζ

①
需
o
勺
o
δ

一
芻

ρ

ζ
霞
o
o
℃
9
0

お
ト。
°。
]
。
ま

た
、

[℃
巴
凶〇
二

㊤＄

]

[
『通

制

条
格

訳
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注
』　

「
九
七
五
]
を
も
参
照
さ
れ
た

い
。

(
17
)　

阿
塔
赤

の
子
、
伯
答
児
は
、
阿
速
抜
都
達
魯
花
赤
と
な
り
、
そ

の
子
、
福
定
は
、
右
阿
速
衛
親
軍
都
指
揮
使
司
達
魯
花
赤
と
な
り
、
共
に
阿
速
軍
団
の

　
　
最
高
職

に
あ

っ
た
。
な
お
、
右
阿
速
衛
親
軍
都
指
揮
使
司
達
魯
花
赤

に
は
、
時

の
権
力
者

で
あ

っ
た
伯
顔
と
馬
扎
児
台
も
任

じ
ら
れ
て

い
る

(『
元
史
』
巻

　
　

=
二
八

「
伯
顔
列
伝
」
、
同

「
馬
扎
児
台
列
伝
」、
同

「
脱
脱
列
伝
」
)
が
、
他

の
阿
速
出
身
者
が
就
任
し
た
事
例
は
知

ら
れ

て
い
な

い
。
ま
た
、
既
述

の
ベ

　
　
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス

=

一世
宛
書
簡
に
記
さ
れ
た

ア
ラ
ン
人
有
力
者

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
も
福
定

で
あ
る
。

(
18
)　

『
元
史
』
巻

三

「
憲
宗
本
紀
」
三
年

癸
丑
正
月
条

に

「
遣
必
闍
別
児
哥
括
斡
羅
思
戸

口
」
と
あ
り
、

『元
史
」
巻
六
三

「
地
理
志
」
六

「
西
北
地
附
録
」

　
　
月
祖
伯
に

「歳
癸
丑
、
括
斡
羅
思

・
阿
思
戸
口
」
と
あ
る
。

(19
)　

『元
史
』
巻
三

「
憲
宗
本
紀
」
七
年
丁
巳
九
月
条

に

「以
鮒
馬
剌
真
之
子
乞
碍
為
達
魯
花
赤
、
鎮
守
斡
羅
思
。
仍
賜
馬
三
百

・
羊
五
千
」
と
あ
り
、

『元
史
』

　
　
巻
六
三

「
地
理
志
」
六

「西
北
地
附
録
」
月
祖
伯

に

「
歳
丁
巳

…
…

以
駒
馬
剌
真
之
子
乞
歹
為
達
魯
花
赤
、
鎮
守
斡
羅
思

・
阿
思
」
と
あ
る
。

(20
)

な
お
、
⑥

「
口
児
吉
列
伝
」
に
、
「
口
児
吉
、
阿
速
氏
。
憲
宗

の
時
、
父
、
福
得
来
賜
と
倶
に
宿
衛
に
直

し
、
阿
速
軍
二
十
戸
を
領
す
」
と
あ
り
、
口
児

　
　
吉

と
そ
の
父
が

モ
ン
ケ
・
ハ
ー
ン
の
ケ
シ
ク
に
入

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
彼
ら
が
モ
ン
ケ
期

に
カ
フ
カ

ス
か
ら
移
住
し
て
き
た

の
か
、
そ
れ
よ

　
　
り
も
以
前
に
既

に
東
方
に
移

っ
て
い
た

の
か
は
、
判
然
と
し
な

い
。

(21
)　

『歴
代
詩
文
総
集

元
文
類
』

(台
北
、
世
界
書
局
、
中
華
民
国
五

一
年

二
月
初
版
)
所
収

の
縮
印
に
拠
る
。

(22
)　

な
お
、
[葉
　

一
九
八
三
]
を
も
参
照
さ
れ
た

い
。

(23
)
　

『元
史
』
巻

二
八

「英
宗
本
紀
」
二

至
治
三
年
八
月
癸
亥
条
、
巻

;

一六

「
拝
住
列
伝
」
、
巻

二
〇
七

「逆
臣
列
伝
」
鉄
失
。

(24
)　

『元
史
』
巻

三
二

「文
宗
本
紀
」

一

致
和
元
年
八
月
壬
子
条
、
天
暦
元
年
九
月
甲
戌
条
、
天
暦
元
年

一
二
月
癸
卯
条
、
巻

三
四

「文
宗
本
紀
」
三

至
順

　
　
元
年
四
月
丙
戌
条
、
巻

一
一
ゴ
ニ

「捏
古
剌
列
伝
」
教
化

・
者
燕
不
花
、
巻

一
三
二

「抜
都
児
列
伝
」
別
吉
連
、
巻

一
三
五

「
口
児
吉
列
伝
」
香
山
、
「
阿
答

　
　
赤
列
伝
」
斡
羅
思
、
「徹
里
列
伝
」
失
列
門
、
巻

=
二
八

「燕
鉄
木
児
列
伝
」
。

(25
)　

『元
史
』

巻
四

}

「
順
帝
本
紀
」
四

至
元
六
年

一
二
月
壬
寅
条
、
巻
四

二

「
順
帝
本
紀
」
五

至
正

一
二
年
閏

三
月
丙
申
条
、
巻

一
九
四

「忠
義
列
伝
」

　
　
二

納
速
刺
丁
、
巻

一
九
五

「忠
義
列
伝
」
三

伯
顔

不
花
的
斤
。

(26
)
　

『明
太
祖
実
録
』
巻

一
八

一
洪
武

二
〇
年

四
月
癸
未
条
等
。

[和
田
　

一
九
五
九
]
を
参

照
せ
よ
。

(
27
)　

モ

ン
ゴ
ル
高

原
に
お
け
る

ア
ス
ド
集

団
の
動
向

に

つ
い
て
は
、

[和

田
　

一
九
五
九
]
、
お
よ
び
、

ユ
ン
シ

ェ
ブ
に
関
す
る
専
論

で
あ
る

[薄
音
湖

　
　

一
九
八
六
]
と

[宝
音
徳
力
根
　

二
〇
〇
三
]
、

ア
ス
ド
と

の
関
係
が
深

い
ハ
ラ
チ
ン
に
関
す

る
専
著
で
あ
る

[烏
雲
畢
力
格
　
二
〇
〇
五
]
を
参
照
せ
よ
。

(28
)　

ユ
ン
シ

ェ
ブ
.
ト
ゥ
メ
ン
が
解
体
し
た
後

の
ア
ス
ド
集
団

の
動
向

に

つ
い
て
は
、
[和
田
　

】
九
五
九
]
お
よ
び

[烏
雲
畢
力
格
　

二
〇
〇
八
]

に
詳
細
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に
分

析

.
検

討

さ
れ

て

い
る
。

な

お
、

ユ

ン

シ

ェ
ブ

同
様

、

右

翼

ト

ゥ

メ
ン

の

一
つ
で
あ

っ
た

ト

ゥ
メ

ド

巳
日
Φ
氏
は

、

「
モ

ン

ゴ

ル
ジ

ン

8
0
昌
oq
マ
o
こ
冒
」

　

　
ま

た

は

「
ト

ゥ

メ

ド

.
モ

ン
ゴ

ル

ジ

ン

呂
ヨ
Φ
ユ

ヨ
o
コ
oq
尼
o
岳
昌
」
、

「
モ

ン
ゴ

ル
ジ

ン

・
ト

ゥ

メ

ド

8
0
口
ひq
マ
o
岳
口
巳

ヨ
Φ
庫
」

と

も

呼

称

さ

れ

た

[森

川

　

　

↓
九

七

三
]

が

、

そ

れ

は
、

ト

ゥ

メ
ド

の

中

で
も

モ

ン
ゴ

ル

ジ

ン
集

団

が

最

大

・
最

有

力

で

あ

っ
た

た

め

か

、

ま

た

は
、

モ

ン
ゴ

ル

ジ

ン
が

地

理

的

に

明

　

　

に
近

い
こ
と

か

ら

ト

ゥ

メ
ド

の
別
称

と

さ

れ

た
た

め

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

て

い
る

[森

川
　

一
九

七

三
、

一
九

七
七

]
。

こ

の
モ

ン
ゴ

ル
ジ

ン
集

団

に

つ

い

　

　

て
、
留

金

鎖

は

、

モ

ン
ゴ

ル
化

し
た

阿

速

人

が
統

轄

し
た

ウ

ル

ス
に
由

来

し

て

い
る
、

と
論

じ

て

い
る

[留

金

鎖
　

一
九

八

九

]。

こ

の
見
解

が
正

鵠

を
射

　

　
た

も

の
で
あ

れ

ば

、

ト

ゥ

メ
ド

・
ト

ゥ

メ

ン
の
形

成

に

も
、

ア

ス

の
後

身

が

関

わ

っ
て

い
た
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

(
29
)
　

[区
巴
o
①
<

δ

ゆ
O
]

の
九
頁

に

「
ハ
ン
ガ

リ

ー

の

ア

ラ

ン
人

(
ヤ

ス
人

)

の
現
代

の
分

布

」

図
と

し

て
ヤ

ー

ス
シ

ャ

ー

グ
内

の
略

地
図

が
掲

げ

ら

れ

て

い

　

　

る
。

な

お
、

[Z
σ
ヨ
①
9

お

㎝
㊤
]

の
八
頁

に

「
ハ
ン

ガ

リ

ー
に

お

け

る
中

世

の
ヤ

ー

ス
人

と

ク

マ
ン
人

の
分

布

」

図

が

、

田

o
「<
い
昏

一㊤
。゚
㊤
]

の
五

七
頁

に

　
　
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ク
マ
ン
と

ヤ
ー

ス
の
移
住
地
」
図
が
掲
載

さ
れ

て
い
る
。
ヤ
ー
ス
シ

ャ
ー
グ
の
領
域
は
、
大
ク
ン
シ
ャ
ー
グ
ー

「
凶
巷

怨
σq
」
は
、

　
　
ク
ン
人

(即
ち

ク
マ
ン
人
、
キ
プ
チ

ャ
ク
人
)

の
地
ー

と
共
に
、

テ
ィ
サ
川
支

流
の
ザ
ド
バ
川
と
タ
ル
ナ
川

の
間
に
位
置
し
、

一
九

八
五
年

の
時
点

に

　

　
お

い
て

、

そ

こ

に
は

、

一
六

の
大

小

の
ヤ

ー

ス
人

の
村

が
存

在

し

て

い
た

[内
巴
o
Φ
<

お
㊤
①
]。

ハ
ン
ガ

リ

ー

に

は
、

他

に
も

、

ヤ

ー

ス

シ

ャ
ー

グ

出
身

者

　

　

に
よ

っ
て
造

ら

れ

た

ヤ

ー

ス
人
居

住

区

が

い
く

つ
か

存
在

し

て

い
る
と

い
う

。

(
30

)　

ネ

ー

メ
ト

に

よ

る

と

、

ヤ

ー

ス
人

が

古

い
言

語

を
喪

失

し

た

の
は

、

オ

ス

マ
ン
朝

に

よ

る
支

配

期

(
一
五

四

一
～

一
六

九

九

年

)

に

お

い
て

で
あ

り

、

　

　

一
六

九

三

年

に

お

け

る

フ
ラ

ン

ツ

.
フ

ォ
ー

リ

シ

ュ
・
オ

ト

ロ

コ
ツ

ィ

閃
蠢

自

閃
曾

凶ω
O
q
o
評
o
o
臥

の
著

作

、

O
膏

ご
ミ
ぎ

ミ

鳥
§

に
、

ヤ

ー

ス
人

は

ハ
ン

　

　
ガ

リ

ー
語

を

話

し

て

い
る

と

報
告

さ

れ

て

い
る
と

の
由

で
あ

る

[H4
ひ
ヨ
Φ
辞げ
一㊤
㎝
㊤
]。

(31
)　

本

語

彙

集

に
関

す

る

言

語
学

的

研

究

と

し

て

は
、

他

に

[空

#
興

一零

①
]

等

が
あ

る
。

な

お
、

ハ
ン
ガ

リ

ー

語

に

お
け

る

「
オ

セ

ッ
ト
語

」

借

用
語

に

　

　

つ

い
て

は

[Qり
評
α
一◎
一㊤
N
㎝
]

等

が

あ

る
。

(
32

)　

ハ
ン

ガ

リ

ー
語

の
著

作

で
あ

る
本

書

は
、

遺

憾

で
は

あ

る
が

、

筆

者

は

未

だ

に

参

照

す

る

に

至

っ
て

い
な

い
。

な

お

、

ヤ

ー

ス
人

に
関

す

る

ハ
ン

ガ

　

　

リ
ー

語

の
論

著

は

、

フ
ォ
ド

ル

・
フ

ェ
レ

ン

ツ
や
サ

ボ

ー

.
ラ

ー

ス

ロ
ー

の
著

作

[閃
o
ユ
o
「　
一ゆ
ら
N
冖
Qり
N
p
一)ひ
　一㊤
刈
㊤
冖
ω
N
①
σ
〇
　一
〇〇◎N
]

な
ど

、

少
な

か
ら

ず
存

在

　

　
し

て

い
る

が
、

い
ず

れ
も

筆

者

は
未

見

で

あ

る
。

冨

o
円
惹

筈

一㊤
。。
O
]

の

一
二
五

～

一
二
七

頁

を
参

照

さ

れ

た

い
。

(33

)　

[=
o
『惹

島

一〇
°。
㊤
]
。

本
文

書

は
、

他

の
ヤ

ー

ス

・
ク

マ

ン
諸

記

録

と

共

に
失

わ
れ

た

が

、

写
真

版

が

[○
祖

「
鹸
・゚

一゚。
°。
ω
]

に

収

め

ら

れ

て
お

り

、

そ

の

　

　
写

真

版

に
基

づ

い
た
複

写

写
真

が
、

日

霞

惹

島

お
。゚
㊤
]

の
図
版

に
掲

載

さ

れ

て

い
る
。

[Z
σ
ヨ
Φ
けげ

一ゆ
㎝
ゆ
]

[内
巴
o
Φ
<

一⑩
霧

]

を
も

参

照

せ

よ
。

(34
)　

モ

ン
ケ

が

バ

チ

マ
ン

(八
赤

蛮

)

を

破

っ
た

戦
闘

に

つ

い
て

は
、

『元

史
』

巻

二

「
太

宗

本

紀
」

九

年

丁

酉

春

の
条

、

巻

三

「
憲
宗

本

紀

」

即

位
前

紀

、

　

　
巻

五

〇

「
五
行

志

」

一
、

巻

六

三

「地

理

志

」

六

「
西

北

地
附

録

」

月

祖

伯

の
条

に
見

え

、

[＼〆
=
ωo
『F　
一〇
Qc
ω
]

他

、
多

く

の
先

行

研

究

に
お

い
て

言

及

さ
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れ

て

い
る

。

な
お

、

オ

ル

ベ

ル
族

に

つ

い
て
は

、

[∩
甲〇
一〇
Φ
=
　一
ゆ
○◎Oc
]
を

見

よ

。

(35
)　

[富
o
署

い
讐

}
ゆ○。O
]

[≧

Φ
ヨ
磐

図
鱒
O
O
O
]

を

も
参

照

せ

よ

。

(36

)　

[赤

坂

　

二

〇
〇

五

]

の

一
七

八

～

一
八
〇

頁

を
参

照

せ

よ
。

(
37
)
　

[≧

Φ
ヨ
。゚
厚

b。
OO
O
]

の
一
=

九

頁

で
は

、

筆

者

の
見

解

と

は

異

な

り

、

当

該

の

ア

ラ

ン
人

騎

兵

は

、

「
恐

ら

く

、
消

滅

し

た

ノ

ガ

イ

・
オ

ル

ダ

Z
o
同
蝕

　

　
=
o
同
ユ
Φ
と

関
連

が
あ

る

、

モ

ル
ダ

ヴ

ィ

ア

の

ア
ラ

ン
人

で
あ

っ
た
」

と
述

べ
ら

れ

る
。

こ
こ

で
言

う

「
ノ
ガ

イ

・オ

ル
ダ

」
と

は

、

マ
ン
グ

ト

族

の

エ
デ
ィ

　

　
ゲ

と

関

係

が
あ

る

ノ
ガ

イ

・オ

ル
ダ

で

は

な
く

、

ジ

ュ
チ

家

の
王

族

で

あ

る

ノ

カ
イ

の
政

権

の
こ

と

を

指

し

て

い
る
が

、

こ

の
用

語

の
使

用

は
適

切

で
は

　

　
な

い
。

な

お

、
若

干

の
研
究

者

に
よ

っ
て

「
モ

ル

ダ
ヴ

ィ

ア

の

ア

ラ

ン
人
」
と
呼

ば

れ

る
集

団

は

、

王
族

ノ
カ

イ

の

軍
隊

の

一
部
を

構

成

し
た

ア

ラ

ン

(
ア

　

　

ス
)
人

集

団

に
他

な

ら

な

い
が
、

彼

ら

に

つ
い

て
は
、

後

日

、

機
会

が

あ

れ

ば
、

あ

ら

た

め

て
検

討

を
行

い
た

い
。

(
38
)　

中

国

に
お

け

る
諸

研

究

の
把

握

に
は

、

[劉

　

二
〇

〇

六
]

の
関
連

箇

所

を
参

照
さ

れ

た

い
。

(
39
)　

な
お
、
歴
史
学
の
学
術
論
文
と
し

て
は
問
題
が
あ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、

[上
間
　

二
〇
〇
二
]
に
は
、
沖
縄
-

言
う
ま
で
も
な
く
現
在
は
日
本

国
の

　
　
領
域
内

に
あ

る
ー

の
三
山
時
代
、
今
帰
仁

に
拠

っ
た
北
山
の
最
後

の
王
、
攀
安
知

の
周
辺
に

「
ア
ラ
ン
的
要
素
が
濃
厚
に
見
え
隠
れ
す
る
」
と

い
う
指

　
　
摘
が
あ
る
。
今
後
の
学
術
調
査

・
研
究

の
進
展
を
俟

つ
の
み
。
ま
た
、
元
代

ア
ラ
ン
人
を
取
り
上
げ
た
、

[上
間
　
二
〇
〇
三
]
も
あ
る
。

参
考
文
献

　
赤
坂
恒
明
　

二
〇
〇
五

『ジ

ュ
チ
裔
諸
政
権
史
の
研
究
』

風
間
書
房

　
家
入
敏
光
訳
　

一
九
六
六
　
オ
ド
リ

コ
著

『東
洋
旅
行
記
』
桃
源
社

　

石
黒
寛
　

一
九
八

一

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
消
え
た
ア
ラ
ン
族
」
(石
黒
寛
編
訳

『も
う

一
つ
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
』
東
海
大
学
出
版
会
)

　

上
間
篤
　
二
〇
〇

二

「
元
朝

に
仕
え
た
ア
ラ
ン
族
」

(
『
R
E
H
K
』
第

一
〇
号
)

　
上
間
篤
　
二
〇
〇
三

「
ア
ラ
ン
人
士
の
家
系
図
を

め
ぐ

っ
て
」

(
『
R
E
H
K
』
第

=

号
〉

　
大
久
間
慶
四
郎
　

一
九
八
四

「
民
族
大
移
動
と

ア
ラ
ン
族
」
(豊
橋
技
術
科
学
大
学

『人
文

・
社
会

工
学
系
紀
要
』
六
)

　

岡
田
英
弘
　

一
九
七
五

「
ダ
ヤ

ン

・
ハ
ー
ン
の
六
万
戸

の
起
源
」

(
『榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
山
川
出
版
社
)

　
烏
雲
畢
力
格

(
オ
ユ
ン
ビ
リ
グ
)　

二
〇
〇
五

『喀
喇
沁
万
戸
研
究
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社

　
鳥
雲
畢
力
格
　

二
〇
〇
八

「
関
于
蒙
古
阿
蘇
特
部
」
(達
力
扎
布
主
編

『中
国
辺
疆
民
族
研
究
』
第

一
輯
、
中
央

民
族
大
学
出
版
社
)

　

韓
志
遠
　

一
九

八

一

「
"赫
厮
禿
赤
"
辨
」

(
『史
学
月
刊
』

一
九

八

一
-
五
)
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『庚
申
外
史
』　

二
〇
〇
五
　

阿
騰
生
卜
爾
等

(bd
巴
言
葦

σ
≧
母
磊
二
白
げ
旦

じd
ξ

穹
ε
)
訳
注
　
民
族
出
版
社

蘇
北
海
　

一
九
九
八

「中
亜
奄

蔡
ー

阿
速
族
考
」

(
『新
疆
大
学
学
報

(哲
学
社
会
科
学
版
)
』
第

二
六
巻
第
三
期
)

『通
制
条
格

の
研
究
訳
注
』
第
二
册
、

一
九
七
五
年
、
国
書
刊
行
会

那
珂
通
世
　

一
九
〇
七

『成
吉

思
汗
実
録
』
大

日
本
図
書

馬
娟
　
二
〇
〇
四

「
元
代
伊
斯
蘭
法
与
蒙
古
法
之
間
的
衝
突
与
調
適
」

(
『元
史
論
叢
』
第
九
輯
、
中
国
広
播
電
視
出
版
社
)

馬
建
春
　
二
〇
〇
二

「
欽
察
、
阿
速
、
斡
羅
思
人
在
元
朝
的
活
動
」
(
『西
北
民
族
研
究
』

二
〇
〇
二
年
第

四
期
)

馬
建
春
　

二
〇
〇
三

『元
代
東
遷
西
域
人
及
其
文
化
研
究
』
民
族
出
版
社

馬
建
春
　
二
〇
〇
六

「
蒙

・
元
時
期
回
回
等
西
域
族
類
東
遷
過
程
疏
証
」

(『
回
族
研
究
』

二
〇
〇
六
年
第

二
期
)

ブ

リ

デ
ィ

ア
　

一
九

九

五
-

六
　
海

老
澤

哲
雄

・
宇

野
伸
浩

「
Ω

良
①
bd
ユ
巳
⇔
に
よ

る

魯

ミ
§

§
§
ミ

§

訳

・
注
」

(
『内

陸

ア
ジ

ア
言
語

の
研
究
』

　

×
-
×
H)

宝
音
徳
力
根

(ボ
ヤ
ン
デ
ル
ゲ
ル
)　

二
〇
〇
三

「
応
紹
不
万
戸
的
変
遷
」
(
『西
北
民
族
論
叢
』
第
二
輯
)

薄
音
湖

(ボ
ヤ
ン

フ
)　

一
九

八
六

「
関
于
永
謝
布
」
(
『内
蒙
古
大
学
学
報

(哲
学
社
会
科
学
版
)』

一
九

八
六
年
第

一
期
)

松
田
知
彬

　

一
九
七
五

「
ア
ラ
ン
族

の
西
進
」

(
『イ
ス
ラ
ム
世
界
』
第

一
〇
号
)

村
上
正

二
訳
注
　

一
九
七
六

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
3
　
平
凡
社

森
川
哲
雄
　

一
九
七
三

「
中
期

モ
ン
ゴ
ル
の

ハ
ー

ン
と
サ
イ
ト
の
関
係
に

つ
い
て
」

(『待
兼
山
論
叢

(史
学
篇
)』
第
六
号
)

森
川
哲
雄
　

一
九
七
七

「
ト
ゥ
メ
ト

・
十

ニ
オ
ト
ク
考
」

(
『江
上
波
夫
教
授
古
稀
記
念
論
集
　
歴
史
篇
』
山
川
出
版
社
)

家
島
彦

↓
訳
注
　

一
九
九
九

『大
旅
行
記
』
4
　

平
凡
社

楊
志
玖
　

一
九
九

二

「
回
回

一
詞
的
起
源
和
演
変
」
(
『回
族
研
究
』

一
九
九
二
年
第
四
期
)

楊
志
玖
　

一
九
九
三

「
阿
児
思
蘭
家
族
事
迹
雑
考
」
(
『元
史
論
叢
』
第
五
輯
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
)

葉
新
民
　

一
九

八
三

「
元
代
的
欽
察
、
康
里
、
阿
速
、
唐
兀
衛

軍
」

(
『内
蒙
古
社
会
科
学

(漢
文
版
)
』

一
九
八
三
年
第
六
期
)

余
太
山
　

一
九
九

二

『塞
種
史
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社

陸
峻
嶺

・
何
高
済
　

一
九
八
二

「
元
代
的
阿
速
、
欽
察
、
康
里
人
」

(
『文
史
』
第

一
六
輯
)

劉
暁
　

二
〇
〇
六

『元
史
研
究
』

福
建
人
民
出
版
社

留
金
鎖
　

一
九

八
九

「
満
官
真
部
及
其
変
遷
」

(『内
蒙
古
社
会
科
学

(漢
文
版
)』

一
九

八
九
年
第

二
期
)
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和

田

清
　

一
九

一
九

『内

蒙
古

諸

部

落

の
起

源

』

目

黒
書

店

和

田

清
　

一
九

五
九

『東

亜
史

研

究

』

蒙
古

篇

　

東

洋
文

庫

〉
A
b
a
e
v
 
 
V
.
I
.
 
1
9
8
5
 
"
A
l
a
n
s
"
.
 
 
E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a
 
 
I
r
a
n
i
c
a
.
 
1
.
 
e
d
i
t
e
d
 
b
y
 
E
h
s
a
n
 
Y
a
r
s
h
a
t
e
r
.
 
R
o
u
t
l
e
d
g
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